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本研究所は,本年創立70周年を迎えます.昭和16年(1941年)に結核の克
服を目的とする抗酸菌病研究所として設立された第一期は,ナイアシンテストの
確立(ヒト型結核の診断),結核の外科療法など-,結核の診断･治療研究の中心
的センターとしての役割を果たしました.昭和30年代前半にはがん研究領域へ
の方向転換が計られ,実験腫瘍学の確立,世界初の試験管内発癌の成功などの大
きな成果が得られました(第二期).そして平成5年(1993年)には　超高齢化
社会の到来という時代の要請を先取りする形で現加齢医学研究所への改組が行わ
れました.当時急速に発展しつつあった分子生物学の手法を導入し,発生など加
齢現象の基本的分子メカニズムの解明や免疫機など生体防御機構の解明,腫瘍の
増殖機構や治療抵抗性の分子機構の解明とその制御,脳発生の分子メカニズムの
解明などが新たな研究の方向性となりました(第三期).このように,本研究所は,
その時々の社会が要請する重要疾患をテーマとして先取りして発展してきたと言
えます.
平成18年(2006年)には,それまでの将来構想の議論を集約して,加齢医学
は生命の時間軸に沿った医学･年物学的であることを再確認するとともに,加齢
脳疾患を制御するための脳科学研究を強化すること,バイオインフォーマテクス
研究を強化すること,最終的には健康寿命の延伸を目標とすることを決定しまし
た.また,平成22年(2010年) 4月1日から｢加齢医学研究拠点｣として活動
を開始したことを踏まえ,これまでの5研究部門を,加齢制御,腫揚制御,脳科
学の3研究部門体制に改組を行いました.加齢制御部門では,加齢の基本的メカ
ニズムの解明や,それを修飾するゲノム損傷の修復メカニズム,免疫などの生体
防御機構の研究を行います. ｢腫瘍制御部門｣では,発癌機構の解明や腫瘍増殖
の制御メカニズム解明などの基礎研究を展開するとともに,最先端の癌診断法･
治療法の開発を行い,難治癌の制御をめざします. ｢脳科学研究部門｣では,脳
の発達と加齢に関する基礎研究を展開するとともに,認知症など脳加齢疾患の先
端的診断･治療法の開発をめざします･また･これに先行して平成21年10月よ/
り,附属施設として｢スマート･エイジング国際共同研究センター｣を設置しま
した　同センターは加齢医学研究の国際展開と産学連携の拠点として構想したも
のです.平成23年5月には6階建て, 3,000平米の建物が完成しました　このよ
うに,平成18年に始まった新規研究分野の創設や研究部門の再編など積極的に
組織改革を行い,研究体制の最適化を行っています.
研究所にとっては研究業績,すなわち優れた論文の公表は,研究費獲得実績と
ともに重要な業績の指標です.本書は2009-2010年の2年間の研究所の研究活
動をまとめたものです.前述の目標に向かって各研究分野がどのような取り組み
を行い,どのような成果を挙げているか,研究所の現状がおわかりいただけると
思います.本書を通じて本研究所としての説明責任を果たすとともに,研究者コ
ミュニティー･社会-の情報発信の良い資料となれば幸いです.
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れたものについては,引用を可能にする目的で　改
めて収録した.
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1.研究分野紹介
教　授:田村　眞理
准教授:平賀　　章
准教授:小林　孝安
遺伝子情報研究分野
担当教授　田　村　眞　理
当研究分野の前身である抗酸菌病研究所生化学研究部門は,昭和19年に設置された　約50年の
歴史を経た後,平成5年の研究所の改組に伴い,名称が遺伝子情報研究分野となり現在に至っている.
当研究分野では,細胞のストレス応答や生存と死など高次細胞機能の制御機構について細胞内シ
グナル伝達の視点に立った研究を行っている.具体的には, ①プロテインホスフアタ-ゼによる
細胞機能の制御機構の解明, ②メカニカルストレスによる骨組織リモデリングの分子機構の解明
を主要なプロジェクトとして研究を進めている.
現在の主な研究
1.プロテインホスファタ-ゼによる細胞機能の制御機構
1)プロテインホスファタ-ゼ2Cの機能と制御機構
当研究室が研究の対象としているプロテインホスフアダーゼ2C (PP2C)は,真核細胞に広く保
存されているタンパク質セリン･スレオニンホスフアタ-ゼファミリーの一つであり,ヒト細胞に
は14種類のPP2C遺伝子が存在し,それぞれがシグナル伝達の制御園子として,固有の役割を担っ
てるものと考えられる.主要なタンパク質セリン･スレオニンホスフアタ-ゼファミリーとしては,
他にPPl, PP2A及びpp2Bが存在するが　これら三つのファミリーは,分子進化上,同じ起源に
由来するのに対し, pp2Cはこれらとは異なったユニークな起源を持つことが特徴の一つである.
また, ppl, PP2A及びpp2Bがいずれも,調節サブユニットと活性サブユニットから構成されるオ
リゴメリック酵素であるのに対し, pp2Cはモノメリック酵素で　活性タンパク質のサイズ(40-80
kDa)がppl, PP2A及びpp2Bの活性サブユニットのそれら(30-35kDa)よりも大きいという特
徴がある.これらのことから, (≡)pp2Cはファミリーとしてユニークな細胞内機能を持つこと,
②個々のPP2Cファミリーメンバーは,活性ドメインに加えて,活性調節ドメインや細胞内局在
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を規定するドメインをも困蔵し,多様な機能性制御を受けることが予想された･当研究室早ま･こ
れらの点の解明を含めて,主に当研究室でクローニングに成功した4つのPP2Cファミリーメンバー
(pp2C｡, PP-2cc, PP2C〔及びpp2Cn)の生理的な役割の解明を目的に研究を進めている.
2)微小管構成分子によるppl, PP2Aの制御機構
微小管は細胞内の多様な機能に関与する細胞骨格で　しばしば小器官あるいは他の細胞内構築物
各i
に近接する.それ故,微小管とこれらの構築物の構成蛋白質は相互に情報を伝達し,それらの機能
の制御に寄与している可能性がある.本研究では,微小管に高い親和性を示す,プロテインホスフア
タ一才　MT-PPlを調節する分子を探索し,その調節の機構と意義を解析する事を通じて,微小管
と細胞内構築物との相互制御の解明を試みている.
2.メカニカルストレスによる骨組織リモデリングの分子機構　　　　　,
生体内においては様々な組織が　それぞれメカニカ)レストレスに対し固有の応答反応を示すこと
が知られている.特に骨組織では,メカニカルストレスと代謝活性に強い関連性があり,骨組織
への適度のメカニカルストレスの負荷が　骨芽細胞の増殖,分化及び骨基質の産生を誘導し,骨の
i)モデリングに重要な役割を果たすことがわかってきた　しかしながら,メカニカルストレスが
どのような機構で　骨芽細胞の形質発現を誘導するのかは明らかにされていなかった.そこで　当
研究室ではメカニカ)レストレスとストレス応答シグナル伝達経路の関係に的を絞って研究を進めて
いる.
2.研究報告
1)著書
1. Matsui H, Fukuno N, Suzuki 0, Takeda K, Ichijo H, Kobayashi T, Tamura S, Sasaki K･ : Mechanical
stress modulates bone remodeling signals. Inte南ce Oral Health Science 2009. (Editors. Sasano T,
suzuki 0, Stashenko 已 Sasaki K,Takahashi N. ) springer (2010) 129-132.
2)英文論文
1･ Henmi T.Amano K. NagauraY, Matsumoto K, Echigo S, Tamura S, Kobayashi T･ Amechanism for
the suppression of interleukin-I -induced NF-KB activation by protein phosphatase 2CTl-2･ Bio-
chem. ∫. 423 (2009) 71-78.
2. Kudo T, Kanetaka H, Watanabe A, Okumoto A, Asano M, Zhang 辛 Zhao F, Kano M, Shimizu Y,
Tamura S, Hayashi H. Investigating bone morphogenetic protein (BMP) signaling in a newly
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established human cell line expressing BMP receptor type Il･ Tohoku J･ Exp･丹ed･ 222 (2010)
121-129.
3. Fukuno N, Matsui H, Kanda Y, Suzuki 0, Matsumoto K, Sasaki K, Kobayashi T, Tamura S.
TGF-β-activated kinase 1 mediates mechanical stress-induced IL-6 expression in osteoblasts. Bio-
chem. Biophys. Res. Commun. 408 (201 1) 202-207.
4･ Miyagi T, Kikuchi K, TamuraJS･ (ReHection and Perspectives) shigeru Tsuiki : a pioneer in the
research Gelds of'Complex carbohydrate and protein phosphatase. I. Biochem. in press
3)和文論文
1.田村眞理.国際プロテインホスフアタ-ゼカンフアランスの思い出.細胞工学vbl.30(2011)
603-605.
3.国際学会･海外での発表およびセミナー
1)シンポジウム
1. Kobayashi T : Phosphorylation of protein phosphatase 2Czeta by c-Jun NH2-terminal kinase at
ser92 attenuates its phosphatase activity. EMBO conRerence (EuroPhosphatase 2009) , Egmond aan
Zee, Netherland, July, 2009.
2. Tamura S : Regulation ofcellular functions by PP2C family members. Openlng Lecture. 9th lnter-
national Protein Phosphatase Conference, Tokyo, Japan, February, 20 I 1.
2)一般演題
1. Fukuno N, Matsui H, Suzuki 0, Sasaki K, Kobayashi T, Tamura S : Mechanical stress Induced the
Activation ofTAKl and its Downstream Pathways in Pre一〇steoblastic Cells. MHS2009 皮 Micro-
Nano Global COB, Nagoya, Japan, Nobember, 2009.
2. Kobayashi T, Chida T, Ando M, Matsuki T, Masu 辛 Kanto 辛 Nagaura 辛 Tamura S : AMPK-acti-
Vated protein kinase is regulated by multiple protein phosphatases. 9th International Protein Phos-
phatase Conf:erence, Tokyo. Japan, February. 20 I 1.
4.国内学会での発表
1)シンポジウム･ワークショップ
1.小林孝女,粟野健次郎,菅野新一郎,永浦裕子,田村眞理∴リン酸化によるPP2Cの制御
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機構‥ 2ccのJNKにより負の制御を受ける.第82回日本生化学会大会･神戸･ 200?･10･
2.小林孝安,粟野健次郎,菅野新一郎,永浦裕子,田村眞理一プロテインホスフアタ-ゼ
2C再JNKによV)負の制御を受ける･第4回日本プロテインホスフアタ-ゼ研究会学徒集会･
熊本. 2009.ll.
こコ
2)一般演題
1.小林孝安,永浦裕子,逸見健明,田村眞理一プロテインホスフアタ-ゼ2C中二よるlL-1
依存性NF一KB活性化の選択的制御機構･第68回日本癌学会学術総会･横浜, 2009･ 12･
2.小林孝安,粟野健次郎,永浦裕子,菅野新一郎･田村眞理一プロテインホスフアタ-ゼ
2ccのJNKによる負の制御機構･第32回日本分子生物学会年会･横浜･ 2009･12･
3.福野直人,松井裕之,鈴木　治,佐々木啓一,石谷　太･松本邦弘･小林孝安,田村眞理一TAKl
I
工s activated by cyclic mechanical strain loading to pre-osteoblastic cells･第32回日本分子生物学
会年会.横浜, 2009.12.
4.松井裕之,福野直人,神田佳明,鈴木　治,佐々木啓一･小林孝安･田村賞理一骨芽細胞
におけるメカニカルストレスセンサー分子･第10回計測自動制御学会システムインテグレー
ション部門講演会.東京, 2009.12.
5.小林孝安,粟野健二郎,菅野新一郎,永浦裕子,田村眞理･ , pp2ccはJNKにより負の制
御を受ける.日本生化学会東北支部　第76回例会･シンポジウム･福島･ 2010･5･
6.松井裕之,福野喧人,神田佳明,鈴木　治,武田弘資･一條秀範,佐々木啓一･小林孝安･
田村眞理∴骨芽細胞のmKおよびp38は骨メカノバイオロジーにおいて破骨細胞とのサ
ィトカインクロストークに寄与する.第33回日本分子生物学会年会･第83回日本生化学
会大会合同大会.神戸, 2010.12.
7.小林孝安,千田透子,安藤止勝,松木　伯,析悠太郎,高橋祐輝･神藤祐亮,永浦裕子,
田村眞理∴ AMPK-activatedproteinkinase (AMPK)の脱リン酸化を担うプロテインホスフア
クーゼの解析.第33回日本分子生物学会年会･第83回日本生化学会大会合同大会･神戸･
2010.12.
8.松井裕之,福野直人,神田佳明,鈴木　治,武田弘資･一條秀範･佐々木啓一,小林孝安,
田村眞理∴骨芽細胞のJNKおよびp38は肯メカノバイオロジーにおいて破骨細胞とのサ
ィトカインクロストークに寄与する.第33回日本分子生物学会年会･第83回日本生化学
会大会合同大会.神戸, 2010.12.
免疫遺伝子制御研究分野
担当教授　佐　竹　正　延
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1.研究分野紹介
教　授:佐竹　正延
准教授:千葉奈津子
助　教:昆　　俊亮
現在の主な研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
佐竹　正延
医学の主たる関心は,どの様なメカニズムで病気になるのか,そしてどの様な手段(薬や手術)
により治療できるのか,即ち, Howtoにある.しかるに医学においては,何故に病気にかかる必
然性があるのか(why)を問うことはない.そこで思い起こすべきは私達,ひと･八･ヒトは　動
物(6億年)･哺乳類(1億年)･ヒト科(500万年) ･現世人類(20万年)の進化の結果として,こ
の世に存在していることである.進化というと古世代の三葉虫･アンモナイトの化石や,中世代に
おける恐竜の絶滅といったイメージが先行する,それもあるが　ヒトの寿命が100年までと決まっ
ているのはどうして?　そもそもなぜ私達は,死すべき運命にあるのだろうか?　といった疑問に
対する解答は,ヒトを進化の光に照らして考察することによって初めて得られるものと思われる.
即ち,ヒト(生物種)としての制約も,ひと(個人)としての可能性も,進化の中に,とりわけ遺
伝子やゲノムの分子進化の中に鍵が隠されていると期待して,研究を進めている.
千葉奈津子
主に家族性乳癌原因遺伝子BRCAlの機能解析を行っている. BRCAlはその生殖細胞系列変異
により,乳癌や卵巣癌を引き起こす癌抑制遺伝子である.最近は,散発性乳癌のbasa1-1ike乳癌と
いうサブタイプとも関わりがあるとされ大きな注目を集めている. BRCAlは, DNA修復,転写制
御,細胞分裂制御,クロマチンl)モデリングなど細胞内の多様な機構に関与することが知られてい
る.私達は特にDNA修復,細胞分裂制御におけるBRCAlの働きに興味をもって研究を行っている.
加齢医学研究所,加齢ゲノム制御プロテオーム寄附研究部門の安井明教授との共同研究により,
DNA損傷に対する分子の応答をリアルタイムで解析できる実験系を用いて,私達は, BRCAlの
5
6　　　加齢制御研究部門
DNA損傷部位への_集積のメカニズムを明らかにした.また,紫外線損傷修復に対するBRCAlの
/
働きについても明らかにし, BRCAlの発現調節のメカニズムについても解析中である.まだ
BRCAlを相互作用する新規乳癌関連分子の同定に成功し,現在,その癖抑制機構について解析を
進めている.
昆　　俊亮
真核細胞内の様々な小器官は,脂質二重膜で分画された独自の構造を形成し,各々の間でたんば
〈質･脂質が正確に分配される精緻な交通路が確保されている.シャトルの実態は,小腹と呼ばれ
る運搬体のやり取りである.小胞形成の素過程において中心的な役割を果たしているのが低分子量
GTPaseをコードするARFであり,我々はARFGAPであるSMAPlとsMAP2を同定し,研究の中
心に据えている･具体的には,小胞が形成される過程において,これら因子がどういった役割を担っ
ているのかを分子レベルで解明すること,個体レベ)レでは,発生･成長や様々な疾患における小胞
輸送の意義を明らかにすることを目標としている.
2.研究報告
1)英文論文
1･ Yoshioka T, Kato S, Gamoh M, Chiba N, Suzuki T, Sakayori N, Kato S, Shibata H, Shimodaira H,
Otsuka K, Kakudo 辛 hkahashi S and Ishioka C･ Phase I/II study ofsequential therapy with irino-
tecan and S-1 for metastatic colorectal cancer. Br. J. Cancer 101 : 1972-1977, 2009.
2･ Chiba N･ Analysis Oftumor suppressor gene uslng molecular imaglng for personalized medicine.
2007 Tohoku University Globa一 COB Program, Global Nano-Biomedical Engineerlng Education and
Research Network Centre, Annals ofnanoBME 2008 Ⅵ)1. 2 : 193-202, 2009.
3･ Kohu K･ Ohmori H･ Wong WF, Onda D, Wakoh T, Ron S, Ⅵmashita M, Nakayama T, Kubo M and
Satake M･ The Runx3 transcrlPtlOn Factor augments Thl and down-modulates Th2 phenotypes by
interactlng With and attenuatlng GATA3. I. lmmuno1. 183 : 7817-7824, 2009.
4･ Feng J･ Iwama A･ Satake M and Kohu K･ MicroRNA-27 enhances di鴨rentiation ofmyeloblasts
into granulocytes by posLtranscrlptlOnally down-regulatlng Runxl･ Br〟 J･ Haematol･ 145 : 412-
423,2009.
5･ Kametani 辛 Suzuki D, Kohu K, Satake M, Suemizu H, Sasaki E, Ito T, Hmaoki N, Mizushima T,
Ozawa M,嶋ni K, Kilo M, Arai H, Koyanagi A, Yagita H and Habu S･ Development ofmonoclonal
antibodies for analyzing Immune and hematopoletic systems of common marmoset･ Exp･ Hematol･
37: 1318-1329,2009.
6･ Tani-ichi S, Satake M and lkuta K･ Activation ollhe mouse TCRy I enhancers by STAT5･ Tnt.
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1mmunol. 21 : 1079-1088, 2009.
I
7･ Wong WF, Nakazato M, Watanabe T, Kohu K, Ogata T, Yoshida N, Sotomaru 辛 Ito M, Araki K,
- Teller ∫, Fukumoto M, Suzuki D, Sato T, Hozumi K, Habu S and Satake M･ Over-expression of
Runxl transcrlPt10n factor impalrS the development of thymocytes from the double-negative to dou-
ble-positive stages･ [mmunology 130 : 243-253, 2010･
8. Ransburgh D*, Chiba N*, Ishioka C, Toland A and PaⅣin JD. (*co一缶rst author) Iden捕cation of
こつ
breast tumor mutations in BRCAl that abolish its請nction in homologous DNA recombination.
Cancer Res. 70 : 988-995, 2010.
9･ Chiba N, Matsuzawa A, Kashiwagi R, Maseki E and Wei L･ AnalysIS Oftumor suppressor gene
uslng molecular imaglng for personalized medicine･ Tohoku Universlty Global COB Program,
Global Nano-Biomedical Englneerlng Education and Research Network Centre, Annals of nanoBME
2009Vol. 3 : 209-218,2010.
10･ Yamakoshi H, Kanoh N, Kudo C, SatoA, Ueda K, Muroi M, Ron S, Satake M, Ohori H, Ishioka C,
Ohshima 辛 Osada H, Chiba N, Shibata H and lwabuchi Y･ KSRP/FUBP2 is a binding protein of
G0-YO86, a cytotoxic curcumin analogue･ ACS Medicinal Chemistry Letters 1 : 273-276, 2010･
11･ Zhao 辛 Zhang X, Guda K, Lawrence E, Sun Q, Watanabe T, Iwakura 辛 Asano, M, Wei L, Ⅵng Z,
Zheng W, Dawson D, WillisらMarkowitz S, Satake M and Wang Z. Identincation and mnctional
characterization of paxillin as a target of protein tyrosine phosphatase receptor T･ Proc･ Natl･ Acad.
Sci. USA. 107 : 2592-2597, 2010.
12･ Damayanti T, Kikuchi T, Zaini ∫, Daito H, Kanehira M, Kohu K, Ishii N, Satake M, Sugamura K and
Nukiwa T･ Serial OX40 engagement on CD4+ T cells and NKT cells causes allerglC airway
inHammation･ Am･ J･ Respir･ Crit･ Care･ Med･ 181 : 688-698, 2010.
13. Minamoto T, Hanai S, Kadota K, Oishi K, Matsumae H, F申e M, Azumi K, Satoh N, Satake M and
lshida N･ Circadian clock in Ciona intestinalis revealed by microarray analysIS and oxygen
consumptlOn. J. Biochem. 147 : 175-184, 2010.
2)和文論文
1.千葉奈津子:個別化医療のための分子イメージング技術を用いた癌抑制遺伝子の機能解析
東北大学グローバルCOEプログラム　新世紀世界の成長焦点に築くナノ医工学拠点　ナノ
医工学年報　vbl.2 2008: 203-212 (2009).
2.千葉奈津子,松澤綾子,柿木絵美子,柏木梨佐, WeiLeizhen:個別化医療のための分子イメー
ジング技術を用いた癌抑制遺伝子の機能解析　東北大学グローバルCOEプログラム　新世
紀世界の成長焦点に築くナノ医工学拠点　ナノ医王学年報　vo1.32009: 211-220 (2010).
3.千葉奈津子:大豆イソフラボンの乳癌の予防薬や治療薬としての可能性の探索　財団漢人
三島海雲記念財団　研究報告書47: 29-32 (2010).
4.柏木梨佐,松澤綾子,柿木絵美子,柴田　唆,古川裕美子,千葉奈津子:乳癌の予防と治
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療のための大豆イソフラボンと家族性乳癌原因遺伝子BRCAlの関連の解明　大豆たん自費
I
研究vol. 13: 120-124 (2010).
3.国際学会発表
1･ Wong WF, Kurokawa M, Satake M and Kohu K･ Downregulation ofRunxl expression by TCR sis-
/′
nal is mediated in an autoregulatory mechanism EMBO Workshop : Runx TranscrlptlOn Factor in
Development and Disease, Oxford Universlty, UK, 2009･
2. Chiba N, MatsuzawaA, Wei L, Kashiwagi R, Maseki E, Yasui Åand Kanno S･ lden捕cation ofa
new target of cancer therapy by a proteomic study･ The loth lntematopnal Symposium on Nano-
Biomedical Engineering in the East Asian-PaciHc Rim Region April 16 2009 (Christchurch, New
zealand)
3. Chiba N, Kashiwagi R, Maseki E and Matsuzawa A･ AnalysIS OftumorJSuppreSSOr gene using
Molecular imaglng technique for personalized medicine. The 12当ntematopnal Symposium on
Nano-Biomedical Engineering in the East Asian-Pac誼c Rim Region March 26 20 10 (Sendai, Japan)
4. MatsuzawaA, Kanno S, Wei L, Kashiwagi R, Maseki E, Ishioka C, YasuiAand Chiba N･ A nove一
BARDl-interactlng prOtein請nctions at cell cycle regulation･ eth World Congress of Biomechan-
ics, August 3 201 0 (Suntec City, Singapore, Singapore)
5. Maseki 已, Kanno S, MatsuzawaA, Kashiwagi R, Wei L, Ishioka C, YasuiAand ChibaN･ Regula-
tion of BRCAl/BARDl expression aRer DNA damage･ 6th World Congress of Biomechanics･
August 3 2010 (Suntec City, Singapore, Singapore)
6. MatsuzawaA, Kanno S, Wei I Kashiwagi R, Maseki E, Shibata S, Furukawa Y, Ishioka C, Yasui A
and Chiba N. Identif:ICation of'a novel BARDLinteractmg Protein and analyses of its I:unction･
4th East Asian Pac誼c Student Workshop on Nano-Biomedical Engineerlng, December 15-16, 2010
(National University of Singapore, Singapore, Singapore)
7. Maseki E, Kanno S, Matsuzawa A, Kashiwagi R, Furukawa Y, Shibata S, Yasui A and Chiba N･
Regulatory mechanism of the level of BRCAl/BARDl expression fbllowlng DNA damage･ 4th
East Asian Pacific Student Workshop on Nano-Biomedical Engineerlng, December 16 2010
(National University of Singapore, Singapore, Singapore)
8. Ron S, Sakamoto D, Higuchi 辛 Tanabe K, Minegishi N, Watanabe T, Ogawa S, Nakamura T and
Satake M･ Dysregulation of clathrin-dependent tra冊c predisposes SMAPl-targeted mice to
develop myelodysplastic syndrome and acute myeloid leukemia･ FASEB Summer Research
Conf:erences ; Arffamily G proteins, U･S･A, 2010･
9. Funaki T, Ron S and Satake M. SMAP2, One the ofArfGAP言s localized at the trams-Golg主
network. FASEB Summer Research Conf:erences ; Arff:amity G proteins. U.S･A, 2010･
10･ Wong WF, Kurokawa M, Satake M and Kohu K･ Downregulation ofRunxl expression by TCR sig-
nal is mediated in an autoregulatory mechanism and is necessary for maximal IL-2 production･ 51h
lntemational Conference on Gene Regulation in Lymphocyte Development, Crete, Greece, 20I O･
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4.国内学会発表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/
1.山越博幸,叶　直樹,上田和則,昆　俊亮,佐竹正延,大堀久詔,工藤千枝子,佐藤温子,
室井　誠,柴田浩行,大島吉輝,千葉奈津子,長田裕之,岩渕好治: KSRP特異的リガンド
GO-YO86　第4回日本ケミカルバイオロジー学会年会(2009年5月18日,神戸)
2.山越博幸,叶　直樹,上田和則,昆　俊亮,佐竹正延,大堀久詔,工藤千枝子,佐藤温子,
各つ
室井　誠,柴田浩行,大島吉輝,千葉奈津子,長田裕之,岩渕好治:東北大学バイオサイ
エンスシンポジウム(2009年6月16日,仙台)
3.千葉奈津子,親　電震,田中亀代次,安井　明,石岡千加史: BRCAl polyubiquitinatesCSB
pro.tein in transcription-coupled repair ofUV damage,転写と共役したDNA修復において
BRCAlがコケイン症候群csB蛋白をエビキチン化する　第68回日本癌学会学術総会(2009
年10月3日,名古屋)
4.千葉奈津子,魂　雷震,田中亀代次,石岡干加史,安井　明:BRCAlのコケイン症候群
csB蛋白のユビキチン化と転写共役修復-の影響　第20回DNA複製･組み換え･修復ワー
クショップ(2009年11月1日,滋賀県彦根市)
5.柏木梨佐,魂　雷震,松澤綾子,柵木絵美子,石岡千加更,安井　明,千葉奈津子: BRCAl
のDNA単鎖切断修復能における機能　第20回DNA複製･組み換え･修復ワークショッ
プ(2009年11月1日,滋賀県彦根市)
6.山越博幸,叶　直樹,上田和則,昆　俊亮,佐竹正延,大堀久詔,工藤千枝子,佐藤温子,
室井　誠,柴田浩行,大島吉輝,千葉奈津子,長田裕之,岩渕好治:第28回メデイシナル
ケミストリーシンポジウム(2009年11月25日,東京)
7.松澤綾子,菅野新一郎,魂　雷震,柏木梨佐,柿木絵美子,石岡千加史,安井　明,千葉
奈津子: A novel BARDl-interacting protein血nctions at spindle poles and midbody to regu一ate mitosis
andcytokinesis.第32回日本分子生物学会年会(2009年12月11日,横浜)
8･ Wong WF, Kohu K and Satake M. Downregulatation ofRunxl expression by TCR signal is medi-
ated in an autoregulatory mechanism･ 5m International Workshop of Kyoto T cell conference.
Kyoto, 1S1-4th June 2009･
9･ Ron S,嶋nabe K, Minegishi N, Watanabe T, Sabe H and Satake M. Impal-ent Ofclathrin-depen-
dent tra冊c causes neoplasia. The 6lstAnnual Meeting Ofthe Japan Society for cell Biology, P195,
Nagoya, 2009.
10. Funaki T, Ron S and Satake M. SMAP2, One of the ArfGAP言s localized at the trams-Golgi-
network. The 32nd Annual Meeting Ofthe Molecular Bio一ogy Society of Japan, December 2009.
ll.千葉奈津子:乳癌の予防と治療のための大豆イソフラボンと家族性乳癌原因遺伝子BRCAl
の関連の解明　財団法人不二たん白質研究振興財団　第13回研究報告会　大阪豊中2010
年6月1日
12. Chiba N, MatsuzawaA, Kashiwagi R, Maseki E and lshioka C. The effect ofBRCAl missense
mutations on homology directed recombination, BRC41の点突然変異の相同組み換えへの影響
第69回日本癌学会学術総会(2010年9月22日,大阪)
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13. MatsuzawaA, Wet L. Kashiwagi R, Maseki E. lshioka C, Yasui A and Chiba N･ Identincation ofa
novel BARDl-intera..ing pro.ein that.egulates.ent.os.me and.,tokinesis,中心IJと細胞質分裂
_を制御する新規BARDl結合分子の同定　第69回日本癌学会学術総会(2010年9月24日,
大阪)
14.高山亜紀,山越博幸,叶　直樹,工藤千枝子,佐藤温子,上田和則,室井　誠,昆　俊亮,
佐竹正延,大堀久詔,石岡千加史,大島吉輝,千葉奈津子,柴田浩行,岩渕好治:抗腫瘍
活性を持つcurcumin類縁体の標的分子探索と作用機序解第4回創薬懇話会(2010年11月
12日13日,蔵王)
15.柏木梨佐,古川裕美子,字井彩子,松澤綾子,柿木絵美子,柴田　唆,石岡千加史,安井　明,
千葉奈津子: BRCAlはDNA単鎖切断修復に関与する第33回日本分子生物学会年会(2010
年12月8日,神戸)
16. Maseki E, Kanno S, Matsuzawa A, Kashiwagi R, Shibata S, Furukawa 辛 Wei L, Ishioka C, Yasui A
and Chiba N･ Regulatory mechanism of the level of BRCAl/BARDl expression fbllowlng DNA
damage.第33回日本分子生物学会年会(2010年12月8日,神戸)
17. Funaki T, Ron S and Satake M. SMAP2, One of the ArfGAP, is localized at the trams-Golgl-
network. The 62 nd Annual Meetlng Ofthe Japan Society for Cell Biology, April, 2010･
18. Ron S, Sakamoto D, Higuchi 辛 Tanabe K, Minegishi N, Watanabe T, Nakamura T and Satake M･
Dysregulation ofclathrin-dependent tra航causes neoplasia･ The 62nd Annual Meeting Ofthe Japan
Society for Cell Biology, WS2十Osaka, 201 0･
免疫遺伝子制御研究分野(田中研究室)
担当教授　佐　竹　正　延
1.研究分野紹介
准教授:田中　耕三(テニュア･トラック教員)
当研究室は,東北大学における若手研究者の独立支援事業である｢先進融合領域フロンティアプ
ログラム｣により,平成19年3月に田中がテニュア･トラック准教授として着任して発足した.
当初,田中は大学内の横断的組織である特定領域研究推進支援センター(CRESS)に所属し,加
"齢医学研究所に配属されて研究を行った･.平成20年10月に正式に加齢医学研究所に配置換となっ
た.加齢研の組織上は平成20年度まで遺伝子機能研究分野に所属し,平成21年度よい)免疫遺伝子
制御研究分野に所属した.なお田中は｢先進融合領域フロンティアプログラム｣が平成22年度で
終了することに伴いテニュアを取得し,平成23年3月より教授として分子腫揚掌研究分野という
新たな分野を担当することになった
当研究室の研究テーマは｢がん化及びがん治療のターゲットとしての細胞分裂制御機構の解明｣
である.細胞分裂期はがん化にもがん治療にも密接に関連しており,その制御機構の解明はがん化
の機構を理解する上でも,またがん治療を進歩させる上でも重要である.具体的にはヒト細胞及び
出芽酵母を用いて,以下の研究を行った.
現在の主な研究
I)ヒト細胞での正確な染色体分配の機構
がんの大部分でみられる異数性は染色体の不均等分配に起因すると考えられるため,染色体分配
に関与する分子の異常はがん化と関連している可能性がある.そこでヒト細胞で染色体分配に関与
する分子の探索を行った結果,脊椎動物でのみ保存されている新規分子を同定し,その性質から
CAMP (⊆hromosomealignment一理aintainingphosphoprotein)と名付けた(EMBOJ, 201 I). cAMPノッ
クダウン細胞ではキネトコア-微小管結合に異常が見られ, CAMPはキネトコアと微小管の結合の
維持に機能しているのではないかと考えられた.現在cAMPの機構についてさらに検討を進めて
いる.
胴
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2)細胞分裂期に作用する抗がん剤の作用機序の解明
I
多くの抗がん剤がDNA合成期にDNA複製を妨げることにより作用するのに対し, vincaalkaloid
やtaxol~といった薬剤は細胞分裂期に微小管に作用してその効果を発揮する.これらの薬剤は,い
ずれも染色体と微小管の正しい結合をさまたげ　紡錘体チェックポイントを活性化させる.その結
果細胞周期が停止し,これが持続するとアポトーシスにより細胞死に至るが　その詳細な機構は明
らかになっていない.当研究室では出芽酵母をモデルとして,細胞分裂期に作用する薬剤による細
胞死の機構を検討し,酵母でもアポトーシス様の細胞死が起こることを明らかにした(FEBSLett,
2010).これと並行してヒト細胞でも,細胞分裂期に作用する薬剤による細胞死の機構の解析を行っ
ている.
2.研究報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
英文論文
原著論文
1. Itoh, G, Kanno, S, Uchida, K, Chiba, S, Sugino,A, Watanabe, K, Mizuno, K, Yasui, A, Hirota, T, and
Tanaka. K. CAMP (C1 3orf8, ZNF828) is a novle regulator ofkinetochore-microtubule attachment.
EMBOJ (2011) 30,p 130-144.
2･ Endo, K, Mizuguchi, M, Harata, A, Itoh, G, and Tanaka, K･ Nocodazole induces mitotic cell death
with apoptotic-like Features in Saccharomyces cerevisiae. FEES Lett (2010) 584, p 2387-2392.
3. Kitamura, E*, Tanaka, K*, Komoto, S* (*equally contributors) , Kitamura, 辛 Antony, C, and Tanaka,
T, U. Kinetochores generate microtubules with distal plus ends : their roles and limited lifetime in
mitosis. DevCell (2010) 18,p248-259.
総説
1. Tanaka, K, Kitamura, B, and Tanaka, T, U. Live cell analysis Of kinetochore一microtubules interac-
tion inbuddingyeast. Methods (2010) 51, p206-213.
2. Tanaka, K, and Tanaka, T, U. Live cell imaglng Ofkinetochore capture by microtubules in budding
yeast. Methods MoIBiol (2009) 545, p 233-242.
3.嶋naka, K, and Hirota, T. Chromosome segregation machinery and cancer. Cancer S°i (2009)
100,p 1158-1165.
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
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I.･嶋naka, K. CAMP (C13orf8, ZNF828) is a novel regulator ofkinetochore一microtubule attachment.
Minisymposium on Cell Cycle, November 9, 2010, Sendai, Japan
2･ Tanaka･ K, Kitamura, E, Komoto, S, and Tanaka, T･ Molecular mechanisms ofkinetochore capture
and transport by microtubules on the mitotic spindle･ …Chromosome Segregation Machinery'',
/一■
MEXT Priohty Research Project "Cell Prolif:elation Control" Intemational Workshop, June 5. 2009,
Tbkyo, Japan.
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
I
1.伊藤　剛,菅野新一郎,内田和彦,千葉秀平,水野健作,安井　明,広田　亨,田中耕三.
新規分子cAMP (C13orf8, ZNF828)によるキネトコア-微小管結合の制御.第28回染色
体ワークショップ　加賀, 2011年1月.
2.田中耕三.新規分子cAMPによるキネトコア-微小管結合の制御.平成22年度遺伝研研
究会,三島, 2010年9月.
3.伊藤　剛,菅野新一郎,内田和彦,千葉秀平,水野健作,安井　明,広田　亨,田中耕三.
新規MAD2L2結合分子cAMP (C13orfB, ZNF828)によるキネトコア-微小管結合の制御.
第9回核ダイナミクス研究会,伊豆, 2010年5月.
4.田中耕三.紡錘体チェックポイントによる染色体分配制御ネットワークの解明.特定領域
研究｢染色体サイクルの制御ネットワーク｣第6回領域会議,鹿児島, 2010年3月.
5.伊藤　剛,菅野新一郎,安井　明,広田　亨,田中耕三. MAD2L2と結合する新規分子
C13orf8によるキネトコア-微小管結合の制御.第27回染色体ワークショップ　御殿場,
2010年1月.
6.田中耕三.出芽酵母をモデルとした,細胞周期停止の持続による細胞死誘導機構の解明.
特定領域研究｢細胞増殖制御｣第3回班会議,安曇野, 2009年9月.
7.田中耕三,喜多村悦至,甲本真也,田中智之.スピンドル微小管によるキネトコア捕捉･
輸送の分子機構.第61回日本細胞生物学会大会,名古屋, 2009年6月.
8.田中耕三.紡錘体チェックポイントによる染色体分配制御ネットワークの解明.特定領域
研究｢染色体サイクルの制御ネットワーク｣第5回領域会議,修善寺, 2009年6月.
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2)一般演題,ポズタ一等
1.伊藤　剛,菅野新一郎,内田和彦,千葉秀平,水野健作,安井　明,広田　亨,田中新二.
CAMP (C13orf8, ZNF828) is a novel regulator ofkinetochore一microtubule attachment.第33回
日本分子生物学会年会･第83回日本生化学会大会合同大会,神戸, 2010年12月.
2.水口万裕美,菅野新一郎,安井　明,伊藤　剛,田中耕三.紡錘体チェックポイント関連
分子による染色体分配制御機構の解析.第33回日本分子生物学会年会･第83回日本生化
学会大会合同大会,神戸, 2010年12月.
3.田中耕三,伊藤　剛,安井　明,広田　亨.新規MAD2L2結合分子cAMPによるキネトコ
ア-微小管結合の制御.第69回日本癌学会学術総会,大阪, 2010年9月.
4.田中耕三.キネトコア-微小管結合に関与する新規分子cAMP/C13orf8の機能解析. 2010
年癌研究会癌研究所･癌化学療法センター･ゲノムセンター研究発表会,東京, 2010年7月.
5.伊藤　剛,菅野新一郎,安井　明,広田　亨,田中耕三,新規MAD2結合タンパク
MAD2BPlは正しいキネトコアー微小管結合に必要である.第32回日本分子星物学会年会,
横浜, 2009年12月.
6.田中耕三.紡錘体チェックポイント分子MAD2と結合する新規分子の機能解析. 2009年癌
研究会癌研究所･癌化学療法センター･ゲノムセンター研究発表会,東京, 2009年7月.
3)セミナー
1.伊藤　剛.染色体分配に関与する新規分子cAMPの機能解析.平成22年度第4回加齢研
生化学セミナー,東北大学, 2011年2月.
2.田中耕三.新規分子cAMP (C13orf8,ZNF828)によるキネトコア-微小管結合の制御.京
都大学放射線生物研究センターセミナー,京都大学, 2011年1月.
3.田中耕三.東京大学匪学部基礎統合講義　染色体分配の分子機構～がん化･がん治療との
関連へ∴東京大学, 2010年12月.
4.田中耕三.東北大学大学院医学系研究科大学院教育改革支援プログラム　第3回研究推進･
倫理ゼミナール　血液内科医から染色体研究-,東北大学, 2009年9月.
5.田中耕三. Molecu一ar mechanisms ofkinetochore一microtubule interaction.東北大学大学院生命
科学研究科セミナー,東北大学, 2009年3月.
5.学会主催等
細胞周期ミニシンポジウム,東北大学, 2010年11月
遺伝子導入研究分野
担当教授　高　井　俊　行
1.研究分野紹介
教　授:高井　俊行
講　師:乾　　匡範
助　教:遠藤　章太
当研究分野は,平成5年4月に設置され,平成6年3月に宮崎純一教授が赴任した.平成8年9月,
宮崎教授の大阪大学-の転任ののち,平成9年10月に高井が赴任し,現在に至っている.当研究
室ではアレルギー,炎症,自己免疫疾患,症,移植免疫病の病態の解析と疾患モデ)レマウスの作成,
そしてこれらの疾患を克服する新規な治療法の開発を目標に据えている.現在,独自に開発した多
様な遺伝子ダーゲテイングマウス,トランスジェニックマウスを用い,免疫系調節性レセプター群
の機能解析と疾患発症機構を中心に研究を展開している.
現在の主な研究
1) Fc受容体の生理機能と免疫疾患に関する研究
Fc受容体(FcR)を介するシグナルの伝達分子であるFcRγサブユニット,および低親和性IgG
レセプターであるFcγRIIB, Fc†RIIIそれぞれの欠損マウスを作製し,解析することにより,アレ
ルギーや自己免疫疾患においてFcR弾が中心的な調節分子であることを明らかにしつつある.と
りわけ抑制生Fc†RであるFcγRHBの欠損マウスでは種々の自己免疫疾患に対する感受性が高く
なっており,リウマチ関節炎,グッドパスチャー症候繕,全身性エリテマトーデスに関して新規な
モデルマウスとして確立した　またこれまでT細胞を介する寛容の破綻に起因すると考えられて
きた自己免疫性糖尿病モデルにおいて,活性化型FcγR群が一定の役割を演じていることが明らか
になった.このように免疫疾患において活性化型FcγRと抑制性FcYRが機能的バランスを維持す
ることが免疫恒常性の維持に不可欠であることを解明しつつある.
2)新規な免疫制御受容体の探索とその機能解析に関する研究
FcRの近縁分子群であるpaired lg-like receptor (PIR)の機能を生化学的手法および遺伝子ダーゲ
テイングを用いて解析している.特にPIR-B欠損マウスではFcγRIIB欠損とは違った機構でアレ
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ルキーおよび自己免疫病,移植免疫病の誘発に対する感受性が高くなっていることを見出した.ま
I
たpIR-Bが自己マーカー分子であるMHCクラス1分子群を認識するレセプターであることを証明
し,この新たな自己認識システムの重要性を多様な免疫病の局面で解明していくことを目標として
いる.
3)免疫系シグナルアダプター分子群による骨形成の制御
免疫系で活性化シグナ)レ伝達を担う膜アダプター分子であるFcRγやDAP12が破骨細胞に発現
しており,骨l)モデリングに重要な役割を演じていることを見出した.骨代謝異常における免疫系
アダプター分子,レセプター分子,さらにそれらのリガンドの全容を解明することを目標にノック
アウトマウスを主たる材料として解析中である.
2.研究報告
1)著書
I.遠藤章太,高井俊行. Igスーパーファミリー(PIR-A,P～R-B). 『モデル動物利用マニュアル
｢疾患モデ)レの作製と利用一免疫疾患｣』 (岩倉洋一郎編集)株式会社エ)レ･アイ･シー発行,
539-545 (2011).
2)英文論文
総説
1. Takai T, NakamuraA, Endo S. Role ofPIR-B in autoimmune glomerulonephritis. ∫ Biomed.
Biotechnol. Vo1.201上A証cleID275302 (2011). DOl : 10.1155/2011/275302
2. Takai T, Karasuyama H. The study ofallergy by Japanese researchers : a historical perspective.
Int.Immunol. 21 : 1311-1316 (2009). DOT : 10.1093/intimm/dxplO5
原著論文
I. Mac, Pan PY, Eisenstein S, Divino CM, Lowell CA,Takai T, Chen SH. Paired immunoglobinTike
receptorB regulates the suppressive function and fate of myeloid-derived suppressor cells.
Immuni少　2011 Mar; 34: 385-395. DOI: 10.1016Ii.immunュ.2011.02.004
2. Nakamura Y, F巾ita 辛 Ueno M, Takai T, Yamashita T. Paired immunoglobulin-like receptor B
knockout does not enhance axonal regeneration or locomotor recovery a偶er splnal cord i巾ury. ∫
Biol. Chem. 2011 Jam; 286: 1876-1883. DOT : 10.1074/jbc.Ml10.163493
3. Omoto S, Ueno M, Mochio S, Takai T, Yamashita T. Genetic deletion of paired immunoglobulin-
like receptor B does not promote axonal plastlClty Or mnctional recovery a偶er traumatic brain叫ury.
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J Neurosci. 2010Sep; 30 : 13045-13052. DOS : 10.1523/JNEUROSCI.3228-10.2010
ノ
4. Yamamoto M, Kobayashi K, Ishikawa 辛 Nakata K, Funada 辛 Kotani Y, Masuda A, Takai T, Azuma
T, Yoshida M, Nishimura Y The inhibitory e睨cts of intravenous administration of rabbit lgG on
airway inHammation are dependent on Fcgamma receptor llb on CDl lc+ dendritic cells in murine
model. Clin. Exp. Immunol. 2010 Nov; 162(2) : 315-24. doi: 10.1111/j.1365-2249.2010.
04243.X. Epub 2010 Sep 1.
2=i
5. Yamanishi Y, Kitaura I, lzawa K, Kaitani A, Komeno Y, Nakamura M, Yamazaki S, Enomoto Y, Oki
T, Akiba H, Abe T, Komori T, Morikawa 辛 Kiyonari H, Takai T, Okumura K, Kitamura T. TIMl is
an endogenous ligand for LMIRS/CD300b : LMIR5 denciency ameliorates mouse kidney ischemia/
reperf:usionlnJury･ J Exp･ Med. 2010Ju上207 : 1501-1511. DOT : 10.1084/jem.20090581
6. Imada M, Masuda K, Satoh R, Ito 辛 Goto 辛 MatsuokaT, Endo S, NakamuraA, Kawamoto H, Takai
T. EctoplCally expressed FIR-B on T cells constitutively binds to MHC class I and attenuates T
helper type I responses. Int. Immunol. 2009 0ct; 21 :,1151-1161. DOT: 10.1093/intimm/
dxpO81
7･ Kubo T, UchidaY Watanabe 辛 Abe M, NakamuraA, One M,Akira S, Takai T. Augmented TLR9-
1nduced Btk activation in FIR-B-dencient B-I cells provokes excessive autoantibody production and
autoimmunlty. J. Exp. Med. 2009Aug; 206 : 1971-1982. DOl : 10.1084/jem.20082392
8･ Ozaki H, Mori K, NakagawaY Hoshikawa S, I一o S, InoueY嶋kai T, Yoshida K. Autoimmune thy-
roiditis in Fcgamma receptor-deficient nonobese diabetic mice. Clin. Immunol. 2009
Aug; 132: 291-293. DOl : 10.1016/i.clim.2009.04.011
9･ Izawa K, Kitaura ∫, Yamanishi 辛 Matsuoka T, Kaitani A, Sugiuchi M, Takahashi M, MaeharaA, Eno-
moto 辛 Oki T, Takai T, Kitamura T･ An activating and inhibitory slgnal缶om an inhibitory receptor
LMIR3/CLM-I : LMIR3 augments lipopolysaccharide response through association with
FcRgamma in mast cells･ J･ (mmunol. 2009 Jul; 183: 925-936. DOT: 10.4049/jimmu-
nol.0900552
10･ Otero K, Tumbull IR, Poliani PL, Vermi W Cerutti 良, Aoshi T, Tassi I, Takai T, Stanley SL, Miller M,
Shaw AS, Colonna M･ Macrophage colony-stimulatlng factor induces the proliferation and survival
ofmacrophages via a pathway Involving DAP12 and beta-catenin. Nat. Immunol. 2009
Jul; 10: 734-743. Doュ: 10.1038/ni.1744
11･ Tassi I, Le Friec G, G捕11an S,嶋kai T, Yokoyama WM, Colonna M. DAPIO associates with Ly49
receptors but contributes minimally to their expression and function in vivo. Fur. ∫ Immunol.
2009Apr; 39 : 1129-1135. DOT : 10.1002/eji.200838972
12･ Orr MT, Sun JC, Hesslein DG, Arase ll, Phillips JH, Takai T, Lanier LL. Ly49H signaling through
DAPIO is essentia一 for optimal natural killer cell responses to mouse cytomegalovirus inflection. i
Exp. Med. 2009Apr; 206 : 807-817. DO看 : 10.1084/jem.20090168
13･ Li L, Ka血T, Obinata M, Takai T. Peroxiredoxin I一l-denciency sensitizes macrophage to oxidative
stress. J Biochem. 2009Apr; 145 : 425-427. DO看 : 10.1093Ijb/mvpOll
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3)和文論文
1.北口公司,遠藤章太,乾　匡範,高井俊行.骨髄球系細胞におけるMDL-1/DAP12の機能･
リウマチ科　45巻5号p531-535(2011).
2.北口公司,中村　晃,高井俊行.免疫抑制性レセプターPIR-Bによるアレルギー制御･臨
床免疫･アレルギー科　vol.54 N9.5 p540-545 (2010).
3.遠藤章太,中村　晃,高井俊行. pIRによる新規cTL活性調節システム.蛋白質核酸酵素
54巻8号pllO8-1113 (2009).
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1)シンポジウム,ワークショップ等　　　　　　　　　　　　　　,
1∴ (指名講演) Takai T. Regulation ofTLR9 activation and autoantibody production in B-1 cells by
pIR-B, an MHC class I receptor･ 8th German-Japanese Symposium･ Hotel Strandperle, Cuxhaven･
Germany, 2010年9月26-29日
2. (指名講演) Takai T. Regulation ofautoimmunity by FIR-B･ Asian Aging Core for Longevity
2010,August 22-24, 2010, Neighborhood Hotel in Jeju, Jeju Island, Korea, 2010年8月22-24日
3. Takai T. A novel regulatory system fbi TLR9 and autoimmunlty mediated by FIR-B in B-1 cells･
Tohoku University Gloval COB "Network Medicine" The 1 st International Symposium : Cha一lenge
to Medical Innovation-Sendai, 2009年12月7-8日.
4. (指名講演) Takai T (Invited Speaker and Chair of the session Track 6-3 : Tumor lmmunology and
lmmunotherapy). Regulation of cytotoxic T lymphocyte triggering by PIR-B on dendritic cells･
2009 4th Medical Biotech Fomm, Dalian, China, 2009年8月8-10日
5. (指名講演) Takai T, Kubo T, Uchida Y, Watanabe Y, Abe M, NakamuraA･ Immunogenicity and
Antibodies as lmmunodiagnostics. `Rheumatoid Factor (RF) production ls Regulated by PIR-B on
B-1 Cells and its Excessive Elevation Can Link to Autoimmunlty'･ BIT's lst Annual International
congress of Antibody-2009 Beijing, P.R. China Beijing Continental Grand Hotel (Be串ng lntema-
tional Convention Center), China, 2009年5月21-23日
6. (指名講演) Takai T (BIT's Life Sciences'2nd Annua一 Protein and Peptide Conference (PepCon
2009) ). Augmented TLR9-induced Btk activation in PIR-B-dencient BT cells provokes excessive
rheumatoid factor production and autoimmunity. COREX Center, Seoul, South Korea, 2009年4月
3日
2)一般演題,ポスター等
1. Sakamoto 辛 Watanabe 辛 Nakamura A, Takai T. Kinetic analysIS Ofthe association between FIR-B
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and its related molecules in B cells･ 14th lntemational Congress of lmm早ogy･ Kobe･ 2010年8
月25日(ポスター発表)
2. Mitsuhashi 辛 Nakamura A, Nukiwa T, Takai T. A regulatory role ofPIR-B in plasmacytoid den-
driticcells. 14th lntemational Congressoflmmunology, Robe, 2010年8月25日(ポスター発表)
3. Nakamura A, Mitsuhashi 辛 Takai T. A regulatory role ofPIR-B in plasmacytoid dendritic cells･
The 5th lntemational Symposium of lnstitute Network, Kanazawa, 2010年6月24-25日(ポスター
と=i
発表)
4. Endo S, Sakamoto 辛 Kobayashi 良, Nakamura A, Takai T. Regulation ofcytotoxic T lymphocyte
activlty by CD8 and PIR-B. The 5th lntemational Symposium of Institute Network, Kanazawa,
2010年6月24-25日(口頭発表)
5. Kubo T, Uchida 辛 Watanabe YAbe M, NakamuraA, Oho M,Akira S, Takai T. Augmented TLR9-
induced Btk activation in FIR-B-dencient B-1 cells provokes excessive Rheumatoid魚ctor produc-
tion and autoimmunity, 2nd European Congress oflmmunoldgy 2009, Berlin, Germany, 2009年9
月13-16日(ポスター発表)
6. Endo S, Nakamura A, Takai T. Regulation ofcytotoxic T lymphocyte activity by PIR-B expressed
ondendriticcells.第9回国際炎症学会,東京, 2009年7月7日(口頭発表+ポスター発表)
7. F巾imura S, Inui M, Kikuchi Y, Aoki N, Endo S, Maeda T, Sugahara-Tobinai A, NakamuraA,
Kumanogoh A, Colonna M, Takai T. Signal adaptor DAP10 associates with MDL-1 and triggers
osteoclastogenesis incooperationwith DAP12.第9回国際炎症学会,東京, 2009年7月7日(口
頭発表+ポスター発表)
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
(ワークショップ指名発表)
1. (指名講演)高井俊行,中村　晃: ｢免疫抑制性レセプターPIR-Bによるアレルギー制御｣
第59回日本アレ)レギ-学会秋季学術大会　秋田キャッスルホテ)レ,秋田ビューホテル,
2009年10月29日-31日
(招待講演)
I.高井俊行:免疫制御受容体による自己抗体の産生制御　株式会社ベネシス　大阪, 2010年
12月13日
2.高井俊行:自己免疫疾患におけるIvIG療法の作用機序の最新知見.帝国ホテル｢献血ベ
ニロンーI発売30周年記念講演会｣帝人ファーマ株式会社, 2010年7月10日
3.高井俊行:自己免疫疾患におけるIVIG療法の作用機序の最新知見.ヒルトンホテ)レ大阪
｢献血ベニロン-I発売30周年記念講演会｣帝人ファーマ株式会社, 2010年6月19日
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4.高井俊行-:抑制性受容体による免疫制御機構の解析　日本薬学会第130年会(岡山)就実
I
大学キャンパスR601特別講演sL31, 2010年3月28日
5∴　高井俊行｢Fcレセプターによる免疫制御について｣第43回大和免疫アレ)レギ-研究会(近
畿大学医学部奈良病院5F講堂) 2009年7月14日
2)一般演題,ポスター等　　/
I.遠藤章太,北口公司,中村　晃,高井俊行. PIR-BによるNogo/MHCクラスI認識の相違
性に基づくマスト細胞の新しい制御機構.日本アレルギー学会秋期学術大会,東京, 2010
年11月25-27日(口頭発表+ポスター発表)
2.田中　純,高井俊行. B-1細胞に対するIVIgの制御機構に関する研究‥ CREST ｢免疫機構｣
領域第一回シンポジウム,東京, 2010年10月27日(ポスター発表)
I
3. Imada M, Masuda K, Satoh R, Ito 辛 Gotoh 辛 Matsuoka T, Endo S, Nakamura A, Kawamoto H,
Takai T. EctopICally expressed PIR-B on T cells constitutively binds to MHC class I Gis and attenu-
atesThelpertype 1 responses･第39回日本免疫学会学術集会･大阪, 2009年12月4日(ポ
スター発表)
4. EndoS, SakamotoYNakamuraA,TakaiT. MHCクラスI認識におけるPIR-BとcD8の競合
反応によるCTL活性調節/Competitive binding ofMHC class I between FIR-B and CD8 regulates
cTLactivity.第39回日本免疫学会学術集会,大阪, 2009年12月3日(ポスター発表)
5. NakamuraA,Takai T.プラズマサイトイド樹状細胞におけるpIR-Bの役割/Aregulatoryrole
ofPIR-Binplasmacytoiddendriticcells.第39回日本免疫学会学術集会,大阪, 2009年12月
3日(口頭発表+ポスター発表)
6. Nakamura A, Takai T･ A regulatory role ofPIR-B-Sup-1 in the activation ofplasmacytoid den-
driticcell.第9回国際炎症学会,東京, 2009年7月8日(ポスター発表)
7. lmada M, Masuda K, Satoh R, Ilo 辛 Goto 辛 Matsuoka T, Endo S, Nakamaura A, Kawamoto H,
hkai T. EctoplCally expressed PIR-B on T cells constitutively binds to MHC class 1 Cis and attenu-
atesThelpertypelresponse.第9回国際炎症学会,東京, 2009年7月8日(ポスター発表)
8. UchidaY Kubo T, Watanabe 辛 Abe M, NakamuraA, Ono M, Akira S, Takai T･ PIR-B一mediated
negative regulation of TLR9 reduces rheumatoid魚ctor production of B-1 cells and prevents
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1.研究分野紹介
教　授:山家　智之
准教授:白石　泰之
助　教:三浦　英和
2011年3月,ロータリポンプ埋め込み型補助人工心臓が2機種,日本で初めて製造認可と保険
`収載が認められた.この2機種の中で　サンメディカル社のエバハートシステムは東北大学で動物
実験を行い,慢性動物実験としての世界最長生存記録をマークしたシステムである.
日本では,医療機器の開発と,臨床との問には｢死の谷｣があり,どんなに優れたシステムを開
発してもなかなか商品化に結びつかないという弱点が指摘されてきたが　この保険収載の快挙は
日本で開発されたシステムが　開発,臨床から製造認可,そして産業としての基盤となる保険収載
まで一貫して認められだ　日本でも最初の例として,医学界の歴史の上でも意義深いものである.
臨床評価から認認可の機構と折衝してきた日本人工臓器学会の特筆するべき成果であるとも言え
る.
特に特筆するべきは,保険収載された事実であり,つまり,ここ,加齢医学研究所で研究された
人工心臓が　国民誰もが受けられる保険医療制度の範囲内で　日本人の生命を救うことができるこ
とになる.さらに日本では,高額医療費の制度があるので一定額以上は原則的に自己負担がない
患者さん側の,経済負担を鑑みれば,日本の人工心臓のシステムは,問題なく世界一と言えると思
われる.
震災直前の3月4日には,東北大学病院の心臓外科チームに対して,加齢医学研究所においてエ
バハート埋め込みトレーニングが行われて施設認可を得て, 8月には患者さんへの手術も行われた
ここ加齢研で研究した人工心臓が　患者さんの命を救ったことになる.
このように,当研究分野は,電子医学,医工学の観点から,加齢医学研究を行う研究室である.
旧抗酸菌病研究所においては,結核などにフォーカスをおいた研究を行うという特殊性から,呼
吸音や心音の研究は,かなり早くから行われてきた. ｢心音･呼吸音の電気的描写｣研究など.,大
正時代からの医工学研究は,日本でも最も古い伝統を誇っている.
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昭和40年には,世界でも初めての超音波心臓断層法の発明がこの研究所で行われた･メドライ
I
ンでultrasoundとtomographyで検索してみれば世界で初めての超音波心臓画像診断は･まちが
いなくこの研究所で行われたことが世界のどこからでも,いつでも確認できる.この発明に代表
されるように,抗酸菌病研究所は戦後の医学界においてME研究のメッカとなっていた･
かかる背景を元に昭和53年,内科学部門のME研究室を主宰してきた田中元直助手が教授に昇
/一■
任することによって電子医学部門が発足した.田中教授は世界初の超音波診断装置の開発と言う成
果を元にドップラ法の開発,超音波顕微鏡の発明等,診断的ME機器の開発臨床研究を精力的に進
めるとともに,更に治療におけるMEの展開を求め医学部胸部外科学教室から仁田新一助手を助教
授として招鴨,医工学研究における診断と治療の両輪が整った.
昭和60年には胸部外科学教室との協力で日本最初の補助人工心臓臨床応用の成功例を得るとと
もに,日本で開発された空気圧駆動型補助人工心臓臨床治験の中心となって事務局を担当し,世界
でも最初となった製造認可を得ることに成功した.平成8年には田中教授の東北厚生年金病院院長
への栄転を経て,仁田新一助教授が教授に昇任した.仁田教授は平成10年から13年まで東北大学
副学長を併任し,その間,教室の研究は山家智之助教授が指導した.平成16年1月,山家智之助
教授が教授に昇任した.
平成19年4月には,本邦初の｢医工学｣の名称を冠した大学院独立専攻である医工学研究科が
発足し, LlJ家智之教授が人工臓器医工学研究講座の教授を兼務するとともに,西條芳文准教授が計
測･診断医工学講座医用イメージング研究分野教授に昇任した　平成20年4月には,先進医工学
研究機構から羅雲准教授を招増した　平成21年1月には羅准教授は上海交通大学教授に昇任し,
白石泰之助教が准教授に昇任した.平成22年4月には三浦英和助教が着任した.平成23年4月に
は金野敏助教が東北労災病院に転勤し,現在に至っている.
臨床研究も大学病院心臓血管外科の人工臓器の外来など診療に従事しており,また,関連病院を
介して幅広く展開を行っている.心臓病学におけるカテーテル検査や冠動脈形成術ま当教室が特に
重点的に教育してきた所であり,東北厚生年金病院,仙台市立病院,宮城社会保険病院,県立循環
器呼吸器病センター,県立ガンセンター,公立黒川病院,仙南病院などへ医師を派遣し,教室の
oBの先生方と,協力しながら臨床の現場で活発に臨床研究を展開し,教育をお願いするとともに,
地域医療にも大きく貢献している.関連病院群を集めて学術集会も開催すると同時に,人事の交流
も盛んであり,機会を設けては集合し,症例を検討し,臨床成績の向上に尽力するとともに,症例
を集めて,臨床研究も推進している.
医工学研究における研究成果をベースに,文部科学省の世界的研究教育拠点である, 21世紀
coEプログラム｢バイオナノテクノロジー基盤未来医工学｣に引き続き,平成19年度にはグロー
バルCOE (GCOE)プログラム｢新世紀世界の成長焦点に築くナノ際工学拠点(GlobalNano-Bio-
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medical Engineering Education and Research Network Centre)の事業推進者に,山家教授が選定され,
/
推進研究分野に参加している･ ｢人工心筋｣ ｢人工食道｣ ｢人工括約筋｣の開発研究を実施し,東北
大学に各種の人工内臓開発プロジェクトを立ち上げ競争的資金を得て精力的に教育研究を進めて
いる.
平成20年5月にはチェコ･マサリク大学医学部と加齢医学研究所との学術協定の締結に尽力し,
研究者や学生の交流を促進するとともに,加齢医工学の国際的臨床比較研究を推進し医工学共同研
究の発展にも貢献している.
平成21年10月にスマート･エイジング国際共同研究センターが設立され当分野を移転,この方
向性におけるますますの発展が期待される.
改組に伴い･当分野は英文名と合わせ, ｢心臓病電子医学分野｣に名称変更された東日本震災
発生時の3月11日に,スマートエイジング棟に,引っ越しを行っていて,震災の被害は研究の途
絶に大きかったが幸いすべてのスタッフ,学生は無事でむしろ不幸中の幸いな事に,引越作業
であったために既に梱包されていた研究機材の被害は最小限度であり早期に研究体制を復旧でき
だ新しいメンバーも加え,産官学共同研究も拡充し,我が国を代表する医工学研究施設としてま
すます充実した研究体制を整えつつある.
現在の主な研究
電子医学部門の時代から医工学関連の研究が多いことはもちろんであるが加齢医学研究所の統
合前から･山家智之教授,西條芳文教授が医学部附属病院と兼担となり,諸先輩が活躍する関連病
因も交え,臨床研究も充実しつつある.
1)人工臓器の開発研究と臨床
全置換型ヘリカルフロー無拍動人工心臓の開発
遠心型埋め込み補助人工心臓エバハートの改良研究
無拍動人工心臓制御システムの開発
自律神経活動による人工心臓制御
ナノテク人工心筋の開発
埋込型てんかん制御装置
皮膚焼却治療装置の開発
人工括約筋の開発
人工食道の開発
脳冷却てんかん治療装置の開発
2)加齢疾患の病態の解明
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生体のゆちぎの解析による加齢評価
カオス理論を応用した加齢現象の制御
人工臓器を用いた加齢モデ)レの確立
加齢に伴う自律神経機能の変動の解析
超音波心臓診断学による加齢の評価
3)被災地･遠隔地医療
大災害発生時に活躍する電子診療鞄の開発
被災地の静脈血栓を予防する診療支援システム開発
4)再生医療
末梢血管再生療法の開発
心筋血流再生療法の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
消化管再生用新素材開発
気管･気管支再生用素材開発
新しい生体親和性超弾性合金スキヤフオールドによる再生医療
5)臨床的研究
臨床用空気圧駆動型補助人工心臓の臨床治験
ホルター心電図カオス解析による突然死の予測
フラクタル次元解析による自律神経機能評価
マルチメディア技術を応用したバーチヤ)レPTCA
インターネットの応用による医学教育支援システム
虚血性心疾患の核医学的診断
経食道心エコー法による心移植患者,肺移植患者の心･肺血流の計測
加齢現象と動脈硬化症に関する日露国際共同研究
心臓移植と動脈硬化に関する日中国際共同研究
血圧反射機構の新しい診断評価システム開発研究
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63.
29･ Liu H, Zhang X, Fens X, Li ∫, Hu M, Yambe T･ E耽cts ofmetabolic syndrome on cardi0-ankle
vascular index in middle-aged and elderly Chinese･ Metab Syndr Relat Disord･ 2011 Apr; 9
(2) : 105-10. Epub2010Nov22.
3)_　和文論文
1.岩橋　徹,小楯由樹生,小泉信連,白石泰之,重松　宏,中枢一末梢口径比の異なる分岐型
人工血管を用いた腹部大動脈癌手術の比較検討,脈管学(0387-1126) 49巻5号page417-
422 (2009.10)
2.吉澤　誠,山家智之,西條芳文,金野　敏,モバイ)レ通信を用いた電子診療鞄の開発,日
本遠隔医療学会雑誌(1880-800X) 5巻2号page 182-183 (2009.10)
3.白石泰之,金子芳一,金野　敏,劉　紅箭,山家智之,佐藤優太,馬場　敦,藤本哲男,
梅津光生,本間　大,人工心筋と生体の適応,適応医学(1342-9787) 13巻2号page2-8
(2010.01)
4.山科順裕,八木哲夫,滑川明男,石田明彦,佐藤弘和,中川　孝,桜本万治郎,佐藤英二,
菊地次郎,山家智之,下側壁誘導の早期再分極と石室流出路型心室性期外収縮の経過観察
中に突然死をきたした一例,仙台市立病院医学雑誌(0388-8878) 30巻page71-74 (2010.08)
5.阿部　誠,テルマ･ケイコ･スガイ,吉澤　誠,山家智之,清水一夫,後藤　萌,稲垣正司,
杉町　勝,砂川賢二,重回帰分析を用いた致利生不整脈検出アルゴリズムに関する検討,
生体医工学(1347-443X) 48巻6号page577-582 (2010.12)
4)総説
1.山家智之,吉沢　誠,自律神経機能コントロール装置としての乗用車の可能性　東北大学
モビリティ&スマートエイジングプロジェクト,自律神経(0288-9250) 46巻4号pp308-
314,2009.08
2.山家智之,白石泰之,金野　敏,劉　紅節,川島隆太,吉澤　誠,早瀬敏幸,阿部恒之,
ビクター･ミラーゲン,ユーリ･コバレフ,イリーナ･ミリヤジーナ,侯　暁彫,張　秀敏,
pulse wave velocity (PWV)とcardioAnkle Ⅵscular Index (CAVl)数理モデルから臨床,
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予防医学への展開･日本臨床生理学会雑誌(0286-7052) 39巻4号pp 189-213･2/009･08
3.山家智之,三浦英和,白石泰之,吉澤　誠,田中　明,各種疾患　自律神経疾患人工血圧
反射, Annual Review神経2010巻pp259-266, 2010.01
4.山家智之,金野　敏,白石泰之,川島隆太,阿部恒之,杉田典大,吉沢　誠,関　隆志,
診断治療機能を保持する自動車の可能性,日本臨床生理学会雑誌(0286-7052) 40巻1号
pp5-14, 2010.02
一●
5.山家智之,金野　敏,白石泰之,劉　紅煎, IiI島隆太,阿部恒之,杉田典大,吉沢　誠,
関　隆志, 【循環制御の基礎の進歩】循環制御機能をコントロールすることができる乗用車
の可能性の展開,循環制御(0389-1844) 30巻3号pp 127-141,2010.05
6.山家智之,白石泰之,三浦英和,馬場　敦,井街　宏,早瀬敏幸,円山垂直,柴田宗一,≡
引義明,大沢　上,佐藤　尚,ナノテクノロジーを応用したテーラーメイド人工心筋,東
北医学雑誌(0040-8700) 122巻1号pp65-70,2010.06
7.杉田典大,吉澤　誠,山家智之,西條芳文,金野　敏,仁田新一,電子診療鞄の展開と評価,
日本遠隔医療学会雑誌(1880-800X) 6巻2号pp207-210,2010.09
8.白石泰之,鈴木一郎,梅津光生,山岸正明,山家智之,循環シミュレータによる右心系心
臓代用弁の血行動態評価,人工臓器(0300-0818) 39巻3号pp214-217,2010.12
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
海外での招待講演
1.山家智之, Invited lecture for 5th Bmo-Sendai Symposium for Biomedical Engineering "Motorcar
which can control autonomic ne…Ous system" sept 8, 2009
2.山家智之, Invited lecture for I lth lntemational Congress of IUPESM (Intemational Union for Physical
and Engineering Science in Medicine), Medical Physics and Biomedical Engineering, World Con-
gress 2009, Munch, Sept. ll, 2009
3･山家智之, Invited lecture 7th lntemational Symposium in Bmo-Sendai Biomedical Engineering, Bmo,
Sept7,2009
国際学会での発表
L Shiraishi Y, Yambe T, Saijo Y, Sato F, TanakaA, Yoshizawa M. Sugai TK, Kaneko Y, Sato Y, Uematsu
M, Umezu M, F巾imoto T, Masumoto N, Liu H, BabaA, Konno S, Hbayashi K, Sasada H, Homma
D, "Assessment of synchronization measures for e鴨ctive ventricular suppon by uslng the shape
memory alloy fibred artificial myocardium in goats,''conf Proc IEEE Eng Med BioI Soc言,
pp. 3047-50 (September 2009).
2･ BabaA, Hosoda S, Sakata R, SatoY Umezu M, Homma D, Sugai TK, Ryu H, Shiraishi 辛 YambeT.
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Development of the right ventricular assist device using an a直前cial myocardium with s与pe memory
alloy的ers･ XXXVI Annual Meetlng European Society龍)r A高誼cial Organs･ Complengne･ 2 Sept･
2009.
3. Sugai TK, Yoshizawa M, Abe M･ Shimizu K, lnagaki M･ SuglmaChi M･ Sunagawa K, "Preliminary
study on the detection of cardiac arrhythmias based on multiple simultaneous electrograms･''conf
proc tEEE Eng Med BioI Soc, 1, pp･/2498-2501 (September 2009)･
4. Yambe T, Sugita N, Ⅶshizawa M,負Development of new quantitative diagnosis machine to evaluate
the BaroreHex sensitivlty Of an artery for patients with hypertension･" conf Proc TEEE Eng Med BioI
soc, 1, pp. 888-891 (September 2009)〟
5. Abe M, Yoshizawa M, Sugita N, Tanaka A, Chiba S, Yambe T･Nitta S･ ''Estimation of Blood Pressure
Ⅵriability Using Independent Component Analysts Of Photoplethysmographic Signal,''3 1 st Annual
lnternational Cont･erence of the TEEE Engineerlng ln Medicine and Biology Society･ pp･ 348-351
(september 2009).　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
6.i Sugai T･K･, "Comparison of ventricular contractility indices during assistance switched by two d舵r-
ent rotary blood pumps," 1 7th Congress of the International Society for Rotary Blood Pumps, (Octo-
ber2009).
7. Miura H, Shiraishi 辛 Yabe S, Suga主Liu, HJ, Yambe T･ Novel centr血gal blood pump design for
total a高誼cial hea巾17th Congress of the ISRBP Congress, Singapore･ Oct･ 3 2009･
8. Abe M, Ⅶshizawa M, Sugita N, Tanaka A, Chiba S, Ⅵmbe T, Nitta S,負Quantitative Evaluation of
Autonomic Nervous Activlty using Independent Component Analysis for Photoplethysmographic
signa1,- 5th Intemational Symposium on Medical, Bio-and Nano-Electronics･ pp･ 99-100 (Febmary
2010).
9. Masayuki Murakosh主Makoto Yoshizawa, Norihiro Suglta, Makoto Abel Noriyuki Homma･
Tomoyuki Yambe and Shin-ichi Nitta, …pulse Transmission Time based on Temporal D胱rence in
the Instantaneous Phase between Electrocardiogram and Photoplethysmogram Signals･" proc･ of The
Fifteenth lnte.national Symposium on Artmcial Lire and Robotics, pp･ 489-492 (February 2010) ･
10. Norihiro Suglta, Makoto Yoshizawa･ Masayuki Murakoshi, Makoto Abe, Noriyasu Homma･
Tomoyuki Yambe and Shin-ichi Nitta, …Estimation of Blood Pressure Variability Erom the Temporal
Di鴨rence in the Instantaneous Phase between Electrocardiogram and Photoplethysmogram Signals･''
5th International Symposium on Medica一, Bio- and Nano-Electronics･ pp･ 23-27 (February 2010) i
ll. Sugai TK, Tanaka A, Yoshizawa M, Baba A･ Shiraishi 辛 YambeT･ Nitta S･ PhysiologlCal e鴨cts of
the assistance of centr血gal How rotary blood pumps･ 5th lntemational Symposium on Medical･
Bi｡- and Nan｡-Electronics. Sendai (February, 24 2010)
12. Sugai TK, Tanaka A, ‰shizawa M, Shiraishi 辛 Yambe T, BabaA･ Nitta S･ Assessment ofMyocar-
dial Recovery Based on Stroke Work･ The 49th Annual ConFerence of Japanese Society for Medical
and Biological Engineering, Osaka, Japan･ (June, 25-27 2010)
13. Sugai TK, Tanaka A, Yoshizawa M, Shiraishi 辛 Yambe T･ Baba A･ Nitta S･ InHuence of Rotary
Blood Pumps over Preload Recruitable Stroke Work･ Engineering in Medicine and Biology Society
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(EMBC) , 201 0 Annual lntemational Conference of the IEEE, p. 2367-70, Buenos Aires, Argentina.
/
(August 31-September 4, 2010)
14. Sugai TK, Tanaka A, Yoshizawa M, Shiraishi Y, Yambe T, Baba A, Nitta S. Interaction between the
native cardiovascular system and di鴨rent models of centr血gal How rotary blood pumps. The 4th
East Asian Pacific Student Workshop on Nano-Biomedical Engineering. Singapore. (December.
15-16,2010)
/イ
15. Koga C, SumlyOShi T, Sugai YK, Satoshi K, Miura H, YamadaA, Hashimoto H, Yabe S, Shiraishi 辛
Yambe T. Development of an lmplantable Hypothermia Device for Atrial Denbrillation. The 4th
East Asian PacirlC Student Workshop on Nano-Biomedical Engineering. Singapore. (December.
15-16,2010)
16･ Jiongxun Chen, mdekazu Miura, Telma Keiko Sugai, Yasuyuki Shiraishi, Tomoyuki Yambe･ Deve1-
0pment of the Total Artincial Heart (TAH) by the Use ofHelical Flow Pumps. 4th East Asian
Pacinc Student Workshop on Nano-Biomedical Engineering. Singapore, (December 2010)
17･ Hisashi Hashimoto, Telma Keiko Sugai, Yasuyuki Shiraishi, Satoshi Konno, Hidekazu Miura,
Yoshifum Saijo, Tomoyuki Yambe, Dai Homma. Preliminary study on the development ofa new
artiflcial papillary muscle (PM) using shape memory alloy (SMA) I:lbres. The 4th East Asian
Pac甫c Student Wrkshop on Nano-Biomedical Engineering, Singapore. (December, 15-16, 2010)
18･ YamadaA, Shiraishi 辛 Yamagishi M, Sugai TK, Miura H, Liu H, Yabe S, Chen J, Yambe T, Homma
D･ Development of the Active Graft for the Total Cavopulmonary Connection with Shape-memory
Alloy Fibers. The 4th East Asian Paci丘c Student Workshop on Nano-Biomedical Engineering, Sin一
gapore. (December, 15-16, 2010)
4.国内学会での発表
国内での招待講演
I,白石泰之.小児心疾患治療支援のための右心系シミュレーション,第29回日本シミュレー
ション学会大会,米沢, 2010年6月10日
2,白石泰之.成山羊動物実験による教育･研究･評価,第8回医療機器フォーラム,東京,
2010.年10月15日
3.山家智之,第33回北斗会特別講演｢人工心臓,人工食道,人工括約筋一人工臓器の開発と
東北大の医工学｣ Nov. 10, 2009
4.山家智之,栗原郡医師会特別講演会｢脈波の診断の予防医療への応用｣エポカ栗原,成22
年1月21日
5.山家智之,宮城社会保険病院病診連携講演会｢脈波伝播速度･ cAVIの予防医学への応用｣
仙台国際ホテル四階会議室,平成22年2月5日
6.山家智之,平成21年度第3回心理的負荷測定システム開発委員会特別講演｢ストレスと自
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衛神経｣ベルサー)レ神保町会議室,平成22年2月10日
7.山家智之,塩野義学術講演会｢脈波伝播速度の予防医学への応用｣勝山館･瑞雲,平成22
年3月25日
8.山家智之,第25回経絡治療学会東北大会特別講演｢寸口脈の科学性｣ホテル仙台プラザ･
松島cET,平成22年3月27日
9.山家智之, cEATEC2010 ｢三次元映像生体影響自律神経評価システム｣幕張メッセ特別会議
/イ
室,平成22年10月5日
10.山家智之,第28回日本医学会総会教育講演｢人工臓器はドラえもんのポケット｣平成22
年4月10日(震災によるweb開催)
ll.山家智之,第50回日本生体医工学会震災特別シンポジウム基調講演｢風評被害が日本を滅
ぼす｣東京電機大大講堂,平成23年4月30日
12.山家智之,日本統合医療学会東北支部震災特別シンポジウム講演｢東日本震災と医療｣
AERエルソーラ大研修室,平成23年5月14日　　　　　　　　　　ノ
13.●　山家智之,医工学フォーラム講演会｢人間は機械である｣京都大学再生研究所,平成23年
5月25日
14.山家智之,日本医療機器産業会特別講演会｢ME機器と東日本震災｣ KKRホテ)レ東京,辛
成23年7月8日
15.山家智之,第191回生命科学フォーラム特別講演会｢人体はすべて機械化できる｣,日本記
者クラブ　平成23年7月22日
国内学会での発表
1.杉田異人,吉澤　誠,阿部　誠,田中　明,山家智之,仁田新一.映像酔い誘発時におけ
る生理的指標と主観評価値の時間的関連性.第48回日本生体医王学会大会.東京, 2009年
04月.
2.白石泰之,金野　敏,suga皿lmaKeiko,西條芳文,吉澤　誠,山家智之,劉　紅箭,馬場　致,
坂田　亮,佐藤優太,梅津光生,藤本哲男,井街　宏,本間　大.形状記憶合金線経を応
用した人工心筋の長期埋め込み動物実験.第48回日本生体匠工学会大会.東京, 2009年
04月.
3.日本循環器学会東北地方会.盛岡市, 2009年06月.
4.山家智之.自動車による認知機能/自律神経リハビリテーションの可能性.第46回日本リ
ハビリテーション医学会学術集会.静岡, 2009年6月.
5.白石泰之,佐藤優太,馬場　敦,藤本哲男,梅津光生,山家智之.人工臓器と生体の適応
人工心筋と生体の適応.第13回日本適応医学会学術集会.群馬, 2009年6月.
6.田渕晴名,山中多聞,河部周子,山口　済,山家　実,中野陽夫,菅原重生,片平美明,
西條芳文,山家智之.第25回日本不整脈学会学術大会.名古屋, 2010年06月.
7.山家智之,三浦英和,白石泰之,吉沢　誠,田中　明,阿部裕輔.全置換型遠心式人工心
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臓開発とその循環制御.第30回日本循環制御医学会総会.鹿児島, 2009年06月.
)
8.山家智之,柴田宗一,佐藤　尚,白石泰之.人工心筋システムの最適駆動制御のための心
一　腔内流量パターン推定.第30回日本循環制御医学会総会.鹿児島, 2009年06月.
9.山家智之,吉沢　誠,杉田典大.視聴覚に対する人工的な感覚刺激における循環制御系の
反応解析と,コンテンツ安全ガイドライン.第30回日本循環制御医学会総会.鹿児島,
2009年06月.
/′
10.山家智之.循環制御の基礎の進歩循環を制御できる自動車.第30回日本循環制御医学会総
会.鹿児島, 2009年06月.
ll.佐藤政彦,井口篤志,秋山正年,斎木佳克,赤坂純逸,高橋悟朗,渋谷拓見,加賀谷智明,
二宮本報,西條芳文,山家智之,田林胱一. ToyoboLVAS装着後の心拍変動スペクトル解析.
第45回日本移植学会総会.東京, 2009年09月.
12.山家智之,三浦英和,白石泰之,田林胱一.ヘリカルフロー動庄軸受無拍動ポンプを用い
た小児用全置換型人工心臓.第58回日本心臓病学会学術集会.東京, 2009年09月.
13.山家智之,白石泰之,田林胱一.人工心筋シートによるオーダーメイド心不全治療.第58
回日本心臓病学会学術集会.東京, 2009年09月.
14.山科順裕,八木哲夫,滑lI朋男,石田明彦,佐藤弘和,中川　孝,桜本万治郎,佐藤英二,
山家智之.誘発不能な特発性石室流出路起原心室性不整脈に対するカテ-テ)レ･アブレー
ション.第148回日本循環器学会東北地方会.仙台, 2009年6月.
15.山家智之,吉澤　誠.脈管掌に基づく視聴覚映像刺激時の自律神経機能解析.第50回日本
脈管学会総会,東京, 2009年10月.
16.山家智之,金野　敏,吉澤　誠,阿倍恒之.脈管機能を自動診断し,健康を守る自動車.
第50回日本脈管学会総会.東京, 2009年10月.
17.山家智之,金野　敏,吉澤　誠.先進予防型健康社会創成仙台クラスターにおける脈波診
断システムを持つ電子往診鞄.第50回日本脈管学会総会.東京, 2009年10月.
18.山家智之.脈波計測による診断･治療機能を保持する自動車の可能性の研究.第46回日本
臨床生理学会総会.盛岡, 2009年10月.
19.山家智之.ヒューマンストレスの計測評価と近未来視聴覚映像刺激ストレスの診断装畳.
第46回日本臨床生理学会総会.盛岡, 2009年10月.
20.山家智之,吉沢　誠,杉田典大,金野　敏.先進予防型健康社会創成仙台クラスターにお
ける肥満指導と電子往診鞄.第30回日本肥満学会.浜松, 2009年10月.
21.山家智之,吉澤　誠,金野　敏,杉田典大.メタホリックシンドロームを制御する乗用車
の可能性.第30回日本肥満学会.浜松, 2009年10月.
22. SugaiTelmaK.,田中　明,吉澤　誠,白石泰之,山家智之,馬場　敦.定常流血液ポンプ補
助時の心室収縮指標の評価(Evaluation of ventricular contractility parameters during assistance
withrotarybloodpumps) (英語).第47回日本人工臓器学会大会.新潟, 2009年11月.
23.福長一義,白石泰之,舟久保昭夫,中島章夫,山家智之,福井康裕.胸腔鏡下で装着可能
な心臓拍動補助装置の提案.人工臓器(0300-0818) 38巻2号pages-145. 2009年10月.
24.矢部翔太,鈴木一郎, sugaiTelmaKeiko,三浦英和,金野　敏,劉　紅節,白石泰之,西條
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芳文,山家智之,宮崎隆子,山岸正明･田中　隆･梅津光生･小児用epTFE製肺動脈心臓)
代用弁の評価用シミュレーションシステム開発と基礎特性･第47回日本人工臓器学会大会･
新潟, 2009年11月.
25.鈴木一郎,矢部翔太, sugaiTelmaKeiko･西條芳文,白石泰之,山家智之,中村孝夫,岡本
吉　弘,田中　隆,梅津光生,宮崎隆子･山岸正明･新しい小児用肺動脈弁におけるBulg-
ingsinusの及ぼす影響の基礎検討･第47回日本人工臓器学会大会･新潟･ 2009年11月･
26.三浦英和,白石泰之,矢部翔太, sugaiTelmaK･･劉　紅箭･山家智之･完全人工心臓のた
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2･第10回宮城循環器シンポジウム　代表世話人　山家智之　2009年7月10日
3･第20回心不全治療研究会　世話人　2009年6月26日
4･第8回宮城循環器シンポジウム　代表世話人　2009年7月7日
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6.第44回日本生体医工学会東北支部大会　大会長　山家智之　2010年11月20日
7.第48回日本人工臓器学会大会　大会長　山家智之　2010年11月18-20日
6.特許
I.特許第4486345号
2.特開2010-231399
3.特開2010-162254
4.特開2010-264079
5.特問2010-162189
6.特開2010-279651
7.特開2010-124867
8.特開2010-142593
.9..特開2010-154892
10.特開2011-072533
人工食道
情報処理プログラムおよび情報処理装置
遠心型･軸流型補助人工心臓を用いた体内発電装置
挿入型人工心筋システム
完全埋め込み型臓器冷却装置
手のひらの静脈走行パターンによる生体認証を用いた体調診断装置
人工あるいは再生心筋の収縮力を増強する収縮支援装置
車両用自律神経機能診断装置,車両用自律神経機能診断方法
人工心筋装置
遠心ポンプを用いた全置換型人工心臓およびその制御システム
生体防御学分野
1.研究分野紹介
教　　　授:小笠原康悦
助　　　教:中山　勝文
博士研究員:川野　光子
担当教授　小笠原　康　悦
当研究分野は,平成22年4月の改組に伴い加齢生体防御学研究分野から生体防御学分野に名称
変更した.当研究室では,加齢に伴う免疫異常が原因となっている,がん,自己免疫疾患,感染症
などについてNK細胞やNKレセプターの観点から,免疫システムを研究している.我々は　免疫
難病を動物モデル,遺伝子組み換え技術を用いて病態を明らかにし,新規診断･治療法の開発を目
指している.
現在の主な研究
1)金属アレルギー研究
金属アレルギー患者は潜在的に多く金属は食物にも含まれており,生活をする上で金属に触れな
いようにすることは極めて困難であることから,社会問題化している.我々は,厚生労働省研究班
を組織し,皮膚科,歯学,薬学,工学の研究者とともに金属アレ)レキーの病態解明,新規診断法の
開発を目指して研究をすすめている.本研究班の成果として,金属アレルギー動物モデ)レを確立し,
特定のT細胞がアレルギーの発症の原因となっていることを明らかにした
2) NK細胞の獲得免疫での役割の解明
マウスにおいて樹状細胞とNK細胞の両方の形質をもった細胞の存在が近年報告された.これま
で　マウスNK細胞はMHCClassIIが発現していないことが知られていたが　我々はマウスNK細
胞が　MHCClassllを後天的に獲得できることを明らかにした　このMHCClassIIを発現したNK
細胞は,免疫応答,特に獲得免疫応答において抑制的に働くことを明らかにした
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3)腫瘍免疫研究
)
がんは,放射線や化学物質によるDNA損傷や,ウイルス感染,遺伝子発現制御の異常など種々
の要因により引き起こされる.免疫系はこれら発がん細胞を排除すべく監視にあたっている.がん
細胞は,常に免疫系から排除される選択圧を受けており,がん細胞の遺伝的不安定性とあいまって,
悪性度を高めていくというImmuno-editingとよばれる概念が提唱されている.我々は, Immuno-
/′
editingを証明するため,動物モデ)レ,遺伝子組み換え技術を用いて研究を行っている.
2.研究報告
1)英文論文
1. Kawano M, Ham ∫, Kchouk ME, Isoda H. (2009) Hairgrowth regulatioh by the extract of aromatic
plantEHca multiHora. JNatMed63 : 335-339
2. Ebihara N, Nakavama M, Tokura T, Ushio H, Murakami A. (2009) Expression and function of
nbroblast growth factor-inducible 14 human comeal myonbroblasts. Erp Eye Res 89 : 256-262
3. Ebihara N, Nakavama M, Tokura T, Iwatsu M, Ushio H, Murakami A. (2009) proinHammatory
effect of TWEAK/Fn14 interaction in human retinal plgment ePithelial cells･ Cur･r･ Eye Res
34 : 836-844
4. Nakavama M, Akiba H, Takeda K, Kqjima Y, Hashiguchi M, Azuma M, Yagita H, Okumura K.
(2009) Tim-3 mediates phagocytosis of apoptotic cells and the cross-presentation. Blood
l13: 3821-3830
5. Mo高 T, Ishida K, Mukumoto S, Yamada Y, !mokawa G, Kabashima K, Bito T, Nakamura M,色艶ニ
sawara K, Tokura Y. (2010) comparison of skin barrier fimction and sensory nerve electric current
perception threshold between lgE-high extrinsic and lgE-nomal in血nsic types of atopic dematitis
BrJDermatol 162(1) : 83-90
6. Honda T, Nakajima S, Egawa G, Ogasawara K, Malissen B, Myachi Y, Kabashima K. (2010)
Compensatory role of Langerhans cells and langeHn-positive demal dendritic cells in the sensitiza-
tion phase ofmurine contact hypersensitivity JAller･gy Clip lmmuno1 125 (5) : 1154-I 156.e2
7. Champsaur M, Beilke JN, Ogasawara K, Koszinowski UH, Jonjic S, Lanier LL. (2010) Intact
NKG2D-independent mnction ofNK cells cmonically stimulated with the NKG2D ligand Rae-1. J
Imm〟no1185(1) : 157-165
2)和文論文
1.小笠原康悦　NK細胞の生物学　東北大学歯学雑誌　年月:2010年6月
2.中山勝文: Timファミリー分子を介したアポトーシス細胞貪食機構　生物と化学Ⅵ)148,No
生体防御学分野　　41
12, 806-808, 2010
3.垣生園子,卓也昼史:免疫学研究者のための道具箱, Jan｡W｡y･S免疫生物学第7版翻訳
2010年4月15日発行
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
こつ
一般演題,ポスター等
1. Nakavama M, Aderem A, Kawano M, Okumura K, Takai T, Ogasawara K : Staphylococcus aureus
binds to paired lg-like receptor-B to suppress the innate immune responses･ 14th lntemalional Con-
gress oflmmunology, Robe, Japan. Åug 22-27, 2010.
2･ Kawano M, Nakavama M, Ogasawara K : Specinc T cells increased by metal a11ergy･ 141h lntema-
tionalCongressoflmmunology, Robe, Japan. Aug22-27, 2010.　ノ
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1.小笠原康悦(特別講演) ｢NK細胞の生物学｣昭和歯学会　2010年10月
2.小笠原康悦.鈴木隆二(特別請潰) ｢マウス金属アレルギーモデ)レを用いた免疫学的解析｣
第60回日本アレルギー学会　東京, 2010年11月
3.青島有佑,上田恭介,大津浩,成島尚之,小笠原康悦,平澤典保｢金属系材料のマウス皮
下における腐食挙動｣日本金属学会　第147回大会(2010年秋期)北海道大学　2010年9
月25-27日(口頭発表)
4.小笠原康悦(特別講演) ｢金属アレルギーの研究の最前線｣ …NewmdingofMetalAllergy"
第31回　日本口腔インプラント学会学術大会　大阪, 2009年10月
5.小笠原康悦(特別講演) ｢金属アレルギー発症の基盤研究｣ ｢連携機能を活用した口腔から
QOL向上を目指す研究一器官,組織,細胞,タンパクを総体的にターゲットとした口腔疾患,
障害の解明と解決-｣連携シンポジウム　2009年10月
6.小笠原康悦(特別講演) ｢車体防御と疾患｣第94回　東北医学会　仙台, 2009年5月
7.中山勝文,奥村　康,小等原康悦: Tim-3を介するCD8α+DCの死細胞貪食およびクロス
プレゼンテーション機構　第6回血液学若手研究者勉強会(麒麟塾)東京, 2010年6月5
日
2)一般演題,ポスター等
I. Nakayama M, Akiba H, Takeda K, Kojima Y, Hashiguchi M, Azuma M, Yaglta H, Okumura, K,旦塑ニ
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sawara K_: CD8α+ DCs use Tim-3 for phagocytosis ofapoptotic cells and cross-presentation.第39
)
回日本免疫学会総会･学術集会　大阪国際会議場　2009年12月2-4日(口頭発表)
2. Kawano M, Takeda K, Nakavama M. Kumagai K, Kobayashi H, Suzuki R, Ogasawara K : Increased
specincTcells in the inHammation areaofthe metal al一ergy.第39回日本免疫学会総会･学彷集
会　大阪国際会議場　2009年12月2-4日(ポスター発表)
基礎加齢研究分野
1.研究分野紹介
教　授:堀困　久徳
助　教:白川龍太郎
担当教授　堀　内　久　徳
当研究分野は, 2010年3月1日に加齢の分子メカニズムを解明すべ〈新しく創設された　その
I
ため, 2010年度は研究室の整備に多くの時間を費やした　堀内は,これまで低分子量GTP結合蛋
白質を介した細胞内情報伝達機構について研究を続けてきてきた　加齢匪揮井究所では動脈硬化や
がん等の加齢に伴う疾患,そして,個体老化の分子機構の解明に貢献していきたいと考える.
現在の主な研究
1)低分子量GTP結合蛋白質Ralによる生体機能制御の研究
細胞増殖シグナルの重要な中継基地である低分子量GTP結合蛋白質Rasは, Ra† PI3キナ-ゼ
およびRalGEF (低分子量G蛋白質Ralの活性化国子)を主要なエフェクターとする.最近, Ral-
GEFを介したRalの活性化反応がヒト細胞の癌化には必須であること(Rangarajan etal CancerCell,
2004)や前立腺癌の骨転移に必須な役割を果たすこと(Yenetal,MoICeLIBiol,2007)等,癌の分野
において重要な知見が相次いで報告され,注目されている. Ralの抑制性制御因子GAPは長らく
不明であったが　最近私の研究室で同定に成功し,世界に先駆けて報告した(Shirakawaetal,JBioI
Chem,2009).現在, RalGAPの活性制御機構の解明, RalおよびRal活性化の制御のがんや糖尿病
等における役割の解明等を中心に研究を進めている.
2)低分子量GTP結合蛋白質Rab27に関する研究
我々は活性化血小板における顆粒放出の必須制御因子として低分子量GTP結合蛋白質Rab27を
同定し,そのエフェクターとしてカルシウム結合ドメインをもつMunc13-4を兄いだした(Shirakawa
etal, JBC, 2004). Munc 13-4は,小児の重篤な遺伝性免疫疾患である家族性血球貪食症候群の原因
遺伝子であり,小児科の研究グループとともに我が国の症例における病態解析を進め(Ishiietal,
Blood,2005),診断法を確立し,スクリーニング診断を担当してきた.
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3)その他の低分子量GTP結合蛋白質の機能解明に関する研究
)
低分子量GTP結合蛋白質は,約150存在し,それぞれ細胞内シグナ)レのスイッチとして重要な
役割を果たしていることが予想されている.我々の研究室で研究を開始している数名の学部学生に
は,潜在的な重要性が示されながら,まだあまり解析の進んでいないいくつかの低分子量GTP結
合蛋白質の中から,一つずつ選び,解析を進めている.
4)抗血小板療法に関する臨床薬理学的研究
抗血小板療法は,日本人において約500万人の症例に施行されているが　効果モニターはなされ
ていない.そのため,効果が十分発揮されているのか,効果が強すぎないか評価されないまま用い
られている.我々は前任地の京都大学循環器内科で　抗血小板療法における効果評価に関する臨床
や栗学的研究を行ってきた.
2.研究報告
1)著書
1.北　　徹,堀内久徳,柳田素子,猪原匡史,冨本秀和,並河　徹編,疾患モデ)レの作製と
利用｢循環器疾患｣ Lif:e-science Information Center社, 2010
2.陣内俊和,堀内久徳(2010)クロピドグレ)レ抵抗性と新しい抗血小板薬, AnnualReview
2010血液(高久吏暦,小津敏也,坂田洋一,金倉　譲,小島勢二編), 153-159中外医学社,
2010
2)英文論文
1. Y. Shirai*, S. Moriokal, M. Sakuma, K. Yoshinol, C. Otsuji, N. Sakai, K. Kashiwagi, K･ Chida, Ri
shirakawa, H. Horiuchi, C. Nishigori, T. Ueyama and N. Saito (2011) Direct binding ofRalA to
pKCTl and its crucial role in morphological change during keratinocytes differentiation･ MoI BioI
Cen 22, 1340-1352.
2. S. Watanabe, T. Tamura, K. Ono, H. HoHuchi, T. Kimura, T. Kita, Y Fumkawa* (2010) Insulin-
1ike growth Factor axis (insulin-like growth Factor-I/insulin-like growth factor-binding protein-3) as
a prognostic predictor of hea高知lure : association with adiponectin･ E嬬J Heart Failure 12,
1214-1222.
3. M. Minami*, S. Matsumoto, H. Hohuchi (2010) Cardiovascular side e的cts ofmodem cancer
therapy (a review), αrc. J. 74, 1779-1786.
4. T･ Ikeda, R･ TanlguCh, S･ Watanabe, M･ Kawato, H･ Rondo. R･ Shirakawa, K･ Yamane, M･ Toma, T･
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Tamura･ K･ Takahashi, H･ Watanabe･ Y･ Yoshikawa･ A･ Tabuchi･ T･ Kita･ T･ K中ura, H･ Horiuchi*
(2010) characterization of the antiplatelet e鴨ct of aspihn at emollment and a範r 2-year fbllow-
up ln a real clinical settlng in Japan･ Cir･C･ J･ 74. 1227-1235･
5･ T･ Higashi, T･ Ikeda･ T･ Murakami･ R･ Shirakawa, M･ Kawato, K･ Okawa, M･ Furuse, T. Kimura, T.
Kita･ H･ Hohuchi* (2010) Flightless-I (FI古) regulates the actin assembly activity ofDiaphanous-
related formins (DRFs)･ Da,aml and mDial, in cooperation with active Rho GTPase. I. Biol.
Chem. 285, 16231-16238.
6･ S･ Wood･ M･ Meeths, CC Chiang,A･ Bechensteen, J･ Boelens, C. Heilmann, H. Horiuchi, S. Rosthaj,
0･ Rutynowska･ J･ Wniarski. J･ Stow. M･ Nordenskj6ld. JT Renter. H-G Ljunggren, Y. Bryceson
(2009) NK cell activathg receptors selectively rec…it Rab27a or Munc13-4 to pe諭rin-Containing
granules fbrcytotoxicity･ Bhod 114, 41 17-4127.
7･ T･ Oga･ K･ Chin*･ A･ Tabuchi･ K･ Sumi･ K･ Takahashi･ T･ Handa, K･ Takahashi, R･ TanlguChi, H･
Kondo, M･ Kawato, T･ Morimoto, M. Mishima, T. Kita, H. Horiuch'i (2009) Effects of obstructive
sleep apnea with inte-ittent hypoxia on platelet aggregability, J･ Atherosclerst･s Thromosis I 6, 862-
869.
8･ R･ Shirakawa･ S･ Fukai, M･ Kawato, T･ Higashi, H･ Rondo, T･ Ikeda, E･ Nakayama, K･ Okawa, 0.
Nureki, T･ Kimura, T･ Kita, H･ Ho血chi* (2009) Tuberous sclerosis mmor suppressor complex-
like complexes act as GTPase activating prOteins fbr Ral GTPases･ ∫ BioI Chem. 284, 21580-
21588.
9･ S･ Katsuragi, S･ Ohga, H. Hohuchi, T. Hara, K. Terano, T. Ikeda (2009) Neonatal.nset hemo_
phagocytic lymphohistiocytosis in a premature inFant･ Pediat Blood Cancer 53, 244-245.
10･ T･ Jinnai･ H･ Horiuchi*･ T･ Makiyama･ J･ Tazaki, T･ Tada, M･ Akao, K･ Oho, K･ Hoshino, Y･ Naruse, K.
Takahashi･ H･ Watanabe, T･ Kita. T･ Kimura (2009) The Impact ofCYP2C19 Polymorphism on
the antlplatelet e鴨ct ofclopidogrel in the real clinical semng･ arc･ ∫ 73, 1498-1503.
3)和文論文
1･田崎淳一,堀内久徳(2010)チエノt=oリジン系薬剤のファーマコゲノミクス,臨床検査, 54,
1183-1187
2･多田朋弥,堀内久徳(2010)日本人におけるクロピドグレ)レ抵抗性の問題点,医学のあゆみ,
233,478-483
3･陣内俊和,堀内久徳(2009)抗血小板薬の薬効と遺伝子多型, HeanView 13, 1359-1363
4･陣内俊和,堀内久徳(2009) ｢チエノピリジン系薬剤｣ phamaMedica 27,29-33
5.白川龍太郎,堀内久徳(2009) Ral研究の新たな展開,細胞工学, 28, 1253-1258
6･陣内俊和,堀内久徳(2009)日本人におけるタロピドグレル抵抗性の問題点,日本血栓止血
誌, 20, 589-593
7･多田朋弥,堀内久徳,木村　剛(2009)冠動脈ステント留置術,人工弁置換備後の抗血栓療法,
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日本医師会雑誌, 138,511-516
8.陣内俊和,木村　剛,堀内久徳(2009) ｢DES時代の誼動脈インターベンション｣心臓, 41
268-272
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
第30回札幌国際がんシンポジウム2010 (2010年6月) ｢メンブレントラフイツクとがん｣,旦
Horiuchi, R. Shirakawa ｢RalGAPs : negative regulators oでRalGTPase controlling membrane tra飾c
andcancer｣
4.国内学会での発表
1.第74回日本循環器学会総会･学術集会(2010年3月5日-7日,京都市,国立京都国際会
館他):フォーカスセッション｢抗血小板療法のエビデンスと問題点｣堀内久徳｢clinical
pharmacology ofADP Receptor Blockers｣
2.第82同日本生化学会(2009年10月21-24日,神戸市,神戸国際会議場)シンポジウム｢血
栓症の分子メカニズム:最近の進歩｣ (オーガナイザー･演者),堀内久徳,白川龍太郎｢血
小板濃染顆粒放出の分子メカニズム｣
3.第1回日本心血管カテーテル治療学会(CVIT) (2009年6月25-27日,札幌市,ロイトン
札幌)パネルディスカッション: PCIと血小板療法,堀内久徳｢日本人患者におけるアス
ピリンとチエノピリジン反応性の個人差｣
4.第32回日本血栓止血学会学術集会(2009年6月4-6日,北九州市,北九州国際会議場)日
本循環器学会ジョイントシンポジウム,アテローム血栓症の基礎,堀内久徳｢冠動脈ステ
ント血栓症予防薬クロピドグレルに対する日本人の反応性｣
遺伝子機能研究分野
担当教授　福　田　　　寛(莱)
1.研究分野紹介
教授(莱):福田　　寛
講　　師:高尾　　雅
当研究分野は, DNA修復という観点からゲノム安定性に関わるDNA修復遺伝子の単離･解析
I
とDNA修復機能の解明を目指してきた　狙いは遺伝子変異が個体にもたらす｢老化｣ ｢発がん｣
を基礎研究から紐解くことである.更に近年｢発がん｣に特化して基礎から応用-の橋渡し研究を
進め,がんの発症･転移を早期に見極める｢末梢血腫瘍循環細胞｣の検出技術の開発に注力してい
ら.
現在の主な研究
過去10年あまり,DNA修復の中でも酸化DNA損傷を修復する遺伝子タンパク質群に焦点をあて,
oGGlやNTHlをはじめとするヒト酸化損傷修復遺伝子の単離･機能解析を進めてきた　酸化
DNA損傷を修復する機能は,大腸菌や酵母に類似した遺伝子群がヒトでは更に多様化しているこ
とを示してきた.特に大腸菌の酸化ピリミジン塩基を修復するNeiに類似した遺伝子がヒトには3
檀(Neill,Nei12,Nei13)あり,個々の遺伝子産物の解明を進め,報告してきた.
一方DNA修復破綻の結果,遺伝子変異が蓄積して生じるがんに着目した研究に着手しだ　高齢
化社会にある日本では,生涯のうちがんけ避けて連れない病気と言える.その対策として早期発見,
早期治療が最良の選択肢である点を踏まえ,抹消血中に循環する腫瘍細胞(circulatingTumor
cells: CTC)の基礎研究と,臨床検体からの検出技術の向上を目指している.原因となる遺伝子の
変異は多様であるが　がん(カルシノーマ)の増殖過程にはある種の共通項が存在する.無秩序な
増殖･正常組織への浸潤･低酸素応答と血管新生･転移などである.現在はその共通項としてがん
細胞表面に発現する膜たんばく質に着目し, CTCの検出技術の精度を高める方法を開発している.
多様化したがん細胞から共通な特徴を洗い出す方向は,近未来の抗体医薬によるがん治療に大いに
貢献すると考えている.
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2.研究報告
英文論文
①　助kao M, Jimma F, Takeda K. (2009) Expanded applications of new-designed microHuidic How
cytometer (FISHMAN-R)･ CytoTetryB･ 76B : 405･
②　Takao M, OohataY Kitadokoro K, Kobayashi K, Iwai S, Yasui A, Yonei S, Zhang QM. Human
Nei-like protein NEIL3 has AP lyase activity speciHc I-or single-stranded DNA and conf:ers oxidative
stressresistance in Escherichiacoli mutant. GenesCells. 2009 Feb ; 14(2) : 261-70.
③　Takao M, Takeda K. CvtometrvA. 2011 Feb; 79(2) : 107-17. do主: 10.1002/cyto.a.21014.
Epub 201 1 Jam 18･ Enumeration, characterization, and col一ection of intact circulatlng tumor Cells by
cross contamination一缶ee How cytometry.
3:国際学会
①　第二回放射線研究アジア会議(2ndAsian Congress of Radiation Research) ACRR2009報告･出
席(Korea) 2009. 5月
②　第24回クリニカ)レサイトメトリー会議･講習会(ccs)報告･出席(UsA) 2009. Io月
③　2010 ISAC (国際サイトメトリー学会)報告(UsA) 2010. 5月
4.国内学会等での発表
①　第20回日本サイトメトリー学会学衝集会(一般演題　口演)ディスポーザブルチップ搭載
フローサイトメーターを用いたcTC計数と解析の新展開　2010. 6月
(2)国際バイオEXPO2010　NEDOプロジェクト報告　2010. 9月
分子発生研究分野
担当教授　福　田　　　寛(莱)
1.研究分野紹介
教　授(莱):福田　　寛
准教授(莱) :井川俊太郎
助　　　教:東海林　亙
当分野では,個体発生,組織機能分化,癌化,神経系ネットワーク形成などのプロセスで　細胞
が自らの運命をどのように決定･変換するかのメカニズムについて,遺伝子発現制御,細胞間相互
作用を介して行われる細胞増殖分化の制御等に注目して研究している.これらの研究を通して,組
織形成･再生,遺伝子治療等の医学的利用を図る.
現在の主な研究
1)井川准教授グループ
DNA異常をチェックするp53の機能欠損は,細胞に遺伝子異常の加速度的な蓄積をもたらし,
その突然変異は,最も多種類の癌で　最も多頻度に検出される.このp53の類似遺伝子として,縮
重プライマーを用いたpcR法でp51佃63 (以下p63), p73を単離した.これらは,癌抑制遺伝子と
しての機能を有するとともに,細胞,組織の分化発生の制御に深く関与していることが判明してき
だIKKシグナルソ-ムによるp53ファミリー, NFKBシグナ)レ伝達経路の統合制御が　自然免疫,
獲得免疫,幹細胞システムのチェックポイント機構といった哺乳動物成体の広範な防御機構の中心
をなしている事実の糸口をつかんだ　例としては, 1)従来NFKBを制御していると考えられてい
たIKKα (IKBkinaseα)依存性の△Np63α (p63のコードする6アイソフォームのうちの一つ)の分
解消失が皮膚分化に必須であること, 2) lKKシグナルソ-ムーp53ファミリーシグナル経路が
DNA損傷性ストレスに対する細胞の応答(増殖停止,セネッセンス,アポトーシス)を決定して
いること, 3)表皮細胞,筋芽細胞の分化において, IKKシグナルソ-ムーp63シグナリングが決定
的な役割を担っており,幹細胞や前駆細胞が前癌細胞-変化することを防ぐチェック機構として機
能していることなどがあげられる.本研究を通して, IKKシグナルツームによるNFKBシグナ)レ経
路, p53ファミリー遺伝子シグナル経路の制御システムを解析することで　この高等動物特有の幹
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細胞システム成立の鍵を握っている生体防御系,癌抑制遺伝子としての機能を解明し,これらから
得られる情報とファミリー遺伝子の特性等を利用して癌の抑制癌治療-の応用をも目指す.具体的
には以下のことが明らかになった.
･前回の報告で述べたので　詳細を省略するが　引続き,表皮基底細胞,筋芽細胞株C2C12,
歯胚上皮細胞株emtg1-5,骨芽細胞株MC-3T3,破骨細胞株RAW264.7等でのp63遺伝子の機
こi
能を検討し,総じて, DNアイソフォームは細胞の未分化性の維持に重要であり, TAアイソ
フォームは細胞の分化に重要であることが判明してきている.しかし,後述のように事実は,
そう単純ではないことも判明してきた.例えば, Doxycyclin添加で自在に遺伝子の発現誘導で
きる筋芽細胞株でTAp63は分化2-3日から筋分化マスター転写因子MyoDによって発現が
上昇するが　分化誘導前(I),分化誘導0日(II)で発現を誘導すると筋管形成形成が抑制さ
れだ　さらに, shRNAをレトロウイルスで組み込んだ筋芽細胞株を樹立し, TAp63のノック
ダウンを行うと,筋管の異形成が見られ, TAp63は単に筋分化を促進するだけではなく,筋管
の形態形成にも重要な役割を担っていることが判明した.この実験結果は,以前にアデノウイ
ルスを用いて行なった結果と正反対の挙動を示す場合もあった　発現量が至適濃度と異なって
いたためにむしろ抑制的に働いてしまったことが推測される.従って,従来の本項の実験系で
はp63強制発現は至適範囲を逸脱している可能性が示唆され,今後再検討を必要とする･
･一昨年度より,継続しているp63の転写活性について詳細に検討した.当グループでは,遺伝
病分枝症sHFM (SplitHand-SplitFootMalfbrmation)を起こす遺伝子としてのDactylinと
TAp63の関係からDactylinをTAp63のE3ユビキチンリガーゼ(TAp63Ubl)として同定して
きた.細胞にストレスのない定常状態においてTAp63は, TAp63Ubl依存性のエビキチン化･
分解を受け,低タンパク質量で推移する.二重鎖切断などを引き起こすDNA損傷ストレス下
では, IKKγが核移行し, TAp63Ublのエビキチン化, TAp63の分解抑制,標的遺伝子の転写が
促進される.しかしながら,プロテアソーム阻害剤によるTAp63Ublの阻害や,ユビキチン化
標的アミノ酸変異体など　分解を阻害するとTAp63は顕著に安定化したにもかかわらず,そ
の転写活性化能は,克進しないこと, TAp63UblはTAp63WTを分解するがTAp63DNA非結合
変異体(MT)は分解しないことが明らかになった.また, TAp63が機能するにはTAp63Ubl
による分解が必要であり,タンパク質量,分解量が一定範囲内にあることが重要であることが
判明してきた.以上の点などから, TAp63UblはDNAに結合したTAp63を分解し,その分解
と転写能は共役していることが示唆される.先述したIKKγによるTA63量の増加は,タンパ
ク質の翻訳量の増加と分解先進が同時に起こっていることが推測され,今後そのメカニズムを
検討する.
･以上のことは,現在までに研究してきた強制発現やノックダウンによる単なるp63の発現量の
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変動だけでは,不十分であり,標的遺伝子の転写に帰結するような分解を受ける必要があるこ
とを示す.このことは,解析を複雑,困難にすると同時に,たいへん重要な発見に結びつく可
能性を秘めていることを意味する.このような経緯から,前年度報告したような,抗生物質
Doxycyclinで誘導のかかるレトロウイ)レスの系の使用が望まれていた　そこで　発現量を
Doxycyclinの添加量を調節することで自在にコントロールできる様々な細胞系の充実を図った
-
が　大震災が起こり, 1週間という長期停電によって,解析中の検体や解析に用いる各種細胞
が灰燈に帰し,すべての研究が長期にわたる中断を余儀なくされてしまった.従って,一歩ず
つ系の再構築をはかり,震災前の状態の回復を達成しなければならないところである.
2)東海林助教グループ
･コレステロール代謝障害による発生異常の分子機構の解明
近年流行の｢メタボ｣という言葉で代表されるように,コレステロール代謝が正常に行われる
ことは私たちの健康の維持に必須である.一方で発生期におけるこの代謝経路の重要性について
は不明の部分が多く,ノックアウトマウスが発生の早期に死亡してしまうこともあってあまり研
究が進んでいない.新規に同定したゼブラフィッシュ変異体mu自ま血管･神経系をはじめとす
るさまざまな器官発生に異常があり,原因遺伝子クローニングの結果,コレステロール合成系路
の酵素遺伝子に原因となる変異を同定した.この代謝経路の異常が発生異常を引き起こすことを
手がかりに,私たちは器官発生･再生におけるあたらしい分子メカニズムの発見をめざして研究
を進めている.
･神経･血管系のネットワーク形成に関わる分子機構の解明
臓器･組織に脳からの指令を伝える神経系と酸素や栄養を運ぶ血管系は目的は異なるものの,
どちらも体のすみずみまでネットワークを張りめぐらせる器官である.私たちはゼブラフィッ
シュ胚を用いた研究から,細胞外シグナル分子であるセマフォリン･ファミリーが　神経軸素の
伸長方向を定めることによってネットワーク形成の制御を行うこと,それと同様のメカニズムで
血管系の制御をも行うことを実在する生命現象としてはじめて報告した　さらに神経系と血管系
の双方に異常を起こす新規のゼブラフィッシュ変異系統を見いたし,原因遺伝子の同定に成功し
た　現在,同定した遺伝子の作用をマウス･ヒトなどの培養細胞系を用いて解析中である.
2.研究報告
1)著書
1. Matsuura, T., Nagoshi, H., Tomooka, Y, Ikawa, S., and Sasaki, K. Expression analysis Ofp51/p63
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in enamel organepithelial cells (モノグラフ), Inte的ceoral health science2009 : 獲SS (Springer)
2)英文論文
1･ Kawata VKS, Matsuura T, Satake M, Ikawa S･ Chapter tit一e : Time- and stage-spec誼c expression
of TP63 gene during osteoblast dirt:erentiation. International Symposium for Interface Oral Health
Science4 : 1-5,2011.
2･ Ogawa E, OwadaY Ikawa S, Adachi 辛 EgawaT, Nemoto K, Suzuki K, HishinumaT, Kawashima H,
Kondo H, Muto M, Aiba S, Okuyama R. Epidermal FABP (mBP5) regulates keratinocyte di鴨r-
entiation via 13 (S) -HODE一mediated activation of the NF-kB signaling pathway. J Invest Derma-
tol131 : 604-612,2011.
3･ Okada S, MutoA, Ogawa E, Nakanome A, Katoh 辛 Ikawa S, Aiba S, Igarashi K, Okuyama R.
I
Bachl -dependent and -independent regulation of heme oxygenase- 1 in keratinocytes. J BioI Chem
､ 285: 23581-23589,2010.
4･ Matsuura T, Nagoshi H, Tomooka 辛 Ikawa S, Sasaki K. Expression analysis Ofp51/p63 in enamel
organ epithelial cells. Interface oral health science 2009 : 133-136, 2010.
5･ Matsuura T, Nagoshi H, Tbmooka 辛 Ikawa S, Sasaki K. Expression analysIS Ofp51/p63 in enamel
organ epithelial cells. Journal ofOralBiosciences 36 : 51-58, 2009.
6･ Okuyama R, Ogawa E, EgawaT, Nagoshi H, Tagami H, lkawa S, Aiba S. EctopIC expression of the
p53 homologue p63 is linked to squamous metaplasia in extramammary Paget's disease with invasive
adenocarcinoma. Histopahology 54 : 378-381, 2009.
7. Tanaka H, NqjimaY Shqji W, Sato M, Nakayama R, Ohshima T, Okamoto H. Isletl selectively
promotes peripheral axon outgrowth in Rohon-Beard prlmary Sensory neurOnS･ Dev Dyn 240 :
p9-22,2011.
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1)シンポジウム,ワークショップ等
1･ Ogawa, S･, Utino, R･, Kurokouch, Y･, Nagatomi, R･ and lkawa, S･ p63, a member ofp53tumor sup-
pressor gene魚mily, is involved in skeletal muscle di耽rentiation (Oral) , the 15th annual congress
ofthe European CollegeofSpoH Science (ECSS) (トルコ,アンタ)レヤ), 2010, 6/23-26.
2. Ikawa, S. Exploring the Function of multi-faceted (tumor suppression, dift'erentiation, stem cell
maintenance, etc.) p63 gene by multi一個ceted approach (Oral) , CSI一ccOE Joint Workshop (Singa-
pore, singapore) , 2009, 9/9,1 0.
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2)一般演題:ポスター等
1‥　Kawata VKS, Matsuura T, Satake M, Ikawa S. Time- and stage-specmc expression ofTP63 gene
during osteoblast differentiation. International Symposium for Interface Oral Health Science, TThe
ExcellentYoung PosterAward｣ (Poster) (Sendai, Japan), 201 1, 3.
こコ
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1.井川俊太郎, p63の多面性(癌抑制活性･分化制御活性)の解明に向けて,国立医薬品食品
衛生研究所【特別講演会】, 2011年10月14日(世田谷区,東京)
2.井川俊太郎, p63の多面滴機能(癌抑制活性･分化制御活性) 'の解明UnravelingEnigmatic
p63,千葉県がんセンター研究局集談会(木更津,千葉), 2011年3月23日
3.井川俊太郎, Enigmaticp63 (p63の多面性(癌抑制活性･分化制御活性)), p53p63p73研究会,
国立がん研究センター研究所(中央区,東京), 2011年1月28日
4.井川俊太郎, p53ファミリー遺伝子の正常機能･癌抑制機構解明へ向けて-多角的取り組み
に必要性,分子腫瘍学夏の研究会(松島,宮城), 2009年8月7日
5.内納隆治,井川俊太郎, DNA損傷ストレスにおけるp53ファミリー遺伝子p63の転写活悼
機構,分子腫瘍学夏の研究会(松島,宮城), 2009年8月7日
6.東海林亙,脂質代謝と発生異常, 2009NIGZebra五shmeeting, 2009年
7.東海林亙,コレステロール代謝経路と発生異常,第6回東北大学バイオサイエンスシンポ
ジウム･第14回学際ライフサイエンスシンポジウム
2)一般演題,ポスター等
I.内納隆治,栗原　禅,名題弘和,黒河内祐子,井川洋二,井川俊太郎, DNA損傷刺激応答
におけるp53ファミリータンパク質の細胞運命決定機構(ポスター),第70回日本癌学会
学術総会(名古屋), 2011年10月3-5日
2･ Kawata, VKS･, Matsuura, T･, Satake, M･, Ikawa, S･ Potential role of TP63 gene as a regulator of
osteoblastdi鴨rentiation (ポスター),第33回日本分子生物学会･第83回日本生化学会大会
合同大会(神戸), 2010年12月7-10日
3･ Matsuura, T･, Kawata, VKS･, lkawa, S･, Sasaki, K･ Analysts OfE3 ubiqultln ligase Itch in amelo-
blast(ポスター),第33回日本分子生物学会年会･第83回日本生化学会大会合同大会(神戸),
2010年12月7-10日
4.内納隆治,名越弘和,井川俊太郎, DNA損傷によるDactylinとIKKγ依存性のTAp63γ/
TAp5lAの安定化と転写活性化(ポスター),第69回日本癌学会学術総会(大阪), 2010年
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9月22-24日
5.小川静香,内納隆治,井川俊太郎,永富良一, Thesignincanceofp63請nctioninmyogenesis (ロ
_頭),第69回日本癌学会学術総会(大阪), 2010年9月22-24日
6.小川静香,井川俊太郎,永富良一,筋芽細胞の未分化維持とp53類似遺伝子dNp51の関係(口
頭),第65回日本体力医学会大会(千葉), 2010年9月16-18日
7.河田恵子,松裏貴史,井川俊太郎,佐竹正延, p51/p63遺伝子は破骨細胞分化を制御する(ポ
ニコ
スター),日本分子生物学会,第10回春季シンポジウム(松島,宮城), 2010年6月
8.松裏貴史,河田恵子,井川俊太郎,佐々木啓一, E3ユビキチンリガーゼItchはエナメル芽
細胞の分化を誘導する(ポスター),日本分子生物学会,第10回春季シンポジウム(松島,
宮城), 2010年6月
9. Kawata, VKS., Satake, M., Ikawa, S.顎顔面領域の骨発生におけるp51/p63遺伝子の機能解析
(口頭), IAREO一国際高等研究教育機構(仙台,宮城), 2010年
10.小川静香,永富良一,井川俊太郎,骨格筋分化におけるp53類似遺伝子p51の役割(口演),
第64回日本体力医学会大会(新潟), 2009年9月18-20日
ll.松裏貴史,名越弘和,友岡康弘,井川俊太郎,佐々木啓一,歯胚発生におけるp51/p63遺伝
子の役割(口演),第51回歯科基礎医学会(新潟), 2009年9月9-Il°
12.梅田恵子,東海林亙,石塚　徹,八尾　寛, GAL4-UAS制御下に改変型チャネルロドプシ
ンを発現するトランスジェニックゼブラフィッシュの作製とその評価,第15回小型魚類
研究会, 2009年
13.前田(佐藤)美香,東海林亙,ゼブラフィッシュ胚･運動神経細胞体の脊髄からの脱落現象,
第15回小型魚類研究会, 2009年
14.前田(佐藤)美香,東海林亙,ゼブラフィッシュ運動神経細胞体の脊髄からの脱落現象に
ついて,第80回日本動物学会年会, 2009年
15.梅田恵子,東海林亙,石塚　徹,八尾　寛,神経細胞特異的に改変劃チャネルロドプシン
を発現しているトランスジェニックゼブラフィッシュの運動機能評価,第42回東北生理談
話会, 2009年
16.前田(佐藤)美香,東海林亙, Neural crest-derived cells maintain motor neuron cell bodies in
zebra丘shembryonic spinal cord,第32回日本分子生物学会年会, 2009年
17.梅田恵子,東海林亙,石塚　徹,八尾　寛, Transgeniczebra丘shexpressinganoptimizedchan-
nelrhodopsln Variant under regulation of Ga14/UAS systems : optogenetic stimu一ation of Rohon-
Beardneurons,第87回日本生理学会大会, 2010年
18. Sato-Meda, M., Shqji, W., neural crest-derived cells are involoved with earyly mechanisms to main-
tain motoneuron cell bodies in zebransh embryonic spinal cord,第43回日本発生生物学会年会,
2010年
19.前田(佐藤)美香,東海林亙,ゼブラフィッシュ胚における一次運動神経細胞体を脊髄に
保持する機構について,第81回日本動物学会年会, 2010年
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5.その他
特許出願
産業財産権　　取得状況(計3件)
名称:ヒトp51遺伝子及び遺伝子産物
こi
発明者:井川洋二,井川俊太郎,帯刀益夫
権利者:井川洋二,大塚製薬株式会社
取得年月日:2007年11月7日
番号: EPIO65870Bl
国内外の別:国外(ヨーロッパ)
取得年月日:2010年6月13日
番号: us7,754,857 B2号
国内外の別: (国外)米国
名称:p53ファミリーのキメラ遺伝子及びキメラタンパク
発明者:井川洋二,井川俊太郎,帯刀益夫
権利者:井川洋二,大塚製薬株式会社
番号:特許第4399654号
取得年月日:平成21年11月6日
国内外の別:国内
審査中
名称:ヒトp51遺伝子及び遺伝子産物
発明者:井川洋二,井川俊太郎,帯刀益夫
権利者:井川洋二,大塚製薬株式会社
番号: wo99/50412
出願年月日: 1999年3月24日
国内外の別:国内
出願年月日: 1999年3月24日
国内外の別:カナダ
番号: cN1295615
出願年月日: 1999年3月24日
国内外の別:中華人民共和国
イン･シリコ解析研究分野
担当教授　木　下　賢　吾
/一■
1.研究分野紹介
教　授:木下　賢吾(加齢研教授兼務)
当研究分野は2010年11月に新しく設立された･近年急激な勢いで増加している生命関連データ
を計算科学的手法で解析することにより･生物学的に意味のある情報を引き出すことを目指した研
I
究を行っている･一言で言えばバイオインフォマテイクス研究に対応するがバイオインフォマティ
クスと言っても対象は広い･我々の研究室では,遺伝子の機能推定を中心的な課題として,遺伝子
の発現量情報･タンパク質立体構造情報･タンパク質問相互者などを解析する研究を行っている.
具体的には･ 1)遺伝子の共発現データベースの構築･ 2)立体構造情報を利用した機能未知タンパ
ク質の機能推定法の開発･ 3)立体構造の-リング･ 4)分子動力学シミュレーションなどを行っ
ている.
現在の主な研究
1)遺伝子の共発現データベースの構築
DNAマイクロアレイの登場により･ほぼ全ての遺伝子の発現量を同時に定量化することができ
るようになった･当初は各研究室内で数例のマイクロアレイデータを取得し,解析することで知見
を得ていた･しかし･現在は公共のデータベースに数万を超える発現量データが蓄積され,誰でも
利用能な状憩になっている･そこで我々は･遺伝子の機能的な関係を検出するのに非常に強力な
武器となる遺伝子の共発現に着目し･データベースCOXPRESdbの開発を行ってきた(http://
coxpresdb･jp)･ COXPRESdbでは,ヒト,マウス,ラットを中心とした7つの生物種を対象として,
発現量が利用できる遺伝子全てを対象として･我々独自の共発現度合いを利用して,共発現の強弱
を定量化して提供している･このデータベースでは･各遺伝子から共発現している遺伝子リストだ
けでなく･共発現している遺伝子群のネットワークも提供している･ネットワークには,共発現だ
けでなく,すでに知られているタンパク質問相互作用情報やKEGGを利用した文献ベースの知見
情報も加えることで実験研究者が利用しやすいインターフェースの開発を行ってきた.現在も,
対象とする生物種を増やすなどの機能拡張を続けており･さらに信頼性の高時一夕ベースとなる
ことをめざして,開発を行っている.
57
58　　加齢制御研究部門
2)立体構造情報を利用した機能未知タンパク質の機能推定法の開発
タンパク質の立体構造はそのタンパク質の分子機能と密接に関係していると考えられている.そ
こで　機能未知タンパク質の分子機能推定のために,データベース中に存在するタンパク質･リガ
ンド複合体を利用して,機能未知タンパク質のリガンド結合部位の予測法の開発を行ってきた.従
来は,リガンド結合ポケットの類側生などが利用されていたが　構造変化に弱いという問題があっ
た.そこで我々は,タンパク質とリガン下をフラグメント(共有結合でつながれた連続する3原子)
に分解し,その相対配置から結合可能な領域を特定し,その領域上にリガンドを再構成するという
手法により,構造変化にも強い手法の開発を行うことができた(http://bumble.hgc.jp).
3)立体構造のモデリング
X線結晶構造解析やNMR法などの技彷開発により,利用できるタンパク質の立体構造情報は飛
I
躍的に増大した.しかし,配列が解析された遺伝子数は,構造解析されたタンパク質数の2000倍
)
にもなる.この大きなギャップを埋めるために,高精度な立体構造モデ)ング手法の開発が不可欠
である.これに対して我々は,ヒトをターゲットとした構造モデリング手法の開発を行い,実際に
ヒトゲノムに適用して結果をデータベース化して公開した(http://bird.cbrc.jp/sang).ヒトをはじめ
とする高等生物では,多数の天然変成領域が存在し,多くのタンパク質が複数のドメインからなっ
ているという状況を踏まえ,高精度の天然変成領域とドメイン領域の予測法の開発及び,微弱だが
有意な配列類側堂を構造既知タンパク質に対して検出するための方法が必要であった.これらの方
法の開発の結果,ヒトの仝タンパク質の70%が現在の構造既知タンパク質からモデ)ング可能で
あることと14%が天然変成領域であることなどを明らかにすることができた.
4)分子動力学シミュレーション
分子レベルで起こっている現象を観るための強力な手段として分子動力学シミュレーション
(MD)法がある. MD法では,全ての原子をあらわに考え,それら原子が従うニュートン方程式を
数値積分することで挙動をシミュレートする. MD法は非常に強力な手法であるが　現在の計算機
ではマイクロ秒程度までしかシミュレートすることができず,出物学的に興味深い現象を直接観る
ことが出来ないという限界がある.一方,水などの熱雑音に従って動く分子をランダムな力を生み
出す原因としてしまって,一部の原子だけを動かすブラウン動力学(BD)法という手法が存在する.
BD法では,動かす原子の数が減るなどの結果, MD法に比べて長い時間をシミュレートすること
ができる一方,動かさない原子の影響で精度面での問題があった　そこで我々はMD法とBD法を
組み合わせた新しい手法の開発を行い.精度良く長時間の現象を観ることができる手法の開発を
行っている.この手法を応用することで　イオンチャネルのイオン通過の分子的なメカニズムを明
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らかにすることを試みている
2.研究報告
1)著書
l･木下賢吾,トランスポートソ-ムの世界一膜輸送研究の源流から未来--金井好克,竹島
浩,森　泰星編,廣川書店, 2011年, 4-3十　4-3-2章担当
2･ Kengo Kinoshita･ Takeshi Obayashi, Protein請nction prediction for omics era, Edited by Daisuke
Kihara (Purdue Univ, USA) , Springer Verlag言n printing 2010, chapter 1 lを執筆.
3.木下賢吾,タンパク質の立体棒造入門(基礎から構造バイオインフォマティクスへ),藤博
幸編,講談社, 2010年, 4章と6.3節担当.
2)英文論文
1･ Patil A, Nakai K, Kinoshita K･ Assesslng the utility of gene co-expression stability ln COmbination
with correlation in the analysis Ofprotein-protein interaction networks, BMCgenomics言n press
2･ Shirota M, Ishida T, Kinoshita K･ Absolute quality evaluation of protein model structures using Statis-
tical potentials with respect to the native and refTerence states, Proteins, 79, 1550-1563, 201 1
3･ Obayashi T･ Nishida K･ Kasahara K, Kinoshita K, ATTED一日updates : condition-spec甫c gene coex-
pression to extend coexpression analyses and applications to a broad range ofHowerlng plants, Plant
CellPhysiol, 52, 2I3-219. 201 I
4･ Obayashi T･ Kinoshita K, COXPRESdb : a database to compare gene coexpression in seven model
animals. NucleicAcids Res, 39. DIO16-1022, 20日
5･ Motono C, Nakata J･ Koike R･ Shimizu K･ Shirota M, Amemlya T, Tomii K, Nagano N, Sakaya N,
Misoo K, Sato M･ KideraA･ Hiroaki H･ Shirai T･ Kinoshita K, Noguchi T, Ota M, SAHG, a compre-
hensive database of predicted structures of all human proteins. Nucleic Acids Res, 39. D487-493,
2011
3)和文論文
1･大林　武,木下賢吾, COXPRESdb:共発現データに基づいた機能関連遺伝子の探索,遺伝
子医学MOOK,19, 131-136,2011
2,大林　武,木下賢吾　共発現情報から見る遺伝子機能ネットワーク,化学と生物, 49,
48-56,2011
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3.国際学会･海外での講及びセミナー等
一般演題,ポスター等
1 ･ M Shirota, K Kasahara, Y Tsuchiya, and K Kinoshita, Application of distance dependent statistica一
palr pOtentials of protein fblding to the evaluation of protein-protein interaction : Commonalities and
各i
di的rences between fblding and docking. MPI 2010, October 28-30, 2010, Lawrence USA
2. T Obayashi, and K Kinoshita, COXPRESdb : a gene coexpression database fbi 7 animal species, 4th
AYRCOB, December 1 -3, 2010, Singapore
3. M Shirota, and K Kinoshita, Quality assessment by stmctural consensus and statistical scoring mnc-
tions and modeling by hybridization of sewer models. CASP9 predictors'meetlng, December 5-9,
2010, Asilomer USA
4. Universal pattems of protein-ligand interactions : Gaussian mixture model analyses on 3D structure
of proteins in Protein Data Bank, K･ Kasahara and K Kinoshita, TSMB, Vienna Austria, July 17-19,
2011
4.国内学会での発表
1.木下賢吾,遺伝子共発現を利用した機能関連遺伝子の同走法,日本薬学会第131年会,シ
ンポジウム, 2011年3月29日
2.木下賢吾,計算科学的アプローチによる遺伝子機能推定法の開発, 23回生体･生命工学研
究会,特別講演, 2010年12月21日
3.木下賢吾,遺伝子機能推定のバイオインフォマティクス,応用数学フォーラムワークショッ
プ　2010年11月26日
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1.研究分野紹介
教　授:福本　　学
助　教:桑原　義和
助　教:志村　　勉
病態臓器構築研究分野
担当教授　福　本　　　学
当研究分野は,従来,病理学的研究と診断業務との両者について行ってきた　しかし,研究所附
属病院の医学部附属病院との統合をもって,当研究所附属病院に関わる病理診断業務は医学部附属
病院病理部-移管された.研究面では,ヒト腫瘍を中心として,形をみることから,形の変化を起
こす背景となる物質や遺伝子の変化をとらえ,それを診断あるいは治療の分子標的として実際の医
療に役立てることを目指している.疾患がヒトの身体ではどのような変化を起こしているか,何が
原因で疾患が発症するかを念頭に置きながら,主として以下の研究課題に取り組んでいる.
現在の主な研究
1)放射線発癌機構
原爆やチェルノブイリ原発事故などで　放射線被ばくによって発癌頻度が上昇することは疫学的
には知られている.一方,ラジウム温泉は身体に良いという考えや,人類の発生以前から宇宙放射
線が存在していること,世界には自然の放射線量の高い地域に,何世代にもわたって健康被害なし
に長く住んでいる人々もいるという事実もある.このように微量放射線の長期被ばくの人体-の明
確な影響は知られていない.福島原発事故は現在進行中で　将来の健康被害が危惧されている.こ
れらについて科学的に答えるべく,戦時中使用された血管造影剤でa放射線源であるトロトラスト
被注入患者を中心として,ヒトにおける長期微量放射線被ばくに特徴的な遺伝子変化を研究してい
る.まだトロトラスト被注入患者の病理解剖に伴う試･資料を集積整理してアーカイブを構築し,
放射線発がん研究者の便宜を図っている.なお,アーカイブはインターネット上に公開されており,
アクセスはhttp://www.idac.tohoku.ac.jp/db/thorotrast/である.
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2)抗癌剤や放射線に対する耐性機構の解明
癌細胞の薬剤耐性や放射線耐性は癌治療における大きな問題点の一つである･長期にわたって0･5
GyのX線分割照射を5年間以上続けることによって･耐性を獲得すること･さらに照射を続ける
と毎日2Gyの照射を続けても増殖を続ける･臨床的放射線耐性細胞株を樹立した･放射線耐性と
の関連で傷害DNAの修復能, DNAメチ)レ化の変化,薬剤との交差耐性･あるいは発現変化する
/一■
分子についての研究を進めている.まだ長期被ばくの生物応答が短期被ばくの応答の積み重ねか
否かについても検討している.
3)マイクロビームによる放射線治療
強い指向性をもった高エネルギー電磁波である放射光を幅25Hmで200いm間隔のスダレ状マイ
クロビームとして取り出すと,高線量の一回照射で正常組織-の傷害の少ない,効率的な悪性腫
瘍の治療弾丁能であるという報告がある･大型サイクロトロンであるSPring-8を利用してラット)
移植脳腫瘍に実験的にマイクロビームを照射して,効果を解析している･
2.研究報告
1)英文論文
l･ Nariyama N, Ohhigashi T, Umetani K, Shinohara K･ Tanaka H･ Maruhashi A, Kashino G, KuriharaA･
Kondo T, Fukumoto M : Spectromicoscopic mm dosimetry for high-energy microbeam什om syn-
chrotron radiation. ApplRadhot67(1) : 155-9, 2009･
2. Kashino G, Kondoh T, Nariyama N, Umetani K. Ohigashi T, Shinohara K･ Kurihara A･ Fukumoto M･
Tanaka H, Maruhashi A, Suzuki M, Kinashi Y, Yong L･ Masunaga S･ Watanabe M･ Ono
K : Inductions of DNA double strand breaks and cellular mlgrations through the bystander e瓶cts in
the cel一s irradiated with slit type microplanar beam of the SPring-8 synchrotron･ htJRadiat OncoI
BioIPhysic 74(I) '229-36, 2009･
3. Kuwahara Y, Li L, Baba T, Nakagawa H, Shimura T, Yamamoto Y, Ohkubo Y･ Fukumoto
M : Clinically relevant radioresistant cells e冊ciently repair DNA double-strand breaks induced by
x-rays. cancerscL'100(4) : 74T52, 2009･
4. 0htake 辛 Maruko A, Kuwahara 辛 Fukumoto M, Ohkubo Y ‥ Stabilities of67Ga- and 1 1 lln-labeled
transf-errin in vitro. Proteinpepl left 16(2) : 138-42, 2009･
5･ Nakayama K, Nakayama N, -shibashi M, Yeasmin S, Fukumoto M, Miyazaki K : Fractional allelic
loss as a potential biomarker of risk prediction in early-stage mucinous ovarian tumors oflow malig-
nantpotential. EurJGynaecol0ncol30(I) : 16-9, 2009･
6. %mamoto Y, Usuda N, Takats申T, Kuwahara Y, Fukumoto M : Long Incubation period for the
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_ induction of cancer by thorotrast is attributed to the uneven irradiation of liver cells at the micro-
scopic level. RadiatRes 71 (4) : 494-503, 2009.
7. Chen R, Chiba M. Mori S. Fukumoto M, Kodama T : Periodontal gene transf:er uslng ultrasound and
nano-/microbubbles. JDentRes 88(ll) : 1008-13, 2009.
8. Kodama T, Tomita N, Horiel S, Sax N, Iwasaki H, Suzuki R, Maruyama K, Mori S, Fukumoto
M : MomhologlCal study of acoustic liposomes uslng transmission electron microscopy･ JElectron
/一■
Microscop 1 -10, 2009.
9. Yamamoto 辛 Chikawa ∫, Uegaki Y, Usuda N, Kuwahara Y, Fukumoto M : HistologlCal type of
Thorotrast-induced liver tumors associated with the translocation of deposited radionuclides. Can-
cersci 101 (2) : 336-40,2010.
10. Chen C, Takahashi K, Yoshida A, Takizawa Y, Lee Y, Nakui M, Doi H, Takebayashi Y, Fukumoto M.
Yamada T, Katagiri H, Oka 辛 Satoh ∫ : Characterization ofa novel murine preadipocyte line, AP工8,
isolated血om subcutaneous tissue : analysュs Ofadipocyte-related gene expressions. Cell Biol ht 34
(3) : 293-9,2010.
ll. HidakaM, OdaS, KuwaharaY FukumotoM, Mitani H : Cell lines derived廿om a Medaka radiation-
sensitive mutant have def:ects in DNA double-strand break responses. J Radial Res 51 : 165-71,
2010.
12. Maruko A, Ohtake 辛 Kawaguchi M, Kobayashi T, Baba 辛 Kuwahara Y, Nakagawa H, Shimura T,
Fukumoto M, Ohkubo Y : X-irradiation-induced down-regulation of the EGF receptor in prlmary
cultured rat hepatocytes. RadiatRes 173(5) : 620-8, 2010.
13. Wong WF, Nakazato M, Watanabe T, Kohu K, Ogata T, Yoshida N, Sotomaru 辛 Ito M, Araki K,
Telf:er I, Fukumoto M. Suzuki D, Sato T, Hozumi K, Habu S, Satake M : Over-expression ofRunxl
transcrlPtIOn factor impalrS the development ofthymocytes from the double-negative to double-posi-
tive stages. Immunol30(2) : 243-53, 2010.
14. Yamamoto 辛 Usuda N, Ohgiso 辛 KuwaharaY Fukumoto M : The uneven irradiation ofa target cel一
and its dynamic movement can mathematically explain incubation period for the induction of cancer
by intemally deposited radionuclides. FTealth Phys 99(3) : 388-93, 2010.
15. KuwaharaY Morュ M, Oikawa T, Shimura T, Ohtake 辛 Mori S, Ohkubo Y, Fukumoto M : The modi-
ned high-denslty Survival assay lS the useful too一 to predict the effectiveness offractionated radiation
exposure. JRadiatRes 51 (3) : 297-302, 2010.
16. Shimura T, Kakuda S, Ochiai 辛 Nakagawa H, KuwaharaY Takai 辛 Kobayashi ∫, Komatsu K, Fuku一
moto M : Acquired radioresistance of human tumor cells by DNA-PK/A火T/GSK3β-mediated
cyclinDl overexpression. Oncogene 29(34) : 4826-37, 2010.
17. Kodama T, Aoi A, Watanabe Y, Horie S, KodamaM, Li L, Chen R, Teramoto N, Morikawa H, Mori S,
Fukumoto M : Evaluation oftransf:ection emciency m Skeletal muscle uslng nanO/microbubbIes and
ultrasound. UltrasoundMedBiol36(7) : 1196-205, 2010.
18. Li L, Hashiyada M, Kume M, Fukumoto M, Yamamoto 辛 Funayama M, Yamamoto 辛 Fukumoto
M : A case of hepatocellular carcinoma developed ane† allogeneic bone marrow transplantation.
64　　腫瘍制御研究部門
patholht60(12) : 795-7, 2010.
19. Saito K, Kakizaki T, Hayashi R, Nishimaru H, Furukawa T, Nakazato Y, Takamori S, Ebihara S,
Uematsu M, Mishina M, Miyazaki I, Yokoyama M, Konishi S, Inoue K, Fukuda A, Fukumoto M,
Nakamura K, Obata K, Yanagawa Y : The physiological roles ofvesicular GABA transpoHer during
embryonic development : a study using knockout mice. MoIBrain 3 '40 (Open access), 2010･
20. Bronze-da-Rocha 已, Liれ CM, Shimura T, Ala匂em MI : Interactions ofMCPI with components of
/一■
the replication machinery ln mammalian cells･ htJBioISci 7 : 193-208･ 201 1･
2)和文論文
1.福本　学,桑原義和:放射線被ばくによる肝発がん:トロトラスト症発がん機構解明の温
故知新.日本臨床. 67(増刊3) : 156-160,2009.
2.福本　学:学内RI使用施設紹介『加齢医学研究所放射性同位元素研究施設』,東北大学サ
､イクロトロン･ラジオアイソトープセンター, No.482010.11　　　　　　　　　　　　)
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1)シンポジウム,ワークショップ等
1. Yamamoto 辛 UsudaN, Takats巾i T, Kuwahara 辛 Fukumoto M : Long Incubation period廿om the
induction of cancer by thorotrast is attributed to the uneven irradiation of hepatocytes at the micro-
scoplC level･ Santa Fe, New Mexico, United States, 2009･5
2. Fukumoto M : Establishment ofclinical relevant human cell lines and their characterization :
Tbward Better Radiotherapy. International Symposium on HIV/AIDS, Medicinal Plants and Ge0-
phagia, Walter Sisulu University Health Resource Centre, Mthatha, Eastern Cape, South A鉦ca,
2009.7
3･ Chagan-Yasutan H, Zhang I, Fukumoto M, Hattori T : Potential role ofOPN in ATL pathogenesis･
2010 Walter Sisulu Universlty lntemational Research Conf:erence, Mthatha, South Africa, 2010･8
4. Mori M, Kuwahara T, Oikawa T, Fukumoto M : Characteristic of clinically relevant radioresistance
and its control by targetlng tumor VeSSels･ 201 0 Walter Sisulu Universlty lntemational Research Con-
t'erence, Mthatha, South Africa, 201 0.8
2)一般演題,ポスター等
L Fukumoto M, Li L, Kuwahara 辛 Shimura T : Establishment ofclinically relevant radioresistant cells
and quest for the potential target to conquer tumor radioresistance･ 2009 4th Medical Biotech
Forum, Dalian, China, 2009.8
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2･ Fukumoto M, Shimura T･ Kuwahara 辛 Umata T ‥ Iden捕cation and analysis OfbiologlCal markers
For tritium exposure･ 9th International Conference on Tritium Science and Technology TRI-
TIUM2010,奈良, 2010.10
4.国内学会での発表
2=i
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1･山本陽一朗,福本　学:発がんと治療の数理解析,第41回日本臨床分子形態学総会･学術
･集会,神戸, 2009.9
2･志村　勉,角田　智･高井良尋･桑原義和,福本　学: DNA-PK/AKT/CSK3b/cyclinDl経路
を標的としたヒトがん細胞における放射線耐性の克服,日本放射線影響学会第52回大会,
広島, 2009.11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
3･福本　学:臨床的放射線耐性へのオートファジーの関与,第99回日本病理学会総会,東京,
2010.4
4･福本　学:がん幹細胞についての我々の得た知見と考察,第13回癌治療増感研究シンポジ
ウム,奈良, 2011.2
2)一般演題･ポスター等
1･山本陽一朗･森武三郎･立野紘雄,福本　学‥ HistologicaltypeofThorotrast-inducedlive,
tumors depends on the metabolic behavior orradionuclides,第98回日本病理学会総会,京都,
2009.4
2･七條和子,福本　学,松山睦美,中島正洋,中山敏幸,関根一郎‥長崎原爆急性被爆者の
剖検･パラフィン標本を用いた残留放射能の検出法,第98回日本病理学会総会,京都,
2009.4
3･七條和子,高辻俊宏,福本　学,松山睦美,中島正洋,中山敏幸,関根一郎‥長崎原爆急
性被爆者の剖検･パラフィン標本を用いた残留放射能の検出法　その2,第50回原子爆弾
後障害研究会,広島, 2009.6
4･武澤美佳,秋山弘匡,福本　学,今村健忘,内田隆史‥ pinュ-KOマウスを用いたTG叩シ
グナルにおけるpinlの機能解析,第6回東北大学バイオサイエンスシンポジウム,仙台,
2009.6
5･桑原義和,森美由紀,及川利幸,志村　勉,福本　学‥より有効な放射線療法を目指した
臨床的放射線耐性細胞の樹立とその解析,第48回日本医学放射線学会生物部会学徒大会･
第39回放射線による制癌シンポジウム,富山, 2009.7
6･福本　学,桑原義和,志村　勉‥臨床的放射線耐性細胞の樹立と形質解析,日本放射線腫
瘍学会第22回学術大会,京都, 2009.9
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7.成山展照;梅谷啓二,菓子野元郎,田中浩基,栗原　愛･近藤　威,篠原邦夫･福本　学:
放射光マイクロビーム放射線治療を目指した可変シングルスリットX線照射,第70回応用
物理学会学術講演会,冨山, 2009･9
8.桑原義和,及川利幸,森美由紀,福本　基,栗原　愛,志村　勉･福本　学:臨床的な放
射線耐性細胞はどの抗がん剤に耐性を示すのか,第68回日本癌学会学術総会,横浜･
2009.10
9.福本　学,山本陽一朗,桑原義和:放射線内部被ばく発がんはなぜ替伏期間が長いのか:
沈着トロトラストの不均等分布からの説明･第68回日本癌学会学術総会･横浜･ 2009･10
10.栗原　愛,桑原義和,志村　勉,福本　学:ミトコンドl)アDNAのD-loop領域に放射線
被ばくに特異的な変異は存在するが,第68回日本癌学会学術総会･横浜･ 2009･10
ll.志村　勉,落合泰史,桑原義和,福本　学:長期分割放射線被ばくによるがん細胞の放射
線耐性の獲得,日本放射線影響学会第52回大会,広島, 2009･11
12.森美由紀,桑原義和,志村　勉,及川利幸,福本　基･越後成志･福本　学:新規血管新
生阻害薬RADOOlは臨床的な放射線耐性細胞に有効が,日本放射線影響学会第52回本会･
広島, 2009.ll
13.角田　智,志村　勉,桑原義和,落合泰史,高井良尋･福本　学:AKT阻害剤による腫瘍
細胞の獲得放射線耐性の克服,日本放射線影響学会第52回大会,広島, 2009･11
14.桑原義和,及川利幸,森美由紀,志村　勉,福本　学:放射線耐性細胞はどの抗がん剤と
交差耐性を示すのか?,日本放射線影響学会第52回大会･広島･ 2009･11
15.落合泰史,志村　勉,桑原義和,山本利生,福本　学:長期放射線被ばくによるサイク')
ンDl過剰発現はDNA二重鎖切断を誘導する,日本放射線影響学会第52回大会･広島,
2009.ll
16.七條和子,高辻俊宏,福本　学,松鵜睦美,中島正洋･中山敏幸･関根一郎:長崎急性原
爆被爆者の剖検･パラフィン標本を用いた残留放射能の検出法-その2･日本放射線影響学
会第52回大会,広島, 2009.ll
17.志村　勉,桑原義和,福本　学:放射線治療のもうlR,獲得耐性resistanceはあるか･第
12回癌治療増感研究シンポジウム,奈良, 2010･2
18.桑原義和,福本　基,山本陽一朗,福本　学:臨床的放射線耐性細胞に新規血管新生阻害
薬RADOOlは有効か?,第99回日本病理学会総会,東京, 2010･4
19.七條和子高辻俊宏,福本　学,松山睦美,中島正洋,中山敏幸,関根一郎:長崎急性原
爆被爆者の剖検･パラフィン標本を用いた残留放射能の検出法-その3･第99回日本病理
学会総会,東京, 2010.4
20.山本陽一朗,川本雅司,土屋眞一,福本　学:内部被ばくにおける発癌潜伏期間:不均等
被ばくと被ばく細胞移動に基づいた数理モデルの構築,第99回日本病理学会総会･東京･
2010.4
21.桑原義和,痩)旧事,森美由紀,福本　基,志村　勉,福本　学:オートファジー誘導に
ょる臨床的放射線耐性の克服,第69回日本癌学会学術総会,大阪l 2010･9
22.陳　鋭,李　麓,減速夕紀子, NicolasSax,堀江佐知子･柳下陽子･森士　朗･福本　学･
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小玉哲也:三次元高周波超音波およびナノバブルを用いた肝転移の非侵襲的観察,第69回
日本癌学会学術総会,大阪, 2010.9
23.志村　勉,桑原義和,高井良尋,福本　学: DNA-PK/ATK/GSK邦/CyclinDl経路を標的と
したヒトがん細胞の獲得放射線耐性の克服,第69回日本癌学会学術総会,大阪, 2010.9
24.志村　勉,角田　智,落合泰史,桑原義和,高井良尋,福本　学:AKT阻害剤とcdk4阻
害剤によるヒトがん細胞の放射線耐性の抑制,第53回日本放射線影響学会,京都, 2010.10
/一■
25.森美由紀,桑原義和,北原秀治,桃木裕美子,及川利幸,志村　勉,福本　基,谷口貴洋,
橋元　亘,江崎太一,越後成志,福本　学:腫瘍血管を標的とする放射線耐性口腔癌治療
の有効性,第53回日本放射線影響学会,京都, 2010.10
26.七条和子,高辻俊宏,福本　学,松山睦美,関根一郎,中島正洋:長崎急性原爆被爆者の
剖検･パラフィン標本を用いた遺伝子損傷について,第53回日本放射線影響学会,京都,
2010.10
27.及川利幸,桑原義和,森美由紀,福本　基,志村　勉,福本　学:臨床的放射線耐性細胞
はなぜ微小管を標的とする抗がん剤に交叉耐性を示すのか? ,第53回日本放射縛影響学会･
京都, 2010.10
5.その他
受賞歴
1.桑原義和:第48回医学放射線学会生物部会学術大会特別賞,第48回医学放射線学会生物
部会,富山, 2009.7
2.志村　勉:日本放射線影響学会奨励賞,第53回日本放射線影響学会,京都, 2010.10
腫瘍循環研究分野
担当教授　佐藤　靖史
1.研究分野紹介
教　授:佐藤　靖史
准助教:堀　　勝義
助　教:宮下　浩輝,鈴木　康弘
当研究分野の構成人員は,佐藤靖史教授,堀　勝義准教授,宮下清輝助教,鈴木康弘助教,ボス
ドクの小林美穂博士,および大学院生5名,特別研究学生1名であり,佐藤靖吏教授のもとで
Wsohibinファミリーに関する研究,堀　勝義准教授のもとで腫瘍血流制御による癌治療の基礎的
研究が進められている.
主な研究内容
(1) vasohibinファミリーに関する研究
本研究は,血管新生や血管老化に関わるものとして当研究室で単離･同定したⅥS｡hibinファミ
リーに関する基盤的研究と,その知見を基にしたトランスレーショナル研究の推進を目的としてい
る.我々は,血管新生の中心的な促進因子vEGFの刺激に反応して血管内皮細胞で誘導される遺
伝子群の中から,血管内皮細胞自らに作用して血管新生を制御する新規分子Ⅵsohibin-1と,その
ホモログのWsohibin-2を単離･同定している.これまでの研究から, Wsohibin-1は,血管新生を
終息させるばかりか,種々のストレスに対する血管内皮細胞の抵抗性を増すこと,これに対して
Ⅵsohibin-2は, Wsohibin-1による血管新生抑制に対して指抗的に作用することを明らかにしてい
る.また, Ⅵsohibinファミリー分子には分泌のためのシグナル配列がないがⅥsohibinと細胞内
で結合して,その分泌を担う新規分子svBP (sma一l vasohibinbindingprotein)を発見した. Wso-
hibin本研究では,オリジナルな分子であるⅥsohibinファミリーやSVBPの機能に関して,特異的
受容体やシグナル伝達,遺伝子発現などの分子メカニズムを明らかにすると共に,癌などの病的血
管新生と血管病の基盤を成す内皮障害の双方を制御する,新たなストラテジーの確立を目指してい
る.
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(2)腫瘍血流制御による癌治療の基礎的研究
同湖垂瘍の病態生理,特に腫瘍微小循環動態は癌の治療に密接に関連している.近年,コンプレ
タスタチンA-4 (Amcan bushwillowから抽出された生薬)誘導体が選択的かつ不可逆的な腫瘍血
流遮断作用を有し,癌-の栄養供給を断つことにより広範囲の腫瘍壊死を誘導することを示した
同時に,その徴小循環メカニズムと壊死誘導のプロセスを解明した.現在,この基礎的所見に立脚
した癌治療,およびDDSへの応肩研究を進めている.
2.研究報告
･原著論文
I
L Tamaki K, Moriya T, Sato Y, Ishida T, Maruo Y, Yoshinaga K, Ohuchi N, Sasano H･ Vasohibin-1 in
human breast carcinoma : a potential negative feedback regulator of ang10geneSis･ Camel Sci･
100: 88-94,2009. (査読有り)
2. Le請erLP Dima S, Sunamura M, FurukawaT, Sato 辛 Abe M, Chivu M, Popescu I, Horii A･ Tran-
scrlptlOnal silenclng Of ETS-1 e冊ciently suppresses anglOgeneSis of pancreatic cancer･ Cancer
GeneTher. 16: 137-148,2009. (査読有り)
3. Sato H,AbeT, Wakusawa R,AsaiN, Kunikata H, Ohta H, Sonoda H, SatoY andNishidaK･ Vitre-
ous levels ofvasohibin- I and vascular endothelial growth I:actor in patients with prolif:erative diabetic
retinopathy. Diabetologia52 : 359-361, 2009･ (査読有り)
4. NishidaY Shibata K, Yamasaki M, Sato YAbe M. Apossible role ofvimentin on the cell su的ce
for the activation oflatent transforming growth factor-β. FEBS Lett. 583 : 308-312, 2009･ (査読
有り)
5. Naito H, Kidoya H, Sato 辛 Takakura N. Induction and expression ofanti-anglOgenic vasohibins in
the hematopoietic stem/progenitor cell population. ∫. Biochem. 145 : 653-659, 2009･ (査読有り)
6. Kimura H, Miyashita H, Suzuki 辛 Kobayashi M, Watanabe K, Sonoda H, Ohta H, F申wara T, Shi一
mosegawa T, Sato Y･ Distinctive localization and opposed roles ofvasohibin-1 and vasohibin-2 in
theregulation ofangiogenesis. Blood 113 : 4810-4818, 2009･ (査読有り)
7. Hosaka T, Kimura H, Heishi T, Suzuki 辛 Miyashita H, Ohta H, Sonoda H, Moriya T, Suzuki S,
Kondo T, Sato Y Vasohibin-1 expressed in endothelium of tumor vessels regulates anglOgeneSis･
Am.∫. Pathol. 175 : 430-439,2009. (査読有り)
8･ Taniguchi K, Sasaki K, Watari K, Yasukawa H, Imaizumi T, Ayada T, Okamoto F･ lshizaki T･ Kato R･
Kohno R, Kimura H, Sato 辛 oho M, Yonemitsu 辛 Yoshimura A. Suppression of Sproutys has a
therapeutic e鴨ct for a mouse model ofischemia by enhanclng anglOgeneSis･ PLoS ONE 4 : e5467･
2009. (査読有り)
9. Nasu T, Maeshima 辛 Kinomura M, Hirokoshi-Kawahara K,嶋nabe K, Suglyama H, Sonoda H, Sato
腫瘍循環研究分野　　71
Y, Makino ll. Vasohibin-1 , a negative I:eedback regulator or anglOgeneSis, ameliorates renal altera-
tions in a mouse model of diabetic nephropathy. Diabetes 58 : 2365-2375, 2009. (査読有り)
10. Lee HJ, Kin YS, Sato 辛 Cho Y-∫. RCAN1-4 knockdown attenuates cell growth throughthe inhibi-
tionofRas signa一ing. FEES Lett. 583 : 2557-2564, 2009. (査読有り)
ll. Suzuki H, OhkuchiA, Matsubara S, Takei 辛 Murakami M, Shibuya M, Suzuki M, Sato Y. The
ef龍t ofrecombinant PIGF-2 0n hypeHension induced by請11-length mouse sFlt- 1 adenoviral vector
inpregnantmice. Hypenension54 : 1129-1135,2009. (査読有り)
12. Miyake K, Nishida K, Kadota 辛 Yamasaki H, Nasu T, Saitou D, Tanabe K, Sonoda H, Sato 辛 Mae-
shima 辛 Makino H. lnHammatory Cytokine-induced Expression of Wsohibin-1 by Rheumatoid
Synovial Fibroblasts. Acta Medica Okayama 63 : 349-358, 2009. (査読有り)
13. Komi Y, Sogabe Y, Ishibashi N, Sato Y. Moriwaki H, Shimokado K, Kojima S. Acyclic retinoid
inhibits angiogenesis via suppressing MAPK pathway. Lab. Invest. 90 : 52-60, 2010. (査読有り)
14. Miura S, Mitsui K, Heishi T, Shukunami C, Sekiguchi K, K00do ∫, SatoY Hiraki Y･ ImpalrmentOf
vEGF~A~stimulated lamellipodial extensions and motility of vascular endothelial ce早s by Chondro-
modulin-I, a ca正1age-derived angiogenesis inhibitor. Exp. Cell Res. 316 : 775-788, 2010. (査読
有り)
15. Heishi T, Hosaka T, Suzuki 辛 Miyashita H, Oike 辛 Takahashi T, Nakamura T, Arioka S, Mitsuda 辛
嶋kakura T, Hqjo K, Matsumoto M, Yamauchi C, Ohta H, Sonoda H, Sato Y･ Endogenous anglO一
genesis inhibitor vasohibin I exhibits a broad-spectrum anti-lymphanglOgenic activity and suppresses
lymphnodemetastasis. Am.∫. Pathol. 176 : 1950-1958,2010. (査読有り)
16. Tamaki K, Sasano H, Mamo 辛 Takahashi 辛 Miyashita M, Moriya T, Sato 辛 Hirakawa H, Tamaki N,
Watanabe M, Ishida T, Ohuchi N. Ⅵsohibin-I as a potential predictor of aggressive behavior of
ductal carcinomain situofthe breast. CancerSci. 10日1051-1058,2010. (査読有り)
17. YoshidaT, Sato 辛 Morita I, Abe M. Pigpen, a nuclear coiled body componentprotein is involved in
angiogenesis. CancerSci. 101 : 1170-1176,2010. (査読有り)
18. ZhouS-Y, Xie Z-I, Xiao 0. Yang X-R, Heng BC, Sato, Y. Inhibition of mouse alkali bum induced-
corneal neovascularization by recombinant adenovirus encoding human vasohibin工　Mol･ Vision
16: 1389-1398,2010.
19. Suzuki 辛 Kobayashi M, Miyashita H, Ohta H, Sonoda H, Sato Y Isolation ofa small vasohibim
bindingprotein (SVBP) and itsrole invasohibin secretion. ∫. Cell S°i. 123 : 3094-4101, 2010. (査
読有り)
20, BaiX, MargaritiA, HuY SatoY Zeng L, IveticA, Habi 0, Mason JC, Wang X. XuQ. PKC6-
denciency accelerates neointimal lesion of mouse Injured artery Involving delayed reendotheliahza-
tion and vasohibin-1 accumulation. Aherioscler. Thromb. Vasc. Biol. 30 : 2467-2474, 2010. (査読
有り)
21. Hori K, Nishihara M, Yokoyama M. Vital microscopic analysIS Ofpolymeric micelle extravasation
什om tumor vessels : macromolecular delivery according to tumor vascular growth stage･ J･ Pharm･
Sci.99 : 549-562,2010. (査読有り)
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22. Hori K, Nishihara M, Shiraishi K, Yokoyama M･ Combretastatin derivative, vascular disruptlng
agent, enables polymeric nanomicelles to accumulate in microtumors･ J･ Pharm･ Sci･ 99 : 2914-
2925,2010. (査読有り)
･英文総説
1. Sato, Y Delta-like 4 and vasohibin 1 : two endothelium-produced negative regulators ofanglOgen-
/一′
esis with distinctive roles. Eur. CytokineNetw. 20十5, 2009. (査読有り)
2. Sato,Y. Thevasohibin family. Pharmaceuticals 3,433-440, 2010. (査読有り)
･和文総説
1.小林美穂,佐藤靖吏:血管新生における内因性抑制機構-ネガティブフィードバック調節
I
因子: Vasohibin.実験医学増刊, 27(2) : 128-136,2009.
2.佐藤靖史:血管新生阻害剤.実験医学増刊, 27(5) : 36-40,2009.　　　　　　　　　)
3.佐藤靖史:血管新生阻害剤.癌と化学療法, 36(7) : 1072-1075,2009.
4.佐藤靖史:新規血管新生制御園子Ⅵsohibinの発見とその機能.今月の移植,22(5) : 519-525,
2009.
5.安部まゆみ,佐藤靖史:血管内皮の修復と血管新生.分子心血管病, 10(4) : 23-30,2009.
6.佐藤靖史:内因性血管新生制御因子.血管医学, 10(4) : 29-34,2009.
7.佐藤靖史:バソピピン.炎症と免疫, 18(2): 99-101,2010.
8.佐藤靖吏:血管新生阻害薬.日本臨床, 68(6) : 1054-1058,2010.
9.佐藤靖史:血管新生研究の進歩と展望.血管医学, ll(3) : 39-45,2010.
10.佐藤靖史:血管新生の負の制御機構.細胞工学, 29(ll) : 1099-1103,2010.
日.佐藤靖史:血管新生を停止させるためのシステム.実験医学増刊, 28(17) : 105-111,2010.
12.堀　勝義:放射線療法後の腫瘍血流遮断による癌の再発防止.放射線生物研究, 45: 213-
227,2010.
･和文著書
1.佐藤靖史:血管新生.入門腫瘍内科学: 25-27,2009.
2.佐藤靖史:血管新生.新臨床腫瘍学: 42-47,2009.
3.宮下浩輝,佐藤靖史:血管の発生と新生.脈管専門医のための臨床脈管学: 3-8,2010.
4.佐藤靖史:がんと血管新生.肝細胞癌の分子標的治療(工藤正俊編) : 45-49,2010.
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3.学会発表
1)国際学会
･招待講演
L Sato Y : The Signif:lean/Ce OfVasohibin･ an Angiogenesis lnhibitor Expressed in Endothelium･ in
Cancers and Other PathologlCal Conditions. NHRT Conf:erence Series 2009 International Confler-
ence on Vascular Biology. Zhunan, hiwan, October, 2009.
2. Sato Y : A novel intrinsic system for vascu一ar stress solerance. The lst lntemational Global COB
Symposium. Sendai Japan, December, 2009.
･一般演題
I. Hosaka T. Kimura H, Heishi T, Suzuki Y, Miyashita H, Oht'a H, Sonoda H, Moriya T, Suzuki S,
Kondo T and Sato Y : Vasohibin expressed in endothelium of tumor blood vessかs regulates
anglOgeneSis. 7th International Symposium on the Biology of Endothelial Cel一s. Vienna, Austria,
Febmary, 2009.
2. Kobayashi M, Suzuki Y and Sato Y : Wsohibin-1 inhibits directional endothelial cell migration via
detyrosination ofa-tubulin･ 16th Intemational Ⅵscular Biology Meetlng･ Lo§ Angeles, USA June,
2010.
2)国内学会
･特別講演,シンポジウム,ワークショップ
1.佐藤靖史:腫瘍血管新生制御の分子基盤.第101回ACCP口本部会定期教育講演会.仙台,
2009,10.
2.佐藤靖史:血管新生阻害剤の分子標的.第7回日本臨床腫瘍学会学術集会.名古屋,2009,3.
3.佐藤靖史:血管系を維持する内因性調節機構.第17回日本血管生物医学会.東京, 2009,
10.
4.佐藤靖史: vasohibinfamily分子による血管新生の調節.第82回日本車化学会大会.神戸,
2009,10.
5.佐藤靖史:血管新生抑制とがん.第69回日本癌学会学術集会.大阪, 2010,9.
6.堀　勝義:腫瘍血流遮断薬:放射線療法後の癌の再発防止戦略.第23回日本放射線腫瘍学
会∴千葉, 2010,ll.
7.佐藤靖史: Asystem fbrthetermination ofangiogenesis.第18回日本血管生物医学会学術集
会.大阪, 2010,12.
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･一般演題
1.宮下浩輝,佐藤靖史: Ⅵsohibin-I Prevents Cellular Senescence and Maintains Ⅵscular Endothe-
lial Cells. loth International Symposium on Mechanisms ofⅥsodilatation･松島, 2009, 6･
2.木村　洋,宮下浩輝,鈴木康弘,小林美穂, watanabeK,園田　光,大田英樹, F申waraT,
下瀬川徹,佐藤靖史: Distinctive Localization and Opposed Roles ofVasohibin-1 and Ⅵsohibin-2
in the Reculation ofAngiogenesis･ 1 0th lntemational Symposium on Mechanisms ofⅥsodilatation･
こコ
松島, 2009,6.
3.堀　勝義,西原止通,白石貢-,横山昌幸‥腫瘍血管破断薬による微小腫瘍でのEPR効果
促進.第25回日本DDS学会.東京, 2009,7.
4.嵯峨　泰,高橋詳史,竹井裕二,町田静生,鈴木光明,佐藤靖史:血管新生ネガティブフィー
ドバック調節因子バノヒビン-1による卵巣癌分子標的･遺伝子治療.第69回日本癌学会学
術総会.大阪, 2009.9.
5.高橋詳更,嵯峨　泰,竹井裕二,町田静生,鈴木光明,佐藤靖史:癌細胞に発現するⅥso-
hibin-2は血管新生を誘導し腫瘍増殖を促進する･第69回日本癌学会学術総会･大阪･ 2009･
9.
6.小林美穂,鈴木康弘,佐藤靖史: Wsohibin-1-induced detyronation ofα-tubulin triggers an inhi-
bition ofendothelial cell migration.第68回日本癌学会学術総会･横浜, 2009, 10･
7.吉永浩介,伊藤　潔,八重樫伸生　佐藤靖史,笹野公仲,太田英樹,園田　光:Theroles
ofvasohibin, an intrinsic antiogenesis inhibitor言n cervical carcinomas･第68回日本癌学会学術
総会.横浜, 2009,10.
8.小林美穂,鈴木康弘,佐藤靖史:血管新生抑制因子Ⅵsohibin-1はチューブリンの脱テロシ
ン化を誘導することで内皮細胞の遊走阻害を引き起こす.第17回日本血管細胞生物医学会･
東京, 2009, 10.
9.宮下浩輝,佐藤靖史:内皮ストレス耐性におけるsplicingvariantvasohibin-1の意義･第18
回日本血管新星医学会学術集会.大阪, 2010, 12.
10.林　英樹,宮下浩輝,鈴木康弘,小林美穂,佐藤靖史: WsohibinはvEGFシグナル遮断に
ょる内皮細胞障害を防止する.第18回日本血管新生医学会学術集会.大阪, 2010,12･
ll.鈴木康弘,神吉康晴,南　牧,佐藤靖史‥転写因子GATA-2によるVasohibin-1遺伝子の発
現調節.第18回日本血管新生医学会学術集会.大阪, 2010,12.
12.北原秀治,森川俊一,佐藤靖史,江崎太一:消化管腫場における微小循環系の変化は上皮
の悪性化と相関するか?第18回日本血管新生医学会学術集会.大阪, 2010,12･
4.学会以外での発表
1.佐藤靖史‥ C｡mmon molecular basis for the regulation ofangiogenesis and vascular aging･第4
回研究所ネットワーク国際シンポジウム.大阪, 2009,1.
2.佐藤靖史:がんにおける血管新生制御の分子基盤.平成20年度がん特定領域研究5領域合
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同シンポジウム.東京, 2009,2.
3.佐藤靖史:血管新生制御の分子基盤.第10回炎症と循環器疾患研究会.東京, 2009,2.
4.佐藤靖史:内因性血管新生制御因子.第553回学際セミナー∴東京, 2009,3.
5.佐藤靖史:腫瘍血管制御研究.第1回血管医学研究推進機構(AMP)記念講演会.東京,
2009,9.
6.佐藤靖史:血管新生制御の分子基盤.第7回NEXTtherapy fbradvanced RCC.東京, 2009,
/一●
11.
7.高橋詳史,中村崇宣,小林美穂,鈴木康弘,宮下浩輝,佐藤靖史: Ⅵsohibin-2 Expressedill
Tumors Accelerates Tumor Growth by Promoting Angiogenesis. The lst lntemational Global COB
Symposium.仙台, 2009, 12.
8.堀　勝義:腫瘍血流遮断と痛治療.第12回癌治療増感シンポジウム.奈良, 2010,2.
9.佐藤靖史:血管新生制御の分子基盤.第9回肺癌分子病憩治療研究会.仙台, 2010,5.
10.佐藤靖史:血管新生とリンパ管新生の調節機構.第10回リンパ徴小循環研究会.大分,
2010,ll.
臨床腫瘍学分野
1.研究分野紹介
教　授:石岡千加史
准教授:加藤　俊介
助　教:角道　祐一
担当教授　石　岡　千加史
悪性腫瘍は日本人の死因の第1位を占め,がん制御は国策としての重要課題の1つである.当分
)
野は, 3大がん治療法のlつであるがん薬物療法に関する研究を中心とした臨床腫瘍学を専門にす
ら.とりわけ,がんのリスク予測(予後やがん易擢患性)のための分子マーカーや治療感受性予測
を可能にするバイオマーカーの開発とその臨床-の応用,新しい治療標的分子の探索,抗がん剤の
新規標的分子探索,新規がん分子標的薬の臨床試験,集学的がん治療の臨床試験など-,基礎研究か
ら臨床研究-の橋渡し研究や早期臨床試験による効果･安全性の探索から検証的後期臨床試験に至
るまで幅広くがん治療研究に取り組んでいる.診療においては腫瘍内科として,消化器病,軟部肉
腫,原発不明癌を中心に乳癌,悪性リンパ腫,頭頚部癌など幅広い領域のがん薬物療法から緩和医
療に取り組むほか,腫瘍内科医の養成拠点としての機能を果たしている.平成22年4月に分野名
を癌化学療法研究分野から臨床腫瘍学分野に変更した
現在の主な研究
1)がんのバイオマーカーの探索と開発研究
がんのテーラーメイド医療の実現に向けて,がん治療法開発戦略上,バイオマーカーを導入する
ことが求められている.大腸癌,乳癌,胃癌,肺癌などの頻度の高いがんの多くは複数の遺伝子の
変異やエビジェネティツクな変化が蓄積しているため,これらのがんを生物学的特性や治療反応性
を単一の分子(遺伝子や遺伝子産物)で層別化することは多くの場合困難である.がんの分子変化
を網羅的に,すなわちゲノム,トランスクリプト-ムまたはプロテオームレベルで解析することが
可能になり,薬剤感受性(または耐性)に関する層別化を複数の分子で診断すること(新しいバイ
オマーカー)が可能になりつつある.我々は,大腸癌や乳癌の腫瘍組織のDNAマイクロアレイに
よるトランスクリプト-ム解析により,新しいバイオマーカーを探索しこれを産学共同研究で応用
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開発する研究に取り組んでいる.平成23年度からば文部科学省次世代がん研究プロジェクト指
定研究｢大腸がん治療反応性を予測するバイオマーカーの探索｣に取り組んでいる･
2)分子診断による発がんリスク,原発不明がん,予後診断に関する研究
楯後再発リスクの評価研究として,大腸癌,乳癌に関して発癌リスク評価を行うためより簡便な
分子診断法の開発や原発不明がんの分子マーカーによる治療選択法の産学共同研究を行っている･
また,発がんリスクの評価研究として,これまで常染色体優性遺伝形式の家族性大腸腺腫症,遺伝
性非腺腫癌性大腸癌および家族性乳癌について分子診断システムの開発に取り組んでいる･
3)がん治療のための分子標的治療法開発に関する研究
がん細胞に特異的な細胞増殖抑制やアポトーシス誘導を可能にする新たな標的分子を探索してい
I
る.新規がん治療標的の探索を目的にしたレンチウイ)レスによるsiRNAライブラリーを用いたス
)
グ)一二ングに取り組み,変異タンパク質の機能回復薬剤の探索やがん細胞の合成致死を引き起こ
す標的分子を探索している.まだ合成薬学領域の研究者との共同研究により,新規抗がん物質の
標的分子の同定や,効果的ながん治療-の応用を探るため培養細胞を用いた基礎研究に取り組んで
いる.
4)消化器悪性腫瘍に関する癌化学療法の臨床試験研究
我々の研究分野では,約40年間にわたり消化器悪性腫瘍(とくに食道癌,胃癌,大腸癌)の臨
床試験に携わり,新規抗癌剤の安全性や多剤併用療法の有効性を明らかにしてきた･現荏,病院腫
瘍内科を中心に,東北地方規模(NPO法人東北臨床腫瘍研究会,略称T-CORE),全国規模(JCOG,
JACCROおよびwJOG)の多施設共同研究や臨床試験グループ間研究で新しい癌化学療法の臨床
研究に取り組んでいる.また,国際共同臨床試験を含む胃癌,膵癌,消化管問質腫瘍などの新薬治
験の受託研究にも積極的に参加している.
5)がん治療の標準化に関する研究
より良いがん治療を患者に提供するためには上記の研究に加えて,がん治療の地域格差や医療機
関間格差を縮める努力が削こ必要である.その手段としてがん薬物療法の標準化やがん薬物療法専
門医などがん専門医療者の養成とチーム匪癖の実践が必要である.我々は,厚生労働科学研究費･
がん臨床研究事業｢東北地方のがんネットワークによる化学療法の均てん化に関する事業｣(石岡班
平成22年度～)により東北地方のがん診療連携拠点病院の化学療法の標準化に取り組むほか,莱
北がんプロフエツシヨナ)レ養成プラン(文部科学省,平成19年度-23年度)による腫瘍専門医(が
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ん薬物療法)コースの開設と大学院博士課程学生-の専門医教育(これまで12名),都道府県がん
診療連携拠点病院強化事業(厚生労働省,平成18年度～)によるがん薬物療法研修(匠師,薬剤
師および看護師からなるチーム医療型研修で毎年5-10施設を受入れ),チーム医療実証事業(厚
生労働省,平成23年度～)など　東北地方のがん専門医療者の養成とチーム医療推進に関する研
究に取り組んでいる,
一イ
2.研究報告
1)著書
和文
1.石岡千加史:結腸･直腸癌　秋田弘俊,石岡千加史,ノ田村和夫,中)旧口彦,原田実根,南
博信編　入門腫瘍内科学,篠原出版社, pp.148-154, (2009年)　　　)
2.石岡千加史:がん分子標的治療薬開発におけるProofofconcept　日本がん分子標的治療学
会,曽根三郎,鶴尾　隆編　がん分子標的治療研究実践マニュアル,金芳堂,pp.47-52, (2009
年)
3.下平秀樹,石岡千加史:分子標的治療薬　その他の開発中の小分子物質Apoptosis促進剤,
mTOR阻害剤,サリドマイド　レナl)ドマイト　その他　西條長宏,西尾和人編　がん化
学療法･分子標的治療update,中外医学社, pp. 184-188, (2009年)
4.加藤俊介,石岡千加史: 【外来で診る食道がん･胃がん･大腸がん】消化器病の分子標的
治療薬編　診断と治療,診断と治療社, pp.2201-2204, (2009年)
5.高橋雅信,石岡千加史:承認済および臨床試験中の分子標的治療薬　2)小分子物質　③多
標的分子標的治療薬　西條長宏編　インフォームドコンセントのための図説シリーズ　抗
悪性腫瘍分子標的治療薬,医薬ジャーナル社, pp. 102-105, (2010年)
6.石岡千加吏:041がん薬物療法の進歩(分子標的治療薬のガイダンス)がん治療レク
チャー編集委員会編　がん治療レクチャー　がん治療最前線　米国癌学会(ASCO)のト
tio.ノクスを中心に,総合医学社, pp. 223-228, (2010年)
7.高橋　信:胚細胞腫瘍　がん治療レクチャー編集委員会編　がん治療レクチャー　がん治
療最前線　米国癌学会(ASCO)のトtio･ソクスを中心に,総合医学社,pp. 197-202, (2010年)
8.角道祐一:抗悪性腫瘍薬　アイエーコール(監修)黒III　清,山内豊明,(編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.1-2, (2010年)
9.大堀久詔:抗悪性腫瘍薬　アイトロ-)レ(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.4-5, (2010年)
10.角道祐一:抗悪性腫瘍薬　アクプラ(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　縮,岡
元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社pp.16-17, (2010年)
ll.加藤俊介:抗悪性腫瘍薬　アバスチン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
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岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp･63-64･ (2010
年)
12.石岡千加史:抗悪性腫瘍薬　アービタックス(監修)黒川
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典･
年)
13.角道祐一:抗悪性腫瘍棄　て1)ミデックス(監修)黒川
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典･
宿,山内豊明,(編集)西崎　続,
総合医学社, pp.65-66, (2010
滴,山内豊明,(編集)西崎　続,
総合医学社, pp.88-89, (2010
年)
14.石岡千加史:抗悪性腫瘍薬　ア)レケラン(監修) -　清･山内豊明･ (編集)西崎統･
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社･ pp･91-92, (2010
午)
15.角道祐一:抗悪性腫瘍薬　アロマシン(監修)黒川　清,山内豊明･ (編集)西崎統･
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社･ pp･ 119･ (2010年)
16.石岡千加史‥抗悪性腫瘍薬　イホマイド(監修)黒川　清･山内豊明･ (編集)西崎統･
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社･ pp･150-151･ (2010
年)
17.大堀久詔:抗悪性腫瘍薬　イムネ-ス(監修)-　清･山内豊明･ (編集)西崎統･岡
元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp･ 154-155･ (2010年)
18.大堀久詔:抗悪性腫瘍薬　イムノマックス当(監修)黒川　清,山内豊明,(編集)西崎統･
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社･ pp･155-156･ (2010
年)
19.下平秀樹:抗悪性腫瘍薬　イレッサ(監修)黒川　清,山内豊明･ (編集)西崎統･岡
元利文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社･ pp･157-158･ (2010
年)
20.下平秀樹:抗悪性腫瘍薬エストラサイト(監修)黒川　清･山内豊明･(編集)西崎統･
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社, pp･ 195-196･ (2010
年)
21.角道祐一:抗悪性腫瘍薬エルプラット(監修)黒川　清･山内豊明･ (編集)西崎統
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社･ pp･229-230, (2010
年)
22.石岡千加史:抗悪性腫瘍薬　エンドキサン(監修)黒川　清･山内豊明,(編集)西崎統･
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合匪学社, pp･236-237･ (2010
年)
23.下平秀樹:抗悪性腫瘍薬　オンコビン(監修)黒川　清･山内豊明･ (編集)西崎続,
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社･ pp･285-286･ (2010
年)
24.下平秀樹:抗悪性腫瘍薬　ゲ)-ソク(監修)黒川　清･山内豊明･ (編集)西崎　統･
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学祉･ pp･365-366･ (201C
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25.大堀久詔:抗悪Ii瑚重瘍薬　クレスチン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.371, (2010年)
26.加藤俊介:抗悪性腫瘍薬　コスメゲン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.412, (2010年)
27.大堀久詔:抗悪性腫瘍薬　コホリン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,岡
/〃I
元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.424-425, (2010
年)
28.石岡千加史:抗悪性腫瘍薬　サイメリン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.447, (2010年)
29.石岡千加史:抗悪性腫瘍薬　ス-テント(監修)黒川　清,山内豊呪(編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.525-526, (2010
年)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
30･加藤俊介:抗悪性腫瘍薬　スマンクス(監修)黒川　清,山内豊明, (編等)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.538, (2010年)
31.大堀久詔:抗悪性腫瘍薬　セロイク(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,岡
元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.584-585, (2010
年)
32.高橋　信,後藤百万,清水聖子,太田博明:抗悪性腫瘍薬　ゾラデックス(ゾラデックス
LA)(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,岡元和文,伊東明彦50音順･商品
名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.600-601, (2010年)
33.加藤俊介:抗悪性腫瘍薬　ダウノマイシン(監修)黒川　清,山内豊明,(編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.618-619, (2010
年)
34.石岡千加史:抗悪性腫瘍薬　タカルバジン(監修)黒川　清,山内豊明,(編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.622, (2010年)
35.石岡千加史:抗悪性腫瘍薬　タシグナ(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.629-630, (2010
年)
36.石岡千加史:抗悪性腫瘍薬　テスパミン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.683-684, (2010
年)
37.高橋　信:抗悪性腫瘍薬トリセノックス(監修)黒川　清,山内豊明,(編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.734-735, (2010
年)
38.下平秀樹:抗悪性腫瘍薬　ナベルビン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.755-756, (2010
年)
82　　腫瘍制御研究部Pl
39.石岡千加吏:抗悪性腫瘍薬　ニドラン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.762-763, (2010
年)
40.石岡千加吏:抗悪性腫瘍薬　ネクサバール(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50割慎･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.786-787, (2010
年)
41.高橋　信:抗悪,1割重瘍薬　ノ)レバデックス(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　縮,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合匪学社, pp.817-818, (2010
年)
42.下平秀樹:抗悪性腫瘍薬　ハ一七プチン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　縮,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.847-848, (2010
年)
43.角道祐一:抗悪性腫瘍薬　パラプラチン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp･865-866, )(2010
年)
44.大堀久詔:抗悪性腫瘍薬　ピシバニール(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.894, (2010年)
45.石岡千加史:抗悪性腫瘍薬　5FU (監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,岡元
和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.938-940, (2010年)
46.加藤俊介:抗悪性腫瘍薬　フア)レモルビシン(フアルモルビンンRTU) (監修)黒川　清,
山内豊明, (編集)西崎　続,岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,
総合医学社, pp.944-945, (2010年)
47.下平秀樹:抗悪性腫瘍薬　フィルデシン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.954, (2010年)
48.高橋　信:抗悪性腫瘍薬　フェアストン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.955, (2010年)
49.角道祐一:抗悪性腫瘍薬　フェマ-ラ(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.961, (2010年)
50.石岡干加史:抗悪性腫瘍薬　ブスルフェクス(監修)黒川　清,山内豊明,(編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.981-982, (2010
年)
51.高橋　信:抗悪性腫瘍薬　べサノイド(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　縮,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp. 1070-1071, (2010
年)
52.大堀久詔:抗悪性腫瘍薬　ベスタチン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,
岡元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp. 1072, (2010年)
53.加藤俊介:抗悪性腫瘍薬　ペプレオ(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎　続,岡
元和文,伊東明彦　50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp. 1092-1093, (2010
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年)
54･高橋信:抗悪性腫瘍薬へモフイ)レM (監修)黒川清･山内豊明, (編集)西崎続,
岡元和文･伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社, pp. 1093-1094, (2010
年)
55･下平秀樹:抗悪性腫瘍薬　ベルケイド(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎続,
岡元和文･伊東明彦-50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp. 109㌻‖00, (2010
年)
56･加藤俊介:抗悪性腫瘍薬　ブレオ(ブレオS)(監修)黒川清,山内豊呪(編集)西崎続,
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社, pp. 1011-1012, (2010
午)
57･加藤俊介:抗悪性腫瘍薬マイトマイシン(監修) -清,山内豊明,(編集)西崎続,
岡元和文･伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社, pp. 1144-1145, (2010
年)ノ
58･下平秀樹‥抗悪性腫瘍薬マイロタ-グ(監修)馴　清,山内豊明, (編集)西崎続,
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社, pp. 1146-1147, (2010
年)
59･石岡千加史:抗悪性腫瘍薬　マプリン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎続,
岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp.1155, (2010年)
60･高橋信･後藤百万:抗悪性腫瘍薬l)ユ-｡リン(リュ-プリンR) (監修)黒川清,
山内豊明･ (編集)西崎続,岡元和文,伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典,
総合医学社, pp. 1283-1284, (2010年)
61･角道祐一:抗悪性腫瘍薬　ラング(監修)-　清,山内豊明, (編集)西崎続,岡元
和文･伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典･総合医学社, pp.1249-1251, (2010
年)
62･下平秀樹:抗悪性腫瘍薬リツキサン(監修)黒川　清,山内豊明, (編集)西崎続,
岡元和文･伊東明彦50音順･商品名でひける治療薬事典,総合医学社, pp. 1261-1262, (2010
午)
63･加藤俊介: cQ17-32次,あるいは3次化学療法実施の意義はあるか? 【グレードcl】原
発不明がんガイドライン作成委員編原発不明がんガイドライン(2010年度版),メディ
カルビュー社, pp.64-65, (2010年)
63･加藤俊介: cQ19原発不明がんで骨転移を有する患者に対してビスフオスフォネ-ト製剤は
有用が　原発不明がんガイドライン作成委員編原発不明がんガイドライン(2010年度
版)･メデイカ)レビュー社, pp.66-67, (2010年)
64･加藤俊介:稀少がんの臨床5)腹膜中皮腫腫瘍内科(CLINICALONCOLOGY), 527-532,
(2010年)
84　　腫瘍制御研究部門
2)英文論文
1. Yoshioka, T., Kato, S., Gamoh, M., Chiba, N., Suzuki, T., Sakayori, M., Kato, S., Shibata, H., Shi-
modaira, H., Otsuka, K〟, Kakudo, Y.,嶋kahashi, S., Ishioka, C. Phase I/II study ofsequential ther-
apy with irinotecan and S-1 for metastatic colorectal cancer. Britishi Jouranal of Cancer
lO上1972-1977 (2009)
2. Wei,し., Lan,し., Hong, Z., Yasui, A., Ishioka, C., Chiba, N. Ku80-dependentAccumulation of
Tumor Suppressor BRCAl at DNA Double-strand Breaks Induced by Laser Micro-irradiation. 9th
lntemational Symposium of Tbhoku University Global COB Programme Nano-Biomedical Engineer-
ing in the EastAsian-Pac誼C Rim Region 146-147 (2009)
3. Watanabe, G., Kato, S., Nakata, H., Ishida, T., Ohuchi, N., Ishioka, C. alphaB-crystallin : A novel
p53-target gene required for p53-dependent apoptosis. Cancer S°i 100 : 2368-2375 (2009)
I
4. Shibata, H., Yamakoshi, H., Sato, A., Ohori, H., Kakudo, Y., Kudo, C.,嶋kahashi, Y., Watanabe, M.,
Takano, H., Ishioka, C., Noda, T., Iwabuchi, Y. Newly synthesized curcumin analog has improvbd
potential to prevent colorectal carcinogenesis in vivo. Cancer S°i 100 : 956-960 (2009)
5. Sakayauchi, T., Nemoto, K., Ishioka, C., Onishi, H., Yamamoto, M., Kazumoto, T., Makino, M.,
Yonekura, R., Itami, ∫., Sasaki, S., Suzuki, G., Hayabuchi, N., Tamamura, H., Onimam, R., Yamada,
S. Comparison of cisplatin and 5-Huorouracil chemotherapy protocols combined with concurrent
radiotherapy for esophageal cancer. Jpn ∫ Radio1 27 : 131-137 (2009)
6. Nomizu, T., Sakuma, T., Yamada, M., Matsuzaki, M., Katagata, N., Watanabe, F., Nihei, M., !shioka,
C., Takenoshita, S., Abe, R. Three cases of kindred with familial breast cancer in which carrier
detection by BRCA gene testing was perfomed on family members. Breast Cancer (2009)
7. Naruse, H., Ikawa, N., Yamaguchi, K., Nakamura, Y, Arai, M., Ishioka, C., Sugano, K.,嶋mura, K.,
Tomita, N., Matsubara, N., Yoshida, T., Moriya, Y., Furukawa, Y Detemination of splice-site
mutations in Lynch syndrome (hereditary non-polyposis colorectal cancer) patientsl using functional
splicingassay. FamCancer8 : 509-517 (2009)
8. lshida, T Kiba, T., Takeda, M., Matsuyama, K., Teramukai, S., [shiwata, R., Masuda. N., Taka-
tsuka, Y, Noguchi, S., Ishioka, C., Fukushima, M., Ohuchi, N. Phase II study ofcapecitabine and
trastuzumab combination chemotherapy ln patients with HER2 overexpresslng metaStatic breast can-
cers resistant to both anthracyclines and taxanes. Cancer Chemother Pharmaco1 64 : 361-369
(2009)
9. Ariga, H., Nemoto, K., Miyazaki, S., Yoshioka, T., Ogawa, Y., Sakayauchi, T., Jingu, K., Miyata,
G., Onodera, K., Ichikawa, H., Kamei, T., Kato, S., Ishioka, C., Satomi, S., Yamada, S. Pro-
spective comparison of surgery alone and chemoradiotherapy with selective surgery ln reSeCtable
squamous ce一l carcinoma of the esophagus. Int ∫ Radiat OncoI BioI Phys 75 : 348-356 (2009)
10. Yamakoshi, H., Ohori, H., Kudo, C., Sato, A., Kanoh, N., Ishioka, C., Shibata, H., !wabuchi,Y.
Structure-activity relationship of C (5) -curcuminoids and synthesis of their molecular probes thereol
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BioorgMedChem 18 : 1083-1092 (2010)
Ill Yamakoshi, H･, Kanoh, N･, Kudo. C･, Sato,A･, Ueda, K･, Muroi, M･, Kon, S., Satake, M., Ohori,
H･, Ishioka, C･, Oshima, Y., Osada, H., Chiba, N., Shibata, H., Iwabuchi, Y. KSRP/FUBP2 1s a
Binding Protein ofGO-YO86, a Cytotoxic Curcumin Analogue･ ACS Medicinal Chemistry Letters
l : 273-276 (2010)
12･ Shimbo･ T･, Fukui, T･, Ishioka, C･, Okamoto, K･, Okamoto, T･, Kameoka, S., Sato,A., To主,
/一′
M･･ Matsui. K･, Mayumi, T･, Saji, S･. Miyazaki, M･. Takatsuka, Y., mrata, K. Quality ofguide-
line development assessed by the Evaluation Committee of the Japan Society of Clinical Oncology･
IntJ Clin Oncol (2010)
13･ Ransburgh, D.∫., Chiba, N., Ishioka, C., Tbland, A.B., Parvin, ∫.D. Iden捕cation of breast tumor
mutations in BRCAl that abolish its mnction in homologous DNA recombination. Cancer Res
70 : 988-995 (2010)
14･ Akiyama･ S･, Dhavan, D･, Yi, T･ PRL-2 increases Epo and IL-3 responses in hematopoletic cells.
BloodCells MoI Dis44(4) : 209-214 (2010)
3)和文論文
1･高橋雅信,古川羊-,下平秀樹,酒寄真人,森谷卓也,森谷宜暗,古田輝彦,金子　聴,
中村裕輔,石岡千加史‥学術集会要旨　MLHlintron9のsplicedonorsiteに変異を認めた
HNPCCの-家系.家族性腫瘍9: 34 (2009)
2･門馬智之,野水　整,佐久開成之,松茸正賞,片方直人,渡辺文明,石岡千加史,竹之下
誠一:東北地方における家族性大腸腺腫症の遺伝子診断.家族性腫瘍9: 13-16 (2009)
3.西條長宏,新木一弘,石岡千加史,中川和彦:座談会　3年目をむかえた"がんプロフェツショ
ナ)レ養成プラン". cancerFrontier l上20-33 (2009)
4･西條　憲,加藤俊介,森　隆弘,下平秀樹,秋山聖子,角道祐一,高橋　信,大堀久詔,
高橋雅信,坂本展覧,高橋昌宏,添田大司,工藤千枝子,井上正広,今井　源,河合真幸,
小峰啓吾,岡田佳也,石岡千加史: 3次治療以降ですノキシマブ　イリノテカン併用療法が
奏効したKRAS野生型進行直腸癌の2症例.東北医誌121 : 200 (2009)
5･石岡千加史,江口研二,佐々木康綱:がん医療座談会　今こそ個性的な講座をつくる好機だ
日経メディカル　CancerReview6-ll (2009)
6･石岡千加史,前田俊一(文責):大腸癌の薬物療法の進歩.八戸医師会請　うごき
475 : 23-24 (2009)
7･石岡千加史:医療現場における実践力を重視した研修とチーム医療のレベルアップIT活
用による効率化により,がんの標準治療の普及と地域医療の基盤強化に貢献していきます
(インタビュー記事). chugai7: 28-30 (2009)
8･石岡干加史:頭頚部癌の新たな治療戦略　分子標的薬.日本耳鼻咽喉科学会第23回専門医
講習会テキスト94-97 (2009)
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9.石岡千加史‥がんプロフェッショナル養成プランによるがん専門医療者の育成　化学療法
の立場から.臨床放射線54: 1182-1189 (2009)
10.石岡千加史:化学療法の今後の展望と分子標的治療薬.治療91 : 2506-2510 (2009)
ll.石岡千加史: Ill.腫瘍内科医の育成と役割　3.がんプロフェッショナル養成プランによる腫
瘍内科医の養成.日本内科学会雑誌98: 1940-1946 (104-lュo) (2009)
12.石岡千加史:細胞の癌化とアポトーシス(Carcinogenesisandapoptosisofcel1).日本臨林
各コ
67: 77-85 (2009)
13.渡遽沙織,永井美帆,高橋直子,佐藤由美,秋山聖子,武藤満完,内藤広郎:ケアに難渋
した巨大S状結腸粘液癌による結腸表皮塵の一例(会議録).日本ストーマ･排泄リハt三-I)
テ-シヨン学会誌25巻1号: 151 (2009)
14.添田大司,下平秀樹,高橋雅信,小峰啓吾,加藤俊介,森　隆弘,角道祐一,大堀久詔,
高橋　信,渡辺みか,石岡干加史:当院における進行･再発大腸癌に対するKRAS遺伝子
解析の実際.日本癌治療学会誌44巻2号: 831 (2009)　　ノ
15･柴田浩行:原発不明癌の臨床診断の現状と課題･癌と化学療法36: 918-922 (2009) )
16.柴田浩行:各臓器がん(切除不能進行例)での標準治療と実地医療における注意点1)切
除不能進行食道がんの薬物療法.腫瘍内科3 : 141-146 (2009)
17.工藤千枝子:新規ク)レクミン類縁体における抗腫瘍効果の検討.東北医誌12日110-112
(2009)
18.小笠原信敬,和賀信継,岡田浩司,千代川千代吉,佐々木真紀,大堀久詔,宇佐美伸,大
貫幸二,加藤誠之,望月　泉:外来化学療法における薬剤師による患者支援の有用性に関
するアンケート調査.癌と化学療法36: 1119-1123 (2009)
19.小峰啓吾,大塚和令,加藤俊介,森　隆弘,下平秀樹,角道祐一,高橋　信,高橋雅信,
大堀久詔,西條　憲,今井　源,井上正広,河合貞幸,石岡千加史:当科におけるGIST治
療の検討.日本癌治療学会誌44巻2号: 828 (2009)
20.奈良坂俊明,二井谷友公,浅野太郎,奥村有理,太田真澄,秋山聖子,蒲生真紀夫:当院
における下部消化管出血の検討(会議録). Gastroenterological Endoscopy 51巻suppl･ 1 : 826
(2009)
21.大堀久詔,高橋雅信,小笠原信敬,鈴木道夫,宮手美治,加藤誠之: oxaliplatin,5FU,Leu-
C｡V｡rin (FOLFOX)療法施行中に発生した問質性肺炎の2例.癌と化学療法36: 295-298
(2009)
22.坂本康寛,加藤俊介,安田勝洋,今井　源,河合貞幸,石岡千加史:野生型p53および変
異型p53のアポトーシスとオートファジー誘導能の比較(comparison ofapotosis and autoph-
agy inducible abilities ofwildtype p53 and mutant p53S).日本癌学会総会記事68回(2009)
23.土屋雅美,伊藤千晶,菊池　聡,赤坂和哉,木皿重樹,久道周彦,眞野成康,加藤俊介,
石岡千加更,大桐規子:外来がん化学療法におけるレジメン別患者用説明書の有用性.冒
本癌治療学会誌44巻2号: 855 (2009)
24.加藤俊介,石岡千加史:総論　消化器がんの分子標的治療薬.診断と治療97:37-40
(2201-2204) (2009)
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25.加藤俊介,佗:日本癌治療学会　優so4-01-2　優pso4-05-1切除不能結腸･直腸癌に対
するFOLFIRI/ベバシズマブ療法と時間差イリノテカン/S-1/ベバシズマブ療法初期安全性
確認に関する報告(T-COREO702). CPT-ll Frontier2008　学会記録集16 (2009)
26.加藤俊介:明日からのがんチーム医療の展開　エビデンスに基づくコンセンサス作りの応
用と実践EBMに基づくチーム医療　コンセンサス作りの応用と実践.日本癌治療学会誌
44巻2号: 282 (2009)
/■′
27.加藤俊介:外来化学療法室訪問(第2回)東北大学病院化学療法センター. voices什om
ExpenincancerTherapy I : 2-5 (2009)
28.加藤俊介:転移性大腸癌に対するTS-1 ･塩酸イリノテカン時間差併用療法第11相試験.
TS-1, UFT/LVとcpT一日を併用した大腸癌化学療法の展開. 2005-2008日本癌治療学会総
会報告より14 (2009)
29.下平秀樹,添田大司,小峰啓吾,石岡千加吏:大腸癌における抗EGFR抗体薬と分子マーカー
としてのEGFRを介したシグナル伝達因子.癌と化学療法36: 1063-1066 (2009)
30･高橋俊二･石岡千加史‥腫瘍治療･遺伝子治療･バイオマーカー･ JAMTTCNewsLetter
14: 46 (2010)
31.秋山聖子,加藤俊介,木皿重樹,大桐規子,高橋克史,久道周彦,森　隆弘,下平秀樹,
石澤賢一,井上　彰,大槻健郎,角道祐一,我妻恭行,眞野成康,石岡干加史:東北大学
化学療法センターの現状と問題点　取り組み紹介と今後の課題.日本癌治療学会誌45巻2
号: 852 (2010)
32･石岡千加史(監修) :発刊にあたって. JSMO2010Highlight消化器癌編12 (2010)
33.石岡千加史(企画協力) :第8回日本臨床腫瘍学会　がん診療連携拠点病院地域連携例を紹
介. MedicalTribune43 : 13 (2010)
34.石岡千加史,加藤俊介,下平秀樹,角道祐一,高橋　信,大堀久詔,高橋雅信,秋山聖子
森　隆弘,千葉奈津子:卒前教育における臨床腫瘍学講義の導入.日本内科学会誌99
巻: 207 (2010)
35.石岡千加史:抗体療法の進歩と問題点　固形腫瘍を標的とする抗体療法.日本内科学会雑
誌99: 2165-2171 (2010)
36.石岡千加史:放射線治療医と腫瘍内科医の接点. JASTRONEWSLETTER (日本放射線腫瘍
学会)2: 16-17 (2010)
37.石岡干加史:臨床研究における利益相反開示の背景と利益相反ポリシー.血液･腫瘍科
60: 239-244 (2010)
38.石岡干加史:広く支え合う情報交換でよりよいがん医療を提供～東北がんネットワークの
試み～. OncologyNETWORK (第-三共(樵)) 4 (2010)
39.石岡千加史:転移性大腸癌における化学療法,べバシズマブとセツキシマブ(転移性大腸
癌治療における2つの抗体薬の併用一結果は期待はずれ). CRITITAL EYES ON CLINICAL
ONCOLIGY33 : 3-4 (2010)
40.添田大司,下平秀樹,小峰啓吾,加藤俊介,森　隆弘,角道祐一,大堀久詔,高橋　信,
秋山聖子　鈴木貴夫,蒲生真紀夫,渡辺みか,岩間憲行,鈴木博義,石岡千加史:分子標
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的薬におけるバイオマーカーの役割　大腸癌における抗EGFR抗体薬のバイオマーカー
EGFRシグナル伝達因子検索の意義.日本癌治療学会誌45巻2号(2010)
41. _安井　明,戸井雅和,石岡千加吏: DNA修復とがん治療の分子標的一基礎と臨床-.がん
分子標的治療8: 6(82)-17(93) (2010)
42.坂本康寛,石岡千加史:消化器病の終末期の臨床像(Common symptoms in advanced gastro-
intestinalcancer).臨床外科65 : 1216-1222 (2010)
43.加藤俊介,河合貞幸,高橋　信,坂本康寛,工藤千枝子,高橋昌宏,井上正広,今井　源,
岡田佳也,石岡千加史:本邦における進行再発大腸癌化学療法の進歩についての後方視的
解析.日本内科学会誌99巻: 164 (2010)
44.加藤俊介,森　隆弘,柴田浩行,下平秀樹,角道祐一,大塚和令,高橋　信,高橋雅信,
大堀久詔,秋山聖子,佐々木巌,古山美智子,本間とし子,原砂絵,石岡千加吏:セカン
ドオピニオン外来の役割　東北大学病院腫瘍内科のセカンドオピニオン外来の現状と役割.
日本癌治療学会誌45号2巻: 399 (2010)　　　　　　　　　　ノ
45･加藤俊介‥稀少がんの臨床5)腹膜中皮腫･腫瘍内科(CLINICALONCOLOGY) 6: 5271532
(2010)
46.加藤俊介: TS-1/CPT-11併用療法(TS-1 2週投与1週休薬d3-16, CPT-ll dl法) phaseII/lI
study-T-COREregimen-.大腸癌DIFMEETING2010 7 (2010)
47.下平秀樹,高橋　信,大堀久詔,角道祐一,加藤俊介,石岡千加史:悪性末梢性神経鞘腔
を併発した神経線維症の2例.家族性腫瘍10巻2号: A43 (2010)
48.下平秀樹,森　隆弘,角道祐一,高橋　信,大堀久詔,秋山聖子,坂本康寛,高橋昌宏,
添田大司,工藤千枝子,吉田こす恵,塩野雅俊,高橋雅信,加藤俊介,石岡千加史:東北
大学病院化学療法カンファレンスの現状と課題.日本癌治療学会誌45巻2号: 580 (2010)
49.下平秀樹,小峰啓吾,添田大司,石岡千加史:進行再発大腸癌における抗EGFR抗体薬の
適応　宿主ADCC活性と抗EGFR抗体,癌と化学療法37: 795-798 (2010)
50.小峰啓吾,添田大司,石岡千加史:第14回日本がん分子標的治療学会　がん分子標的治療
薬の開発に向けた研究進む. <国内ニュース学会報告記事>, Medical Tribune43 : 26(2010)
51.森本　哲,島崎千尋,高橋　聡,吉川治平,黒田梨恵,脇田　久,小林　裕,金兼弘和,
秋山聖子,今宿晋作: JLS0-02に登録された成人例の多病変型ランゲルハウス細胞組織球
症(LCH)の中間報告編臨床血液, pp.1078, (2010年)
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1)シンポジウム,ワークショップ等
1. Shimodaira, H., Soeda, H., Takahashi, M., [shioka, C. : Genetic alterations in colorectal cancer ass0-
ciated with the e冊cacy of anti-EGFR antibody or cancer predisposition･ The 14th Korea-Japan
Cancer Research Workshop, December 19, 2009 (Kanazawa ･ ANACrowneplaza Hotel. Work-
臨床腫蕩学分野　　89
shop)
2･ Ishioka, C･, Soeda, H･, Komine, K･, Kato, S･, Shimodaira, H∴ Molecular Target TherapleS and
Molecular Markers of Metastatic Colorectal Cancer･ The Joint Symposium of the 5th International
Symposium of Institute Network and the intemational Symposium Commemoratlng Inauguration of
Kanazawa University Cancer Research Institute, June 25, 2010 (Kanazawa･ KKR Hotel Kanazawa.
Session4 Tumor Biology and Metastasis2)
2)一般演題,ポスター等
1･ Shibata, H∴ Challenge to control cancer with newly synthesized Curcumin analogs. The Joint
Symposium of the 4th lntemational Symposium of Institutes Network and Osaka Universlty Global
COE (Frontier Biomedical Science Underlying Organelle Network Biology) symposium, January
31, 2009 (Hotel Hankyu Expo Park ･ Osaka. Young Investigator Session)
2･ Wei, L･, Lan, L･, Hong, Z･, Yasui, A., Ishioka, C., Chiba, N∴ Ku80-dependent Aqcumulation or
Tumor Suppressor BRCAl at DNA Double-strand Breaks Induced by Laser Micro-irradiation. 9th
lnternational Symposium ofTohoku University Global COB Programme Nano-Biomedical Englneer-
ing in the East Asian-Pac誼C Rim Region, Mrach 27-28, 2009 (Sendai lntemational Center Sendai.
poster-session)
3. Yasuda, K., Kato, S., Sakamoto, Y., Watanabe, G., Mashiko, S., Sato, A., Kakudo, Y., Ishioka,
C∴ Cytoplasmic localized wild-type p53 and S121F super p53 still retains apoptosis inducible abili-
ties. 2009 AACRAnnual Meeting, April 19, 2009 (DenverColorado USA. Poster)
4･ Shimodaira, H･, Hkahashi, M･, Soeda, H･, Komine, K･, Ishioka, C∴ Functional assay for MutYH
variants using MutY dencientE.coli.100th AACR Annual Meeting Aril.19.2009 (Denver Colorado
UsA.Poster)
4.国内学会での発表
I)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1.石岡千加史:東北がんプロフェッショナル養成プラン　東北大学における取り組みと課題.
九州がんプロフェッショナル長崎大学･記念講演会(長崎･長崎大学大学院匪持薬掌総合
研究科) 2009年2月4日.講演講師
2.石岡千加史:がん薬物療法専門医の役割とその課題.第1回宮崎がんチーム医療セミナー
(宮崎･MRT-Miccダイヤモンドポー)レ) 2009年2月14日.特別講演3講師
3.石岡千加史:エビデンスに基づくがん薬物療法一胃癌･大腸癌を中心に.第187回日本内
科学会東北地方会･日本内科学会東北支部第53回生涯教育講演会(仙台･仙台国際センター)
2009年2月21日.講演講師
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4.石岡千加史:薬物療法について.匪療従事者研修　第4回　5大がんカンファレンス(東北
労災病院がん診療委員会公開セミナー) (仙台･東北労災病院) 2009年3月9日.講演
5.石岡千加史:利益相反と臨床研究一日本臨床腫瘍学会における開示ルー)レ.第7回日本臨
床腫瘍学会学術集会(名古屋･国際会議場) 2009年3月20日.利益相反管理委員会報告
6.石岡千加史:固形がんの治療と分子マーカー.金沢匪科大学大学院医学系研究科　第3回
医学研究セミナー(金沢医科大学大学病院) 2009年5月22日.セミナー講師
7.添田大司,下平秀樹,加藤俊介,大塚和合,大堀久詔,石岡千加史:治癒切除不能な進行･
再発大腸癌に対しKRASおよびBRAF遺伝子変異解析を行った症例の治療成績の検討.節
13回日本がん分子標的治療学会学術集会(徳島･ホテルクレメント徳島) 2009年6月25日.
ワークショップ
8.石岡千加史:大腸癌治療の分子マーカー.宮城大腸癌セミナー(仙台･仙台ホテルモントレ)
2009年8月1日.特別講演
9.石岡千加吏:地方のコメディカル教育.第47回日本癌治療学会学術集会(横浜･パシフイ
コ横浜) 2009年10月23日.ワークショップ8コ･メディカル教育
10.石岡千加史:がん薬物療法専門医の養成:東北がんプロフェッショナル養成プラン.第47
回日本癌治療学会学術集会(横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月23日.特別企画シンポ
ジウム1-Part2がんプロフェツシヨナ)レの検証と提言～2年間を振り返る
ll.石岡千加史,高橋　信,添田大司,下平秀樹:仮説に基づくマーカーと仮説に基づかないマー
カー.第47回日本癌治療学会学衝集会(横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月24日.シン
ポジウム20　がんのバイオマーカーと分子標的薬
12.石岡千加史:がん薬物療法の最新の話題.中嶋病院医師友の会(仙台･中嶋病院) 2009年
11月2日.特別講演
13.石岡千加史:がんの診断･治療と疾患オミックス.第12回シンポジウム　ゲノム創薬フォー
ラム(東京･日本薬学会館長井記念ホ-)レ) 2009年11月9日.シンポジウム講演
14.石岡千加史:最近の胃痛薬物療法の進め方.第503同八戸胃腸研究会(八戸･八戸グラン
ドホテル) 2009年11月18日.特別講演
15.石岡千加史:分子標的治療薬.日本耳鼻咽喉科学会　第23回日本専門医講習会(仙台･仙
台国際センター) 2009年11月22日.セミナー
16.石岡千加史:がん薬物療法と分子マーカー.第1回北海道臨床腫瘍研究会(札幌･札幌グ
ランドホテル) 2009年11月28日.特別講演演者
17.石岡千加史:固形腫瘍を標的とする抗体療法.第107回日本内科学会(東京･東京国際フォー
ラム) 2010年4月11日.シンポジウム3
18.石岡千加史:消化器病薬物療法の最近の話題.第12回十勝消化器病化学療法懇話会(帯広･
北海道ホテ)レ2F) 2010年4月16日.特別講演　演者
19.石岡千加史:がん薬物療法の進歩.第15回日本癌学会市民公開講座(仙台･仙台市青年文
化センターシアターホール) 2010年5月16日.講演
20.石田千加史:最新のがん薬物療法の進歩と課題.東北薬科大学　第16回星涯教育講演会(価
台･東北薬科大学) 2010年6月12日.特別請潰
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21･小峰啓吾,添田大司,石岡千加史:健常人におけるFCGR2AとFCGR3Aの遺伝子多型頻度
の解析.第14回日本がん分子標的治療学会学術集会(東京･タワーホール船堀) 2010年7
月8日.ワークショップ
22･下平秀樹,西條　憲,石岡千加史:内科領域で見落としやすい家族性腫瘍.第16回日本家
族性腫瘍学会学術集会(新潟･新潟コンベンションセンター(朱鷺メッセ)) 2010年7月
10日.シンポジウム
23･石岡千加史:がん薬物療法の支援療法.磐井地区学術講演会(一関･岩手県立磐井病院)
2010年9月3日.特別講演
24･石岡千加史:日本における腫瘍内科の現状と問題点一腫瘍内科の役割-.第8回近畿Medi_
calOncology研究会(大阪･ANAクラウンプラザホテル大阪) 2010年9月10日.特別講演
25.石岡千加史,南　博信,根来俊一,武田晃司,中川和彦, (司会)岡本　勇:パネルディスカッ
ション.第8回　近畿MedicalOncology研究会(大阪･ANAクラウンプラザホテル大阪)
2010年9月10日.パネルディスカッション　　　　　ノ
26･石岡千加史:外来化学療法の在り方　現状と課題･岩手県立中央病院　一般)･消化器外科
分科会(盛岡･岩手県立中央病院) 2010年10月15日.特別講演講師
27･石岡千加史:分子診断に基づく個別化治療の実現とそのための課題.国立がん研究センター
講演会(東京･国立がん研究センター) 2010年10月19日.講演会講師
28･加藤俊介,森　隆弘,柴田浩行,下平秀樹,角道祐一,大塚和合,高橋　信,高橋経信,
大堀久詔,秋山聖子,佐々木厳,古山美智子,本間とし子,原　沙絵,石岡千加史:東北
大学病院腫瘍内科のセカンドオピニオン外来の現状と役割,第48回日本癌治療学会学術集
会(京都･グランドプリンスホテル京都) 2010年10月28日.ワークショップ
29,添田大司∴下平秀樹,小峰啓吾,加藤俊介,森　隆弘,角道祐一,大堀久詔,高橋　信,
秋山聖子,鈴木貴夫,浦生真紀夫,渡辺みか,岩間憲行,鈴木博義,石岡千加史‥大腸癌
における抗EGFR抗体薬のバイオマーカー　EGFRシグナル伝達因子検索の意義.第48回
日本癌治療学会学術集会(京都･国立京都国際会館) 2010年10月29日.シンポジウム
30･石岡千加史:大腸がんの薬物療法について.ドクターリサーチみやぎ健康セミナー大腸が
ん(仙台･アークホテル仙台) 2010年12月5日.市民公開講座講師
31･加藤俊介:大腸がんを知ろう!治療.ドクターリサーチみやぎ健康セミナー大腸がん(価
台･アークホテル仙台) 2010年12月5日.市民公開講座講師
32･石岡千加史‥がん患者の支持療法.おきたま化学療法セミナー(山形･公立置賜総合病院)
2010年12月6日.講演
33･石岡千加史:がん薬物療法の進歩と課題.柴田郡医師会講演会(宮城･総合会館ララさくら)
2010年12月10日.特別講演
2)一般演題,ポスター等
1･高橋雅信,添田大司,下平秀樹,石岡千加史: HNPCCの-大家族.第12回東北家族性腫
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瘍研究会学術集会(仙台･仙台国際センター) 2009年1月24日.一般演題
2.安田勝洋,加藤俊介,坂本康寛,渡部　剛,増子さつき,佐藤温子,角道祐一,石岡千加史:
細胞質局在型p53による転写とアポトーシス誘導の解析･第131回東北大学加齢医学研究
所集談会(仙台･艮陵会館記念ホール) 2009年1月30日.一般演題
3.添田大司,下平秀樹,柴田浩行,森　隆弘,加藤俊介,角道祐一,大塚和合,高橋　信,
高橋雅信,大堀久詔,石岡千加吏:治癒切除不能な進行･再発大腸癌におけるKRAS･
一イ
BRAF遺伝子変異検索.第42回制癌剤適応研究会(東京･新宿京王プラザホテル) 2009年
2月20日.一般演題(口演)
4.大塚和合:東北大学病院腫瘍内科におけるGIST症例の検討.第9回仙台GISTカンファレ
ンス(仙台･仙台エクセルホテ)レ東急) 2009年2月28日.セッション2講師
5.市川　度,東風　責,目黒英二,柴田浩行,福井拓治,長瀬通隆,星野　豊,安達英樹,
萩原　謙,高金明典,小林　慎,竹内正弘,藤井雅志,中島聴纏‥進行再発大腸癌に対す
るFOLFOX4の臨床第11相試験(JACCRO CC-02)第i報.第7回旧本臨床腫瘍学会学術
集会(名古屋･国際会議場) 2009年3月20日.一般口演
6.加藤誠之,大堀久詔,高橋雅信: FOLFOX療法中に問質性肺炎を来たした3例.第7回日
本臨床腫瘍学会学術集会(名古屋･国際会議場) 2009年3月20日.ポスター
7.添田大司,下平秀樹,柴田浩行,加藤俊介,大塚和令,角道祐一,大堀久詔,高橋　信,
高橋雅信,石岡千加史:進行･再発大腸癌症例におけるKRAS遺伝子変異検索.第7回日
本臨床腫瘍学会学術集会(名古屋･国際会議場) 2009年3月21日.ポスター
8.井上正広,加藤俊介,柴田浩行,森　隆弘,下平秀樹,大塚和令,角道祐一,高橋　信,
高橋雅信,大堀久詔,西條　憲,今井　源,河合貞幸,小峰啓吾,石岡千加史: sorafenib
を授与した腎摘後の再発腎癌3症例の毒性プロフィール.第7回日本臨床腫瘍学会学術集
会(名古屋･国際会議場) 2009年3月21日.ポスター
9.添田大司:治癒切除不能な進行･再発大腸癌におけるKRASおよびBRAF遺伝子変異検索.
第2回大腸癌治療ガイドライン講座　実践編(仙台･仙台国際センター) 2009年4月17日･
口演
10.石岡千加史:各専攻および各種大学院プログラムの説明(がんプロフェッショナル養成プ
ラン).東北大学大学院医学系研究科　大学院説明会(仙台･東北大学医学部1号館) 2009
年5月9日.
ll.高橋雅信,下平秀樹,渡辺みか,古Ii博一,中村祐輔,石岡千加史: MSH2のintron5の
splicedonorsiteに変異を認めたHNPCCの-家系･第15回日本家族性腫瘍学会学術集会(莱
京･秋葉原コンベンションホール) 2009年6月12日.示説
12.下平秀樹:社内講演会(タイト)レ要確認).ブリストルマイヤーズ社内講演会(仙台･仙台
YFビル) 2009年6月23日.社内講演会講師
13.工藤千枝子,佐藤温子,大堀久詔,石岡干加史,柴田浩行:新規クルクミン類縁体のアポトー
シス誘導能とその標的分子に関する研究.第13回日本がん分子標的治療学会学術集会(徳島･
ホテルクレメント徳島) 2009年6月26日.ポスター
14.加藤俊介:基調講演(タイトル要確認).第2回東北大学病院　市民公開講座　消化器病か
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ら市民を守る(仙台･仙台国際センター) 2009年6月28日.基調講演演者
15.高橋雅信:がん薬物療法実践研修紹介.講演会　がん薬物療法　最新の話題とチーム医療
(仙台･仙台国際センター) 2009年7月25日.事例発表
16.高橋雅信:当院化学療法センターにおけるチーム医療の実践の現状.第2回置賜乳腺ネッ
トワーク(米沢･東京第一ホテル米沢) 2009年6月23日.
17,工藤千枝子,石岡千加史,柴田浩行:新規クルクミン類縁体における癌転移浸潤能の抑制
/■′
効果.第18回日本がん転移学会学術集会･総会(旭lIl ･旭川グランドホテル) 2009年7月
23日.ポスター
18.加藤俊介:切除不能大腸がんの治療戦略-lstLine2ndLineの考え方-.講演会　がん薬物
療法　最新の話題とチーム医療(仙台･仙台国際センター) 2009年7月25日.講演演者
19.高橋　信:乳がん, 2008年度専門医海外派遣報告. (第1回)日本臨床腫瘍学会　束北地区
専門医会　若手医師のための臓器別セミナー(仙台･仙台国際センター) 2009年7月25日.
講演　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
20･西條　憲.加藤俊介,森　隆弘,下平秀樹,秋山聖子,角道祐一,高橋　信,木堀久詔,
高橋雅信,坂本康寛,高橋昌宏,添田大司,工藤千枝子,井上正広,今井　源,河合真幸,
小峰啓吾,岡田佳也,石岡千加史: 3次治療以降でセツキシマブ　イリノテカン併用療法が
奏功したKRAS野生型進行直腸癌の2症例.第36回東北･大腸癌研究会(福島･福島ビュー
ホテル) 2009年9月11日.
21.鳴瀬　弘,金柱　憲,下平秀樹,高橋雅信,石岡千加史,古川洋一: DeletionsofTACSTDl
in Japanese Lynch syndrome (hereditary non-polyposis colon cancer) patients　日本のHNPCC患
者におけるTACSTDlの検出.第68回日本癌学会学術総会　68thAnnual MeetingoftheJapa-
nesecancerAssociation (横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月1日.ポスター
22.森　隆弘,木村　真,永瀬清書: clinicopathological analysisoftwonon-synonymous SNPs of
AURKA in esophageal cancer　食道癌患者におけるAURKAの機能的sNPsの臨床病理的検
討.第68回日本癌学会学術総会　68thAnnual Meeting of the Japanese CancerAssociation(横浜･
パシフイコ横浜) 2009年10月1日.ポスター
23.坂本康寛,加藤俊介,安田勝洋,今井　源,河合真幸,石岡千加史: comparisonofapopto-
sis and autophagy inducible abilities ofwild type p53 and mutant p53S　野生型p53および変異型
p53のアポトーシスとオートファジー誘導能の比較.第68回日本癌学会学術総会　68th
Annual MeetingoftheJapanese CancerAssociation (横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月2日.
オーラ)レセッション
24.工藤千枝子,山越博幸,佐藤温子,大堀久詔,角道祐一,石岡千加史,岩渕好治,柴田浩行: The
therapeutic potentials about the novel curcumin analogs ; apoptosis induction abilities and anti-meta-
statice的cts　合成新規クルクミン類縁体の抗腫瘍活性に関する評価-アポトーシス誘導能
および転移浸潤抑制能について.第68回日本癌学会学備総会　68thAnnual Meetingofthe
JapaneseCancerAssociation (横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月3日.ポスター
25.千葉奈津子,貌　雷震,田中亀代次,安井　明,石岡千加史: BRCAlpolyubiquitinatesCSB
protein in transcription-coupled repair orUV damage　転写と共役したDNA修復において
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BRCAlがコケイン症候群csB蛋白をユビキチン化する.第68回日本癌学会学術総会
68thAnnual Meeting of the Japanese CancerAssociation (横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月
3日.オーラ)レセッション
26.下平秀樹,添田大司,小峰啓吾,高橋雅信,石岡干加史: statusof EGFRrelatedsignaltrans-
duction for predicting response to anti-EGFR therapy in advanced colorectal cancer　進行大腸癌に
おけるEGFR関連シグナル伝達と抗EGFR抗体薬の感受性.第68回日本癌学会学術総会各コ
68thAnnual MeetingoftheJapanese CancerAssociation (横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月
3日.インターナショナルセッション
27.添田大司,下平秀樹,高橋雅信,小峰啓吾,加藤俊介,森　隆弘,角道祐一,大堀久詔,
高橋　信,渡辺みか,石岡千加史‥当院における進行･再発大腸癌に対するKRAS遺伝子
解析の実際.第47回日本癌治療学会学術集会(横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月23日･
示説50 (大腸･肛門　臨床･基礎研究)
28.小峰啓吾,大塚和合,加藤俊介,森　隆弘∴下平秀樹,角道祐上,高橋　信,高橋雅信,
大堀久詔,西條　憲,今井　源,井上正広,河合真幸,石岡千加吏:当科におけるGIS中台
瘡の検討.第47回日本癌治療学会学術集会(横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月23日･
示説49 (ポスター)
29.土屋雅美,伊藤千晶,菊池　聡,赤坂和俊,木皿重樹,久道周彦,眞野成康,加藤俊介,
石岡千加史,大桐規子‥外来がん化学療法におけるレジメン別患者用説明書の有副生第
47回日本癌治療学会学術集会(横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月23日.示説58　外来
化学療法･その他3
30.加藤俊介: EBMに基づくチーム匪療-コンセンサス作りの応用と実践･第47回日本癌治
療学会学術集会(横浜･パシフイコ横浜) 2009年10月23日.シンポジウム14　明日から
のがんチーム医療の展開-エビデンスに基づくコンセンサス作りの応用と実践
31.河合貞幸:当科における大腸癌の分子標的薬剤導入後の治療成績(後方視的解析)･第9回
東北がん分子標的治療研究会(仙台･ホテ)レメトロポリタン仙台) 2009年11月27日･ ~
般演題
32.角道祐一:腫瘍内科の魅力について考える　東北大学病院を例に.第3回冬のがん薬物療
法セミナー仙形･天童温泉　湯坊いちらく) 2009年12月6日.セミナー講師
33.工藤千枝子,山越博幸,佐藤温子,大堀久詔,角道祐一,石岡千加更,岩渕弘治,柴田浩行:
新規ク)レクミン類縁体における抗腫瘍効果の検討.東北大学大学院医学系研究科ルネサン
ス計画事業(仙台･片平キャンパス　さくらホール)2010年1月9日･ポスター
34.小峰啓吾,添田大司∴下平秀樹,石岡千加史:切除不能進行大腸癌に対するcetuximab投与
におけるFcyRIIaとFcyRlllaの遺伝子多型との関連･東北大学大学院医学系研究科)レネサ
ンス計画事業　第3回リトリート大学院生研究発表会(仙台･片平キャンパス　さくらポー
)レ) 2010年1月9日.ポスター(優秀ポスター賞)
35.下平秀樹言香田大司,高橋　信,大堀久詔,角道祐一,加藤俊介,石岡千加史:悪性末梢
性神経鞘腔を併発しポ申経線維症の2例.第13回東北家族'醐重瘍研究会(仙台･国際セン
ター) 2010年1月23日.一般演題
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36.坂本康寛,加藤俊介,安田勝洋,今井　源,河合真幸,佐藤温子,石岡千加吏:ヒト悪性
膠芽腫細胞株sF126のp53依存性細胞増殖抑制におけるオートファジーによる細胞死の寄
与.第133回東北大学加齢医学研究所集談会(仙台･東北大学加齢医学研究所) 2010年1
月29日.一般演題
37.加藤俊介:がんの最新薬物療法(大腸癌).がん臨床研究｢がん医療均てん｣事業　がん匪
療均てん研修会　がん治療新時代(根治をめざす放射線･薬物療法) (山形･山形大学匠学
/一′
部交流会館) 2010年2月6日.
38.高橋　信,井上正広,石田孝宣,大内憲明,笹野公伸,石岡干加史,福井崇更,権藤廷久,
横山士郎,森谷卓也,野水　整,角川陽一郎:乳がんの予後予測バイオマーカー開発と臨
床応用-向けた取り組み.第43回制癌剤適応研究会(仙台･仙台市情報･産業プラザ(AER))
2010年3月12日.一般演題
39.添田大司,下平秀樹,小峰啓吾,加藤俊介,森　隆弘,角道祐一,大堀久詔,高橋　信,
秋山聖子,渡辺みか,鈴木貴夫,石岡千加吏:進行･再発大腸癌におけるcetuximabの治療
効果予測因子(KRAS, BRAFおよびpIK3CA遺伝子変異)の解析･第43回制癌剤適応研
究会(仙台･仙台市情報･産業プラザ(AER)) 2010年3月12日.シンポジウム
40.岡田佳也,加藤俊介,森　隆弘,下平秀樹,秋山聖子,角道祐一,高橋　信,大堀久詔,
石岡千加史:分子標的治療薬導入による大腸癌治療の発展.第43回制癌剤適応研究会(仙
台･仙台市情報･産業プラザ(AER)) 2010年3月12日.一般演題
41.岡田佳也,坂本康寛,大堀久詔,高橋　信,角道祐一,秋山聖子,下平秀樹,森　隆弘,
加藤俊介,石岡千加吏:軟部肉腫に対するAIM療法の効果と安全性に関する後ろ向き解析.
第8回日本臨床腫瘍学会学術集会(The 8th Annual Meeting of Japanese Society ofMedical
Oncology) (東京･東京ビッグサイト) 2010年3月18日.一般口演
42.添田大司,下平秀樹,小峰啓吾,加藤俊介,森　隆弘,角道祐一,大堀久詔,高橋　信,
秋山聖子,渡辺みか,石岡千加吏:進行･再発大腸癌におけるKRAS, BRAFおよび
pIK3CA遺伝子変異解析とcetuximabの治療効果.第8回日本臨床腫瘍学会学術集会(The
8thAnnual Meeting of Japanese Society ofMedical Oncology) (東京･東京ビッグサイト) 2010
年3月19日.一般口演
43.加藤俊介,河合貞幸,高橋　信,坂本康寛,工藤千枝子.高橋昌宏,井上正広,今井　源,
岡田佳也,石岡千加吏:本邦における進行再発大腸癌化学療法の進歩についての後方視的
解析.第107回内科学会(東京･国際フォーラム) 2010年4月9日.一般演題
44.石岡千加史,加藤俊介,下平秀樹,角道祐一,高橋　信,大堀久詔,高橋雅信,秋山聖子,
森　隆弘,干葉奈津子:卒前教育における臨床腫瘍学講義の導入.第107回内科学会(東京･
国際フォーラム) 2010年4月10日.一般演題
45.下平秀樹,高橋雅信,西條　憲,添田大司,小峰啓吾,石岡千加史:家族性大腸癌の遺伝
子解析と臨床像.第107回日本内科学会(東京･国際フォーラム) 2010年4月11日.一般
演題
46.加藤俊介: TS-1/CPT一日併用療法(TS-1 2週投与l週休薬d3-16, CPT-ll dl法) phases/1I
study一丁-COREregimen-.大腸癌DIFMEETING2010 (東京･東京含舘) 2010年4月17日.
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症例報告
47.加藤俊介:教育講演　ASCO2010のトビ･ソクス.第11回東北臨床腫瘍セミナー(仙台･仙
台市情報産業プラザ) 2010年6月19日.教育講演
48.秋山聖子‥原発不明癌による骨髄癌腫症に対してwPTX療法が症状緩和に有効であった一
例.第2回日本臨床腫瘍学会束北地区専門匪会(盛岡･いわて県民情報交流センターアイ-
ナ-) 2010年6月27日.症例検討
各コ
49.坂本康寛‥縦隔･腹部リンパ節転移を伴う胃原発clearcellcarcinomaに対し, S-1+CDDPが
奏効した一例.第2回日本臨床腫瘍学会東北地区専門医会(盛岡･いわて県民情報交流セ
ンターアイ-ナ-) 2010年6月27日.症例検討会
50.加藤俊介:大腸がん.第1回北東北･東北がんプロ合同勤務医セミナー(盛岡･いわて県
民情報交流センターアイ-ナ-) 2010年6月27日.講演
51.松澤綾子,菅野新一郎,柏木利佐,柚木絵美子,柴田　唆,古川裕美子,石岡千加史,安
井　明,千葉奈津子:家族性乳癌関連分子BARDlに結合する新規タンパク質の機能解析i
第134回東北大学加齢医学研究所集談会(仙台･東北大学加齢匪学研究所大会議室) 2P10
年7月3日.一般演題
52.岡田佳也,加藤俊介,工藤千枝子,小峰啓吾,石岡千加史‥分子標的治療薬導入による大
腸癌治療の発展.第14回日本がん分子標的治療学会学術集会(東京･タワーホール船堀)
2010年7月8日.ポスターセッション
53.下平秀樹,高橋　信,大堀久詔,角道祐一,加藤俊介,石岡千加史:悪性末梢性神経鞘腔
を併発しポ申経線維症の2例.第16回日本家族性腫瘍学会学術集会(新潟･新潟コンベンショ
ンセンター(朱鷺メッセ)) 2010年7月9日.一般口演
54.岡田任せ: Aprepitantによる遷延性嘔吐に対する効果･イメンド発売記念講演会in宮城(価
台･江陽グランドホテル) 2010年7月10日.一般演題
35.加藤俊介: S｡ssi｡nI　大腸がんの最新の化学療法　ASCO2010報告.がん薬物療法　最新の
話題とチーム医療(仙台･仙台エクセルホテル東急) 2010年7月24日･
56.秋山聖子‥ S｡ssi｡nII　研修プログラム参加後に実践した事例発表.がん薬物療法　最新の
話題とチーム医療(仙台･仙台エクセルホテル東急) 2010年7月24日･
57.森　隆弘‥ sessi｡nII　研修プログラム参加後に実践した事例発表.がん薬物療法　最新の
話題とチーム医療(仙台･仙台エクセルホテ)レ東急) 2010年7月24日.座長
58∴千葉奈津子,松澤綾子,柵木絵美子,柏木梨佐,石岡千加史: BRCAlの点突然変異の相同
組み換えへの影　The e鴨ct of BRCAl missense mutations on homology directed recombination･
第69回日本癌学会学術総会(69th Annual Meeting of the Japanese CancerAssociation) (大阪･
大阪国際会議場) 2010年9月22日.一般口演
59.高橋昌宏,角道祐一,坂本康寛,高橋　信,加藤俊介,石岡千加史: DRAMはp53依存性
アポトーシスの効果を増強する　Overexpression of DRAM enhances p53-dependent apoptosis･
第69回日本癌学会学術総会　69th Annual Meeting of the Japanese CancerAssociation (大阪e
リーガロイヤルホテル大阪) 2010年9月23日.ポスター
58.添田大司,下平秀樹,小峰啓吾,加藤俊介,森　隆弘,角道祐一,大堀久詔,高橋　信,
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坂本康寛,鈴木貴夫,安田勝洋,石岡千加吏: FcγR遺伝子多型とKRAS野生型の進行･再
発大腸癌におけるcetuximabの治療効果　FcR polymorphisms and c一inical outcome ofcetux-
imab in metastatic colorectal cancer patients with wild-type KRAS.第69回日本癌学会学徒総会
69th Annual Meeting of the Japanese CancerAssociation (大阪･大阪国際会議場) 2010年9月
23日.ポスター
59.松澤綾子,貌　富農,柏木梨佐,柵木絵美子,石岡千加史,安井　明,千葉奈津子:中心
体と細胞質分裂を制御する新規BARDl結合分子の同定Identincation ornovel BARDl-
interacting protein that regulates centrosome and cytokinesis.第69回日本癌学会学術総会　69th
Annual MeetingoftheJapaneseCancerAssociation (大阪･大阪国際会議場) 2010年9月24日.
ポスター
60.工藤千枝子,山越博幸,佐藤温子,大堀久詔,石岡千加史,岩渕好治,柴田浩行:新規ク
ルクミン類縁体はIRF/MUMlを標的として多発性骨髄腫に対する抗腫瘍効果をもたらす
Novel curcumin analogs have anti-tumor potentials agalnSt myeloma cells through the suppression of
IRF4/MUMI Function ･第69回日本癌学会学徒総会　69thAnnual Meeting of the JqPaneSe Caれ一
ccrAssociation (大阪･大阪国際会議場) 2010年　一般口演
61.角道祐一:当院における外来化学療法の現状.石巻がん化学療法セミナー(石巻･石巻グ
ランドホテル) 2010年10月22日.セミナー　一般講演
62.高橋義和,二井谷友公,山口茂夫,秋山聖子,藤坂泰之,蒲生真紀夫:塩酸ゲムンクビン(GEM)
による二次療法が奏功した原発不明がん･腹膜播種の1例.第48回日本癌治療学会学徒集
会(京都･国立京都国際会館) 2010年10月28日.ポスター
63.秋山聖子,加藤俊介,木皿重樹,大桐規子,高橋克司,久道風彦,森　隆弘,下平秀樹,
石澤賢一,井上　彰,大槻健郎,角道祐一,我妻恭行,眞野成康,石岡千加史:東北大学
化学療法センターの現状と問題点　取り組み紹介と今後の課題.第48回日本癌治療学会学
術集会(京都･国立京都国際会館) 2010年10月28日.ポスター
64.佐藤亜希,遠藤真理,本田　弘,中島繁美,小野寺香代,下平秀樹,山内淳一郎,中堀昌人,
菅原俊一:当院における外来化学療法センターの現状と問題点　薬剤師の立場から.第48
回日本癌治療学会学術集会(京都･国立京都国際会館) 2010年10月28日.ポスター
65.下平秀樹,森　隆弘,角道祐一,高橋　信,大堀久詔,秋山聖子,坂本康寛,高橋昌宏,
添田大司,工藤千枝子,吉田こず恵,塩野雅俊,高橋雅信,加藤俊介,石岡千加史:東北
大学病院化学療法カンファレンスの現状と課題.第48回日本癌治療学会学術集会(京都･
国立京都国際会館) 2010年10月28日.口演
66,添田大司:進行再発結腸･直腸痛における抗EGFR抗体薬の分子マーカー.第10回東北が
ん分子標的治療研究会(仙台･ホテルメトロポリタン仙台) 2010年11月26日.一般演題
67.小峰啓吾,石岡千加史: FCGR2AとFCGR3Aの遺伝子多型と結腸直腸癌に対するcetux-
imabの治療効果に関する検討.第23回日本バイオセラビィ学会学術集会総会(大阪･大阪
国際会議場) 2010年12月9日.一般演題
68.吉田こす恵,石岡千加史:進行再発大腸癌の術後化学療法中に深部静脈血栓症,肺梗塞及
び硬膜外血腫を合併した一例.第3回抗凝固療法セミナー(仙台･江陽グランドホテル)
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2010年12月16日.症例提示
5.学会主催等
1.第9回東北臨床腫瘍セミナー　2009.6.6 (仙台･仙台市情報･産業プラザ(AER) 5F多目
的ホ-)レ) NPO法人東北臨床腫瘍研究会(代表理事　石岡千加史)共催
2.第3回冬のがん薬物療法セミナー　2009.12.5-6. (山形･天童温泉　湯坊いちらく)
3.第10回東北臨床腫瘍セミナー　2009.12.19 (盛岡･いわて県民情報交流センター(アイ-ナ)
アイ-ナホール7F) NPO法人東北臨床腫瘍研究会(代表理事　石岡干加史)共催
4.第43回制癌剤適応研究会　2010. 3.12. (当番世話人　石岡千加史)
5.第11回東北臨床腫瘍セミナー　20106.19 (仙台･仙台市情報･産業プラザ(AER) 5F多目
的ホ-)レ) NPO法人東北臨床腫瘍研究会(代表理事　石岡千加吏)共催
6.第12回東北臨床腫瘍セミナー　2010.12.4 (八戸･ユートリー'(八戸地域地場産業振興セン
ター)多目的ホール) NPO法人東北臨床腫瘍研究会(代表理事　石岡千加吏)共催)
7.公開講座｢大腸がんを知ろう!正しい知識で生きる喜び｣ 2010.12.5.
8.第4回冬のがん薬物療法セミナー　2010.12.ll-12 (宮城･ラフォーレ蔵王リゾート&スパ)
6.その他
1)知財
(創作着)石岡千加史(権利譲渡先)国立大学法人東北大学(創作の名称)在宅抗がん剤継続注
入型ポンプを使用する患者の教育方法
(創作整理番号) S20090003 (権利譲渡日) 2010年2月2日
(ノウハウ案出者)石岡千加史,加藤俊介,秋山聖子,三浦　康,石澤賢一,井上　彰,大槻健郎,
眞野成康,中村浩規,久適用彦,木皿重樹,安田千賀(権利譲渡先)国立大学法人東北大学(ノウ
ハウの名称)がん薬物療法プロトコ)レ審査
(ノウハウ整理番号) A20100010 (権利譲渡日) 2011年2月8日
2)受賞歴
･工藤千枝子:新規合成ク)レクミン誘導体化合物を用いた新しいがん薬物療法の開発.第19回
(平成21年)宮城県女医会研究助成採択
･小峰啓吾:大腸癌の経時的エビジェネティクス解析による治療効果予測マーカーの開発･平成
21年度東北大学大学院GPブースター研究助成採択
･秋山聖子:標準化学療法実施のための地域がん化学療法診療連携システムの構築.第20回
(平成22年)宮城県女医会研究助成採択
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･工藤千枝子:新規合成タルクミン類縁体化合物を用いた新しいがん治療薬の開発.平成22年
度加齢医学研究所研究助成採択
･小峰啓吾:大腸癌の経時的エビジェネティクス解析による治療効果予測マーカーの開発.平成
22年度加齢医学研究所研究助成採択
･小峰啓吾,添田大司,下平秀樹,石岡千加史:切除不能進行大腸癌に対するcetuximab投与に
おけるFcyRIIaとFcyRIIIaの遺伝子多型との関連.東北大学大学院医学系研究科ルネサンス計
画事業第3回リトリート大学院生研究発表会　2010年1月9日　優秀ポスター賞受賞
･下平秀樹: KRAS変異型大腸癌に特異的なmicroRNAメチ)レ化部位の探索.財団法人武田科学
振興財団2010年度医学研究奨励(生活習慣病)受賞
呼吸器外科学分野
1 研究分野紹介
丘　典　康
克
藤　田　川近　岡　星授　授　教
教
教　准　助
担当教授　近　藤　　　丘
当研究分野は昭和25年に抗酸歯痛研究所外科学部門として肺結核の外科療法の研究を目的とし
て発足した.その後,時代の変遷とともに呼吸器疾患全般,特に肺癌を含む肺悪性腫瘍,)化膿性肺
疾患,進行性びまん性肺疾患,気腫性肺疾患,縦隔腫瘍などを対象として,呼吸器疾患全般に拡大
して基礎と応用の研究を展開している.現在,病理学,生理学,免疫学,分子生物学など幾本もの
柱を基盤に, 21世紀にふさわしい呼吸器外科学の発展を目指している.大学病院においては,呼
吸器外科として年間手術件数平成21年238例,平成22年221例という診療実積をあげている.敬
育面では医学部学生に対する呼吸器外科の講義と臨床ベットサイド教育を,研究面では内視鏡を駆
使した新しい呼吸器疾患の診断と手術手技の開発,細胞生物学に根ざした呼吸器病悪生理学を中心
に実績を積み重ねている.
現在の主な研究
1)肺移植
肺移植の臨床:平成12年3月の本邦第1例日の脳剰市移植手術成功から,現在まで脳死肺移植
38例と生体部分肺移植8例の実績があり, 5年生存率約70%と移植先進国である欧米の成績を凌
駕する良好な成績を収めている.手術手法,術中術後管理,免疫抑制療法,感染管理を改善し,描
移植術後管理プロトコールの改訂を随時行っている.脳死肺移植は平成18年に,生体肺葉移植は
平成20年に健康保険の適応が認可されている.
肺保存の研究‥肺保存の良否は移植成績を左右する最も重要な因子の一つである.抗酸菌病研究
所時代から世界に先駆けて肺保存液の研究に着手し,リン酸緩衝液を基本とする肺保存液(EP4
solution)を独自に開発して動物実験では96時間という驚異的な長時間の肺保存を達成した.肺移
植の臨床ではEP4solution (EP-TUsolutionとして製品化,細胞科学研究所より市販)を使用してお
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り,これまで6時間程度とされてきた安全域を大幅に超える16時間までの臓器保存でも肺移植を
成功させている. EP4S｡lutionの優秀性は,肺胞上皮細胞のイオントランスポート機能やサーファ
クタント合成能の保持に反映されていることが基礎研究で裏付けられており,本邦の多くの肺移植
施設でもEP-TUs｡luti｡nが使用されるようになっている.心停止ドナーの基礎的研究に基づき,ド
ナー拡大に向けて臨床応用を準備している.
拒絶反応対策:肺移植後に発生する急性およびi劉生拒絶反応の診断と予防･治療は,今日なお肺
移植医療における最も重要な事項である.拒絶反応診断法としては,末梢血リンパ球細胞内サイト
ヵィン染色による拒絶反応モニタリングの可能性について基礎研究を行っている･また.免疫抑制
性サイトカインIL-10の経気道的遺伝子導入による急性拒絶反応抑制とそのメカニズムに関する実
験的研究を行った.
2)呼吸器疾患の診断および治療法の開発
低侵襲手稿･胸腔鏡手術:本邦では,肺癌手租こも内視鏡手術が普及して来たが低侵襲と同時
に根治性を保持していることが重要である.当分野では平成5年から胸腔鏡手術を導入し,平成8
年に胸腔鏡下肺葉切除術(小間胸併用),平成13年に前縦隔良性腫瘍摘出術,平成14年に重症筋
無力症に対する拡大胸腺摘出術,平成15年小型胸腺胆と段階的に適応範囲を拡大してきた現在
では開胸手術を含めて大多数の手術に胸腔鏡を併用して,手術剣の縮小と低侵襲化を図っている･
手術成績もI期肺癌に対する成績は, 5年生存率:臨床病期l期94･7%,病理病期1期92･7%と良
好である.重症筋無力症は若い女性に多い疾患であるため,早期回復が得られると同時に美容的に
も胸骨正中切開を回避できる胸腔鏡手術の利点は大きく,術後3年までの中期成績では良好な結果
が得られている.ハイリスクである慢性呼吸不全患者の難治性気胸に対して,局所麻酔下気痩閉鎖
裾などを低侵襲手術として導入して良好な成績を得ている.胸腔鏡手術は低侵襲手術である反面･
モニター画面に頼って手術を行うため,手術手技の習得が従来の外科手術に比べて困難である･研
究室内に手術練習機器を整え,モニターを見て手術手技の練習を行うドライラボ-,動物を用いて練
習を行うアニマルラボを関連施設を含めて定期的に開催して,手技の標準化とレベル向上を図って
いる.
気管支内視鏡:細胞の自家蛍光を検出して気管支の微小な早期癌はもとより前癌病変も検出で
きるLIFE⊥ungsystemなどを導入している･超音波気管支鏡とデジタル画像解析による気管支壁
内の癌の深達度評価を確立し,気管支周囲リンパ節の細胞診を超音波気管支鏡を用いて行っている･
ビデオ気管支ファイバースコープ硬性気管支鏡下のNd-YAGレーザーおよび高周波による腫瘍
切除,種々の気道内ステントを用いた狭窄気道の拡張治療,気道内典物除去の治療にも成果をあげ
ている.
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肺癌の臨床研究:肺癌の予後改善に結びつく可能性のある複数のテーマについて東北地方を中
心とする多施設臨床試験を主催するとともに,全国規模の複数の臨床試験に積極的に参加している.
-備後化学療法の研究の他,早期肺癌に対する根治的縮小手術の臨床研究を行い,新たなエビデンス
の構築に努力している.
3)呼吸器病態生理学　　~
肺切除術のリスク評価:肺癌患者の多くは肺気腫など何らかの呼吸器疾患を合併している.手術
による肺組織の喪失はその後のQOLを大きく左右するため,患者毎,手術術式毎に詳細な肺機能
予測を行い,合併症発生や予後との関連から肺切除術の適応について提言している.
肺高血圧症:肺移植の適応となっている特発性肺動脈性肺高血圧症(IPAH),種々の呼吸器疾患
の予後不良因子である二次性肺高血圧症の病態は未だ明らかではなく,治療の選択肢は少ない.我々
I
ば過去,動物実験を通じて,肺高血圧症の病態進展に酸化ストレスが強く関与することを示した
)
また,肺血管内皮細胞や平滑筋細胞の増殖に関わる種々の遺伝子プロファイリングから,細胞外マ
トリックスであるオステオポンチン(OPN)が　肺高血圧･肺血管再構築の増悪因子であること,
さらに肺高血圧治療のmainstayであるプロスタサイクリン-の反応性を左右する因子であること
を明らかにしている. Nuclear factor E2 p45-related factor 2 (以下Nrf2)は抗酸化剤応答配列に結合
して生体防御酵素遺伝子群の発現を強力に誘導することにより酸化ストレスに対抗する転写因子で
あるが近年ある種の細胞においてOPNの発現制御に寄与することが明らかにされた.最近我々は,
薬物によるNrfZ活性化がマウス肺高血圧モデルにおける心肺病変を抑制することを明らかにした.
現在, IPAHおよび二次性肺高血圧患者肺, Nrf2遺伝子改変マウスを用いて, Nrf2の肺高血圧病悪
における役割および治療ターゲットとしての位置づけを検討中である.
急性呼吸不全:最近5年間の肺癌手術に手術死亡はないが　高齢者,他疾患合併, 2次肺癌など-,
ハイリスク症例が増加している.このため術後合併症,特に肺炎発症の機序解明･予防に取り組み,
高齢肺癌患者に術後上気道防御反射低下が見られ,反射異常を示す患者に術後肺炎が発症すること,
さらに予防歯科医による術前口腔内評価･専門的口腔清掃･自己口腔ケア指導,集中治療室看護師
による徹底的な口腔介入を含む継続的周術期口腔ケアが術後肺炎を予防する可能性を示した.現在,
周術期の気道内への口腔内常在菌の入り込みと上気道防御反射,周術期口腔ケアの関連性を検討し,
術後肺炎-の口腔内常在菌の関与を検証中である.
4)肺癌細胞の増殖機構解明
肺癌の遺伝子解析を行い, p53やKras, suⅣivin遺伝子の変異の意義を検討している.さらに,
発癌の機構を解明するため,肺癌幹細胞のマーカーの研究, EGFR遺伝子の変異細胞の生存に重要
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な役割を果たす蛋白の同定と機能解析を行っている
2.研究報告
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in Patients with Pulmonary Arterial Hypertension. Circulation Jouma1 73 (9) , 1731-1739, 2009･
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回生涯教育セミナー. 2009年9月12日(大阪)教育講演.
9.近藤　丘:呼吸器外科医のつぶやき.第27回日本呼吸器外科学界総会. 2010年5月13日(価
台)会長講演.
10.近藤　丘:東北大学における肺移植(歴史と現在).第4回東北大学病院市民公開講座.
2010年7月17日(仙台)基調講演.
ll.近藤　丘:肺移植,第15回移植医療勉強会. 2009年12月6日(東京)特別講演.
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12.近藤　丘:肺移植用御期における患者管理.第7回SIRS/急性肺傷害シンポジウムinNaga-
saki. 2010年10月6日(長崎)特別講演.
13.近藤　丘:口腔と呼吸器外科の思わぬ関連一感染症から肺移植まで-.第63回束北地区歯
科医学会. 2010年10月31日(仙台)特別講演.
14.近藤　丘:呼吸器外科医の立場から.第63回日本胸部外科学会定期学術集会. 2010年10
月24日(大阪)特別企画.
/′
15.遠藤千顕:肺癌患者の診断と初回治療.平成22年度第6回院内がん登録業務習得コース.
2010年11月16日(仙台)教育講演.
②シンポジウム,ワークショップ　ビデオセッション
1.近藤　丘:非小細胞肺癌治療におけるEGFR-Mutation検査の意義. IRESSATohoku
syposium. 2009年4月4日(仙台)シンポジウム.
2.岡田克典,星川　康,桜田　晃,遠藤千顕,佐渡　哲,野田雅史,ノ井上国彦,阿部二郎,
"､松田安史･斎木佳克,井口篤志･田杯洗一･近藤　丘:呼吸器外科手術における術中`術
後合併症回避のための補助体外循環.第109回日本外科学会総会. 2009年4月2日(福岡市)
ビデオシンポジウム.
3.遠藤千顕,野津田泰聞,桜田　晃,江場俊介,浪速龍秋,上野正博,鈴木隆載,松田安史,
野田雅史,佐渡　哲,星川　康,岡田克典,近藤　丘:新しい肺癌病期分類の妥当性一当
科の経験から.第26回日本呼吸器外科学会総会. 2009年5月15日(北九州市)シンポジ
ウム.
4.保坂智子,遠藤千顕,星川　康,野田雅史,渡辺有為,武田　睦,岡田克典,近藤　丘:
有蓋腹直筋皮弁を用い胸壁再建にて切除し得た巨大悪性胸壁腫瘍のl例.第26回日本呼吸
器外科学会総会. 2009年5月15日(北九州市)ビデオ.
5.遠藤千顕,桜田　晃,本多昌子,斎藤泰紀,佐藤雅美,近　京子,佐々木麻弥,中村繁子,
中嶋隆太郎,近藤　丘:肺がん検診における細胞診の現状と展望.第50回日本臨床細胞学
会総会春期大会. 2009年6月27日(東京)シンポジウム.
6.大石　久,岡田克典,佐渡　哲,野田雅史,小柳津毅,遠藤千顕,星川　康,桜田　晃,
前田寿美子,秋場美紀,大石慶子,近藤　丘:肺移植後気道真菌感染症の管理.第45回日
本移植学会総会. 2009年9月17日(東京)シンポジウム.
7.星川　康,松田安史,遠藤ひとみ,丹田奈緒子,佐藤拓一,岡田克典,近藤　丘:高齢者
肺切除術後肺炎発症機序の解明と予防対策.第27回日本呼吸器外科学会総会. 2010年5月
13日(仙台)シンポジウム.
8.桜田　晃,野津田泰間,遠藤千顕,大石　久,前田寿美子,小柳津毅,野田雅史,佐渡　哲,
星川　康,岡田克典,近藤　丘:胸腺癌におけるリン酸化チロシンを標的とした網羅的解析.
第27回日本呼吸器外科学会総会. 2010年5月13日(仙台)シンポジウム.
9.佐渡　哲,岡田克典,野田雅史,小柳津毅,大石　久,星川　康,遠藤千顕,桜田　晃,
前田寿美子,秋場美紀,近藤　丘:肺リンパ脈管筋腫症に対する肺移植一術前胸膜癒着の
影響に関する検討.第27回日本呼吸器外科学会総会. 2010年5月13日(仙台)シンポジ
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ウム.
10.田部井淳子,貫和敏博,飛田　渉,黒澤　-,遠藤千顕,今野礼子:肺癌検診のすすめ.
第4回東北大学病院市民公開講座. 2010年7月17日(仙台)バネ)レディスカッション
ll.近藤　丘:肺移植.第45回日本移植学会総会. 2009年9月18日(東京)レジストリー報告.
12.岡田克典,星川　康,佐渡　哲,野田雅史,大石　久,遠藤千顕,桜田　晃,前田寿美子,
鈴木隆哉,野津田泰嗣,渡辺有為,減速龍秋,江場俊介,石橋直也:脳死肺移植におけるマー
ー●
ジナルドナー肺活用の現状と問題点.第46回日本移植学会総会. 2010年10月22日(京都)
ワークショップ.
13.近藤　丘:わが国におけるレシピェントコーディネーターの理念を実現するための教育と
制度.第46回日本移植学会. 2010年10月22日(京都)ワークショップ
③一般口演等
l･近藤　丘‥肺移植の手術と周術管理.第14回TokyoLungConFerenceU40.2009年2月12日
(東京)一般口演･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
2･大石慶子:肺移植の流れ　第14回TokyoLungConferenceU40.2009年2月12日(東京)
一般口演.
3.佐渡　哲,岡田克典,野田雅史,松田安史,遠藤千顕,星川　康,桜田　晃,井上国彦,
上野正博,鈴木隆載,浪速龍秋,江場俊介,大石慶子:肺移植後免疫抑制剤の投与経路の
移行が早期急性拒絶反応の発症-及ぼす影響.第25回日本肺および｣､肺移植研究会. 2009
年1月31日(長崎)一般口演.
4.近藤　丘:移植の現状-なぜ法改正が必要か.日本移植学会市民公開講座. 2009年3月1
日(仙台)一般口演.
5.渡遽龍秋,佐渡　哲:強皮症を伴う問質性肺炎に対し,脳死左片肺移植を施行した1例.
第1回呼吸器内科外科合同カンファレンス. 2009年3月19日(仙台)一般口演.
6.野田雅史,松田安史,井上国彦,佐渡　哲,桜田　晃,星川　康,遠藤千顕,岡田克典,
近藤　丘:手術室内での内視鏡ツールを用いた新たな気胸治療体系.第26回日本呼吸器外
科学会総会. 2009年5月14日(北九州市)要望演題.
7.野津田泰間,桜田　晃,遠藤千顕,岡田克典,近藤　丘:新肺癌TNM分類における胸膜浸
潤の検討.第26回日本呼吸器外科学会総会. 2009年5月16日(北九州市)要望演題.
8.岡田克典,佐渡　哲,野田雅史,遠藤千顕,星川　康,桜田　晃,井上国彦,阿部二郎,
松田安史,星　史彦,鈴木隆載,上野正博,野津田泰間,渡辺有為,江場俊介,渡遽龍秋,
近藤　丘: FDG-PETは胸腺脂の病期･組織型の予測に有効か?第26回日本呼吸器外科
学会総会. 2009年5月15日(北九州市)一般口演.
9.渡辺有為,岡田克典,遠藤千顕,星川　康,桜田　晃,佐渡　哲,野田雅史,井上国彦,
上野正博,鈴木隆哉,野津田泰間,江場俊介,渡遽龍秋,近藤　丘:肺アスペ)レギローマ
に対する治療戦略.第26回日本呼吸器外科学会会. 2009年5月15日(北九州市)一般口演.
10.松田安史,桜田　晃,遠藤千顕,阿部二郎,浪速龍秋,佐渡　哲,野田雅史,星川　康,
岡田克典,松村輔二,近藤　丘:肺原発pleumomhiccarcinomaであった2例.第26回日本
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呼吸器外科学会総会. 2009年5月15日(北九州市)ポスター
ll.江場俊介,千田雅之,箕輪宗生,苅部陽子,渡邁龍秋,上野正博,鈴木隆載,松田安史,
-　井上国彦,野田雅史,佐渡　哲,桜田　晃,星川　康,遠藤千顕,岡田克典,近藤　丘:
縦隔リンパ管腫術後に胸骨MRSA骨髄炎を発症した1例.第26回日本呼吸器外科学会総会.
2009年5月15日(北九州市)ポスター
12.対馬敏夫,遠藤千顕,佐川元保,大泉弘幸,一ノ瀬高志,鈴木弘行,佐藤仲之,島田和任,
各コ
松村輔二,藤生浩一,近藤　丘:非小細胞肺癌完全切除例の術後化学補助療法における
cBDCA+GEM療法とTSl-DTX療法のランダム化第2相試験.第26回日本呼吸器外科学会
総会. 2009年5月15日(北九州市)ポスター
13. ,桜田　晃,岡田克典,遠藤千顕,星川　康,佐渡　哲,野田雅史,井上国彦,松田安史,
近藤　丘:移植肺における再生気管支線毛上皮由来に関する検討.第32回日本呼吸器内視
鏡学会学術集会. 2009年5月28日(東京)ポスター
14.渡辺有為,遠藤千顕,桜田　晃,星川　康,野田雅史,井上国彦,江場俊介,減速龍秋,
野津田泰間,上野正博,鈴木隆裁,松田安史,佐渡　哲,岡田克典,近藤　丘:肺令摘後
症候群による気道狭窄に対する経気管支鏡的治療.第32回日本呼吸器内視鏡学会学徒集会.
2009年5月29日(東京)ポスター
15.本多昌子,遠藤千顕,桜田　晃,斎藤泰紀,佐藤雅美,中村繁子,近　京子,佐々木麻弥,
中嶋隆太郎,近藤　丘:組織診断にて肺多形癌と診断された症例の細胞像の検討.第50回
日本臨床細胞学会総会春期大会. 2009年6月27日. (東京)ポスター
16.岡田克典,松田安史,佐渡　哲,野田雅史,星川　康,遠藤千顕,桜田　晃,近藤　丘:
肺リンパ脈管筋腫症に対する肺移植一術後原疾患関連合併症の検請.第49回日本呼吸器学
会学術講演会. 2009年6月12日(東京)ポスター
17.星川　康,佐渡　哲,岡田克典,野田雅史,松田安史,遠藤千顕,近藤　丘:肺高血圧症
例における肺移植術後左心不全による肺循環障害と石室流出路狭窄を伴った例外的な経過
良好例について.第49回日本呼吸器学会学術講演会. 2009年6月12日(東京)ポスター
18.浪速龍秋,星川　康,松田安更,江場俊介,野田雅史,佐渡　哲,遠藤千顕,岡田克典,
近藤　丘:肺切除後の呼吸不全症例に対するPMX-DHP療法の経験.第49回日本呼吸器学
会学術講演会. 2009年6月12日(東京)ポスター
19.遠藤千顕:呼吸器内視鏡による診断と治療.第11回東北大学病院医学講座. 2009年8月
23日(仙台).
20.近藤　丘:肺移植の現状と移植医療の課題.第11回東北大学病院医学講座. 2009年8月23
日(仙台).
21.桜田　晃:増加する肺癌と悪性胸膜中皮腔.第11回東北大学病院医学講座. 2009年8月
23日(仙台).
22.野田雅史,前田寿美子,佐渡　哲,桜田　晃,星川　康,遠藤千顕,岡田克典,近藤　丘:
胸壁軟骨肉腫外科切除例の臨床学的検討.第62回日本胸部外科学会定期学術集会. 2009年
10月12日(横浜)ポスター
23.佐渡　哲:肺移植のはなし.平成21年度出前授業(折立中学校). 2009年11月6日(仙台).
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24.野津田泰嗣,桜田　晃,遠藤千顕,岡田克典,星川　康,佐渡　哲,野田雅史,前田寿美子,
上野正博,鈴木隆載,江場俊介,浪速龍秋,渡辺有為,近藤　丘:新肺癌TNM分類におけ
る胸膜浸潤の検討.第50回日本肺癌学会総会. 2009年11月13日(東京)一般口演.
25.野津田泰嗣,桜田　晃,遠藤千顕,岡田克典,星川　康,佐渡　哲,野田雅史,前田寿美子,
上野正博,鈴木隆哉,中川隆行,江場俊介,渡遽龍秋,渡辺有為,近藤　丘:臨床病期と
病理病期からみた新肺癌TNM分類の検討.第50回日本肺癌学会総会. 2009年11月13日(東
京)一般口演.
26.野田雅史:移植ってなに?平成21年度出前授業(将監中学校). 2009年11月13日(仙台).
27.鈴木隆哉,久保裕司,藤野直也,何　梅,山谷睦雄,近藤　丘:新しい組織幹細胞保存液
stemsurviveの開発.第3回リトリート大学院生発表会. 2010年1月9日(仙台)一般口演.
28.藤野直也,久保裕司,鈴木隆載,何　梅, Ahmad.E.Hegab,山田充啓,鈴木　貴,永富良一,
山谷睦雄:ヒト肺胞II型上皮前駆細胞の分離.第3回リトリート大学院生研究発表会.
2010年1月9日(仙台)一般口演.
29･桜田　晃･遠藤千顕,岡田克典,佐渡　哲･前田寿美子･大石　久･小柳津毅･甲田雅史･
星川　康,近藤　丘,星　史彦,羽隅　透,川村昌輝,斎藤泰紀:タルポフィンナトリウ
ムとpDレーザーを用いた肺門部早期扁平上皮癌に対する光線力学療法.第26回東北肺癌
研究談話会. 2010年1月23日(仙台)一般口演.
30.鈴木隆哉,久保裕司,藤野直也,何　梅,山谷睦雄,近藤　丘: Dynamicandmultilineage
expression ofc-kit in developing human lungs.第133回東北大学加齢医学研究所集談会.
2010年1月29日(仙台)一般口演.
31.大石　久,岡田克典,佐渡　哲,野田雅史,小柳津毅,遠藤千顕,星川　康,桜田　晃,
前田寿美子,秋場美紀,近藤　丘:肺リンパ管筋腫症に対する脳死片肺肺移植後の残存肺
過膨張のCTvolumetryによる定量的評価.第26回日本肺およびし､肺移植研究会. 2010年1
月30日(大阪)一般口演.
32.佐渡　哲,岡田克典,大石　久,野田雅史,小柳津毅,遠藤千顕,星川　康,桜田　晃,
前田寿美子,秋場美紀,近藤　丘:肺移植周術期の抗うつ剤の使用について.第26回肺お
よびし､肺移植研究会. 2010年1月30日(大阪)一般口演.
33.野津田泰嗣: G-CSFおよびIL-6産生肺癌の一切除例.第3回呼吸器内科外科合同カンファ
レンス. 2010年3月18日(仙台).
34.鈴木隆載,久保裕司,藤野直也,何　梅,山谷睦雄,近藤　丘:新しい組織幹細胞保存液
stemsuWiveの開発.第9回再生医療学会. 2010年3月18日(広島)一般口演.
35.星川　康,遠藤ひとみ,丹田奈緒子,佐藤拓一,近藤　丘:周術期専門的口腔ケア介入の
肺切除後肺炎予後効果.第50回日本呼吸器外科学会学術講演会. 2010年4月23日(京都)
ポスター
36.鈴木隆載,久保裕治,藤野直也,山谷睦雄,近藤　丘:胎児肺におけるC-kit発現の解析.
第50回日本呼吸器学会. 2010年4月23日(京都)ポスター
37.鈴木隆哉,久保裕司,藤野直也,何　梅,山谷睦雄,近藤　丘: Dynamicandmultilineage
expression ofc-kit in developing human lungs.第27回日本呼吸器学会総会. 2010年5月13
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日(仙台)_一般口演.
38.渡遽龍秋,星川　康,岡田克典,石橋直也,江場俊介,野津田泰嗣,渡辺有為,上野正博,
_鈴木隆哉,大石　久,前田寿美子,小柳津毅,野田雅史,佐渡　哲,桜田　晃,近藤　丘:
肺癌肺切除後に特発性問質性肺炎急性増悪が疑われた症例に対するpMX-DHP療法の検討.
第27回日本呼吸器外科学会総会. 2010年5月13日(仙台)一般口演.
39.小柳津毅,岡田克典,近藤　丘, shark, MingyaoL:ラット虚血再港流中の遺伝子発現変化.
各コ
第27回日本呼吸器外科学会総会. 2010年5月13日(仙台)一般口演.
40.大石　久,岡田克典,佐渡　哲,野田雅史,小柳津毅,上野正博,渡遽龍秋,渡辺有為,
星川　康,桜田　晃,遠藤千顕,前田寿美子,秋場美紀,近藤　丘:細胞外液類似組成液
による移植片長時間保存後の脳死両側移植例の検討.第27回日本呼吸器外科学会総会.
2010年5月13日(仙台)一般口演.
41.江場俊介,野田雅史,石橋直也,減速龍秋,渡辺有為,野津田泰聞,上野正博,鈴木隆載,
大石　久,前田寿美子,小柳津毅,佐渡　哲,桜田　晃,星川ノ康:慢性出血性膿胸の-
手術例.第27回日本呼吸器外科学会総会. 2010年5月13日(仙台)一般口演.
42.保坂智子,野田雅史,三浦元彦,遠藤千顕,岡田克典,近藤　丘:横隔膜被覆が奏功した
月経随伴性気胸の一例.第27回日本呼吸器外科学会総会. 2010年5月13日(仙台)一般
口演.
43.野津田泰間,桜田　晃,遠藤干顕,石橋直也,江場俊介,浪速龍秋,渡辺有為,上野正博,
鈴木隆載,大石　久,前田寿美子,小柳津毅,野田雅史,佐渡　哲,星川　康,岡田克典,
近藤　丘:当科で経験した肺原発pleomorphic carcinomaの4例.第27回日本呼吸器外科学
会総会. 2010年5月13日(仙台)一般口演.
44.前田寿美子,松村輔二,佐渡　哲,岡田克典,遠藤千顕,星川　康,桜田　晃,野田雅史,
小柳津毅,大石　久,近藤　丘:重症筋無力症に対する胸腔鏡下拡大胸腺摘出術の手術成績.
第27回呼吸器外科学会総会, 2010年5月13日(仙台)一般口演,
45.前田寿美子,岡田克典,桜田　晃,佐渡　哲,松田安史,大石　久,近藤　丘:開窓術後
に陰圧閉鎖療法を行った口腔内常在菌による胸壁膿瘍,膿胸の一例.第27回日本呼吸器外
科学会総会. 2010年5月14日(仙台)ポスター.
46.遠藤千顕,桜田　晃,野津田泰嗣,渡遽龍秋,渡辺有為,江場俊介,鈴木隆哉,上野正博,
石橋直也,小柳津毅,野田雅史,星川　康,大石　久,前田寿美子,岡田克典,近藤　丘:
快適な気管支鏡検査のために-Medical Forensic System.第33回日本呼吸器内視鏡学会総会.
2010年6月9日(横浜)一般口演.
47.桜田　晃,遠藤千顕,岡田克典,星川　康,佐渡　哲,野田雅史,小柳津毅,前田寿美子,
大石　久,近藤　丘:気管支鏡による出血に対する対応について.第33回日本呼吸器内視
鏡学会. 2010年6月9日(横浜)一般口演.
48.桜田　晃,遠藤千顕,岡田克典,近藤　丘:気管支鏡を安全に行うために-PDTについて-.
第33回日本呼吸器内視鏡学会総会. 2010年6月9日(横浜)一般口演.
49.野田雅史,前田寿美子,佐渡　哲,桜田　晃,星川　康,遠藤干顕,岡田克典,近藤　丘:
難治性気胸に対する局麻下胸腔鏡治療における安全性の方策.第33回日本呼吸器内視鏡学
呼吸器外科学分野　113
会総会. 2010年6月10日(横浜)一般口演.
50.前田寿美子,大石　久,佐渡　哲,桜田　晃,岡田克典,近藤　丘:HIV感染者肺癌の手
術経験.第159回東北外科集談会, 2010年6月12日(仙台)一般口演.
51.渡遽龍秋,星川　康,岡田克典,海老名雅仁,石橋直也,江場俊介,野津田泰間,渡辺有為,
鈴木隆哉,大石　久,前田寿美子,野田雅史,佐渡　哲,桜田　晃:肺癌肺切除後の特発
性問質性肺炎急性増悪に対するpMXカラムの効果の検討.第104回臨床呼吸生理研究会学
各コ
術集会. 2010年6月19日(東京)一般口演.
52.鈴木隆載,久保裕司,藤野直也,何　梅,山谷睦雄,近藤　丘:新しい組織幹細胞保存液
Stem Surviveの開発.第4回Integrated PulmonaryCirculation II. 2010年6月26日(東京)
一般口演.
53.鈴木隆哉,久保裕司,藤野直也,何　梅,山谷睦雄,近藤　丘:C-kit発現は胎児肺におけ
る血管芽細胞を同定する.第4回IntegratedPulmonaryCirculation II. 2010年6月26日(東京)
一般口演.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,
54･渡辺有為･岡田克典･遠藤千顕,星川　康･桜田　晃･佐渡　哲･野田雅史･)前田寿美子,
小柳津毅,大石　久,上野正博,鈴木隆哉,中川隆行,野津田泰嗣,江場俊介,渡遽龍秋,
近藤　丘,田畑俊治,植田信策,島田和佳:肺アスペルギローマに対する治療戦略.第4
回東北呼吸器外科手術手技研究会. 2010年7月4日(郡山)一般口演.
55.野田雅史,遠藤千顕,石橋直也,星川　康,本宮直孝,藤木佳克,斎藤政志,高橋　明,
岡田克典,近藤　丘:左椎骨一総頚動脈吻合･鎖骨下動脈切除再建を要した術前induction肺
癌の肺切除例.第5回東北呼吸器外科手術手技研究会. 2010年7月3日(郡山)一般口演.
56.野津田泰聞,遠藤千顕,桜田　晃,江場俊介,渡遽龍秋,渡辺有為,鈴木隆載,大石　久,
前田寿美子,野田雅史,佐渡　哲,星川　康,岡田克典,近藤　丘:当科におけるBF-
NAVIを用いた気管支鏡検査の検討.第49回日本肺癌学会東北支部会.第36回日本呼吸器
内視鏡学会東北支部会. 2010年7月31日(仙台)一般口演.
57.渡遽龍秋,遠藤千顕,石橋直也,江場俊介,野津田泰間,渡辺有為,鈴木隆載,大石　久,
前田寿美子,野田雅史,佐渡　哲,星川　康,岡田克典,近藤　丘:閉塞性を伴った粘表
皮癌の一例.第49回日本肺癌学会東北支部会.第36回日本呼吸器内視鏡学会東北支部会.
2010年7月31日(仙台)一般口演.
58.佐渡　哲,岡田克典,大石　久,野田雅史,秋場美紀,近藤　丘:東北大学における肺高
血圧症に対する肺移植.第13回東北移植研究会. 2010年9月25日(仙台).
59.大石　久,岡田克典,佐渡　哲,野田雅史,渡遽有為,前田寿美子,星川　康,桜田　晃,
遠藤千顕,秋場美紀,近藤　丘:移植片の虚血時間が長時間となった脳死両肺移植の1例.
第46回日本移植学会総会. 2010年10月22日(京都)ポスター
60.渡辺有為,岡田克典,大石　久言度遽龍秋,秋場美紀,近藤　丘:末梢血Tリンパ球細胞
内サイトカイン染色法を用いた肺移植後急性拒絶反応の早期診断.第46回日本移植学会総
会. 2010年10月22日(京都)一般口演.
61.鈴木隆哉,久保裕司,藤野直也,何　梅,山谷睦雄,岡田克典,近藤　丘:新しい組織幹
細胞保存液stem surviveの開発.第63回日本胸部外科学会定期学徒集会. 2010年10月24
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目(大阪)一般口演.
62.前田寿美子,松村輔二,佐渡　哲,野田雅史,桜田　晃,星川　康,大石　久,遠藤千顕:
筋無力症に対する胸腔鏡下拡大胸腺摘出の効果.第63回日本胸部外科学会定期学術集会.
2010年10月24日(大阪)一般口演.
63.渡辺有為,岡田克典,大石　久,上野正博,渡遽龍秋,江場俊介,野津田泰間,鈴木隆載,
前田寿美子,野田雅史,佐渡　哲,桜田　晃,星川　康,近藤　丘:肺移植後急性拒絶反
各因
応の早期診断を目指した免疫モニタリング　第63回日本胸部外科学会定期学術集会. 2010
年10月24日(大阪)一般口演.
64.星川　康,大高要子,山本蒔子:ストップ!ザ･受動喫煙.第16回世界禁煙デー･宮城
フォーラム. 2010年5月29日(仙台)一般口演.
65.遠藤千顕,桜田　晃,野津田泰間,渡遽龍秋,渡辺有為,江場俊介,鈴木隆哉,大石　久,
前田寿美子,佐渡　哲,野田雅史,星川　康,岡田克典,近藤　丘:pEToccultN2癌の臨
床病理学的検討.第51回日本肺癌学会総会. 2010年11月4月(広島)一般口演.
66･野津田泰嗣･桜田　晃･江場俊介･渡遽龍秋･渡辺有為,鈴木隆哉･大石　久･前田寿美子,
野田雅史,佐渡　哲,星川　康:肺癌細胞におけるp190-ARhGAPの役割について.第51
回日本肺癌学会総会. 2010年11月4日(広島)一般口演.
67.佐渡　哲,岡田克典,遠藤千顕,星川　康,桜田　晃,野田雅史,前田寿美子,大石　久:
術前に嚢胞性疾患と診断された縦隔腫瘍の術後病理診断の検討.第51回日本肺癌学会総会.
2010年11月4日(広島)ポスター
68.佐渡　哲:肺動脈形成を要した肺高血圧症に対する肺移植.第4回東北大学呼吸器内科･
呼吸器外科合同カンファレンス. 2010年11月11日(仙台)一般口演.
69.本多昌子,遠藤千顕,桜田　晃,野津田泰嗣,斎藤泰紀,佐藤雅美,近　京子,中村繁子,
中嶋隆太郎,近藤　丘:肺癌のEGFR遺伝子変異に対する免疫細胞化学の有用性評価.節
49回日本臨床細胞学会秋期大会. 2010年11月21日(神戸)ポスター
4.学会研究会主催等
1.近藤　丘:第27回日本呼吸器外科学会総会　会長　2010年5月13日一14日(仙台市･国
際センター)
2.近藤　丘:第25回東北肺癌研究談話会　代表世話人　2009年1月24日(仙台市･艮陵会館)
3.近藤　丘:第16回宮城肺癌治療研究会　代表世話人　2009年2月6日(仙台市･ホテルメ
トロポリタン)
4.第5回LungTransplantationConference代表世話人　2009年10月13日(横浜市･横浜グラ
ンドインターコンチネンタルホテ)レ)
5.第3回intemational PulmonaryCirculation Research-II会長　2009年6月27日(東京都･大
手町サンケイプラザ)
6.第101回ACCP日本部会定期教育講演会　会長　2009年10月3日(仙台市･ハ-ネル仙台)
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7.第26回東北肺癌研究談話会　代表世話人　2010年1月23日(仙台市･艮陵会館)
8.第17回宮城肺癌治療研究会　代表世話人　2010年2月5日(仙台市･ホテルメトロポリタ
ン)
9.第6回LungTransplantationConference代表世話人　2010年5月13日(仙台市･エクセルホ
テル東急)
5.受賞
1.松田安史　第49回日本呼吸器学会　ファイザーフェローシップ
｢肺血管リモデリング制御による新たなる慢性拒絶反応抑制｣ 2009年6月11日
2.野田雅史　平成20年度病院長賞
｢ブタを用いた外科手術トレーニング｣ 2009年3月12日
3.鈴木隆哉　第3回リトリート大学院生研究発表会　優秀演題賞
｢新しい組織幹細胞保存液stemsuⅣiveの研究｣ 2009年12月6日　　　　)
4.浪速龍秋　第104回臨床呼吸生理研究会　学術奨励賞
｢肺癌肺切除術後の特発性問質性肺炎急性増悪に対するPMXカラムの効果の検討｣ 2010年
6月19日
分子腫瘍学研究分野
担当教授　田　中　耕
1.研究分野紹介
教　授:田中　耕三
助　教:伊藤　　剛
当研究分野は平成23年3月に,田中がテニュア･トラック准教授から教授に昇任するのに伴い
I
新設された分野である.田中は平成19年3月に,東北大学における若手研究者の独立支援事業で
ぁる｢先進融合領域フロンティアプログラム｣による准教授として加齢研に着lEIした.平成22年
度でテニュア･トラックの任期が終了し,平成23年3月に教授に昇任した.これに伴いそれまで
ボスドクであった伊藤剛が助教に採用され,原田葵が引き続き技術補佐をつとめ,先進フロンティ
ア研究棟(旧MRI棟)において研究を行っている.
当研究室では｢がん化及びがん治療のターゲットとしての細胞分裂制御機構の解明｣をテーマに
研究を行っている.多くのがん細胞では染色体数の異常(aneuploidy)が認められ,これはがん化
と密接に関連していると考えられる.この染色体数の異常は,細胞分裂期における染色体の不均等
分配に起因すると考えられる.一方vincaalkaloidやtaxolといった抗がん剤は,細胞分裂期にその
効果を発揮する.このように細胞分裂期はがん化にもがん治療にも密接に関連しており,その制御
機構の解明はがん化の機構を理解する上でも,またがん治療を進歩させる上でも重要である.そこ
でこれまでの加齢研での成果をふまえ,以下のような研究を行っている.
現在の主な研究
1)ヒト細胞での正確な染色体分配の機構
がんの大部分でみられる異数性は染色体の不均等分配に起因すると考えられるため,染色体分配
に関与する分子の異常はがん化と関連している可能性がある.そこで当研究室ではヒト細胞で染色
体分配に関与する分子の探索を行っている.その成果として脊椎動物でのみ保存されている新規分
子を同定し,その性質からcAMP (⊆hromosome旦lignment一世aintaining phosphoprotein)と名付けた
(EMBOJ,2011). cAMPはキネトコアと微小管の結合の維持に機能しているのではないかと考えら
礼,現在cAMPの機構についてさらに検討を進めている.またこのほかにも,間期において核膜
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を介した輸送に関連している核膜複合体の構成分子が　核膜が崩壊した細胞分裂期において染色体
分配に関与している可能性についても研究を行っている.
2)染色体異常が細胞のがん化をひきおこす過程の解明
がんの大部分(固形腫瘍の90%,造血系腫瘍の75%)では異数性が認められるが　異数性ががん
の結果ではなく原因であるという点にづいては完全には証明されていない.染色体分配の異常から
異数性が生じる過程には,染色体不安矧生というステップがある.これは細胞分裂のたびに染色体
の不均等な分配が起こり,細胞集団の中で染色体数がまちまちになってしまう現象のことを指す.
染色体数が異常になった細胞はほとんどが死んでしまうため,異数性が成立するためには染色体不
安定性においてgrowthadvantageをもったクローンが選択されることが必要であり,これこそがま
さにがん化に結びつくのではないかと考えられる.当研究室ではこのようながん化の機構を解明す
るために･まずは細胞レベルで染色体不安定性から異数性が成立する機構について検討し,将琴的
には個体レベルでの研究を行う予定である.
3)細胞分裂期に作用する抗がん剤の作用機序の解明
vincaalkaloidやtaxolといった薬剤は,細胞分裂期に微小管に作用することにより染色体と微小
管の正しい結合をさまたげ紡錘体チェックポイントを活性化させる.その結果細胞周期が停止し,
これが持続するとアポトーシスにより細胞死に至るが　その詳細な機構は明らかになっていない.
一方一部の細胞は分裂期にとどまらずに次の細胞周期へ移行する.これはadaptationまたはmitotic
slippageと呼ばれ,抗がん剤耐性と関連している.当研究室では出芽酵母をモデ)レとして,細胞分
裂期に作用する薬剤による細胞死の機構を検討した(FEBSLett,2010).一方ヒト細胞で　当研究
室で同定した新規分子cAMPをノックダウンした細胞では,細胞分裂期に作用する薬剤による細
胞死が早期に起こることがわかった　このことはCAMPが細胞周期停止時の細胞の生存に関与し
ていることを示唆しており, cAMPの発現量が分裂期に作用する抗がん剤に対する感受性に影響
している可能性についてさらに検討を行っている,
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当該研究分野(旧放射線医学研究部門)は,形憩情報が得られる磁気断層装置(MRI)やCT,
機能情報が得られるポジトロンCT (PET)やSPECTなどの生体画像装置を用いて,形態と機能の
面から病態に迫ることを基本的な研究姿勢としている･さらに,画像を形成する生物学的本質を基
礎的に検討することも重要視している･この方針のもとにヒト脳の仕組みの解明および癌診断法の
開発などの画像医学的研究を行っているが具体的研究テーマは, 1)脳MRIを用いるヒト脳の加
齢に関する研究･ 2)アルツハイマー病など加齢に伴う脳疾患の早期画像診断法の開発, 3) pETに
よる癌診断研究などである.
現在の主な研究
1)ヒト脳の加齢に関する研究
昭和55年にX線cTを用いて脳萎縮を自動的･定量的に計測した論文を発表したこと相当教
室におけるとト脳加齢画像研究のスタートである･その後の画像装置の高性能化,方法論の発展に
ともなって研究は大きく進展している･平成10年から開始した日本人標準脳プロジェクトにより
健常人1,600例の脳MRIを収集し･被験者の背景データとともに大規模画像データベースが完成
した･このデータベースは国内唯一･国外でも有数のものである.現在,約2,700例までデータ数
撒充している･その解析から加齢に伴う脳萎縮は灰白質が主体であること,高血圧,飲酒,肥満
などは脳萎縮を促進することなどを明らかにした･また,同一人の脳MRIを7年間隔で2回撮像
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した縦断研究により, 50歳までの女性の脳萎縮は男性に比べて緩やかであることを明らかにした
最近,脳局所灰白質量や灰白質厚さなどを指標とするグラフ理論に基づく包括的脳ネットワーク解
析の研究が世界的に注目を集めている.当教室は2009年頃からこの最先端のテーマに取組み世界
のトップグ)レ-プに伍して成果を上げつつある.
-
2)加齢に伴う脳疾患の早期画像診断法の開発
老年医学研究分野が主体となって開発を行っている脳内βアミロイド蓄積のPETイメージング
法の開発研究およびその臨床応用研究に参加している. βアミロイドはア)レツハイマ-病の病因と
考えられている.
3) pETによる癌診断研究
pETによる癌診断研究は当教室が世界のパイオニアであり,昭和57年頃から先駆的な研究業績
を積み重ねている(サイクロトロンRIセンターで実施).これらの成果の集大成として昭和60年,
仙台!:おいてPETによる癌診断の国際シンポジウム(PET-85)が松澤大樹前教授の主催で世界
で初めて開催された.さらに,平成6年には第2回のPETによる癌診断に関する国際シンポジウ
ムが福田の主催で行われた.
これらの成果は,学会賞受賞,国際会議-の招請,国際誌-の多数の論文掲載の形で結実してお
り国際的にも評価されている.これらの成果を背景として,福田を中心とする日本核医学会の努力
により, 2002年にはpETによる癌診断が保険診療として採用された　翌年には東北大学病院にも
pETが導入され,現在は,当教室が中心となってPET二台体制でPET検査を行っている.まだ
pETによる癌診断法の新たな展開を目指して,癌診断用の新規標識化合物の開発を行っている.
4)東北大学病院における診療
当教室では臨床研究分野として東北大学病院において放射性薬剤を用いた一般核匠学診断および
pET診断を担当し(加齢核医学科),年間4,000件を越える検査を行っている.まだ　外来におい
ては脳の微小梗塞や虚血性変化,萎縮など脳加齢の画像診断と,これらを加速する危険因子の診断,
コントロー)レを行う脳加齢画像外来を展開している.
2.研究報告
1)著書
1. Fukuda H, Taki Y, Inoue K, Kinomura S, Sato K, Goto R, Okada K, Kawashima 良. Structural
change of the human brain with aglng ln the healthy subjects-a brain magnetic resonance image
(MRI) study. In Yamaguchi T ed, Nano-biomedical Engineering 2009. Proceedings of the
Tohoku Universlty global center of excellence programme･ Global nano-biomedical englneerlng
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nese brain MRI database･ In Yamaguchi T ed, Nano-biomedica一日ngineerlng 2009･ Proceedings
of the Tohoku Universlty g一obal center of excellence programme･ Global nano-biomedical engl-
neerlng education and research network centre : 207-212, 2009.
3･福田　寛･生理学研究からの放射光-の期待･渡辺　誠,佐藤　繁編:放射光科学入門
/イ
14･2 ･4　東北大学出版会: 324-326,2010.
4･福田　寛･生理学研究からの放射光への期待･渡辺　誠,佐藤　繁編:放射光科学入門
14･2 ･4　上海交通大学出版社: 253-255,2010.
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2･ Abe N･ F埴T, Hirayama K, TakedaA･ Hosokai 辛 Ishioka T, Nishio 辛 Suzuki K, ItoyamaY Taka-
hashi S･ Fukuda H･ Mori E･ Do parkinsonian patients have trouble telling lies? The neurobiologl-
cal basis ofdeceptlVe behavior･ Brain 132 : 1386-1395, 2009.
3･ Tateishi U･ Hosono A･ Makimoto A, Nakamoto 辛 Kaneta T, Fukuda H, Murakami K, Terauchi T,
Suga T･ Inoue T, Kin EE･ Comparative study ofFDG PET/CT and conventional imaglng ln the
staging ofrhabdomyosarcoma･ AnnNucI Med23(2).I 155-161, 2009.
4, Inoue K, Okada K, Taki 辛 Goto R, Kinomura S, Fukuda H･ i8FDG uptake associated with CTden-
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(3) : 277-281,2009.
5･ Kaneta T･ Takahashi S･ Fukuda H･ Arisaka Y･ Oriuchi N, Hayashi T, Fujii H, Terauchi T. Tateishi U,
Kubota K･ Hara T Nakamoto 辛 Ki函ma K, Murakami K･ Clinical signmcance ofperfbmlng i8F-
FDG PET on patients with gastrointestinal stromal tumors : a summary ofa Japanese multicenter
study･ AmNucIMed23 : 459-464, 2009.
6･ Nakamoto Y･ Togashi K･ Kaneta T･ Fukuda H･ Nakajima K. Kitajima K, Murakami K, Fujii IT, Satake
M･ Tateishi U･ Kubota K･ Senda M･ Clinica一 value ofwhole-body FDG-PET for recurrent gastric
cancer : A multicenter study･ JpnJClin Onco139(5) : 297-302. 2009.
7･ Ogura T･ Ito H･ Ilida K･ Masuzuka T, Fukuda H, Hatazawa I. Measurement ofcerebral blood flow
by the autoradiographic method with N-isopropy1-4-〔口23〕 iodoamphetamine ‥ comparison ｡f
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2009.
8･ Inoue K･ Okada K･ Kinomura S･ Fukuda H･ A bone marrow F-18 FDG uptake exceeding the 一iver
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-disease. CogBehavNeurol22(2) : 81-88,2009.
10. Takanami K, Kaneta T, Yamada S, Fukuda H, Takahashi S. F-18 FDG PET/CT Endings ofprlmary
carcinoma of the Fallopian tube. Clin NucIMed34(6) : 377-378, 2009.
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casereport. CIinNucIMed35(2) : 83-85, 20IO･
13. Kikuchi A, Takeda A, Okamura N, Tashiro M, Hasegawa T, Furumoto S, Kobayashi M, Sugeno N,
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1.佐藤多智雄,窪田和雄,小野修一,福田　寛. 12年BMIPPの経口投与による胸管シンチグ
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2.福田　寛,瀧　靖之,呉　凱,川島隆太.日本人脳画像データベース解析による止常脳
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3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1)シンポジウム,ワークショップ等
1. Fukuda H, Taki Y, Goteau R, Sato K, Kawashima R : Normal brain aglng and its risk factors-analysIS
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sium on Nanomedicine (ISNM2009-2) , November 4-6, 2009. Okazaki, Japan.
2._　Furumoto S, Shinbo R, Yoshioka T, Nakata E, Ishikawa Y, Twata R, Fukuda H, "SYNTHESIS AND
pRELIMINARY EVALUATION OF [18F]FDM FOR TUMOR IMAGING." 18当ntemational Sym-
posium on Radiophamaceutical Sciences, Edmonton (Canada) , July 12- 1 7, 2009.
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November 29-December 4, 2009.
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4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
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研究会.和光, 2010,9.
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新規前駆体による[18F]FDM合成とその生物学的評価.第49回日本核医学会学術総会.札幌,
2009,10.
3.新保　亮,古本祥三,吉岡孝志,仲田栄子,青野嘉隆,石川洋一,岩田　錬,福田　寛:
求核置換反応を利用したフルオロデオキシマンノース合成法の確立と腫瘍集積性の評価.
日本薬学会第130年会.岡山　2010,3.
5.学会主催等
1.第66回日本核医学会北日本地方会　主催, 2009,ll.6-7
6.その他
受賞歴
1.瀧　靖之,橋爪　寛,佐々祐子,竹内　光,浅野路子,浅野孝平,川島隆太:年齢相応の
脳発達とは?　第68回日本匪学放射線学会総会学会賞金賞. 2009,4.
2. Wu K, Taki Y, Sato K, Goto R, [noue K, Okada K, Kawashima R, Fukuda H. Sex effects on small-
world organization of structural brain networks in young healthy individuals. 12当nternational
symposium of Tohoku University GCOE, Sendai, Japan, Poster Presentation Award, 25-26th March,
2010.
神経機能情報研究分野
担当教授　小　椋　利　彦
こつ
1.研究分野紹介
教　授:小椋利彦
助　教:鈴木孝幸(平成22年10月名古屋大学理学研究科に転出)
助　教:渡邁裕介(平成21年6月採用)
当研究分野は平成6年3月に安井明教授の就任によりスタートした.平成10年には松崎文雄教
授が就任し,神経幹細胞の非対称分裂に関する研究がなされた.平成14年,松崎教授か理化学研
究所発生再生科学総合研究センターに転任し,その後,平成15年小椋利彦が着任して現在に至っ
ている.当研究室では転写因子の機能解析を分子生物学的に行い,その知見を発生生物学の分野に
応用して成果を上げている.肢芽,心臓,中枢神経系をモデルとして,その発生の根本的な原理を
解明することを目的とし再生医療の基盤となる研究を推進している.平成20年9月に木田泰之が
米国ソ-ク生物学研究所に留学後,平成21年6月に減速裕介がフランスのパスツール研究所から
赴任した.
現在の主な研究
当研究室の具体的なテーマとしては以下のようなものがある.
1) Tbx遺伝子群の機能解析
Tbx遺伝子はT-boxをDNA結合ドメインとしてもつ転写因子をコードしている.これに属する
遺伝子は20を超え,大きなファミリーを形成している.この中でも, Tbx5は肢芽,心臓,網膜の
発生に深く関与している.このような転写因子の機能を,発生学,分子色物学的に解析して,組織
形成,臓器形成の基本メカニズムを解明しようとしている.とくに, Tbx5蛋白のco-activatorの単
雛の結果,心筋細胞が発生過程に受ける伸展,勇断応力などの機械的刺激が　このco-activatorの
細胞内局在を変化させてTbx5の転写活性化能を上げることを見いたした.また,このco-activator
はTbx5以外の転写因子も制御することがわかり,発生以外にエネルギー代謝の制御因子であるこ
とも明らかとなった
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2)機械的刺激の受容系,反応系
前述したように,心筋細胞は,心拍による伸展,勇断応力んにつよく影響されて形態形成が進む.
機械的刺激は,心筋細胞以外にも間葉系幹細胞の分化,脂肪細胞の分化,骨形成など-,多様な組織
で重要な働きをしている.この間題を解くため,機械的刺激によって細胞内局在を変化させる蛋白
質を複数同定しだ　このような蛋白は,機械的刺激によって細胞骨格から核内に移動して遺伝子発
現を制御する.加えて,心拍依存的に発現するmiRNAを同定し,ゼブラフィッシュをモデルに機
能阻害実験を行なっている.このような解析から,心拍,血流に起因する機械的刺激は,心臓,ど
くに房室弁の発生に必須であり,また,心筋再生にも関与することが明らかとなった.
2.研究報告
1)総説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J
I
和文
1.サリドマイド催奇性の原因因子の発見　伊藤拓水,安藤秀樹,鈴木孝幸,小椋利彦,山口
雄輝,半田　宏　実験医学　第28巻, 8月号, pp.2115-2118(2010)
2.メカニカルストレスと転写制御　宮坂恒太,木田泰之,小椋利彦　生化学　第81巻,第6号,
pp. 494-501 (2009)
2)原著論文
英文
1･ Gene manlpulation of chick embryos in vitro, EC culture, and long suⅣival in transplanted eggs.
Tanaka ∫, Harada H, Ito K, OguraT, Nakamura H. Dew. GrowlhDF'Her 52, 629-634 (2010).
2･ Expression and prol蒔ration-promotlng ro一e of Diversin in the neuronally commi的d precursor cells
mlgratlng ln the adult mouse brain･ Makiko lkeda, Yuki Hirota, Masanori Sakaguchi, Osamu
Yamada, Yasuyuki S･ Kida, Toshihiko Ogura. Takanobu Otsuka, Hideyuki Okano, Kazunobu
Sawamoto Stem Cells 28, 2017-2026 (2010)
3･ PIanar polarlty Ofmulticiliated ependymal cells involves the anterior mlgration ofbasal bodies regu-
1ated by non一muscle myosin lL Yuki Hirota, Alice Meunier, Shihhui Huang, Togo Shimozawa,
Osamu Yamada, Yasuyuki S Kida, Masashi lnoue, Tsubasa lto, Hiroko Kato, Masanod Sakaguchi,
Takehiko Sunabori, Nasa-aki Nakaya, Shigenori Nonaka, Toshihiko Ogura, mdeo Higuchi, Hideyuki
Okano, Nathalie Spassky, Kazunobu Sawamoto Development 137, 3037-3046 (2010)
4･ Iden捕cation ofa Primary Target ofThalidomide Teratogeniclty･ Takumi lto, Hideki Ando, Taka-
yuki Suzuki, Toshihiko Ogura, Kentaro Hotta, Yoshimasa Imamura, Yuki Yamaguchi, Hiroshi Handa
science 327, 1345-1350 (2010) (ResearchArticle)
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3.国際学会･海外での講演およびセミナー
特別講演,シンポジウム,ワークショップ
I.日仏発生生物学会ジョイントシンポジウム(2010年5月25日～28日,パリ)
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ
1.日本発車星物学会(2010年6月21日～23日,京都)
2.日本生物物理学会(2010年9月20日～22日,仙台)
3.日本血管生物医学会学術集会(2010年12月1日～3日,大阪)
4.フロンティア生命化学研究会シンポジウム(2011年1月7ロー8日,仙台)　)
5.日本分子星物学会ワークショップ(2010年12月7日～10日,神戸)
など
2)一般演題
特に異分野との共同研究に基づく演題を列挙する.
1.武田　孟,八幡慎太郎,清水正宏,宮本浩一郎,宮坂恒太,浅野豪文,吉信達夫.八尾　寛,
小椋利彦,石窯章夫
機械刺激応答を活用した筋細胞アクチュエータの自己組織的創成
第11回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会(sT2010)
2.武田　孟,八幡慎太郎,清水正宏,宮本浩一郎,宮坂恒太,吉信達夫,小椋利彦,石黒草
夫
機械刺激応答を活用した筋細胞マイクロアクチュエータの開発
ROBOMEC2010講演会
3.武田　孟,八幡慎太郎,清水正宏,宮本浩一郎,宮坂恒太,浅野豪文,吉信達夫,八尾　寛,
小椋利彦,石窯章夫
機械刺激応答を活用した筋細胞アクチュエータの高効率生成
第28回　日本ロボット学会　学術講演会
神経機能情報研究分野(今居研究室)
担当教授　小　椋　利　彦
1.研究分野紹介
准教授:今居　　譲(テニュア･トラック教員)
当研究室は,文部科学省が進める若手研究者の自立的研究環境整備促進プログラムの一環として,
平成18年3月より先進フロンティア棟(旧MRI-CT棟)内に開かれた　分子遺伝学･生化学･細
胞生物学･分子生物学的な手法を用いて,加齢を危険因子とする神経変性疾患の病理メカニズムの
I
解明に向けた基礎研究を行っている.加齢依存的な神経変性を迅速に評価し,かつ神経変性疾患関
連遺伝子と相互作用をする遺伝子群をゲノムワイドにスクリーニングするために,疾患モデル動物
として主にショウジョウバエを用いている.
現在の主な研究
1)晩発性遺伝性パーキンソン病原因遺伝子LRRK2の変異によるドーパミン神経変性メカニズ
ムの解析
･遺伝学的スクリーニング
パーキンソン病原因遺伝子産物LRRK2は, GTPaseドメインとキナ-ゼドメインを含む複雑な
ドメイン構造をもつタンパク質である.このタンパク質にアミノ酸変異が入ることにより,晩発性
(50-65歳)優性遺伝形式をとる中脳異質ドーパミン神経の変性･欠落が起こる.しかしその病理
メカニズムは不明である.このメカニズムを明らかにするために,疾患型のアミノ酸変異を導入し
たパーキンソン病モデ)レショウジョウバエを作製した.これを用いてLRRK2と遺伝的相互作用が
ある遺伝子群をスクリーニングし, LRRK2シグナ)レの生理的･病理的役割を明らかにする.成果
の疾患との関係の妥当性は患者由来のiPS細胞および初代神経培養を用いて評価する.
･生化学的スクリーニング
LRRK2結合タンパク質およびその結合タンパク質の網羅的同定とモデルショウジョウバエを用
いた機能的スクリーニングにより,分子レベ)レでLRRK2シグナル制御を明らかにする.
2)若年性遺伝性パーキンソン病原因遺伝子pINKl, Parkinの変異によるドーパミン神経変性
メカニズムの解析
パーキンソン病原因遺伝子産物pINKlはミトコンドリアに局在するキナ-ゼであり, parkinは
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ユビキチンリガーゼである.これらの機能損失により若年性(30-40歳)の中脳異質ドーパミン
神経変性が起こる. pINKl, parkinはショウジョウバエにおいて遺伝的相互作用があり,エビスタ
シス解析によりpINKlがparkinの上流に位置することが示唆されている. PINKl結合分子の網羅
的同定とモデル動物による機能的スクリーニングにより, pINKl-Parkinシグナ)レ伝達の生理的･
病理的役割およびpINKlがparkinの機能を制御する分子メカニズムを明らかにする.
以上の研究により得られた成果がパーキンソン病の早期バイオマーカー,治療法･予防法開発に
貢献することを目指す.
2.研究報告
1)著書･総説　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
I
I. lmai. Y : Dysregulation ofmicroRNA一mediated translational repression is involved in neurodegen-
eration in aDrosophila model ofParkinson's disease. Bulletin 75 : 39-56 (201 I)
2.今居　譲: ｢遺伝性パーキンソン病発症の分子基盤｣ブレインサイエンス･レビュー　伊藤
正男III合述史編, 185-204 (2011)
3.今居　譲: ｢パーキンソン病原因遺伝子研究の進展｣最新医学第65巻4号: 799-805(2010)
4.今居　譲: ｢遺伝性パーキンソン病原因遺伝子研究の新展開｣実験医学増刊号第28巻5
号: 172-178 (2010)
5.今居　譲: News&HotPaperDigest ｢小腹体を形作るGTPaseと運動ニューロンの変性｣実
験医学第27巻18号: 2978-2979 (2009)
6.今居　譲,高橋良輔:遺伝性パーキンソン病研究の最前線:分子標的治療にむけて, Bra励
andNeWe第61巻8号: 903-913 (2009)
2)英文論文
1. lmai. Y.*. Kanao. T.*, Sawada, T., Kobayashi. Y., Moriwaki, Y., lshida, Y., Takeda. K.. [chijo, H.. Lu,
B･, Takahashi, R∴ The Loss ofPGAM5 Suppresses the Mitochondrial Degeneration Caused by lnac-
tivation of PINKl in Drosophila. PLoS Genet. e1001229 (2010). *These authors contributed
equally to this paper.
2. Nagao, Y,哩, Matsui, J., Ogawa, T., Miyashita, T∴ Proton transpon prope証es ofpoly(aspa血
acid) With different average molecularweights. J. Chem. Thermodyn. 43 : 613-616 (2010).
3. Kanao, T., Venderova, K., Park, DS., Unterman, T., Lu, B., Imai. 辛 : Activation ofFoxO by LRRK2
induces expression ofproapoptotic proteins and alters survival ofpostmitotic dopaminerglC neurOn in
Drosophila. HumMoI Genet. 19 : 3747-3758 (2010).
4･ Gehrke, S･, lmai, Y･, Sokol, N･, Lu, B∴ Pathogenic LRRK2 negatively regulates microRNA-medi-
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ated translational repression. Nai〟re. 466 : 637-641 (2010).
5･ Ⅵnderova･ K･, Kabbach, G･･ Abdel-Messih, E･, Zhang, Y, Parks, R･, Imai, Y, Gehrke, S･, Ngsee, J･,
LaVoie･ M･･ Slack, R･, Rao, Y, Zhang, Z･, Lu, B･, Hague, E･, Park, D∴ Leucine-rich repeat kinase
interacts with Parkin. DJ-1 and PINK-I in a Drosophila melanogaster model of Parkinson's disease.
H〟mMoIGenet 18 : 4390-4404 (2009).
各つ
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1)シンポジウム,ワークショップ等
l･ Imai･ Y･･ Pathogenic mechanisms in familial t'orms of Parkinson's disease revealed by Drosophi/a
models･ "MicroRNAs in Neurodegenerative diseases'' The 3rd International Symposium ofNeu-
rodegeneration Control Research Center. Seoul, Feb. 201 1 (招待講演)
)
2)一般演題,ポスター等
1･ Sawada, T･, Kanao･ T･, Kobayashi, Y･, Takahashi, R･, Imai, 辛 : The HECT-type ubiqultin ligase
HUWEl mediates the stability ofPINKl･ 3°d Asian and Oceanian Parkinson･s Disease and Move-
ment Disorders Congress, hipei, Mar･ 201 1
2･ Venderova, K･, Kabbach, G･, Abde1-Messih, E･, Zhang, Y., Parks, R., Lmia主_Y., Gehrke, S., Ngsee, ∫.,
LaVoie･ M･･ Slack･ R･･ Rao･ Y･･ Lu･ B･･ Haque, E･, Park, D･ : Interactions ofLRRK2 in a DrosophL･la
model ofParkinson-s disease･ Society for Neuroscience 391h annual meetmg, Chicago出Oct. 2009
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1･ Imai, Y. Kanao, T･, Sawada, T･, Kobayashi, Y, Moriwaki, Y, Ishida, 辛, Takeda, K., Ich蒔H., Lu, B.,
Takahashi･ R･ : The Loss of PGAM5 Suppresses the Mitochondrial Degeneration Caused by Tnacti-
vationofPINKl inDrosophila.第33回日本分子生物学会年会･第83回日本生化学会大会
合同大会　ワークショップ　神戸, 2010年12月
2･ Kanao･ T･･ Sawada･ T･･ Davies, SA･, Moriwaki, Y,嶋kahashi, R･ Imai. Y∴ Nitric oxide signal modu-
lates FoxO's activlty and alters dopaminerglC nuerOn Survival and motor activlty in Drosophila･ *人･人一
33回日本分子生物学会年会･第83回日本生化学会大会合同大会　ワークショップ　神戸,
2010年12月
3.今居　譲　グローバルCOEセミナー｢ショウジョウバエパーキンソン病モデルを用いた
LRRK2シグナルの解析｣京都大学(京都) 2010年3月(招待講演)
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4. Kanao,_T., Venderova, K., Park, DS., Lu, B., I址: LRRK2 phosphorylates FoxO and alters dopa一
minergicneuronsurvival inDrosophila･第32回日本分子生物学会年会ワークショップ　横
浜, 2009年12月
5.今居　譲　第22回生命科学青葉山セミナー｢モデ)レ動物を用いたパーキンソン病の研究～
遺伝性パーキンソン病発症機序解明-のアプローチ～｣東北大学(仙台) 2009年5月
2)一般演題,ポスター等
1.長尾祐樹,今居　譲,松井　淳,小川智之,宮下徳治‥ DPdependenceoftheprotonconduc-
tivity for proton-conductivity-enhanced poly (aspa而acid)･日本化学会第91春季年会口演･
横浜, 2011年3月
2.塾生己L Kanao, T., Sawada, T., Kobayashi, Y･, Moriwaki, Y･, Ishida, Y･, Takeda, K･･ Ichijo･ H･･ Lu, B･,
Takahashi, R. : The Loss of PGAM5 Suppresses the MitochondriaJI Degeneration Caused by lnacti-
vation ofPINKl in D,osophil｡.第33回日本分子生物学会年会･第83回日本生化学会大会合
同大会　ポスター,神戸, 2010年12月
3. Kanao, T., Sawada, T., Davies, SA., Moriwaki, Y., Takahashi, R･,吐‥ Nitric oxide signal modu-
Iates FoxO･s a.tivity and alters dopaminergic nueron survival and motor activity in Drosophila･ a
33回日本分子生物学会年会･第83回日本生化学会大会合同大会　ポスター,神戸, 2010
年12月
4. Sawada, T., Kanao, T., Kobayashi, Y., Takahashi, R･, !址: Identincation of Mule as a candidate
ubiquitin ligase ofPINKl･第33回日本分子生物学会年会･第83回日本生化学会大会合同大
会　ポスター,神戸, 2010年12月
5.澤田知世,金尾智子,小林芳人,高橋良輔,今居　譲:pINKlのユビキチンリガーゼ候補
としてのMul｡/Huwelの解析.平成22年度Movement Disorder Society Japan学術大会　ポス
ター,神戸, 2010年10月
6. Sawada, T., Kanao, T., Kobayashi, Y., Takahashi, R.,上里吐¥ ‥ Regulation of the PTNKI signaling by
amitochondrialprotein PGAM5･第33回日本神経科学大会口演,神戸, 2010年9月
7. Kanao, T., Ⅵnderova, K., Park, DS., Lu, B.,吐呈出‥ LRRK2 phosphorylates FoxO and alters dopa一
minergicneuronsurvival inDrosophila･第32回日本分子生物学会年会　ポスター･横浜･
2009年12月
8.哩, Kanao, T., Ⅵnderova, K･, Park, DS･, Lu, B∴ Phosphorylation ofFoxO by LRRK2 a耽cts
the maintenance ofdopaminergic neurons inDrosophila･第32回日本神経科学大会口演･名古屋,
2009年9月
9.澤田知世,今居　譲,服部信孝,北山滋雄,高橋良輔‥ AnalysisofPael-Rcomplexcompo-
nentsasparkinsubstrat｡S.第32回日本分子生物学会年会ポスター,横浜, 2009年12月
10.澤田知世,今居　譲,服部信孝,北山滋雄,高橋良輔: parkinの基質としてのPael-R複合
体の解析.第32回日本神経科学大会口演,名古屋, 2009年
脳機能開発研究分野
担当教授　川　島　隆　太
1.研究分野紹介
教　授:川島　隆太(莱)
准教授:杉浦　元亮, RIERAJorge,月溝
助　教:横山　　悟,菅野　彰剛
莱
当研究分野は平成18年4月に設置され,川島が赴任し現在に至っている,様々な脳機能測定手
法を用いて,ミクロからマクロまで様々なレベルで脳の動作原理の解明を目指すと兵に,その研究
成果の社会還元を目指している.ミクロレベルでは大脳皮質における局所神経細胞群,循環･代謝
の仕組みを解明する脳ダイナミクス研究,マクロレベルでは脳局所情報処理モジュー)レの組み合わ
せによって,人間らしい複雑な心の働きや言語処理の仕組みを解明する脳機能イメージング研究,
社会還元としては脳科学の知識や技術を教育や福祉に応用する脳機能開発研究を展開している.脂
機能開発研究は,平成22年4月の新設された応用脳科学研究分野において継続されている.
現在の主な研究
1)脳ダイナミクス研究
最新鋭の2光子顕微鏡や多チャンネル神経細胞活動記録装置を用いて,大脳皮質における局所神
経細胞群,循環･代謝系のダイナミクス解明およびモデ)ングに取り組んでいる.これまでに神経一
血管結合系のダイナミクスを記述する順モデルを開発し,それぞれの活動に基因する脳イメージン
グ手法の時空間的関連性を説明する事に成功した　現在は, 3次元多チャンネル細胞外電極を用い
た大脳皮質局所電位計測法と,局所電位から細胞群の体積的活動を読み取るための電流源密度推定
演,および多相因子分析法を組み合わせた解析法を確立し,時間･空間･周波数領域における局所
神経細胞群活動のより詳細な特性の解明を目指している.
2)認知脳科学研究
主に高磁場MRI装置を利用して,人間らしい複雑な心の働きを,脳局所情報処理モジュールの
組み合わせに還元する,システム脳機能イメージング研究を行っている.多数の研究者が様々な背
景･視点から,人間の心の多様な働きに多面的にアプローチしている.なかでも,人物の記憶の様々
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な側面について,記憶内容がどのように収納され,必要に応じてどのように統合されるかについて,
研究実績を挙げて来た.現在は,これをさらに現実的な社会的状況や行動選択の脳メカニズムの研
究に発展させるとともに,工学･臨床･教育への応用研究にも着手している.
3)言語脳科学研究
主に高磁場MRI装置を利用して,人間の脳内における言語処理メカニズムの解明,及びその知
見を援用した言語学習システムの開発を目的とした研究を展開している.これまでに,実験的に被
験者の言語処理過程を統制し,その時の脳活動データから,母国語と外国語の処理メカニズムを解
明し,多数の業績を挙げてきた.この研究をさらに発展させつつ,現在は,逆にこれらの知見を応
用し,脳機能データから被験者の言語処理能力を推定･評価したり,これに基づいたフィードバッ
クにより教育促進を図るシステムの開発も目指している.
4)脳機能開発研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,
牒科学の研究成果を産学連携研究によって社会実装する社会技術研究を展開している･これ声で
に,大脳の前頭連合野を活性化し,その機能を維持･向上させる非薬物療法(学習療法)理論を開
発した.実際に高齢者を対象とした実用システムを開発し,全国で認知症患者の前頭連合野機能改
善,認知症症状緩和･改善や,健常高齢者の脳機能を維持･向上,認知症の予防といった実績を挙
げている.現在,欧米やアジア各国でも学習療法の共同研究がはじまりつつあり,同時に新しい応
用方法や対象の開拓も進めている.さらに,脳科学の成果をまた別の側面で応用する様々な研究も
精力的に模索している.
2.研究報告
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play movement compatibility : A neuroimaglng Study. Lecture Notes in ArtiHcial Intelligence,
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4. Sugiura M, Wakusawa K, Sekiguchi A, Sassa 辛 Jeong H, Horie K, Sato S, Kawashima R･ Extrac-
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MRI study. Human Brain Mapping, 30(8) : 2678-2688, 2009.
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study. Neuroscience Letters, 463 : 1-5, 2009.
6. Sugiura M, SassaY Watanabe ∫, Akitsuki 辛 Maeda 辛 Matsue 辛 Kawashima R･ Anatomical segre-
138　　脳科学研究部門
gation of representations of personally familiar and famous people in the temporal and parietal
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3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1･ _ Tachibana 辛 Akitsuki 辛 Kawashima R. Cooking with children enhances matemal and child mental
health : A randomized controlled trial. Annual Conf:erence of Association of Matemal and Child
Health Program, Chicago, USA, Feb 2009 (poster).
2. Jorge Riera (Speaker), Takakuni Goto, B面eu Ka由H, Jimenez JC, Morito R, Kawashima R.
Microscopic conductivity pron1e lrn the cerebral cortex of Wistar rats. Europe Tour (February 5th-
19th,2009).
3･ Kawashima R･ Neuroscience and smart aglng･ NeurologlCal Restoration 2009, Havana, Cuba,
March 2009 (Invited).
4･ Sugiura M, Funayama R, SassaY Jeong H, Wakusawa K, Horie K, Sato S, Kawashima R. Whoto
marry or to choose as a mend? : E紀ct of source information and social context on the brain mecha-
nisms of person-pref:erence judgment･ 16th Annual CognltIVe Neuroseience Society Meetlng, Sam
Francisco, USA, March 2009 (Poster).
5･ Takュ 辛 Wu K, Kawashima R, Fukuda H. Correlation between global gray and white matters volume
and age in Japanese children. Asia Pacmc Association for Biomechanics Conference, Christchurch,
New Zealand, April 2009 (ora一).
6･ Tsukiura T, Mano 辛 Sekiguchi A, Yomogida 辛 Hoshi K, Kambara T, Takeuchi H, Sugiura M,
Kawashima R･ Roles of the anterior temporal reglOnS in the success請l encoding of memory for per-
son identlty infbrmation･ 15th Annual Meetlng Ofthe Organization for Human Brain Mapplng, Sam
Francisco, USA, June 2009 (poster).
7･ Hashizume H, Taki 辛 Sassa 辛 Asano M, Asano K, Takeuchi H, Lee M, Kawashima R. Develop一
mental change of brain activation during Go周oGo task with wide age range･ 15th Annual Meeting
ofthe Organization for Human Brain Mapping, Sam Francisco, USA, June 2009 (poster).
8･ Takeuchi H, Taki Y, Sassa Y, Hashizume H, Sekiguchi A. Fukushima A, Kawashima R. Intensive
adaptlVe trainlng Of working memory enhances non-trained working memory and deactivates the
default mode network during non-trained working memory tasks･ 15th Annual Meetlng Ofthe
Organization for Human Brain Mapping, Sam Francisco, USA, June 2009 (poster).
9･ Miura N, Sugiura M, Takahashi M, Miyamoto A, Kawashima R. The e鴨ct of emotional valence
and body stmcture on emotional empathy to humanoid robot : an fMRI study･ 15thAnnual Meeting
ofthe Organization for Human Brain Mapping, Sam Francisco, USA, June 2009 (poster).
10. Jeong H, Sugiura M, Sassa 辛 Hashizume H, Kawashima R. Co証cal Mechanisms ofCommunica-
tive speech Production in Second language. 15th Annual Meetlng Of the Organization for Human
Brain Mapping, Sam Francisco, USA, June 2009 (poster).
11･ Kawashima R･ How to keep yourbrain and mind young. Brain in Motion 09, Sam Sebastian,
spain, June 2009 (Invited).
12･ Kawashima R･ Does riding motorcycle achieve sman aglng?〟 Brain in Motion 09, Sam Sebastian,
Spain, June 2009 (Invited).
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13･ Yokoyama S,嶋kahashi K, Yoshimoto K, Kawashima R. Categorization system oflanguage speak-
ers by utilizlng fMRI data during language comprehension. The annual meeting Of the cognltlVe
science society, Amsterdam, the Netherlands, July 2009 (Poster).
14. Kambara T, Yokoyama S, Takahashi K. Miura N, Miyamoto T, Takahashi D, Sato S, Kawashima R.
Contribution of the bilateral middle temporal gyrl tO the processing Of lexical categories. The
annual meeting of the cogpitive science society･ Amsterdam, the Netherlands･ July 2009 (Poster) ･
15. Takahashi K, Yokoyama S, Kambara T, Yoshimoto K, Kawashima R. The distance eff-ect ofhead-
Complement dependency ln Sentence acceptability. The annual meetlng Of the cognltive science
society, Amsterdam, the Netherlands, July 2009 (Poster).
16･ Hoshi K, Yokoyama S, Hashizume H, Jeong H,嶋kahashi K, Kambara T, Ogawa T, Kawashima R.
Di鴨rent brain activity during non-speech sound processing between good and poor L2 1eamers of
pronunciation : an MRI study: The annual meetlng Ofthe cognltlVe SCience society, Amsterdam,
the Netherlands, July 2009 (Poster).　　　　　　　　　ノ
17･ Kawashima R･ Bridges between neuronimaglng and society･ The 8th Biennial Me9tlng Ofthe
Society fbr Applied Research in Memoly & Cognition, Kyoto, Japan, July 2009 (Keynote).
18･ Sugiura M, YomogidaY Mano 辛 KambaraT, SekiguchiA, Tsukiura T, Kawashima R. Anatomy of
episodic context : distinct neural bases for item-roles and item-integration. Society for Neurosci-
ence 39th annual meeting, Chicago IL, US, October 2009 (poster).
19. Tsukiura T, Sekiguchi A, Yomogida Y, Nakagawa S, Akitsuki Y Taki Y, Kawashima R. Effects of
aglng On anterior temporal and hippocampal activations durlng SuCCeSSmI retrieval of memory for
person identlty info-ation･ Society for Neuroscience 39th Annual Meetlng, Chicago, USA, Octo-
ber 2009 (Poster).
20･ Mano 辛 Sugiura M, Tsukiura T, Yomogida Y, Jeong H, Sekiguchi A, Akitsuki 辛 Kawashima R.
Neural correlates of social interaction and concem for other person in episodic memory : An fMRI
study. Society for Neuroscience 39th Annual Meeting, Chicago, USA, October 2009 (Poster).
21･ Tachibana 辛 FukushimaA, Akitsuki 辛 Saito H, Yoneyama S, Ushida K, Yoneyama S, Kawashima R.
Encouraglng Mother-Child Play Improves Maternal and Child Mental Health as well as Child Cognl-
tive Development : A Randomized Controlled Trial. The 56th annua一 meeting OfAmerican Acad-
emy ofChild and Adolescent Psychiatry, Honoruru, USA, October 2009 (poster).
22･ Sugiura M･ Multi-Layered Model ofSelf: A Functional Neuroimaglng Perspective. Intemational
Symposium : New Frontiers in Social CognltlVe Neuroscience, Sendai, Japan, Nov･ 2009･
23･ Tsukiura T. B的cts of Face-Based Social Signals on Face Memory Processes. International
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Social interaction in episodic memory : an fMRI study. Intemational Symposium : New Frontiers
in Social CognltlVe Neuroscience, Sendai, Japan, Nov. 2009.
25. Kutsukake M, Akitsuki 辛 Sugiura M, Tsukiura T, Kawashima R. Neural bases ofaltruistic
motivation : an MRI study･ Intemational Symposium : New Frontiers in Social CognltlVe Neuro-
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mg arithmetic problems･ 18th European Congress of Psychiatry, Munich, Germany, Mar 2010
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27･ Sugiura M, Sassa Y. Jeong H, Wakusawa K. Kawashima R･ Self-t'ace recognltion and social
context･ 17th Annual Meeting Of Cognltive Neuroscience Society, Montreal, Canada, April 2010
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28･ SumlyOShi A, Ogawa T, Kawashima R, Riera JJ. Combining EEC and fMRI data丘om a Wistar
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f:or responses" durlng COmmunication : an fMRI study･ 16th Annual Meetlng Of the Organization
for Human Brain Mapping, Barcelona, Spain, June 2010 (poster).
32･ Sugiura M, Yomogida 辛 Mano 辛 Sassa 辛 Kambara T, Sekiguchi A, Kawashima R. Implicit and
explicit processlng Of social slgnals. 16th Annual Meeting Ofthe Organization for Human Brain
Mapping, Barcelona, Spain, June 2010 (poster).
33. Kawana 辛 Yokoyama S, Tsukiura T, Kambara T,嶋kahashi K, Kawashima R. Contribution of The
Temporal Pole to Inducing A鴨ctive Responses in Humor Appreciation. 16th Annual Meetlng Of
the Organization for Human Brain Mapping, Barcelona, Spain, June 201 0 (poster).
34･ Shigemune 辛 Tsukiura T, Kambara T, Kawashima R. E挽cts of reward and punishment on neural
activations during success請l encoding of source memory. 1 6th Annual Meeting Ofthe Organization
For Human Brain Mapping, Barcelona, Spain, June 2010 (Poster).
35･ Miura N, Akitsuki 辛 Sekiguchi A, Kawashima R. Co証cal activlty With reHexologlCal stimulation
is una耽cted by pseudo infbmation : An MRS study. 16th Annual Meeting Ofthe Organization for
Human Brain Mapping, Barcelona, Spain, June 201 0 (poster).
36･ Takahashi M, Sato H, Hosseini H, Tsukiura T, Kawashima R･ fMRI study on the estimation oflevel
of cognltlVe load on working memory･ 16th Annual Meetlng Ofthe Organization I:or Human Brain
Mapping, Barcelona, Spain, June 2010 (poster).
37･ Yusa N, Kin J, Koizumi M, Sugiura M, Yamaguchi S, Yokoyama S, Takahashi K, Mano 辛 Cれoy
Kawashima R･ The Impact ofSocial Interaction on the Post-Pubeny Second Language AcqulSition
or Syntax･ 16th Annual Meeting Ofthe Organization for Human Brain Mapping, Barcelona, Spaln,
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June 2010 (poster).
38･ Kutsukake M･ Akistuki 辛 Sugiura M･ Tsukiura T, Kawashima R･ Familiarlty With the target of
altruistic behavior a鴨cts altruistic motivation : an MRI study･ 16th Annual Meetlng Ofthe Orga-
nization l'or Human Brain Mapping, Barcelona, Spain. June 2010 (poster).
39･ Rieko Hatanaka, Tsubasa Ohashi･ Takammi Uchida･ Jorge Riera, Ryuta Kawashima･ Change of
astrocytic Ca2+ activlty ln aglng and AIzheimer･s disease･ The 29th Naito Conference, Glia world -
Dynamice請nction ofglial cells in the brain - , Hayama, Japan, Oct 2010 (poster)
40･ Tsukiura T, Shigemune 辛 Nouchi R, Kambara T, Kawashima R･ Insular and hippocampal contribu-
tions to memory for faces with nrst impression of badness･ Society for Neuroscience 40th Annual
Meeting, Sam Diego, USA, November 2010 (Poster).
41･ Suglura M, ‰mogidaY Mano 辛 Sassa 辛 Kambara T, Sekiguchi A, Kawashima R･ From eye一gaze
detection to mentalizlng : Connectivlty analysts using lnterSubject variation in activation. Society
Eor Neuroscience 40th Annual Meeting, Sam Diego, USA,'November 201 0 (Poster).
42･ Sugiura M･ Attentional modulation during selrrecognition･ Symposium : Attention and Cogni-
tion, Sendai, Japan, September 2010 (Oral).
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1･川島隆太.脳を科学する.千葉県歯科医師大会,千葉, 2009.2 (基調講演).
2･川島隆太･脳を知り,脳を鍛える.日本大学平成21年度春季公開講座,東京,2009.5 (講演).
3･ Kawashima R･ Bridges between Neuroimaglng and Society･ The World Conference on lntellec-
tual Capital for Communities, Fim Edition, Paris, France, May 2009 (Key Note).
4･川島隆太･早寝早起き朝ご飯の大切ざ第50回全国栄養教諭･学校栄養職員研究大会,札幌,
2009.8 (特別請潰).
5･川島隆太･脳の発達と読書.わくわく子ども読書キャンプ(文字･活字文化推進機構),大津,
2009.8 (講演).
6･川島隆太･脳を知り,脳を育み,脳を鍛える.第57回日本pTA全国研究大会,利府,
2009.8 (特別講演).
7･川島隆太･脳の働きと朝ご飯.子どもの生活習慣づくりフォーラム(文部科学省),岐阜,
2009.10 (特別請潰).
8･ Iii島隆太･スマートエイジングー脳を知り脳を鍛える.第20回日本臨床徴年物学会総会,
仙台, 2009.1 (特別講演).
9･川島隆太･脳機能イメージングを用いた小児の脳発達の研究.第32回日本脳神経cT学会
総会,京都, 2009.3 (教育講演).
10･川島隆太･脳科学から新産業を創生する.第68回日本医学放射線学会総会,横浜,2009.4(特
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別講演).
ll.川島隆太.脳科学と社会.第63回国立病院総合医学会,仙台, 2009.10 (特別講演).
12. _月浦　崇.他者認知における顔の魅力と人間性の判断に関する神経基盤.第7回日本認知
心理学会大会,東京, 2009.7 (シンポジウム講演).
13.月浦　崇.脳機能画像研究からみた出来事記憶の神経基盤.第56回日本麻酔科学会学徒集会,
神戸, 2009.8 (シンポジウム講演).
14.月浦　崇.顔と名前の連合記憶を担う脳内機構の解明.第73回日本心理学会大会,京都,
2009.8 (受賞講演).
15.川島隆太.脳科学と社会.第63回国立病院総合医学会,仙台, 2009.10 (特別講演).
16.月浦　崇.記憶と脳.宮城県歯科匪師会創立100周年記念　第10回東北大学病院医学講座,
仙台, 2009.3 (講演).
17.横山　悟.ことばと脳.宮城県歯科医師会創立100周年記念　第10回東北大学病院匪学講磨,
仙台, 2009.3 (講演).　　　　　　　　　　　　　　　　　　,
"18･月浦　崇･高度不飽和脂肪酸の摂取が高齢者の高次脳機能に与える影響･第5回必須脂肪
酸と健康研究会,大阪, 2009.8 (講演).
19.杉浦元亮. 4つの｢自己｣ ～脳機能イメージング研究からの提案.第9回精神疾患と認知機
能研究会,東京, 2009.ll (特別講演).
20.杉浦元亮.自己･他者の脳イメージング研究から見た言語.日本言語学会第141回大会,
仙台, 2010.ll (公開シンポジウム).
21.立花良之.親子の遊びを用いだ　脳と心を育む母子保健プログラムについて.第30回仙台
子どものこころ研究会,仙台, 2010.2 (講演).
22.立花良之.発達障害児の児童期における問題-の対応　一児童思春期精神科医の立場から
～.平成21年度第4回発達障害児特別支援教育保護者研修講座(東北福祉大学特別支援教
育研究センター),仙台, 2010.2 (講演).
23.横山　悟.言語学習･言語使用の脳機能研究一入門から最新の知見まで-.国際教養大学
専門職大学院,グローバルコミュニケーション実践研究科,日本語教育実践領域公開講演
会(招待講演).
24.関口　敦.情動制御と脳科学一心埋療法-の活用.医療心理士ワークショップ　第51回日
本心身医学会総会,仙台, 2010.6 (教育講演).
25.月浦　崇.謝意と学習の脳機能イメージング研究.第15回睡眠科学研究講座,名古屋,
2010.7 (教育講演).
26.月浦　崇.魅力的な顔を記憶する:脳機能イメージング研究から.東北厚生年金病院院内
講演会,仙台, 2010.7 (招待講演).
27.重宗弥生.金銭的な報酬と罰が文脈記憶の記銘に与える影響.第10回生理学若手サマース
クール,東京, 2010.9(トラベルグラント受賞者口頭発表).
28.月浦　崇.憶えることと思いだすこと.脳の画像と医学,哲学,心理学,学都仙台コンソー
シアムサテライトキャンパス公開講座,仙台, 2010.10 (講演).
29.杉浦元亮.自己はどこから生まれるか.脳の画像と医学,哲学,心理学,学都仙台コンソ-
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_　シアムサテライトキャンパス公開講座,仙台, 2010.10 (講演).
30.杉浦元亮.自己顔認知の神経基盤:身体性と非他者性.京都大学霊長類研究所共同利用研
究会｢社会･報酬･経済と脳｣,犬山　2010.ll (講演),
2)一般演題,ポスター等
1.菅野彰剛,中里信和,岩崎真樹,長嶺義秀,藤原　悟,冨永悌二, Ii嶋隆太.外傷後遷延
性意識障害例における脳波と脳磁図の轍波検出度.第19回日本意識障害学会,下関,
2010.7 (口演).
2.菅野彰剛,中里信和,岩崎真樹,長嶺義秀,冨永悌二, III島隆太.外傷後遷延性意識障害
例における脳磁図･脳波の藤波検出感度の違い.第25回日本生体磁気学会大会,柏市,
2010, 7 (口演).
3.菅野彰剛,中里信和, I旧頼哲明,長嶺義秀,川島隆太.聴覚定常状態誘発磁界反応の臨床
応用一遷延性意識障害者における聴覚残存機能評価-.第12回日本ヒト脳機能マッピング
学会,東京, 2010.7 (シンポジウム).
4･重宗弥生,月浦　崇,神原利宗,川島隆太. E鴨ctsofmonetaryrewardandpunishmenton
neural activations during successml retrieval of source memories.第33回日本神経科学大会,神
戸, 2010.9 (口演).
5.後藤大部,小川剛史, JorgeRiera,川島隆太.ラット体性感覚野の幾何学的特性および電気
伝導率分布を考慮に入れた電流密度源解析法.第33回日本神経科学大会,2010.9(ポスター).
6･ Riera ∫, Goto T, Ogawa T, SumlyOShi A, Nonaka H, Kanno A, Rose K, Miyakawa H, Kawashima R･
A critical view of the dipolar model in the neocortex･ Joint conference of the 33rd Annual Meetlng
ofthe Japan Neuroscience Society, Sep 2010 (Poster).
7･ SumyoshiA, OgawaT, Kawashima R, RieraJJ･ Simultaneous EEC and MRI recording ln rOdents･
第14回酸素ダイナミクス研究会,東京, 2010.9 (ポスター).
8.月浦　崇,重宗弥生,神原利宗,関口　敦,蓬田華人,中川誠秀,秋月祐子,瀧　靖之,
川島隆太. Age-related di鴨rences in brain activity during success請1 encoding of memory for per-
sonidentityim'mation.第33回日本神経科学大会,神戸, 2010.9 (ポスター).
9.重宗弥生,月浦　崇,神原利宗,川島隆太.金銭的な報酬と罰が文脈記憶の記銘と想起に
与える影響.日本心理学会第74回大会,大阪, 2010.09 (ワークショップ).
10.杉浦元亮,蓬田幸人,間野陽子,佐々祐子,神原利宗,関口　敦,川島隆太.側頭頭頂領
域における視覚的社会情報処理の機能解剖.第33回日本神経科学会,神戸, 2010.9 (ポス
ター).
ll.菅野彰剛,岩崎真樹,神　一散,中里信和,川島隆太.頭皮脳波における追加電極に関す
る提言.第27回日本脳電磁図上ポグラフイ研究会,松島, 2010.ll (ワークショップ).
12.菅野彰剛,岩崎真樹,神　一散,中里信和,川島隆太.脳磁図の解析法.第27回日本脳電
磁図上ポグラフイ研究会,松島, 2010.ll (ハンズオンセミナー).
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13.横山　悟,牧　秀樹,橋本洋輔,営眞正裕,杉山朋子,川島隆太.英語における主格･対格･
属格処理の脳内メカニズム.日本言語学会第141回大会,仙台, 2010.ll (口頭).
14.丸山昌一,大森　芳,佐々祐子,泰羅雅登,川島隆太.認知機能と生活習慣に関する高齢
者コホ-ト研究.第20回日本発達心理学会大会,東京, 2009.3 (ポスター).
15.間野陽子,杉浦元亮,月浦　崇,蓬田幸人,ジョンピョンジョン,関口　敦,秋月祐子,
川島隆太.エピソード記憶におけるソーシャル･インタラクションの影響‥MRI研究･第
73回日本心理学会大会,京都, 2009.8 (ポスター).
16.間野陽子,杉浦元亮,月浦　崇,蓬田華人,ジョンピョンジョン,関口　敦,秋月祐子,
川島隆太.エピソード記憶における社会的相互作用と他者-の関心度: MRl研究･第32
回日本神経科学大会,名古屋, 2009.9 (ポスター).
17.杉浦元亮,蓬田華人,神原利宗,間野陽子,関口　敦,月浦　崇,川島隆太.出来事文脈
の神経基盤: MRl研究.第32回日本神経科学会,名古屋, 2009.9 (ポスター)･
18.飯塚　慶,加納慎一郎,宮本清一郎,吉信達夫, )i悼隆太.運動イメージ時の脳活動にお
けるNIRS信号を用いたニューロフィードバックの効果‥ NIRSによる評価･電子情報通信
学会ニューロコンピューティング研究会,仙台, 2009.ll (口頭発表).
19. 1PutuSusila,加納慎一郎,宮本浩一郎,吉信達夫,川島隆太.運動イメージ時の脳活動に
おけるNIRS信号を用いたニューロフィードバックの効果: MRIによる評価.電子情報通
信学会ニューロコンピューティング研究会,仙台, 2009.ll (口頭発表).
20.立花良之,福島　愛,秋月祐子,斉藤仁美,米山哲史,牛田和夫,米山　進,川島隆太･
親子で行う遊びの生活介入プログラム:無作為化比較対照試験による介入効果の検討･第
50回日本児童青年精神医学会,京都, 2009.9 (口演).
21.野内　類.自己関連付け処理と自動処理と感情処理が適応的記憶に及ぼす影響,日本認知
心理学会第7回大会,埼玉, 2009.5 (口頭).
22.秋元頼孝.発話状況がアイロニーの受け取り方に及ぼす影響.第63回東北心理学会大会,
青森, 2009.6 (ポスター).
23.秋元頼孝.アイロニーの攻撃性と聞き手の性格特性との関係.第7回日本認知心理学会大会,
埼玉, 2009.7 (ポスター).
24.野内　類.自伝的記憶の時期の違いが気分一致記憶の生起に及ぼす影響.第73回日本心理
学会大会,京都, 2009.8 (ポスター).
25.秋元頼孝.アイロニー発話の解釈過程一共通基盤を考慮する前にアイロニー的意味の活性
化は生じるのか一.第73回日本心理学会大会,京都, 2009.8 (ポスター).
26.秋元頼孝.アイロニー解釈と話し手の心的状態の考慮との関係.第73回日本心理学会大会,
京都, 2009.8 (口頭).
27.雑賀広記,三浦直樹,王　碩玉. NIRS-basedBCIのためのファジィ推論に基づく信号認識
手法の開発.電子情報通信学会ニューロコンピューティング研究会,仙台, 2009.ll (口頭
発表).
28.秋元頼孝.アイロニーらしさと攻撃性の関係についての予備的検討.ディスコース心理学
研究部会第一回研究会,東京, 2009.3 (口頭).
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29.橋本洋輔.視聴覚教材利用の言語学習研究と脳機能研究の連携に向けて. 2009年度日本語
教育学会実践研究フォーラム研究手法体験型ラウンドテーブル,東京, 2009.8,
30.月浦　崇.顔の認知･記憶における人物の内面的な印象の影響を媒介する脳内機構の解明.
文部科学省科学研究費補助金新学術領域研究｢学際的研究による顔認知メカニズムの解明｣
第1回領域班会議,札幌, 2009.8 (口頭).
31.横山　悟.脳機能データによる言語能力評価システムとその応用学習システム一視聴覚教
材の学習効果を評価できるか?-. 2009年度日本語教育学会実践研究フォーラム研究手法
体験型ラウンドテーブル,東京, 2009.8.
32.ジョンピョンジョン.脳機能研究からみる視聴覚教材利用の学習効果. 2009年度日本語教
育学会実践研究フォーラム研究手法体験型ラウンドテープ)レ,東京, 2009.8.
33.横山　悟.脳活動で言語能力を評価できない?.言語科学とその応用に関する研究会,仙台,
2009.9 (口頭).
34.横山　悟,イブトスシラ,大澤剛士,川島隆太.脳機能画像データを用いた英語学習者のリー
ディング習熟度評価.思考と言語研究会,東京, 2009.ll (口頭).　)
35.横山　悟.隣接分野の言語研究者が｢言語学概論｣に望むこと.日本言語学会公開シンポ
ジウム｢言語学概論を見直す｣,神戸, 2009.ll (口頭).
36.関口　敦.適応的コ-ビングスタイルは右側頭領域の活動が関与している一機能的MRI研
究.第51回日本心身医学会総会,仙台, 2010.6 (ポスター).
37.秋元頼孝.話し手との関係性がアイロニー発話の受け取り方に及ぼす影響.日本心理学会
第74回大会,大阪, 2010.9 (ポスター).
38.里見徳久,小枝聡子,川村　仁,菅野彰剛,中里信和.大口蓋神経電気刺激における大脳
皮質反応の初期成分.第27回日本脳電磁図トポグラフイ研究会,松島,2010.ll (ポスター).
39.横山　悟,牧　秀樹,橋本洋輔,営眞正裕,杉山朗子,川島隆太.英語における主格･対格･
属格処理の脳内メカニズム.日本言語学会第141回大会,仙台, 2010.ll (口頭).
40.月浦　崇.顔の認知･記憶における人物の内面的な印象の影響を媒介する脳内機構の解明.
包括脳ネットワーク夏のワークショップ　札幌, 2010.7 (口頭).
5.学会主催等
1･平成21年5月　学術講演会　Laminarstructureofneural populationactivity in auditoryconex
2･平成21年7月　学術講演会　Frontiers fbrBrain science-Frombasic studytoapplication
3･平成22年3月　学術講演会　Astrocyto-vascularcommunication inhealthanddisease
4.平成22年3月　学術講演会　大脳皮質5層錐体細胞モデ)レに基づくEEGの電流源推定方
法
5･平成22年9月　日本心理学会ワークショップ　A耽ctive-Cognitivelnteractionの諸相一心理
学と神経科学の融合へ向けて-
6.平成22年9月　日本心理学会ワークショップ｢自己｣の心理学研究に脳マッピングは役
立つか?一心理学諸領域からの懐疑と期待
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7.平成22年9月　加齢研シンポジウム　注意と認知
8.平成22年10月　学術講演会　NeuralMassModels : EEC/MEGandhemodynamicsignals
6.その他
受賞歴
1.川島隆太
平成21年度科学技術分野の文部科学大臣表彰｢科学技術賞｣
2.川島隆太
井上春成賞
3.月浦　崇
日本心理学会　国際賞　奨励賞
､4.小川剛史
平成21年度東北大学大学院医学系研究科優秀学生賞
5.小川剛史
CRM Workshop Travel Award
6.神原利宗
平成21年度東北大学大学院医学系研究科優秀学生賞
7.重宗弥生
平成21年度東北大学大学院医学系研究科優秀学生賞
8.竹内　光
東北大学大学院医学系研究科辛酉優秀学生賞
9.畑中里衣子
平成21年度東北大学大学院医学系研究科優秀学生賞
10.王　　凱
加齢医学研究所留学生研究発表会優秀賞
ll.滴澤圭介
第17回加齢医学研究所研究奨励賞
12.杉浦元亮
平成22年度科学技術分野の文部科学大臣表彰｢若手科学者賞｣
13. HadiHosseini
SAND5 Conf:erence travel award
14. HadiHosseini
IBRO APRC Award for attending the IBRO School ofNeuroimaglng
15. HadiHosseini
Best presentation award, lBRO APRC School ofNeuroimaglng
脳機能開発研究分野
16.重宗弥生
第10回生理学若手サマースクールトラベ)レグラント
17.秋元頼孝
平成22年度日本心理学会優秀論文賞
18.蓬田事大
第18回加齢医学研究所研究奨励賞
19.関口　敦
American Psychosomatic Society (APS) Travel Award for MacLean Scholars
20.住吉　晃
東北大学大学院医学系研究科主催第4回リトリート　優秀ポスター賞
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担当教授　荒　井　啓　行
1.研究分野紹介
教　授:荒井　啓行
准教授:大類　　孝
助　教:海老原孝枝
老年科は高齢者に特化した診療科です,では,なぜ現在の医療現場で高齢者に特化した診療科
が必要とされるのでしょうか.その理由の第一は,長寿社会を達成したが故の高齢者固有の問題が
生じてきたからです.高齢者はすでにいくつかの疾患を抱えていることが多いのですが　wHOば
健康について｢Health is a state ofcomplete physical, mental and social well-being and not merely the
absenceofdiseaseorinmmity.｣ (健康とは,身体的,精神的及び社会的に完全に安寧な状態であるこ
とを意味し,単に病気がないとか,虚弱でないということではない.)と定義しています.たとえ
いくつかの疾患を抱えていても,高齢者の健康は,自立した日常生活を営めることがポイントとな
ります.高齢者の自立を支える上で最も基盤となる生体機能は, 1)食べること;2)移動すること;
3)判断することの3点です.これらの機能は成長の過程で順次獲得され,生存を支えるための基
本的機能でありながら,壮年期まではその大切さを意識されることはあまりありません.しかし,
人間の自立を支えるこれら3つの機能が崩壊しかねないのが高齢期なのです.食べる機能の障害は
誤蝶性肺炎として,移動することの失敗は転倒･骨折として,そして判断(社会適応)する能力の
喪失が認知症としてどれも高齢者の自立そのものを脅かす重要な問題となります.しかもこれらの
機能は相互に密接に関連しています.例えば重度の認知症の患者さんは岨瞬･蝶下機能が低下しや
すく,誤剰朝市炎を引き起こします,誤剰生肺炎を繰り返している患者さんは栄養不良状態から転
倒･骨折のリスクが高まります.骨折によって長期の臥床が続くと認知症は一層悪化するといった
悪循環が形成されることになります.厚生労働省の統計では,認知症患者の有病率は, 65-69歳で
1･5%, 70-74歳で3.6%, 75-79歳で7.1%, 80-84歳で14.6%, 85歳以上では27.3%と5歳毎に有病
率が倍増します.つまり, 65歳未満ではほとんど見られない認知症も85歳以上(つまり多くの日
本人が死を迎える年齢)では約3人に1人が曜患するごくありふれた疾患になっています.誤剰生
肺炎も大腿骨頚部骨折も認知症と同様な年齢階層別分布を示します.高齢者固有の病態と言っても
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過言ではないでしょう.従って,認知証,誤剰朝市炎,転倒などが老年医学の第一の研究対象とな
ります.一方,壮年期の疾患が高齢期まで持ち越され,高齢者にも依然として高い頻度で見られる
というのは本来の老年医学研究の対象ではないと考えられ,従来の臓器別診療体系の枠組みでの対
応で十分です.当分野は,東北大学の開学以来の理念でもある｢実用忘れざる主義｣に鑑み,現場
主義･実学を重視し,高齢者の医療･介護にとって実用性の高い研究を育ててきました･そこで
こつ
認知症,誤剰生肺炎,臨床疫学,終末期匪療の4領域を重点研究領域に定めています･将来,老年
科医を目指す医師はこれらの領域について切れ目のない研鎖を積むことが求められます･ 2011年7
局,高齢者薬物治療研究寄付開発部門が独立し大類　孝准教授が教授に就任しました･
現在の主な研究
1)アルツハイマー病のバイオマーカー開発
2)認知症の分子イメージング研究
3)地域在住高齢者の臨床疫学研究
4)誤喋性肺炎の発症メカニズムと口腔内環境
5)終末期における栄養摂取に関する諸問題
6)漢方薬｢抑肝散｣のBPSD軽減効果の検証(医師主導型治験)
2.研究報告
1)著書
1. ｢今日の治療指針｣分担執筆,医学書院, 2009, 2010年
2.日本神経学会監修｢認知症疾患治療ガイドライン2010｣医学書院, 2010年
2)英文論文
Review
1. Arai H, Okamura N, Furukawa K and Kudo Y･ Geriatric Medicine, Japanese AIzheimer's Disease
Neuroimaglng Initiative and Biomarkaer Development･ Tohoku J･ Exp･ Med･ 221 : 87-95･ 2010･
2. Okamura N, Shiga 辛 Furumoto S, Tashiro M, Tsuboi 辛 Furukawa K･ Ⅵnai K, Iwata R･ Arai H,
Kudo 辛 ltoyama 辛 Doh-ura K･ ln vivo detection ofprion amyloid plaques using [(ll)C]BF-227
pET. EurJNucIMedMollmaging. 2010 May ; 37(5) '934-41･
Original
3. Hayashi T, Kawashima S, ltoh H, Yamada N, Some H･ Watanabe H･ Hattori 辛 Ohmi T･ Wkote K･
Nomura H, Umegaki H, IguchiA ; on behalfofJapan CDM group･ Low HDL-cholesterol is asso-
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ciated with the risk of stroke in elderly diabetic individuals : changes in the risk for atherosclerotic
diseases at various ages. Diabetes Care 32 : 1221-1223, 2009.
4･ He M, Ohrui T,生唾_里. Homicides oft'rail older persons by their careglVerS. J. Am. Geriatr Sac.
57: 173-174,2009.
5･ Freeman S, Ebihara S, Ebihara T, Niu K, Kohzuki M, Arai H, Butler JP. 0皿ctory stimuli and
各コ
enhanced postural stability in older adults. GaitPosture. 2009 Jun ; 29(4) : 658-60.
6･ Norihiro Takei. Akinori Miyashita, Tamao Tsukie, Hiroyuki Arai, Takashi Asada, Masaki lmagawa,
Mikio Shqji, Susumu Higuchi, Katsuya Urakami, Hideo Kimura, Akiyoshi Kakita, Hitoshi Hkahashi,
Shqji Ts巾i, Ichiro Kanazawa, Yasuo lhara, Shqji Odani, Ryozo Kuwano and the Japanese Genetic
Study Conso証um for AIzheimer Disease. Genetic association study on in and around the APOE in
late-onsetAIzheimer dise･ase in Japanese. Genomics 2009 ; 93 : 441-448.
7･ Sasaki T, Nakayama K, Yasuda H, Yoshida M, AsamuraノT, Ohrui T, Arai H, Araya ∫, Kuwano K,
Ⅶmaya M･ A randomized, single blind study of lansoprazole for the prevention ofexacerbations of
chronic obstructive pulmonary disease in older patients. ∫ Am. Geriatr Soc. 57 : 1453-1457. 2009.
8･ M Yamaya, M Yoshida, M Yamasaki, H Kubo, K Furukawa, H Arai･ Seizure and pneumonia in an
elderly SLE patient. JAm GeriatrSoc. 57 : 1709-1711,2009.
9･ Fujiwara H, Tabuchi M, Yamaguchi T, [wasaki K. Furukawa K, Sekiguchi K, Ikarashi Y, Kudo Y,
Higuchi M, Saido TC, Maeda S, Takashima A, Hara M, Yaegashi N, Kase 辛 Arai H. A traditional
medicinal herb Paeinia sufnuticosa and its active constituent 1,2,3,4,6-penta一〇一galloyl-β-D-
glucopyranose have potent anti-aggregation e鴨cts on AIzheimer's amyloid p proteins in vitro and in
vivo. ∫ Neurochem 109 : 1648-1657,2009.
10･ Satoh T. Takahashi T, Jwasaki K, Tago H, Seki T, Yaegash N Tobita M, Arai ll. Traditional Chi-
nese medicine on I:our patients with HuntlngtOn's disease. Mow. Disofld. 2009 : 15 : 453-455.
11･ Asada M, Yoshida M, Suzuki T, Hatachi 辛 Sasaki T, Yasuda H, Nakayama K, Nishimura H, Naga-
tomi R, Kubo H, Yamaya M･ Macrolide antiviotics inhibit resplratOry SynCytial virus inflection in
human airway epithelial cells. AntiviralRes, 83 : 191-200, 2009.
12･ Asada M, Ebihara S, Yamanda S, Niu K, Okazaki T, Sora I, Arai H･ Depletion ofserotonin and
selevtive inhibition of2B receptor suppressed tumor anglOgeneSis by inhibiting endothelial NOS and
ERKl/2 phosphorylation. Neoplasia I I : 408-417, 2009.
13･ M Yamaya, N F埴no, H Kubo and H Arai. E挽cts ofpneumococcal vaccination on hospltalization
and exacerbations in elderly Japanese COPD patients. Geriatr Gerontol lnt. 9 : 206-209, 2009.
14･ T Sasaki, K Nakayama, H Yasuda, M Yoshida, TAsamura, T Ohmi, H Arai, JAraya, K Kuwano, and
M Yamaya･ The proton pump inhibitor reduces the丘equency of exacerbation in patients with
chronic obstructive pulmonary disease. Geriatr Gerontol ht.
15. Waragai M, OkamuraN, FurukawaK, TashiroM, Furumoto S, FunakiY KatoM, lwata R, Yanai K,
KudoY,坐吐旦･ Comparison study ofamyloid PET and voxeLbased morphometry analysュs in mild
cognltlVe impalment andAIzheimer's disease. J Neurol. S°i. 285 : 100-108, 2009.
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16. K Niu, A Hozawa, S Kuriyama, S Ebihara, H Guo, N Nakaya, K Ohmori-Matsuda, H Takahashi,Y
Masamune, M Asada, S Sasaki, H AraL S Awata, R Nagatomi, and I Ts可i. Green tea consumption
is associated with depressive symptoms in theelderly. Am. J. Clin. Nutr 90 : 1390-1396, 2009.
17. Akiyama H, Gotoh A, Shin RW, Koga T, Ohashi T, Sakamoto W, HaradaA, Arai H, SawaA, Uchida
C, Uchida T. A novel role for hGas7b in microtubular maintenance : possible imp一ication in tau-
associated pathology inAIzheimerdisease. JBioI Chem. 2009 Nov 20 ; 284(47) : 32695-9.
18. Takayama S, Seki T, Watanabe M, Takashima S, Suglta N, Konno S, Takeda T, Arai H, Yambe T, Ⅵe-
gashi N, Yoshizawa M, Maruyama S, Nitta SI. Changes of B一ood F一ow Ⅵ)lu柵e in the Superior
Mesenteric Artery and Brachial Artery with Abdominal Thermal Stimulation. Evid Based Comple-
ment Alternat Med. 2009 Aug 17.
19. Yoshida M, Nakayama K, Yasuda H, Kubo H, Kuwano K,Arai H, Yamaya M. Carbocisteine inhib-
its oxidant+nduced apoptosis in cultured human airway epithelial cells. Respirology. 2009 Sep ; 14
(7) : 1027-34.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
20･ Nakagawa K･ Kiko T, Hatade K･ Sookwong P･ Arai H･ Miyazawa T･ Antioxidant e的C甲1utein
towards phospholipid hydroperoxidation in human erythrocytes. Br J Nutr. 2009 Nov ; 102
(9) : 1280-4.
21. Yamanda S, Ebihara S, Ebihara T, Yamasaki M, Arai H, Kohzuki M. Bacteriology ofasplration
pneumonia due to delayed triggering of the swallowing reflex in elderly patients. I Hosp lnfec1
74 : 399-401, 2009.
22. Yamanda S, Ebihara S, Asada M, Okazaki T, NI‖ K, Ebihara T, KoyanagiA, Yamaguchi N, YagitaH,
Arai H. Role ofephrin B2 in nonproductive anglOgeneSis induced by delta-like 4 blockade.
Blood, 113 : 3631-3639, 2009.
23. Sasaki T, Nakayama K, Yasuda H, Yoshida M, Asamura T, Ohrui T, Arai H, Araya ∫, Kuwano K,
Yamaya M. A randomized, single-blind study oflansoprazole fTor the prevention ofexacerbations of
chronic obstmctive pulmonary disease in older patients. JAm Geriatr Sac. 57 : 1453-7, 2009.
24. Matsui T, YokoyamaA, Matsushita S, Ogawa R, Mori S, Hayashi E, Ron S, Higuchi S, Arai H and
Maruyama K. Effect ofa comprehensive lifestyle modincation program on the bone denslty Ofmale
heavy drinkers. Alcohol ClinExpRes, 34 : 869-875, 2010.
25. Matsui T, Yokoyama A, Matsushita S, Mori S, Arai H, Higuchi S, Maruyama K. Changes in the
serum bone metabolism markers of elderly alcoholics during abstinence. JAm Geriatr Soc.
58 : 984-986,2010.
26. Furukawa K, Okamura N, Tashiro M, Waragai M, Furumoto S, Iwata R, Yanai K, Kudo Y,仝王達旦
Amyloid PET in mild cognitive impalment and AIzheimer's disease with BF-227 : comparison to
FDG-PET. JNeurol. 257 : 721-727, 2010.
27. Kikuchi A, Takeda A, Okamura N, Tashiro M, Hasegawa T, Fummoto S, Kobayashi M, Sugeno N,
Baba T, Miki 辛 Mori F, Watabayashi K, Funaki 辛 Iwata R, Takahashi S, Fukuda H, Arai H, KudoY
Ⅶnai K, Itoyama 辛 In vivo visualization of α-synuclein deposition by carbon-1 1-1abeled2-(2-
[2-dimethylaminothiazo1-5-yl] ethenyl) -6- (2-[Huoro]ethoxy) benzoxazole positron emission tomog-
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raphy in multiple system atrophy. Brain ln press, 2010.
28･ Asamura T, Ohmi T, Nakayama K, He M, Yamasaki M, Ebihara T, Ebihara T, Furukawa K, Arai H.
Low serum 1,25-dihydroxyvltamin D level and risk of respltratOry infections in institutionalized
olderpeople. Gerontology2010, Jan12 online.
29･ Asamura T, Ohrui T, Une K, Furukawa K, Arai H. Centrally active ACEIs and cognltive decline.
Arch. Intern. Med. 170 : 107-108, 2010.
30. Yamasaki M, Ebihara S, Ebihara T, Yamanda S,坐し里, Kohzuki M. Effects ofcapslate On the trlg-
gerlng Ofthe swallowlng reHex in elderly patients with asplration pneumonia. Geriatrics & Geron-
tology hternational 10 : 107-log, 2010.
31･ Ebihara T, Ebihara S, Yamazaki M, Asada M, Yamanda S, Arai H. Intensive stepwise method for
oral intake usmg a COmbination of transient receptor potential stimulation and olfactory stimulation
inhibits the incidence ofpmeumonia in dysphasic older adults. JAm Geriatr So｡, 58 : 】96工98,
2010.                             .
32･ Takayama S･ Seki T･ Suglta N･ Konno S･ Arai H･ Saijo Y･ Yambe T･ Yaegashi NIYoshizawa M･ Nitta
S. Radial artery hemodynamic changes related to acupuncture. Explore (NY). 2010 Mar-Apr ; 6
(2): 100-5.
33･ Kanezaki M, Ebihara S, Nikkuni E, Gui P, Suda C, Ebihara T, Yamasaki M, Kohzuki M. Perception
of urge-tocough and dyspnea in healthy smokers with decreased cough reHex sensitivlty. Cough
6: 12010.
34･ Ebihara S, Mamyama 辛 Ebihara T, Ohiro T, Kohzuki M. Red wine polyphenols and swallowlng
reHex in dysphagia. Geriatr GerontoIInt 10 : 329-330, 2010.
35･ Nitta A, HozawaA, Kuriyama S, Nakaya N, Ohmori-Matsuda K, Some T, Kakizaki M, Ebihara S,
Ichiki M, Arai H and Ts申!. Relationship between peripheral anerial disease and incident disabi1-
1ty among elderly Japanese : the TsurugayaprqleCt. J4T 17 : 1290-1296, 2010.
3)和文論文
1.大類　孝,海老原覚,海老原孝枝,荒井啓行　特集I　老年症候群に対する薬物療法　誤喋
性肺炎　薬剤による誤蝶性肺炎の予防法　モダンフィジシャン　Vol.29　No.1 40-43
2.荒井啓行,佐藤琢磨　脳血管性認知症　神経疾患最新の治療2009-2011 119-122
3.海老原覚　特集　高齢者におけるCOPD ｢高齢者copDにおける呼吸機能検杏｣ Geriatric
Medicine　Ⅵ)1.47　No.2 155-158
4.大類　孝,海老原覚,海老原孝枝,浅村孝昭,字根かおり,矢溝田慎介,吉田元樹,山崎　都,
浅田戌紀,高橋秀徳,荒井啓行　誤暁性肺炎予防の新戦略　呼吸　第28巻　3号　250-254
5.大類　孝,荒井啓行　特集　脳のアンチエイジングとRASの関連を探る｢認知症における
RAS関与の可能性の探る｣ JournalofAngiotensinResearch　Ⅵ)1.6　No.2　38-42
6.海老原覚　研究成果報告　M-CSFと心筋虚血障害再生医療　マクロフアジフォーラム
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ヽbl.16　No.2　307-310
7.大類　孝,山崎　都,海老原覚,海老原孝枝,矢溝田慎介,浅田成紀,荒井啓行　特集
高齢者の終末期をめぐる諸問題｢高齢者在宅介護における緊急課題｣ Geriatric Medicine
Ⅵ)1.47　No.4　501-504
8.海老原覚　特集　転倒危険者の早期発見から予防まで-最新のエビデンスから- ｢転倒の
バイオメカニクスとそれに基づく予防アパラタスの開発｣ GeriatricMedicine　Ⅵ)I.47　No.6
各コ
755-758
9.海老原孝枝　嘆覚刺激で誤喋を防ぐ　食生活　Ⅵ)1.1 103　No.9　26-32
10.大類　孝,山崎　都,何　梅,海老原覚,海老原孝枝,浅田成紀,矢溝田慎介,浅村孝昭,
字根かおり,吉田元樹,小坂陽一,古川勝敏,荒井啓行　第50回日本老年医学会学徒集会
記録｢老年医学からのアプローチー在宅ケアにおける現状と問題点｣　日本老年医学会
Ⅵ)1.46　No.4 July　306-308
ll.荒井啓行,人類　孝,海老原孝枝　連載　先端認知症研究･医療施設の現在　cognitionand
Dementia Vol.8　No.3　76-79
)
12.大類　孝　高齢者感染症の特徴と抗菌薬の使い方　最新抗菌薬療法マニュアル　97工00
13.大類　孝,小坂陽一　パネルディスカッション｢高齢者終末期における栄養を取り巻く諸
問題｣第26回日本老年匪学会/第51回日本老年医学会　MedicalTribune　20
14.大類　孝　インフルエンザに合併する肺炎では抗菌薬はどう使うの?　抗菌薬のかしこい
使い方　200-206
15.人類　孝,海老原覚　高齢者にみられる主要症候-その特徴から診断まで- ｢呼吸困難｣
高齢者診療マニュアル(日本医師会雑誌)第138巻　特別号　78-79
16.大類　孝　老年症候群の治療薬と薬剤起因性老年症候群｢誤暁性肺炎｣月刊レジデント
Ⅵ)1.2　No.12　50-55
17.荒井啓行　ア)レツハイマ-病の診断と治療開発｢アルツハイマー病の発症前診断とMCI｣
臨床神経学　第49巻　第11号　837-840
18.荒井啓行,岡村信行,藁谷正明,古Iii勝敏,谷内一彦,工藤幸司　総説　アルツハイマー
病の病態とバイオマーカー開発　日薬理志135　3-7
19.荒井啓行　脳血管障害の合併症(誤曜性肺炎を中心に)今日の治療指針　728-730
20.大類　孝　一脳移行性ACE阻害薬～　ADの発症,認知機能低下を抑制　MedicalTribune
Ⅵ)1.43　No.2　13
21.古川勝敏,荒井啓行　特集　疫学と病憩4　CKDと認知機能　治療学　vol.44　No.3
25-28
22.大類　孝　座談会　高齢者高血圧治療の注意点　日本薬事新報　No.4486　Cl-C6
23.荒井啓行,古川勝敏,冨田尚希　特集:老年医学の新たな展開　認知症研究の進歩と
J-ADNI GeriatricMedicine　Ⅵ)I.48　No. 1　29-32
24.大類　孝,海老原孝枝,山崎　都　肺炎の予防と治療をめぐって｢誤嘆性肺炎を防止する
ために｣呼吸器感染症最新知見AtoZ　2010増刊号100-106
25.海老原孝枝　島皮質と醍下運動　clinicalNeuroscience Vbl.28　No.4　404-405
老年医学分野　157
26･大類　孝　肺炎球菌ワクチン接種の重要性INFECTIONFRONT　Ⅵ)1.19　p29
27･荒井啓行　診療科紹介｢老年科紹介｣東北大学地域医療連携センター通信　第17号　p2
28.荒井啓行　座談会　認知症治療をめぐる最近の話題　MEDICO Vol.8 14-27
29.荒井啓行　アミロイドβ蛋白凝集抑制作業を有するアルツハイマー病予防薬の開発　脳の
病憩解明(特定領域研究研究成果報告書) H16-H21年度　50-51
30.荒井啓行　第51回日本老年医学会学術集会記録　バネ)レディスかソションI　老年医学教
/′
育:わが国における問題点と展望｢医学教育モデル･コアが)キュラムと老年医学教育｣
日本老年医学会　vol.47　No.4　285-287
31.小坂陽一　第52回日本老年医学会～経管栄養管理～　ガイドライン策定の必要性を指摘
MedicalTribune　Ⅵ)1.43　No. 34
32.古川勝敏,荒井啓行　特集　認知症の最新トビ､ノクス｢世界規模のAIzheimer病研究組織ア
メリカADNIの進捗状況｣最新精神医学15巻5号　485-490
33.古川勝敏,荒井啓行　認知症の患者さんの血管障害のリスクの管理の仕方は? Jmedmook
NO･10　2-4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
34.大類　孝　肺炎　新｢名匠｣の最新治療法2011 110-113
35.荒井啓行,古川勝敏,冨田尚希　cKDと認知機能障害　最新医学　65巻3月増刊号
37-43
36.古川勝敏,荒井啓行　特集　cKDと認知機能　治療学　Wl.44　No.3　25-28
37.荒井啓行,大類　孝｢東北大学病院　老年科｣医者がすすめる専門病院　東北版　470
38.大類　孝,海老原孝枝,荒井啓行　特集　感染症:診断と治療の進歩｢高齢者肺炎･誤蝶
性肺炎｣ 88-93
39･古川勝敏,荒井啓行　認知症の患者さんの血管障害のリスクの管理の仕方は? jmed ll
141-143
40.荒井啓行,山崎　都,古川勝敏,冨田尚希　特集　日本における伝統医薬による認知症の
予防と治療　日中医学＼硯.25　No.3 19-22
41.大類　孝　第52回日本老年医学会学稿集会記録　パネルディスカッション　高齢者誤嘆性
肺炎の現状と対策　日本老年医学会　Ⅵ)1.47　No.6　558-560
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
l･ Arai H･ Imaglng and biomaeker development in AIzheimer's disease and related disorders. The
Joint Symposium of the 4th International Symposium of Institutes Network and Osaka University
Global COB Symposium, Hotel Hankyu Expo Park, Jam.3 1 -Feb工2009
2･ Arai H･ Current status ofJ-ADNI and biomarker developmentin AIzheimer's disease. Center 氏)r
Neurodegenerative Disease Research, University of Pennsylvania, H21.8.25 (火)
3･ Naoki Tomita, Katsutoshi Fumkawa, Hiroyuki Arai, Ryozo Kuwano, Hiroshi Matsuda. Characteris-
tics of the Baseline Plasma Homocysteine levels and it's comelation with brain structures and cognl-
tioninJapanese-ADNI (J-ADNI). cohon　2010国際認知症学会,ハワイコンベンションセ
158　　脳科学研究部門
ンダー, H22.7.13 (火)
4. Arai H. Overview ofCSF studies in AD. GE Healthcare Advisory Board Meetlng, Singapore,
February 25, 201 1
5･ Arai H･ Current practice, Aging population&Practical concems per country : The Referral pathway･
Imaglng Work-up, Barriers&Opportunities･ GE Healthcare Advisory Board Meetlng･ Singapore･
February 25, 201 1
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
I.荒井啓行　特別講演｢認知症に挑む一抑肝散とBPSD-｣第15回岐阜東洋医学研究会
岐阜大学医学部記念会館　H21.1.15 (木)　　　　　　　　　ノ
､ 2.人類　孝　特別講演　高齢者誤喋性肺炎の予防ならびに治療の新戦略　第3回気仙沼脳卒
中ケア研究会　気仙沼ホテ)レ　H21.2.10 (火)
3.大類　孝　特別講演　高齢者誤甲利生肺炎の予防ならびに治療の新戦略　第20回和歌山県呼
吸不全懇話会　和歌山ビック愛　H21.2.21 (千)
4.海老原孝枝　セミナー　子育てにかかわる女性医師の勤務体系について　第2回女性医師
キャリアデザインを考える　仙台市匪師会館　H21.2.21 (土)
5.海老原覚　教育講演　感覚刺激を介する摂食膝下障害及び誤剰朝市炎対策　第5回NHO栃
木病院口腔ケアセミナー　NHO栃木病院地域院療研修センター　H21.2.25 (土)
6.荒井啓行　特別講演　超高齢社会における探索的漢方医学研究　第3回平安京漢方医学セ
ミナー　京都大学医学部芝蘭会館別館　H21.2.27 (金)
7.海老原覚　感覚刺激を介する摂食暁下障害対策及び誤瞭性肺炎予防　東北大学大学院歯学
研究科インターフェイス口腔健康科学　第38回学術フォーラム　歯学部B3講義室
H21.3.3 (火)
8.吉田元樹,人類　孝,浅田成紀,矢溝田慎介,高橋秀徳,海老原覚,荒井啓行　一般演題
気管支擦過細胞診でシャ)レコーライデン結晶を認めた,喘息を伴う好酸球性肺炎の一例
第88回日本呼吸器学会東北地方会　第118回日本結核病学会東北地方会　郡山商工会議所
会館　H21.3.9 (土)
9.海老原覚　指定講演　セルセンシングを介する誤醍性肺炎対策　第23回東北老年期脳障害
研究会　ホテ)レ仙台プラザ　H21.3.13 (金)
10.大類　孝　ランチョンセミナー　高齢者認知機能の保護および肺炎予防の新戦略一ACE阻
害薬の多面的作用の着目して～　第73回日本循環器学術総会･学術集会リーガロイヤス
ホテル大阪　H21.3.22 (目)
ll.荒井啓行　講演　アルツハイマー病の早期診断をめぐって　青葉区認知症セミナー　勝山
館　H21.6.12 (金)
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12.荒井啓行　パネルディスカッション　老年医学教育:わが国における問題点と展望｢医学
教育モデル･コアカリキュラムと老年医学教育｣第51回日本老年医学会学術集会　パシ
フイコ横浜　H21.6.18-21
13.荒井啓行　老年病専門医研修会　神経･精神症状とその対策　第51回日本老年医学会学術
集会　パシフイコ横浜　H21.6.18-21
14.大類　孝　ランチョンセミナー　高齢者誤嘆性肺炎の予防ならびに治療の新戦略　第51回
/一′
日本老年医学会学術集会　パシフイコ横浜　H21.6.18-21
15.荒井啓行　講演　脳老化と認知症一漢方医学の挑戦一　第60回日本東洋医学会学術総会
東京慈恵医科大学　H21.6.20 (土)
16.大類　孝　高齢者誤嘆性肺炎～新たな予防法～　仙台市医師会太白ブロック講演会　ホテ
ル仙台プラザ　H21.6.25 (木)
17.大類　孝　高齢者誤喋性肺炎の予防ならびに治療の新戦略　平成21年度第1回院内感染症
対策講演会　東北大学病院臨床小講堂　H21.7.1 (求)
18･荒井啓行Imaging and biomaeker development in AIzheimer's disease and rel咋d disorders　第8
回脳血管国際会議　仙台エクセルホテル東急　H21.7.2 (木)
19.荒井啓行　特別講演　ア)レツハイマ-病バイオマーカー開発の現状とLADNI　第6回長岡
認知症フォーラム(新潟県医師会生涯教育講座)ホテルニューオータニ長岡　H21.8.21(金)
20.大類　孝　高齢者の誤蝶性肺炎～新たな予防～　名取･岩沼医師会学術講演会　竹駒神社
H21.9.9 (水)
21.荒井啓行　講演｢アルツハイマー病バイオマーカー開発の現状とJ-ADNl｣第2回｢アル
ツハイマー病の早期診断･治療･予防法の開発研究会｣名城大学名駅サテライト
H21.9.ll (金)
22.海老原孝枝　ディスカッション｢女性医師の輝かしい未来のために｣第3回女性医師キャ
リアデザインを考えるセミナー　宮城県匪師会館　H21.9.26 (土)
23.大類　孝　特別講演1高齢者の誤嘆性肺炎～新たな予防法～　第6回脳梗塞の治療とケア
を考える会　クラウンプラザ神戸　H21.10.7 (土)
24.荒井啓行　教育講演　認知症医療の現状とJ-ADNI　東北ブレインアタック　ホテル仙台プ
ラザ　H21.10.24 (土)
25.大類　孝　特別講演　高齢者の誤喋性肺炎～新たな予防法～　埼玉県東部学術講演会　越
谷コミニユティセンター　H21.10.30 (金)
26.大類　孝　特別講演I　高齢者認知機能の保護および肺炎予防の新戦略　青森脳･心･腎
学術講演会　青森国際ホテル　H21.ll.6 (令)
27.荒井啓行　会長講演　私の認証研究　第28回日本認知症学会　東北大学萩ホール
H21.ll.20 (金)
28.大類　孝　シンポジウム3　生活習慣病対策から認知症予防を考える-高血圧治療と認知庄
一｢ACE阻害薬の認知症予防効果｣　第28回日本認知症学会　東北大学萩ホール
H21.ll.21 (土)
29.古川勝敏　ワークショップ1これからの認知症診療を始める医師のための基礎講座｢バイ
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オマ-_カー｣第28回日本認知症学会　東北大学萩ホール　H21.ll.21 (土)
30.大類　孝　特別講演　高齢者の誤蝶性肺炎～新たな予防法～　誤蝶性肺炎学術講演会　グ
ランドホクヨウ米沢　H21.12.3 (木)
31.古川勝敏　講演　認知症診療の実践　第1回青葉区認知症セミナ一　江陽グランドホテル
H22.1.20 (水)
32.大類　孝　講演　高齢者認知機能の保護および肺炎予防の新戦略-ACE阻害薬の多面的作
こつ
用に着目して-　Success帥　Agingをめざして-高齢者の降庄治療を考える-　フォー
シーズンホテル樺山括東京　H22.1.30 (土)
33.海老原孝枝　感覚刺激を用いた,誤嘆予防摂食再開プロトコールの開発　第133回東北大
学加齢医学研究所集談会　東北大学加齢医学研究所大会議室　H22.1.29 (金)
34.古川勝敏　特別講演　生活習慣病と認知症　名取岩沼地域糖尿病勉強会　勝山館　H22.2.26
(金)
35.大類　孝　特別講演　高齢者認知機能の保護および肺炎予防の新戦略-ACE阻害薬の多面
的作用に着目して~　印旗市部医師会学術講演会　ウイシュトンホチ)レ　H22･2･26 (金)
36.大類　孝　講演　高齢者の誤瞭性肺炎の予防ならびに治療の新戦略　第5回和歌山抗菌薬
適正使用研究会　ホテルアバローム紀の国　H22.3.6 (土)
37.荒井啓行　特別講演　認知症研究の現状と課題　第12回宮城神経内科医会学術講演　仙台
国際ホテル　H22.3.6 (土)
38.大類　孝　講演　高齢者肺炎の診かた,治しかだ　防ぎかた　第249回仙台呼吸器疾患勉
強会　仙台医師会館　H22.4.13 (火)
39.大類　孝　特別講演　高齢者認知機能の保護および肺炎予防の新戦略-ACE阻害薬の多面
的作用に着目して-　霧島･姶良地区老年医学セミナー　かごしま空港ホテル　H22.5.7(金)
40.大類　孝　特別講演　高齢者肺炎の診断,治療,新たな予防法　高齢者感染症医療講演会
in仙台　仙台エクセルホテル東急　H22.5.13 (木)
41.大類　孝　特別講演日　高齢者認知機能の保護および肺炎予防の新戦略～ACE阻害薬の多
面的作用に着目して～　阪神学術講演会　ホテルニューアルカイック　H22.5.20 (木)
42.大類　孝　誤瞭性肺炎の予防ならびに治療の新戦略　第21回食品ハイドロコロイドシンポ
ジウム　日本教育会館　H22.5.21 (金)
43.大類　孝　螺下･口腔ケアと誤瞭性肺炎　第12回東北大学病院医学講座　宮城県歯科医師
会館　H22.6.6 (日)
44.大類　孝　講演　高齢者認知機能の保護,および肺炎予防の新戦略～ACE阻害薬の多面的
作用に着目して-　学術講演会　ホテルグランドプラザ浦島　H22.6.17 (木)
45.荒井啓行　認知症診療の実践セミナー｢高齢者医療における認知症の位置づけとBPSDへ
の対処｣第52回日本老年医学会学術集会　神戸国際会議場　H22.6.26 (土)
46.大類　孝　バネ)レディスカッション｢高齢者感染症の現状と対策｣高齢者誤瞭性肺炎の現
状と対策　第52回日本老年医学会学術集会　神戸国際会議場　H22.6.25 (金)
47.小坂陽一,佐藤琢磨,佐々木嘆息,荒井啓行　高齢者の経管栄養法導入後･予後～経鼻経
管とpEGの比較検討　第52回日本老年医学会学術集会　神戸国際会議場　H22.6.25 (金)
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48._荒井啓行　座長ランチョンセミナー12　第52回日本老年医学会学術集会　神戸商工会議所
H22.6.25 (金)
49.荒井啓行　特別講演　日常診療に役立つ実践的高齢者医療の知識　つくば老年医学セミ
ナー　つくば国際会議場　H22.7.2 (金)
50.海老原孝枝　座長　第4回女性医師支援セミナー　ホテルコムズ仙台　H22.7.3 (土)
51.古川勝敏　講演　認知症の画像診断　第2回青葉区認知症セミナ一　江陽グランドホテ)レ
/′
H22.7.22 (木)
52.大類　孝　シンポジウム2　蝶下障害とリハビリテーション｢高齢者誤嘆性肺炎の新しい予
防法｣第32回日本臨床栄養学会総会･第31回日本臨床栄養協会総会　第8回大連合大会
名古屋国際会議場　H22.8.28 (土)
53.大類　孝　特別講演　高齢者認知機能の保護および肺炎予防の新戦略-ACE阻害薬の多面
的作用に着目して一　学術集会｢ACE阻害薬を再考する2010｣ホテル辰巳屋　H22.9.15
(水)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
54･大類　孝　講演　高齢者認知機能の保護および肺炎予防の新戦略-ACE阻軍楽の多面的作
用に霜目して一　第492回北上匪師会医学集談会　ホテルシティプラザ北上　H22.9.16(木)
55.荒井啓行　特別講演　アルツハイマー病発症前診断と根本治療　第3回関西･中部認知症
研究会　ガーデンシティクラブ大阪　H22.9.18 (土)
56.荒井啓行　特別講演　アルツハイマー病バイオマーカー開発の現況と∫-ADNI　第1回
ChibaDementiaConf:erence　ホテルザ･マンハッタン　H22.9.29 (水)
57.大類　孝　特別講演　高齢者認知機能の保護および肺炎予防の新戦略-ACE阻害薬の多面
的作用に着目して-　銚子市医師会学術講演会　銚子プラザホテル　H22.10.8 (金)
58.荒井啓行　講演　臨床医から見た認知症医療の現状と課題　第15回静岡健康･長寿学術
フォーラム　ダランシップ　H22.10.15 (金)
59.荒井啓行　基調講演　ここまできた認知症医療の進歩　第5回東北大学病院市民公開講座
仙台国際センター　H22.10.17 (土)
60.荒井啓行　セッションII　特別セミナー:認知症治療における漢方的アプローチとEBM｢認
知症の漢方治療｣
61.荒井啓行　シンポジウム2　EBMに基づいた認知症予防｢高血圧治療と認知症予防｣第
29回日本認知症　学会学徒集会　ウインクあいち(愛知県産業労働センター) H22.ll.5
(金)
62.冨田尚希　不等分散がDunnett型多重比較の性能に及ぼす影響についてのサンプルサイズ別
検討　sASユーザー総会2010　タワーホール船越　H22.7.27 (火)
63.大類　孝｢瞭下障害とリハビリテーション｣高齢者誤螺性肺炎の新しい方法　第32回日
本臨床栄養協会総会･第31回日本臨床莱養協会総会　第8回大連合大会　名古屋国際会議
場　H22.8.28 (土)
64.冨田尚希　経度認知機能障害患者における服薬管理能力の検討　第29回日本認知症学会学
術集会　ウインクあいち　H22.ll.5 (金)
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2)一般演題,ポスター等
-I.浅村孝昭,大類　孝,山崎　都,字根かおり,矢溝田慎介,吉田元樹,浅田成紀,高橋秀徳,
小坂陽一,海老原孝枝,海老原覚,荒井啓行　高齢者肺炎の発症における活性型ビタミン
Dの役割に関する検討　第49回日本呼吸器学会学術講演会　H21.6.13 (土)東京国際
フォーラム
/一′
2.海老原孝枝,海老原覚,山崎　都,矢溝田慎介,浅田成紀,吉田元樹,浅村孝昭,字根か
おり,荒井啓行　温度感受性受容体(TRP)刺激を利用した高齢者における摂食再開時誤
嘆性肺炎の新規発症予防法の開発　第51回日本老年医学会学術集会　パンフイコ横浜
H21.6.18-21
3.小坂陽一,佐藤琢磨,佐々木英忠,荒井啓行　高齢者の経管栄養法導入後の中断(withdraw)
に関する検討　第51回日本老年医学会学術集会　パシフイコ横浜　H21.6.18-21
4.山崎　都,海老原覚,海老原孝枝,浅田成紀,矢溝田慎介,吉田元樹,宇根かおり,浅村
孝昭,大類　孝,荒井啓行　高齢の膝下障害患者におけるカブシエイトと蟻下反射の関係
第51回日本老年医学会学術集会　パシフイコ横浜　H21.6.18-21
5.浅村孝昭,大類　孝,山崎　都,矢溝田慎介,吉田元樹言美田成紀,小坂陽一,海老原孝枝,
海老原覚,荒井啓行　高齢者肺炎の発症における活性型ビタミンDの役割に関する検討
第51回日本老年医学会学術集会　パシフイコ横浜　H21.6.18-21
6.字根かおり,浅田成紀,海老原覚,矢溝田慎介,吉田元樹,山崎　都,海老原孝枝,浅村
孝昭,大類　孝,荒井啓行　2型糖尿病モデルマウス-の糖尿病治療介入における腫瘍増殖
の差異　第50回日本呼吸器学会学術講演会　国立京都国際会館　H22.4
7.山崎　都,海老原覚,海老原孝枝,浅田成紀,矢浦田慎介,吉田元樹,浅村孝昭,字根か
おり,上月正博,荒井啓行　マウスケアタイプのカブサイシンシートの瞭下反射改善効莱
第50回日本呼吸器学会学術講演会　国立京都国際会館　H22.4
8.小坂陽一,佐藤琢磨,
hold)"に関する検討
～士)
9.小坂陽一,佐藤琢磨,
管とpEGの比較検討
～土)
10.小坂陽一,石塚　聡,
会　神戸国際会議場
ll.山崎　都,海老原覚,
佐々木英忠,荒井啓行　高齢者の経管栄養法導入後の"不描行(with一
第52回日本老年医学会学術集会　神戸国際会議場　H22.6.24-26(木
佐々木英忠,荒井啓行　高齢者の経管栄養法導入後･予後～経鼻経
第52回日本老年医学会学術集会　神戸国際会議場　H22.6.24-26(木
藤井昌彦,佐々木英忠　認知症と癌　第52回日本老年医学会学術集
H22.6.24-26 (木～土)
海老原孝枝,浅田成紀,矢溝田慎介,字根かおり,吉田元樹,浅村
孝昭,中里浩子,荒井啓行　マウスケアタイプのカブサイシンシートの瞭下反射改善効莱
第52回日本老年医学会学術集会　神戸国際会議場　H22.6.24-26 (木～土)
12.冨田尚樹,中里浩子,海老原孝枝,山崎　都,吉田元樹,小坂陽一,宇根かおり,大類　孝,
古川勝敏,荒井啓行　経度認知機能障害患者における服薬管理能力の検討　第52回日本老
老年医学分野　163
年医学会学術集会　神戸国際会議場　H22.6.24-26 (木～土)
13.上野千偉,山崎　都,鈴木瑞恵,小坂陽一,字根かおり,浅村孝昭,吉田元樹,大類　孝,
荒井啓行　一般演題　抗うつ薬･抗精神病薬の適量投与により認知機能低下･精神不穏･
起立性低血圧･誤蝶を来した症例　第21回日本老年医学会東北地方会　コラッセふくしま
H22.10.30 (土)
14.小坂陽一,山崎　都,冨田尚希,荒井啓行　一般演題　びまん性レヴイ小体病末期に経管
/一′
栄養導入を保留(withho一d)した1例　第21回日本老年医学会東北地方会　コラッセふく
しま　H22.10.30 (土)
15.冨田尚希,字根かおり,浅村孝昭,吉田元樹,山崎　都,小坂陽一,海老原孝枝,古IIi勝敏,
大類　孝,荒井啓行　一般演題　一過性脳虚血発作とされていた高齢発症のパニック障害
の一例　第21回日本老年医学会東北地方会　コラツセふくしま　H22.10.30 (土)
16.鈴木瑞恵,字根かおり,山崎　都,冨田尚希,小坂陽一,吉田元樹,浅村孝昭,上野千住,
大類　孝,荒井啓行　一般演題　典型的画像所見を欠く遷延性低血糖脳症の一例　第21回
日本老年医学会東北地方会　コラッセふくしま　H22.10.30 (土)　)
17.山崎　都,小坂陽一,字根かおり,浅村孝昭,吉田元樹,海老原覚,浅田成紀,冨田尚希,
大類　孝,荒井啓行　一般演題　誤蝶し,声門直下に落下た義歯を非観血的に摘出しえた
症例　第21回日本老年医学会東北地方会　コラッセふくしま　H22.10.30 (士)
18.大類　孝,吉田元樹,鈴木瑞恵,上野千住,宇根かおり,山崎　都,海老原孝枝,山根誼児,
古川勝敏,荒井啓行　一般演題　逆流性食道炎の治療で症状が消失しだ慢性咳軟の1症例
第21回日本老年医学会東北地方会　コラッセふくしま　H22.10.30 (土)
5.学会主催等
1.東北老年期認知癌研究会　代表世話人
2.東北AgingScienceフォーラム　代表世話人
3.宮城老年医療フォーラム　代表世話人
4.青葉区認知症セミナー　代表世話人
5.老年症候群フォーラム　代表世話人
6.老年医学研究会
6.その他
受賞歴
1.山崎　都　第8回東北大学男女共同参画シンポジウム　沢柳賞活動部門(特別賞) 2009
2.古川勝敏　ノバルテイス老化および老年医学研究基金　2009
3.古川勝敏　第52回日本老年医学会学術集会　優秀演題賞　2010
分子神経研究分野
担当教授　仲　村　春　和
各つ
1.研究分野紹介
教　授:仲村　春和(莱)
准教授:舟橋　淳一
助　教:浪速　裕二(莱)
助　教:尾身　　実(生命科学研究科)
I
本研究分野は昭和19年8月に｢抗酸歯痛の薬理学的研究分野｣として設立され)昭和38年4
月に薬理学研究部門という名称に変更された　平成5年4月1日加齢匪学研究所への改組に伴い現
在の分子神経研究分野として新しく生まれ変わった　さらに,平成13年4月1日大学院生命科学
研究科の発足に伴い,教授と助手は本務が生命科学研究科に移り,助教授が加齢医学研究所に属す
るというキメラの研究室となっている.
初代の遠藤英夫教授は昭和19年から47年までの在任期間中に抗結核剤及び抗腫瘍剤の開発研究
を行った　2代目及川淳教授は昭和49年から平成5年3月まで担当され,培養メラニン細胞を用
いて,メラニン合成の調節機構の研究を行った.分子神経研究分野に改組されて,平成6年3月に
仲村が着任した.また長年positron Emission lbmography (PET)のための単寿命の陽電子放出核種
標識生理活性有機化合物の合成研究に当たってきた多田雅夫先生は平成7年12月に教授に昇任し,
平成8年12月に退官した.
現在の主な研究
当研究分野では主に中脳視蓋と小脳の領域形成及び視蓋の極性形成のメカニズムの研究を行っ
た,中脳後脳境界部は視蓋,小脳のオーガナイザーとして働き,そのオーガナイザー分子はFgf8
である.強いFgf8シグナ)レによりRas-ERK経路が活性化されると小脳が分化し,それが遮断され
ると視蓋が分化するが　一方でRas-ERKシグナル経路にはsprouty2などの幾つかの負の制御因千
が存在し,活性化したERKを抑制する.正常発生にはそれら抑制因子の働きにより, ERK活性が
厳密に制御される必要があることっを示した. Fgf8bを中脳胞に強制発現すると,中脳胞の発生運
命が変わり小脳として分化する. Fgf8bとドミナントネガティブsprouty2 (DN-Sprouty2)を同時
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に発現させると, ERKは長いこと活性化しているが　中脳胞の発生運命が代わることはない･新
しく開発されたTet-o∬法により, Fgf8bとDN-Sprouty2を強制発現し･ DN-Sprouty2の発現を止め
ると;中脳胞は小脳として分化した.
ニワトリでは視覚の中枢は視蓋で　網膜神経節細胞は視蓋に位置特異的に投射する.視神経は視
蓋に進入後視蓋の表層を走り,標的付近で向きを変え,投射すると考えられてきた.トランスポゾ
各つ
ンにより, GFP遺伝子をゲノムに組み込ませる方法により視神経を安定的にラベルしたところ,
視蓋に到達すると最初から視蓋の深部を走る線維群が存在することが明らかとなった
ニワトリ胚へのエレクトロポレーション法にさらなる改良を加えた.テトラサイクリンにより,
強制発現する遺伝子のオン,オフ(†et-on,†et-o鯖)が可能になったが　それと,転写されたNA
がキャップとポリAを持たないと細胞質に運ばれないことを利用した. RNApolymeraseIIで長い
2本鎖RNAを転写させ,ライボザイムでキャップを切り,ポリAがつかないようなコンストラク
十を作り,これをT｡t-onプラスミドに挿入した　このコンストラクトは転移酵素(トランスポザ-
)
ゼ)により切り出されて,ホストのゲノムに組み込まれるようなトランスポゾンではさまれている
ので　テトラサイクリンにより,長期にわたる遺伝子ノックダウンの制御が可能である･
初期胚のエレクトロポレーションでは胚を切り出して, invitroで行う必要があり,その後, 1日
くらいは培養できるが　発生の解析には十一分ではない. Invitroでエレクトロポレーションした胚
をまた卵に戻し, 5.5日まで膳卵することに成功した
中脳背側で特異的に発現している分子のスクリーニングによりイムノグロブリンスーパーファミ
リーに属する膜分子を単離し, protogenin (PRTG)が単離されたが　その原腸陥人における役割を
解析した　まずpRTGは細胞接着因子として働く事, pRTGを強制発現すると細胞間の接着性が増
して,中胚葉細胞の移動が遅れること,ノックダウンするとepiblastからの陥大障害と体節の上皮
様構造が形成されないことが示された.これらのことから, pRTGは細胞接着因子として原腸陥人
に働いていることが明らかとなった.
舟橋准教授のグループは内耳発生の研究を行っている.特に半規管の形成メカニズムに焦点をあ
て,ゼブラフイシュのミュータントスクリーニングで得られた内耳形成異常を示すミュータントの
解析,ニワトリでの実験発生学的手法で研究を進めている.
2.研究報告
原著
1. Xubin Hou, Tatsuya Katahira, Jun Kimura and Harukazu Nakamura (2009) Expression of chick
coactosin in cells in morphogenetic movement･ Dev･ Growth Di鴨r･ 51･ 833-840･
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2. Asuka Suzuki-Hirano, Hidekiyo Harada, Tatsuya Sato, Harukazu Nakamura (2010) Activation of
Ras-ERR pathway by Fgf8 and its downregulation by Sprouty2 for the isthmus organizmg activlty･
Developmental Biology 337, 284-293.
3･ Tanaka, J･, Harada, H., Ilo, K., Ogura, T., Nakamura, H. (2010) Gene manipulation of chick
embryos in vitro, EC culture, and long survival in transplanted eggs･ Dev･ Growth Di鴨r･ 52, 629-
634.
4･ Gotoh H, oho K, Takebayashi H Harada H, Nakamura H, lkenaka (2011) Genetically-de丘ned lin-
eage tracing ofNkx2･2-expressing cells in chick splnal cord･ Dev･ Biol･ 349, 504-511･
doi : 10.1016/i.ydbio.2010.10.007
5･ Xubin Hou, Minom Omi, Hidekiyo Harada, Shunsuke lshii, Yoshiko Hkahashi and Harukazu Naka-
mura (201 1 ) conditional hockdown of target gene expression by tetracycline regulated transcrip-
tion ofdouble strand RNA･ Dev･ Growth･ Differ. 53, 69-75. Do主: 10.1111/j.1440-
169X.2010.01229.X
I
6･ Kodai lto', Harukazu Nakamura, Yuji Watanabe (2011) protogenin mediates cell adhesion for
ingression and re-epithelialization of the paraxial mesodermal cells. Dev. Biol. 351, 13-24.
Doi : 10.1016/i.ydbio.2010.ll.024
7･ Omi M, Harada H, Nakamura H. (2011) Iden捕cation ofretinotectal projection pathway in the
deeptectal laminaeinthechick･ J･ Comp･Neurol･ 519 : 2615-2621,2011 APT 13･ doi : 10･1002/
cne.22642
3.国際学会･海外での講演およびセミナー
l･ Harukazu Nakamura Organizlng Slgnal for deve一opment of the tectum and cerebellum･ UCL-
Tohoku Universlty Symposium, From Cell/Developmental Biology to Neuroscience･
organizers : Hamkazu Nakamura 皮 Shin-ichi Ohnuma, lS March 2010, London
4.国内学会での発表
I.仲村春和｢脳の設計図とその書き換えによる自在な脳の作り替え｣第2回東北大学バイオ
フォーラム　～脳科学の革新的な発展を目指して～　2009年6月5日,東京ステーション
コンフアランス
5.学会主催等
1･ UCL-Tohoku University Symposium, From Cell/Developmental Biology to Neuroscience･
Organizers : Hamkazu Nakamura 皮 Shin-ichi Ohnuma, 15 March 2010, London
2･ The nrst Tohoku International Symposium on Multidisciplinary Neurosciences The second UCL-
TohokuUniversitySymposium (1月23日)を含む
2011年1月21-23日　生命科学プロジェクト研究棟
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抗感染症薬開発研究部門
担当教授　渡　辺　　　彰
I.研究分野紹介
教　授:渡辺　　彰
准教授:藤村　　茂
当寄附研究部門は平成19年4月に設置され,昨年3月で第1期(3年)が終了し,同年4月より,
I
第2期日(4年)がスタートした.第1期の主な活動は,新規抗インフルエンザ薬やPK-PD理論
に準じた各種高用量抗菌薬の開発などであるが特に2009年は,世界中で新型インフルエンザ
(InHuenzaAvimSHIN1-2009)が流行し,抗インフルエンザ薬の不足および耐性ウイ)レスの出現な
どの問題が注目され,新薬の早期臨床使用に向けた当部門の役割は大きい.この他,我が国では多
剤耐性グラム陰性梓菌による院内感染死亡例が社会問題になり,こうした菌に対する化学療法およ
び感染制御対策について検討し,成績を公表した.
当寄附部門は,インフルエンザと多剤耐性菌をキーワードに,新規化学療法の開発と研究を進
めている.
主な研究内容
当寄附部門の主な研究テーマは以下に示す5項目である.
1)医学･薬学における先端的創薬と開発
2)新規抗感染症薬の臨床試験並びに市販後臨床試験の適正化と国際標準化の推進
3)薬剤の特性に基づいた抗感染症薬の適正使用法の確立と臨床的研究の推進
4)院内感染の予防と薬剤耐性菌抑制の研究の推進並びにその成果の普及推進
5)　インフルエンザウイルス薬開発･実用化の推進である.
1)の先端的創薬と開発は,製薬企業の研究･開発部門と共同で取り組み, Pharmacokineti｡S-
Pha-acodynamics (PK-PD)理論を導入し%Time above MICを高めたβ-ラクタマ-ゼ阻害薬配合
ペニシリン系薬剤およびAUC/MICを最大限に上げた経口マクロライド系楽の開発･実用化に寄与
した.また, Cmax/MICおよびAUC/MICを考慮することにより臨床的有効性を高めたレスビラト
リーキノロン系薬の臨床使用に向けて活動した.
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2)の新規抗感染症薬の臨床試験並びに市販後臨床試験の適正化と国際標準化の推進に関しては,
製薬企業の研究･開発部門と共同で取り組んでいる各種新規抗菌薬の開発臨床試験並びに市販後臨
床試験を推進する中であるべき姿を提案･実践すると共に,海外の臨床試験を広く参考にしながら
これをさらにレベルアップする努力を行っている.
3)薬剤の特性に基づく抗感染症薬の適正使用法の確立と推進は,当部門が最もウェ-トを置い
/′
ている部分であり,各種講演会や著書等にて臨床医ならびに薬剤師の先生方に耐性菌制御かつ抗菌
薬の特性を最大限に発揮させる抗菌薬適正使用についでI詐取提供を行った
4)病院内感染の予防と薬剤耐性菌抑制の研究の推進として, NHCAP (医療･介護関連肺炎)
のリスクファクターを調査･解析し,多剤耐性paeruginosaの病院と各種老健施設間の伝播状況を
検討した.また欧米で問題となっているAcinetobacterの薬剤耐性に関する調査や耐性遺伝子の研
究を行った　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
5)抗インフルエンザウイルス薬開発･実用化の推進としては,抗インフ'レエンザ薬のオセ)㍗
ミビルやザナミビルの服用と異常行動やオセ)レタミビ)レ耐性のインフルエンザの出現等がマスコミ
で報道され,新型インフルエンザウイ)レス感染症の対策が国民レベルで不安視されている.当部門
は現在緊急に開発されている新規抗インフルエンザ治療薬2割の臨床試験に関して,早期の臨床使
用に向けて活動している.なお, 2009年春からの新型インフルエンザの流行に際しては言度辺が
日本感染症学会の新型インフルエンザ対策ワーキンググループの座長を務めて｢緊急提言｣をまと
め,これが国会の予算委員会新型インフルエンザ対策集中審議で引用されるなど-,国をリードする
活動を行っている.
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73.渡辺　彰:感染症診断･治療･予防の進歩, 6.新型インフルエンザの治療薬(NewAnti-
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74.渡辺　彰: pK-PD理論に基づいて開発されたアジスロマイシン高用量単回投与製剤の臨床
適応一経口抗菌薬に求められる有効性と安全性のバランス-. PTM5(2), 2010.
75.渡辺　彰:新しい抗インフルエンザ薬の開発動向と今後の展望.日本臨床68,pp.1685-
1689,2010.
76.渡辺　彰,酒寄　享,林　三千雄,三田村敬子:インフルエンザ･パンデミックに備えて
各コ
地域医療連携を考える.呼吸29,pp. 867-877,2010.
77.渡辺　彰:抗インフルエンザ薬の分類と特徴一新規薬剤を中心に. INFECTIONFRONT20,
pp. 16-18,2010.
78.渡辺　彰:呼吸器感染症診療の最近の考え方一新型インフ)レ工ンザ対策を含めて～.仙台
市匪師会報No. 555, pp. 57, 2010.
79.渡辺　彰:抗インフルエンザ薬の使い分け-新規承認薬を含めて.日本医師会雑誌139,
pp. 1495-1499, 2010.　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
80･渡辺　彰:呼吸器感染症診療の最近の考え方～新型インフルエンザ対策も含め千一･八王
子市医師会報No.271 (457号), pp.3-4,2010.
81.渡辺　彰:書評｢医療者のための結核の知識｣. medicina47(5), pp.819,2010.
82.渡辺　彰:特集『呼吸器感染症に向かう臨床医の決断力-なぜこの治療薬でいくか』,呼吸
器感染症治療薬の進展･動向とこれからの臨床決断九　感染と抗菌薬13(4), pp.309-314,
2010.
83.渡辺　彰:特集『新型インフルエンザHINlの流行を振り返って』,新しい抗インフルエン
ザ薬,ラニナミビ)レ(CS-8958,イナビル'I=V).臨林と研究87(12), pp. 1707-1712,2010.
84.渡辺　彰:解説, HINlインフルエンザ2009流行の反省点と次期流行予測.呼吸器内科18
(6), pp. 590-596, 2010.
85.三木　誠,渡辺　彰: copD.結合臨林59,pp.2118-2124,2010.
86.河野　茂,後藤　元,渡辺　彰,門田淳一,田中裕士,宮下修行:非定型肺大規模調査結
果から見えること～特にクラリスロマイシンの位置づけについて. NikkeiMedica139,
pp. 81-83,2010.
87.渡辺　彰:結核の診断･治療･予防等の体系的対応がこれ1冊で!,書評｢結核診療ガイ
ドライン(日本結核病学会編)｣.内科105(2), pp.324,2010.
88.渡辺　彰:書評｢匪療者のための結核の知識｣. medicina47(5), pp.819,2010.
2)英文(原著論文)
1. F巾imura S, Sato T, Kikuchi T, Zaini ∫, Gomi K, Watanabe A. E鯖cacy ofclarithromycln plus van-
comycln in mice with implant-related imf:ection caused by bionlms-fomlng Staphylococcus aureus.
J Onhoped S°i 14 : 658-661, 2009.
2･ Kikuchi T, Watanabe A, Gomi K, Sakakibara T, Nishimori K, Daito H, F巾imura S, Tazawa R, Inoue
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A, Ebina M, Tokue Y, Kaku M. Nukiwa T. Association between mycobacterial genotypes and dis-
ease progression in Mycobacterium avium pulmonary infection. Thorax 64 : 901-907, 2009.
3. Fujimura S, Takane H, Nakano Y, Watanabe A. ln vitro synergy studies based on tazobactam/piper-
acillin agalnSt Clinical isolates of metallo-beta-1actamase-producing Pseudomonas aeruglnOSa. ∫
AntimicrobChemother64 : ll 15-1116, 2009.
4. Kohno S, Watanabe A, Mikasa K, Kadota J, Niki 辛 Tateda K, Tbmono K, Ishida T, Goto H, Soma K,
こつ
Kusachi S, Puke N, Seki M, Otsuka 辛 Misawa S, Yoshida K, Ito 1, F山ishima S, Miyashita N,
Mikamo H, Kikuchi K, Temya K, Takeda H, Teramoto S, Aoki N. The Japanese Respiratory Soc主
ety guideline fb∫ the management of hospltaLacquired pneunmonia in adult 2008. ResplrOlogy 14
(suppl.2) : Sl-S69, 2009.
5. Niki Y, Hanaki H, Matsumoto T, Yagisawa M, Kohno S, Aoki N, Watanabe A, Sato ∫, Hattori R,
Koashi N, Kozuki T, Maruo A, Morita K, Ogasawara K, Takahashi 辛 Watanabe ∫, Takeuchi K,
F巾imura S, Takeda H, Ikeda H, Sato N, Niitsuma K, Saito M, Koshiba S, Kaneko M, Miki M,
ー　Nakanowatari S･ Honda Y･ Chiba J･ Takahashi H･ Utagawa M･ Rondo T･ Kawana A･ Konosak叫
Aoki 辛 Chonabayashi N, Ueda H, Sugiura H, Ichioka M, Goto H, Kurai D, Okazaki M, Yoshida T,
Yoshida T, Tanabe Y, Kobayashi S, Tsukada H, Imai Y, Honma Y, Nishikawa K, Yamamoto T, Kawai
A, Kashiwabara T. Takesue Y, Wada Y, Nkajima K, Miyara T, Toda H, Mitsuno N, Sugimura H,
Yoshioka S, Kurokawa M, Munekawa Y, Nakajima H, Kubo S, Ohta Y, Mkasa K, Maeda K, Kasa-
hara K, Koizumi A, Sano R, Yagi S, Takaya M, Kuorokawa Y, Kusano N, Mihara E. Kuwabara M,
F可iue 辛 Ishimaru T, Matsubara N, Kawasaki 辛 Tokuyasu H, Masui K, Negayama K, Ueda N, Ishi一
mam M, Nakanishi 辛 F可ita M, Honda ∫, Kadota ∫, Hiramatsu K, Aoki 辛 Nagasawa Z, Suga M,
Muranaka H, Yanagihara K, F巾ita ∫, Tateyama M, Totsuka K. Nationwide surveillance ofbacterial
resplratOry pathogens conducted by theJapanese Society of Chemotherapy in 2007 : general view of
the pathogens' antibacterial susceptibility. J meet Chemother 14(4) : 156-167, 2009.
6. Suzuki K, Nishimaki K, Okuyama K, Katoh T, Yas山lma M, Chihara ∫, Suwabe A, Shibata Y嶋ka-
hashi C, Takeda H, Ida S, Kaku M, Watanabe A. Nukiwa T, Niitsuma K. Kanemitsu K, Takayanagi M,
Ohno I. Trends in antimicrobial susceptibility of Streptococcus pneumonia in the lbhoku district of
Japan : Alongitudinal analysis I:ron 1998 to 2007. TohokuJExpMed 220 : 47-57, 2010.
7. Kato S, F可imura S. Primary antimicrobial resistance of Helicobacter pylori in children during the
past9years. Pediatric lnt52 : 187-190,2010.
8. F申mura S, Watanabe A. National survey on antimicrobial therapy compliance in Japan. Scaれd ∫
Infect Dis42 : 637-638. 2010.
9. Watanabe A, Chang SC, Kin MJ, Waf-slng Chu D, Ohashi Y. Long-actlng neuraminidase inhibitor
laninamivir octanoate versus oseltamivir for treatment of innuenza : a double-blind, randomized,
nonint-eriority clinical trial Clin Tnt-ect Dis 51(10) : 1167-1175, 2010 (Nov, 15) E pub Oct.ll,
2010.
10. Fujimura S, Fuse K, Nakano Y Takane H, Kikuchi T, WatanabeA. Risk I:actors I-or healthcare-asso-
ciated pneumonia : Transmission of multidrug-resistant Pseudomonas aeruglnOSa isolates舟om gen-
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3)和文(原著論文)
1.河野　茂,青木信樹,二木芳人,渡辺　彰:急性気管支炎およびi副生呼吸器病変の二次感
染に対するazithro,mycin単回投与製剤の多施設共同非盲検非対照試験.日本化学療法学会雑
誌57(1) : 15-25,2009.
2.藤村　茂,五味和紀,高根秀成,中野禎久,布施克浩,菊地利明,徳江　豊,渡辺　彰:
臨床分離されたpseudomonas aemginosaに対するarbekacinの抗菌力(2003年～2007年).日
本化学療法学会雑誌57 : 91-96, 2009.
3.岩田　敏,屋内-伝,岩井直一,渡辺　彰,戸塚恭一,堀　誠治,相澤良夫,生方公子,
砂川慶介: Tebipenempivoxil細粒の小児細菌性肺炎を対象とした非盲検非対照臨床試験.日
本化学療法学会雑誌57(Suppl. 1) : 137-150,2009.I
4.渡辺　彰,半田　光,青木信樹,二木芳人,野口隆志,松本哲朗,渡辺二朗,)大塚正彦,佐々
木-尋,服部力三,森田耕平,吉田博之:社団法人日本化学療法学会IRB設置検討委員会･
委員会報告.日本化学療法学会雑誌57(4) : 316-319,2009.
5.渡辺　彰,徳江　豊,青木信樹,松本哲朗,柳原克紀,比嘉　太,長島正人,有安まり,
津下宏之,藤巻一雄,田口賢治,笹川裕治,松本正人,山本典史,松岡ひろみ,国井乙彦,
柴　孝也:社団法人日本化学療法学会抗菌薬安全性評価基準検討委員会中間報告｢臨床検
査値に関する安全性評価基準｣.日本化学療法学会雑誌57(4) : 320-342,2009.
6.河野　茂,渡辺　彰,青木信樹,二木芳人,門田淳一,藤田次郎,柳原克紀,賀来満夫,
堀　誠治‥呼吸器感染症に対する1evoHoxacin500mg 1日1回投与の臨床効果.日本化学療
法学会雑誌57(Suppl. 2) : 20-33,2009.
7.倉本美紀子,稲毛　稔,片桐祐司,市川真由美,豊口義夫,林　雅弘,薄場　修,佐藤伸二,
鵜飼克明,倉本敬二,渡辺　彰:抗菌薬適正使用推進の取り組み～ "抗菌薬使用の手引き"
作成の試み～.日本病院薬剤師会雑誌45(7) : 911-915,2009.
8.渡辺　彰:シンポジウム｢変貌するインフ)レエンザにどう向き合うか｣.日本内科学会雑誌
98(IO) : 2564,2009.
9.渡辺　彰:シンポジウム｢変貌するインフルエンザにどう向き合うか｣,タミフル'B'･リレ
ンザ⑱に続く新規インフルエンザ治療薬の開発～仙台方式の紹介を含めて～.日本内科学会
雑誌98(10) : 2576-2580, 2009.
10.藤村　茂,渡辺　彰:pK-PDからみた抗MRSA薬の使用.日本外科感染症学会雑誌
6 : 35-42,2009.
ll.渡辺　彰,青木信樹,二木芳人,斎藤　厚,河野　茂,柴　孝也:市中肺炎患者を対象と
したtazobactam/piperacillin (配合比1 : 8製剤)の臨床薬理試験.日本化学療法学会雑誌58
(suppl. 1) : ll-28,2010.
12.渡辺　彰,青木信樹,千田金吾,二木芳人,斎藤　厚,河野　茂,門田淳一,柴　孝也:
178　　抗感染薬開発寄附研究部門
市中肺炎患者を対象としたtazobactam/piperacillin (配合比1 : 8製剤)のceRazidime対照第
III相比較試験.日本化学療法学会雑誌58(Suppl. 1) : 29-49,2010.
13.相川直樹,斎藤　厚,相馬-亥,渡辺　彰:院内肺炎患者を対象としたtazobactam/piper-
acillin (配合比1: 8製剤)の第III相試験.日本化学療法学会雑誌58(Suppl. 1) : 50-61,
2010.
14.渡辺　彰,徳江　豊,青木信樹,松本哲朗,柳原克紀,比嘉　太,津下宏之,長島正人,
こつ
松岡ひろみ,笹川裕次,松本正人,藤巻一雄,田口賢治,有安まり,山本典史,国井乙彦,
柴　孝也:社団法人日本化学療法学会抗菌薬安全性評価基準検討委員会最終報告｢臨床検
査値に関する安全性評価基準｣.日本化学療法学会雑誌58(2) : 140-502,2010.
15.渡辺　彰:呼吸器領域の新しい薬物療法;作用機序と使用の実際, vI.抗ウイルス薬, 2.抗
インフルエンザ薬.日本内科学会雑誌99: 1583-1588,2010.
16.渡辺　彰,徳江　豊,青木信樹,松本哲朗,柳原克紀,比嘉　太,津下宏之,長島正人,
松岡ひろみ,笹川裕次,松本正人,藤巻一雄,田口賢治,有安まり,山本典史,国井乙彦,
柴　孝也:社団法人日本化学療法学会抗微生物薬安全性評価基準検討委員会最終報告(1m
走版) ｢抗微生物薬安全性評価基準｣.日本化学療法学会雑誌58 : 484-493,2010.
17.高根秀成,藤村　茂,中野禎久,布施克浩,五味和紀,菊地利明,貰和敏博,渡辺　彰:
市中病院NICUにおけるAcinetobacterbaumaniiの分離状況.日本環境感染学会雑誌
25 : 242-246,2010.
18.河野　茂,青木信樹言可合　伸,二木芳人,渡辺　彰,堀　誠治,渡辺晋-,戸塚恭一:
注射薬pazuHoxacin 1回1,000mg 1日2回投与時の細菌性肺炎を対象とした臨床第11湘試験･
日本化学療法学会雑誌58 : 664-680, 2010.
19.加藤晴一,大崎敬子,中山佳子,藤村　茂,神谷　茂:DNAマイクロアレイ法による鉄欠
乏性貧血関連Helicobacterpylori遺伝子の検請.日本へl)コバクタ-学会誌11 : 27-30,2010.
20.渡辺　彰:研究･診療の過去と現在および未来-の展望,感染症･結核学術部会より.日
本呼吸器学会50周年記念誌48(Special Issue) : 99-104, 2010.
21.渡辺　彰,中浜　力,大崎能伸,斎藤　真,青島正大:特集『感染症:診断と治療の進歩』,
抗菌薬の役割:かぜ/インフルエンザから肺炎まで　日内会誌99: 2757-2774,2010.
22.二木芳人,青木信樹,砂川慶介,舘田一博,三嶋廣繁,山中　昇,渡辺　彰,河野　茂:
患者アンケートによるアジスロマイシン2g単回投与製剤服薬満足度調査報告. JpnJAnti-
biotics63 : 291-298, 2010.
23.藤村　茂: pK-PD理論により変化してきた抗菌薬療法.適薬誌27: 50-53,2010.
24.藤村　茂,佐藤哲朗: (総説)バイオフィルム産生黄色ブドウ球菌によるインプラント関連
感染のクラリスロマイシン併用化学療法.整形･災害外科33: 987-992,2010.
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1. Nikュ 辛 Kohno S, Aoki N, WatanabeA, YaglSaWa M, Sato ∫, Hanaki H. Nationwide surveillance of
bacterial pathogens isolate from patients with lower resplratOry infections in Japan･ 49th lCAAC
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-(lnterscience Conference on Anitimicrobial Agents and Chemotherapy). 19 June. 2009. Tront
2･ F巾imura S, Sato T, Watanabe A. Combined e飾cacy ofclarithromycln plus antimicrobial agents for
implant-related imf:ection with bioElm-fomlng Staphylococcus aureus. NASS and JSSRjoint meet-
1ng SpineAcross the Sea. 2009 26-ョoth July. 2009. Maui
3･ Kohno S, Tateda K, Kadota J, Fujita I Niki Y, Watanabe A, Nagashima M. Contradiction between
in vitro and clinical outocome : Does azithromycin intravenous心rmulation (AZM-IV) demonstrate
各コ
clinical e飾cacy in macrolide resistant Pneumococcal pneumonia. 50th lCAAC (1nterscience Con-
ference ofAnitimicrobiaI Agents and Chemotherapy). 13 Sept., 2010. Boston
4･ Fujimura S, Kimura K, Kaji M, Watanabe A. Antibacterial effect ofLactobacillus gasseri OLL2716
strain agalnSt Helicobacter pylori･ 12th Westem Pacmc Congress on Chemotherapy and lnf:ectious
Diseases　2-5hDec.2010　Singapore
5･ F可imura S, Ilo T, Kariya 辛 Takane H, Nakano 辛 Watanabe A. Mutant prevention concentration of
azithromycln agalnSt Haemophilus inHuenzae. 12th Westem PaciHc Congress on Chemotherapy
and Infectious Diseases　2-5th Dec. 2010　Singapore
4.国内学会での発表
1.藤村　茂,徳山英理子,中野禎久,高根秀成,渡辺　彰: Metallo-β-1actamase産生P.aeruginosa
に対するタゾバクタム/ピベラシリンl: 8配合剤の微量液体希釈法によるMIC測定法の比
較.第43回緑膿菌研究会一般演題7.京都, 2009.2.6 (京都薬科大学)
2.小宮智義,鳥庭弘子,高橋　洋,渡辺　彰,平井克哉:新たなQ熱特異抗原の探索および
血清診断の検討,第83回日本感染症学会総会一般演題0-148.東京, 2009.4.23 (京王プラ
ザホテル)
3.菊地利明,渡辺　彰,五味和紀,藤村　茂,貫和敏博:多型縦列反復配列(VNTR)の薗遺
伝子型による非結核性抗酸菌症の病勢予測.第83回日本感染症学会総会一般演題0-170.
東京, 2009.4.23 (京王プラザホテ)レ)
4.藤村　茂,高根秀成,中野禎久,渡辺　彰: Metallo-beta-lactamase産生　p.aemginosaに対
するタゾバクタム/ピベラシリン1: 8配合剤のMIC測定法の比較.第83回日本感染症学
会総会.東京, 2009.4.24 (京王プラザホテル)
5.中野禎久,藤村　茂,高根秀成,渡辺　彰:中小病院が抱えるMDRP汚染の問題点.第83
回日本感染症学会総会一般演題P-178.東京, 2009.4.24 (京王プラザホテル)
6.高根秀成,藤村　茂,中野禎久,渡辺　彰:一般市中病院NICUにおけるAcinetobacter
bauaniiの院内感染事例.第83回日本感染症学会総会一般演題P-213.東京, 2009.4.24 (京
王プラザホテ)レ)
7.高橋　洋,渡辺　彰:私はこう治療する:成人の百日咳症例.第57回日本化学療法学会総
会一般演題No. 19.東京, 2009.6.4 (ホテル日航東京)
8.藤村　茂,高根秀成,中野禎久,渡辺　彰:メタロβラクタマ-ゼ産生P.aeruginosaに対す
るmZ/PIPCと各種抗菌薬のinvitro併用効果.第57回日本化学療法学会総会一般演題
180　　抗感染薬開発寄附研究部門
No.25.東京, 2009.6.4 (ホテル日航東京)
9.布施克浩,藤村　茂,五味和紀,菊地利明,高根秀成,中野禎久,渡辺　彰,貰和敏博:
メタローβ-ラクタマ-ゼ産生pseudomonas aerugiosaにおけるpyocianin産生について.第57
回日本化学療法学会総会一般演題No.26.東京, 2009.6.4 (ホテル日航東京)
10.高根秀成,藤村　茂,中野禎久,貰和敏博,渡辺　彰:宮城県におけるAcinetobacterspp.
の薬剤感受性調査.第57回日本化学療法学会総会一般演題No.31.東京, 2009.6.4 (ホテ
各コ
)レ日航東京)
ll.藤村　茂,高根秀成,中野禎久,渡辺　彰:ティコプラニンの先発品とジェネリック品の
抗菌力の比較検討.第57回日本化学療法学会総会一般演題No.38.東京, 2009.6.4 (ホテ
ル日航東京)
12.高橋　洋,渡辺　彰:コl)ネバクテリウムによる市中発症肺炎症例の患者背景および臨床
像.第57回日本化学療法学会総会一般演題No. 134.東京, 2009.6.5 (ホテ)レ日航東京)
13.菊地利明,渡辺　彰,五味和紀,榊原智博,海老名雅仁,貰和敏博:多型縦列反復配列(WTR)
の遺伝子型による非結核性抗酸菌症の病勢予測･第49回日本呼吸器学会総会pDl15･束亭･
2009.6.14 (東京国際フォーラム)
14.大束久住,菊地利明,榊原智博,五味和紀,渡辺　彰,貰和敏博:非結核性抗酸菌による
過敏性肺臓炎動物実験モデルの確立,第49回日本呼吸器学会総会pp300.東京, 2009.6.14(東
京国際フォーラム)
15.三橋義哉,五味和紀,大東久住,菊地利明,海老名雅仁,渡辺　彰,貫和敏博:嚢胞性腺
維症で呼吸器感染症を繰り返し,肺移植を検討するに至った一例.第49回日本呼吸器学会
総会pp319.東京, 2009.6.14 (東京国際フォーラム)
16.高橋　洋,庄司　淳,渡辺　洋,森Ii旧人,渡辺　彰:Q熱コクシエラ肺炎症例への投与
抗菌薬選択と臨床経過.第49回日本呼吸器学会総会pD932.東京,2009.6.16(東京国際フォー
ラム)
17.加藤晴一,藤村　茂:小児の再燃性･難治性鉄欠乏性貧血におけるHelicobacterpylori感染
の関与.第15回日本ヘリコバクタ-学会.東京, 2009.6.25-26 (東京ステーションコンファ
レンス,サピアタワー)
18.高橋　洋,生方　智,五味和紀,菊地利明,藤村　茂,渡辺　彰:心裏液貯留を併発した
成人RSウイ)レス感染症の2例.第58回日本感染症学会東日本地方会総会･第56回日本化
学療法学会東日本支部総会･合同学会一般演題No.029.東京, 2009.10.30 (東京ドームホ
テル)
19.高根秀成,藤村　茂,油津尚弘,黒川いく,中野禎久,渡辺　彰:中耳炎患者より分離さ
れた肺炎球菌における葵膜血清型とバイオフイ)レム産生量の比較検討,第58回日本感染症
学会東日本地方会総会･第56回日本化学療法学会東日本支部総会･合同学会一般演題
No.033.東京, 2009.10.30 (東京ドームホテル)
20.藤村　茂,鈴木一正,渡辺　彰: Helicobacterpylori除菌における3剤併用薬の服薬コンプ
ライアンスについて.第58回日本感染症学会東日本地方会総会･第56回日本化学療法学
会東日本支部総会･合同学会一般演題No.075.東京, 2009.10.30 (東京ドームホテル)
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21㌧　五味和紀,菊地利明,高根秀成,中野禎久,布施克浩,藤村　茂,渡辺　彰:2008年度に
束北地区で分離された緑膿菌の薬剤感受性疫学調査成績.第58回日本感染症学会東日本地
方会総会･第56回日本化学療法学会東日本支部総会･合同学会一般演題No.131.東京,
2009.10.31 (東京ドームホテル)
22.藤村　茂,佐藤哲朗,兵頭弘訓,佐々木祐肇,菊地利明,渡辺　彰:バイオフィルム産生
S.aureusによるデバイス感染に対するクラリスロマイシン併用除菌療法の検討.第24回日
/′
本整形外科学会基礎学術集会.横浜, 2009.ll.5-6 (パシフイコ横浜)
23.渡辺　彰:肺炎に対するリネゾリドの有用性の検討:最終結果の報告.第58回日本化学
療法学会総会.長崎市, 2010.6.4 (長崎プリッグホール)
24.山本善裕,門田淳一,渡辺　彰,山中　昇,舘田一博,三嶋廣繁,朝野和典,二木芳人,
青木信樹,砂川慶介,河野　茂:経口抗菌薬服薬コンプライアンス調査の解析.第84回日
本感染症学会総会.京都市, 2010.4.25 (国立京都国際会館)
25.高橋　洋,藤村　茂,渡辺　彰: Achromobacterxyloseoxidansによる呼吸器感染症例の検討.
第58回日本化学療法学会総会.長崎市, 2010.6.3 (長崎ブリックポー)レ)
26.布施克浩,藤村　茂,菊地利明,五味和紀,渡辺　彰:メタローβ-ラクタマ-ゼ産生Pseu-
domonas aerugiosaにおける色彩傾向とpyocyanin産生量に関する検討.第58回日本化学療
法学会総会.長崎市, 2010.6.3 (長崎ブリックホ-)レ)
27.藤村　茂,高根秀成,中野禎久,渡辺　彰:肺炎球菌とインフルエンザ菌に対するアジス
ロマイシンのMPCについて.第58回日本化学療法学会総会.長崎市,2010.6.3(長崎ブリッ
クホール)
28.中野禎久,藤村　茂,高根秀成,渡辺　彰:東北地方におけるpvl保有S.aureusの分離状況
調査.第58回日本化学療法学会総会.長崎市, 2010.6.3 (長崎ブリックポー)レ)
29.藤村　茂,高根秀成,中野禎久,渡辺　彰:pK-PD解析によるティコプラニン先発品とジェ
ネl)ック品の比較検討.第58回日本化学療法学会総会.長崎市,2010.6.3(長崎ブリックホー
ル)
30.三嶋廣繁,渡辺　彰,竹末芳生,柳原克紀:注射用シプロキサン高用量の必要性に関する
アンケート調査結果.第58回日本化学療法学会総会.長崎市, 2010.6.3 (長崎新聞文化ホー
ル)
31.高根秀戌,藤村　茂,油津尚弘,黒I帖､く,中野禎久,渡辺　彰:肺炎球菌のコロニー形
態と小児急性中耳炎の重症度について.第58回日本化学療法学会総会.長崎市,2010.6.3(良
崎新聞文化ホール)
32.大野　勲,鈴木一正,西巻雄司,奥山香織,保嶋　実,前原順一,諏訪部章,柴田陽光,
高橋長一郎,武田博明,井田士朗,賀来満夫,渡辺　彰,貰和敏博,新妻一宮,金光敬二:
東北地方で分離された肺炎球菌のペニシリン結合蛋白(PBP)遺伝子変異と経口β-ラクタ
ム剤感受性に関する臨床疫学的調査.第91回日本呼吸器学会東北地方会･第121回日本結
核病学会東北支部学会.山形市, 2010.9.4 (ヤマコーポ-ル)
33.布施克浩,藤村　茂,菊地利明,高根秀成,中野禎久,渡辺　彰: Reveresetranscription-
polymerase chain reaction (RT-PCR)法を用いたMBL産生緑膿菌のpyocyanin産生に関する
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検討.第59回日本感染症学会東日本地方会総会･第57回日本化学療法学会東日本支部総会･
合同学会.東京, 2010.10.21 (京王プラザホテル)
34.高橋　洋,庄司　淳,藤村　茂,渡辺　彰:アデノウイルスによる成人発症市中肺炎症例
の臨床像.第59回日本感染症学会東日本地方会総会･第57回日本化学療法学会東日本支
部総会･合同学会.東京, 2010.10.22 (京王プラザホテル)
35.庄司　淳,藤村　茂,高橋　洋,高根秀成,渡辺　彰:成人市中肺炎における肺炎球菌の
こつ
コロニー形態に関する検討.第59回日本感染症学会東日本地方会総会･第57回日本化学
療法学会東日本支部総会･合同学会.東京, 2010.10.22 (京王プラザホテル)
36.高根秀成,藤村　茂,中野禎久,貰和敏博,渡辺　彰:東北地方における薬剤耐性
Acinetobacter baumanniiの分離状況について.第45回緑膿菌感染症研究会.仙台市,
2010.2.5 (仙台国際センター)
37.布施克浩,藤村　茂,菊地利明,高根秀成,中野禎久,渡辺　彰:RT-PCR法を用いた
pyocyanin産生遺伝子phzMの発現に関する検討.第45回緑膿菌感染症研究会.仙台市,
2010.2.5 (仙台国際センター)
5.学会主催等
I.渡辺　彰:第92回SCC (代表世話人).仙台, 2009.1.16 (仙台国際H)
2.渡辺
3.渡辺
4.藤村
5.渡辺
6.渡辺
7.渡辺
彰,藤村　茂:第8回東北臨床感染症研究会(世話人).仙台, 2009.1.24 (勝山館)
彰:第14回東北感染症研究会(世話人).仙台, 2009.2.21 (仙台H)
茂:第13回日本小児H.pylori研究会(世話人).名古屋, 2009.3.7 (安保ホール)
彰:第93回SCC (代表世話人).仙台, 2009.3.27 (第一三共仙台支店)
彰:第94回scc (代表世話人).仙台, 2009.5.15 (第一三共仙台支店)
彰:第28回東北感染症･化学療法フォーラム(代表世話人).盛岡,2009.5.23-24 (ホ
テルメトロポリタン盛岡)
8.渡辺　彰:第22回呼吸器感染症/化学療法研究会(世話人).東京, 2009.6.6 (千代田放送
会館)
9.渡辺　彰:第13回南東北胸部疾患研究会(代表世話人).仙台, 2009.7.ll (H仙台プラザ)
10.渡辺　彰:第95回SCC (代表世話人).仙台, 2009.7.17 (仙台国際H)
ll.渡辺　彰:第7回MCMフォーラム(世話人).東京, 2009.7.25 (六本木アカデミーヒルズ)
12.渡辺　彰:第17回呼吸器疾患･感染症研究会(世話人).東京, 2009.8.22 (東京)
13.渡辺　彰:第17回東北胸部疾患ワークショップ(世話人).仙台, 2009.9.5 (H仙台プラザ)
14.渡辺　彰:第96回scc (代表世話人).仙台, 2009.9.18 (第一三共仙台支店)
15.渡辺　彰:第14回南東北化学療法シンポジウム(世話人).仙台,2009.9.26 (H仙台プラザ)
16.渡辺　彰:第12回東北抗酸菌研究会(世話人).仙台, 2009.10.10 (フォレスト仙台)
17.渡辺　彰:第9回呼吸器感染症フォーラム(世話人).東京, 2009.10.24 (グランドプリン
スH赤坂)
18.渡辺　彰,藤村　茂:第15回東北院内感染対策研究会(世話人).仙台, 2009.ll.7 (仙台
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19.渡辺　彰:第97回scc (代表世話人).仙台, 2009.ll.20 (第-三共仙台支店)
20･渡辺　彰:第29回東北感染症･化学療法フォーラム(代表世話人).山形,2009.ll.2ト22(山
形国際H)
21.渡辺　彰:第100回scc (代表世話人),仙台, 2010.5.14 (仙台国際H)
22･渡辺　彰‥第30回東北感染症･化学療法フォーラム(代表世話人).八戸,2010.5.22-23 (八
こコ
戸パークH)
23･渡辺　彰:第24回呼吸器感染症/化学療法研究会(世話人).長崎, 2010.6.5 (長崎プリン
スH)
24.渡辺
25.渡辺
26.渡辺
27.渡辺
28.渡辺
29.渡辺
彰:第10回肺炎球菌ワクチン研究会(世話人).東京, 2010.6.13 (Hパシフィック)
彰:第14回南東北胸部疾患研究会(代表世話人).郡山, 2010.7.3 (郡山ビューH)
彰:第101回SCC (代表世話人),仙台, 2010.7.16 (第一三共(蛛)仙台支店)
彰:第18回呼吸器疾患･感染症研究会(世話人).東京, 2010.8.21 (H日航東京ベイ)
彰:第18回東北胸部疾患ワークショップ(世話人)･仙台,2010･8･28 (H仙台プラザ)
彰:第10剛乎吸器感染症フォーラム(世話人).東京, 2010.9.4 (プリンスHパーク
タワー)
30･渡辺　彰:第2回呼吸器感染症の診断と治療を考える(代表世話人).仙台, 2010.9.ll (H
仙台プラザ)
31･渡辺　彰:第102回SCC (代表世話人).仙台, 2010.9.24 (第一三共(樵)仙台支店)
32･渡辺　彰:第15回南東北化学療法シンポジウム(世話人).仙台,2010.9.25 (H仙台プラザ)
33.渡辺　彰:第13回東北抗酸菌研究会(世話人).仙台, 2010.10.9 (H仙台プラザ)
34･渡辺　彰,藤村　茂:第16回東北院内感染対策研究会(世話人).仙台, 2010.ll.6 (仙台
国際センター)
35.渡辺　彰:第104回SCC (代表世話人).仙台, 2010.ll.26 (第一三共(樵)仙台支店)
36･渡辺　彰:第31回東北感染症･化学療法フォーラム(代表世話人).仙台,2010.ll.27-28 (H
仙台プラザ)
37.渡辺　彰:第104回scc (代表世話人).仙台, 2010.1.28 (勝山館)
6.その他
受賞歴
1.藤村　茂,渡辺　彰ほか2名:第5回日本環境感染学会賞　受賞　2009年
2.渡辺　彰:第55回日本感染症学会二木賞　受賞　2010年
認知機能発達寄附研究部門
認知機能発達寄附研究部門
担当教授　川　島　隆　太
1.研究分野紹介
教　授:川島　隆太(莱)
准教授:瀧　　靖之
助　教:橋爪　　寛
当寄附研究部門は平成20年4月に公文教育研究会による寄附研究部門と)して設吊されている.
当寄附研究部門では,脳磁気共鳴画像(MRI)等の脳機能イメージング装置を用いて,健常小児の
脳形態,脳血流,脳機能の発達を明らかにすると共に,どのような生活習慣が脳発達や認知力の発
達に影響を与えるかを解明することを目的としている.更に,これらの手法を,医学,教育学,認
知心理学などと融合することにより,年齢相応の脳発達を明らかにすると共に,子ども達の心身の
成長や発達を促し,学習の意欲,論理的思考力,創造性,知的好奇心,探究心などを向上させるよ
うな,発達に即した新しい具体的な教授･学習システムの研究開発を目指している.
現在の主な研究
1)小児脳形態の発達に関する研究
本研究は健常小児の脳形態,脳血流の発達および,これらに影響を及ぼす星活習慣を解明するこ
とを目標としている.平成20年より開始した, 300人の日本人健常小児対象の小児脳発達研究は,
平成22年4月で　脳MRIおよび生活習慣,親子関係,認知力等の種々のデータ収集を終了した.
これらのデータから,世界的にもごく少数存在するのみである,大規模健常小児の脳MRIデータ
ベースを作製した.これらのデータベースから,脳の様々な領域の庚白質体積,安静時血流量と年
齢との相関を明らかにし,既に欧米雑誌に複数の結果が受理されている.これらの結果は,発達,
成熟過程で脳形態,脳機能に影響を及ぼす種々の疾患の早期診断等に有用であるだけでなく,教育
現場,発達心理学といった様々な領域-の貢献が期待される.
2)小児脳機能の発達に関する研究
本研究は,上述の研究と並行して行われており,小児の認知,行動,心に関連する脳内情報処理
185
186　　認知機能発達寄附研究部門
の発達を解明することを目標としている.具体的には,第二言語習得初期に重要となる音声習得と
年齢との間には比較的強い関係があることが示唆されているが　その習得過程のひとつである音声
模倣の脳内メカニズムとその発達変化を明らかにした.更に,共感及びシステム化指数と脳形憩と
の相関を明らかにした.これらの結果は,適切な時期の適切な外国語学習システムの構築や,認知
スタイルに合った学習システムの開発など　言語教育等への貢献が期待される.
2.研究報告
英文論文
1. Taki Y. Hashizume H, Sassa Y, Takeuchi H, Asano M, Asano K, Kawashima R･ Breakfast Staple
Types AfI'ect Brain Gray Matter Volume and CognltlVe Function in Healthy Children･ PLoS ONE･ 5
(12) : e15213,1-8,2010　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1. Hashizume H,嶋ki 辛 SassaYAsano M,Asano K, Takeuchi H, Jeong H, Sugiura M, Kawashima R･
Age-dependent brain activation involved in fbrelgn language sound imitation : an fMRI study･ 16th
Annual Meetlng Ofthe Organization fbi Human Brain Mapping, Barcelona, Spain, June 2010
(poster).
2. Sassa 辛 Takュ Y, Hashizume H, Takeuchi H, Asano M, Asano K, Kawashima R. The children's
Empathy-Systemizlng quotient : ReglOnal gray matter volume relates to cognltlVe Style･ 16th
Annual Meetlng Ofthe Organization fbr Human Brain Mapplng, Barcelona, Spain, June 2010
(poster).
3. Takュ 辛 Hashizume H, Sassa 辛 Takeuchi H, Asano M, Asano K, Kawashima R. Relationship
between cerebral blood How and age uslng aHerial spln labeled pe血sion magnetic resonance imag-
1ng in healthy children･ 16th Annual Meeting Ofthe Organization for Human Brain Mapplng, Bar-
celona, Spain, June 2010 (poster).
4. Asano K, Taki 辛 Hashizume H, SassaYAsano M,嶋keuchi H, Lee M, Kawashima R. Correlation
between cognltlVe Style and brain activlty in delayed matching tasks in children･ 16thAnnual Meet-
ing ofOrganization for Human Brain Mapping, Barcelona, Spain, June 2010 (poster) ･
5. Wu K, Taki Y, Sato K, Okada K, Goto R, Kawashima R, Fukuda H. Sex e的cts on small-world
organization ofstructural brain networks in young healthy individuals･ 16th Annual Meeting Ofthe
organization for Human Brain Mapping, Barce一ona, Spain, June 2010 (poster) i
6. Sato K, Kinomura S. Taki Y, Goto R, Kawashima R, Fukuda H･ Generational differences of head
shape and brain shape of Japanese･ 16th Annual Meetlng Of the Organization for Human Brain
Mapping, Barcelona, Spain, June 2010 (poster).
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7･ Taki 辛 Hashizume H, SassaYAsano M,Asano K, Takeuchi H, Fukuda H, Kawashima R. Rela-
tionship between gray matter volume and age in healthy Japanese children : Ⅵ)lumetric analysis and
voxel-based morphometry･ 15th Annual Meetlng Or the Organization for Human Brain Mapping,
San Francisco, USA, June 2009 (poster).
8･ Hashizume H, Taki Y. Sassa Y, Asano M, Asano K, Takeuchi H, Lee M, Kawashima R･ Develop-
mental change of brain activation during Go州oGo task with wide age range･ 15th Annual Meetlng
一●
ofthe Organization for Human Brain Mapping, Sam Francisco, USA, June 2009 (poster).
9･ Takeuchi H, Taki 辛 Sassa 辛 Hashizume H, Sekiguchi A, FukushimaA, Kawashima R. Intensive
adaptlVe training Of working memory enhances non-trained working memory and deactivates the
default mode network during nob-trained working memory tasks･ 15th Annual Meetlng Olthe
Organization for Human Brain Mapping, Sam Francisco, USA, June 2009 (poster).
10. Asano M, Taki 辛 Hashizume H, SassaY Takeuchi H,Asano K, Lee M, Kawashima R. Relation-
ship between Intelligence Quotient and brain gray mattervolume in Japanese healthy children. 15th
Annual Meeting of the Organization for Human Brain Mapping･ Sam Francisc9･ USA･ June 2009
(poster).
11･ Asano K, Taki Y, Hashizume H, SassaY,Asano M, Takeuchi H, Lee M, Kawashima R. Correlation
of verbal IQ and performance IQ with the brain activation during delayed matching task in healthy
children･ 15th Annual Meetlng Ofthe Organization for Human Brain Mapping, San Francisco, USA,
June 2009 (poster).
12･ Sassa 辛 Taki Y, Hashizume H, Asano M, Asano K, Takeuchi H, Kawashima R. Relationship
between cognltlVe Styles of Empathizing/Systemizlng and gray matter volume in healthy Japanese
children : a voxel-based morphometric study･ 15th Annual Meetlng Ofthe Organization for Human
Brain Mapping, Sam Francisco, USA, June 2009 (poster).
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
I.瀧　靖之.脳の発達,加齢に伴う形憩変化と修飾因子.宮城県歯科医師会創立100周年記
念　第10回東北大学病院医学講座,仙台, 2009.3 (講演).
2.佐々祐子.社会性に関与する脳機能メカニズム:脳機能イメージング研究からの検討.節
105回日本精神神経学会学術総会,神戸, 2009.5 (シンポジウム講演).
3.瀧　靖之.脳MRIから見る脳の発達,加齢.第8回東北MR技術研究会.仙台, 2009.7 (特
別講演).
4.瀧　靖之. MRIから見る脳の発達と修飾因子.宮城県小児科医会学術講演会,仙台,
2009.10 (特別講演).
5.横山　悟,イブトスシラ,大澤剛士,川島隆太.脳機能画像データを用いた英語学習者のリー
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デイング習熟度評価.思考と言語研究会,東京, 2009.ll (口頭).
2)一般演題,ポスター等
1.瀧　靖之,橋爪　寛,佐々祐子,竹内　光,浅野孝平,浅野路子,川島隆太. 161人の健常
小児MRIを用いた,年齢と局所灰白質量及び局所安静時血流量との相関.第69回日本医
こコ
学放射線学会総会,横浜, 2010.4 (口演)
2.瀧　靖之,橋爪　寛,佐々祐子,竹内　光, KaiWu,野内　類,事崎由佳,浅野路子,浅
野孝平,福田　寛,川島隆太. Relationship between gray mattervolume and age in 274 healthy
Japanese children applying voxel-based mのphometric analysis.第33回日本神経科学会,神戸,
2010.9 (口演)
3.橋爪　寛,瀧　靖之,佐々祐子,浅野路子,浅野孝平,竹内　光,ジョン　ヒョンジョン,
杉浦元亮,川島隆太. Age-dependency in brain activation involved with'imitation ofunfamiliar
roreignlanguagesound: anfMRTstudy.第33回日本神経科学会,神戸, 2010･9 (ポスター) )
4.浅野孝平,瀧　靖之,橋爪　寛,佐々祐子,浅野路子,竹内　光,ジョン　ピョンジョン,
川島隆太. Correlation between cognitive style and brain activity in delayed matching task in chil-
dren.第33回日本神経科学大会,神戸, 2010.9 (ポスター)
5.瀧　靖之,佐々祐子,川島隆太. MRIを用いた健常小児の脳形態の発達.日本心理学会第
74回大会,大阪, 2010.9 (ワークショップ)
6.瀧　靖之,木之村重男,佐藤和則,後藤了以, KaiWu,川島隆太,福田　寛.健常成人の
加齢における局所脳灰白質量の減少　-383人の脳MRl解析による縦断研究-.第21回
日本老年医学会東北地方会,福島, 2010.10 (口演)
7.瀧　靖之,木之村重男,佐藤和則,後藤了以,川島隆太,福田　寛.年齢相応の脳発達とは?.
第68回日本医学放射線学会総会,横浜, 2009.4 (口演)
8.瀧　靖之,木之村重男,福田　寛.後部帯状回の灰白質体積はその後の全脳灰自賛体積減
少を予見する.第18回日本脳ドック学会総会,東京, 2009.6(口演)
9.瀧　靖之,橋爪　寛,佐々祐子,竹内　光,浅野孝平,浅野路子, M串nLee,川島隆太.
健常小児における年齢と全脳及び局所灰白質量の相関.第32回日本神経科学会,名古屋,
2009.9 (ポスター)
10.橋爪　寛,瀧　靖之,佐々祐子,浅野路子,浅野孝平,竹内　光,李　美眞,川島隆太.
小児におけるGomoGo課題遂行に関わる神経基盤の発達: fMRI研究.第32回日本神経科
学大会,名古屋, 2009.9 (ポスター)
ll.浅野孝平,瀧　靖之,橋爪　寛,佐々祐子,浅野路子,李　美眞,竹内　光,川島隆太.
健常小児のdelayed matching課題中の脳活動と言語性IQとの相関.第32回日本神経科学大
会,名古屋, 2009.9 (ポスター)
12.浅野路子,瀧　靖之,橋爪　寛,佐々祐子,竹内　光言支野孝平, M串nLee,川島隆太.
vBMを用いた,健康な日本人小児156人のIQと局所灰白質量との相関.第32回日本神経
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科学大会,名古屋, 2009.9(ポスター)
13.瀧　靖之,橋爪　寛,佐々祐子,竹内　光,浅野路子,浅野孝平, Ii嶋隆太.健常小児に
おける年齢相応の脳血流量とは?.第45回日本匪学放射線学会秋季臨床大会,和歌山
2009.10 (ポスター)
14.瀧　靖之,後藤了以,佐藤和則,木之村重男,岡田　賢,福田　寛. 99mTc-ECD脳血流
SPECTと脳MRIを用いた局所灰自質量と局所脳血流量との相関.第49回日本核医学会学
/一′
術総会,旭川, 2009.10(口演)
5.その他
受賞歴
1.瀧　靖之,橋爪　寛,佐々祐子,竹内　光,浅野路子,浅野孝平,福田　寛,川島隆太:
年齢相応の脳発達とは?.第68回日本医学放射線学会総会学会賞金賞. 2009.4.
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加齢ゲノム制御プロテオーム寄附研究部門
担当教授　安　井　　　明
1.研究部門紹介
教　授:安井　　明
講　師:菅野新一郎
助　教:宇井　彩子
当寄附研究部門(英語名"Division of Dynamic Proteome in Cancer and Aging'')はゲノムの安定性
に関わり,発癌や老化を制御するタンパク質複合体(プロテオーム)の同定とそ擁田胞内機能の解
明を行なっている.ゲノム不安定性の主な原因であるDNA損傷は発癌や細胞老化をもたらすが
DNA修復機構により修復される.ヒト生細胞での修復タンパク質のリアルタイム可視化解析とプ
ロテオーム解析を通じて,細胞内での修復タンパク質複合体がどのように働くかを解明する研究を
行なっている.とりわけ最近は,細胞内でのDNAの修復にクロマチンリモデリング因子がどのよ
うに関与しているかの解明を目指している.転写の際に転写因子がDNAに結合出来る様に働くク
ロマチンリモデリングの機構は, DNAの傷を見つけて修復する場合にも重要な働きをしているこ
とを徐々に明らかにしつつある.その結果,これまでに知られている修復タンパク質に加えて,多
くのクロマチンl)モデリングタンパク質がゲノムの安定性や細胞の感受性に寄与することが明らか
になり,癌治療の新しいターゲットとして役に立つ事が期待される.これらの研究は平成22年か
ら5年計画で始まった文科省新学術領域研究｢ゲノム普遍的制御｣の計画研究｢クロマチンl)モデ
リングの可視化プロテオミクス｣として研究費を獲得している.
この寄附部門は核酸研究をサポートするバイオベンチャー企業の寄附によって立ち上げた研究室
である.現在の主な業務は,科研費によりサポートされる上記の研究の遂行と共に,研究の過程で
開発された細胞内タンパク質複合体解析(プロテオミクス)や可視化解析の技術を用いて,加齢研
の共同研究や,タンパク質解析を受託する東北大学発の初めてのバイオベンチャーを通して,全国
の大学や企業の研究をサポートすることである.
現在の主な研究
1) DNA単鎖切断や二重鎖切断のヒト細胞内での修復機構の研究:どのように修復され,その
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機構に関わる蛋白質の欠損は発癌や細胞老化にどのような影響を与えるか.単鎖切断は最も発生頻
度の高いDNA損傷でPARPlが見つけてPARPlが活性化され,周辺タンパク質をポリADPリボシ
ル化し,そこにXRCClが集まり,修復酵素であるポリメラーゼやリガーゼ等を呼び寄せる.この
機構は我々がIT視化解析で明らかにして来た.最近,我々はpARPlの活性化に必要なDNAを切
る活性のある新規の酵素を2種類発見した.これらのタンパク質の機能と欠損が細胞死や発癌に与
える影響を調べている.
2)クロマチンリモデリングの細胞内DNA二重鎖切断の修復での機能の研究:細胞内のDNA
はクロマチンと呼ばれるタンパク質との複合体であるが　転写の際にクロマチンを動かすクロマチ
ンリモデ)ングが　どのように修復の前後に働いているかを局所的な損傷応答のリアルタイム可視
化解析技術を用いて解析している.損傷の作り方には,微弱な長波長紫外線レーザー光を顕微鏡レ
ンズに適して細胞核に線状に照射し,生じた二重鎖切断-のタンパク質の集積を調べる方法に加え
}て,集積したタンパク質に融合した蛍光タンパク質が顕微鏡下で確認出来る二重鎖切断のアレイを
)
持った細胞株を樹立した.これらの投稿とプロテオミクスの手法を用いて発癌や老化の制御機構の
解明を目指している.
2.研究報告
1)著書
1.第3版｢分子生物学｣ (共著)丸善出版
2)英文論文
I. Horibata K, Saijo M, Bay MN, Lan L, Kuraoka 1, Brook PJ, Honma M, Nohmi T, Yasui A, and
Tanaka K･ Mutant Cockayne syndrome group B protein inhibits repalr Of DNA topoISOmeraSe
I-DNAcovalentcomplex･ Genes Celh 16, 101-114, 2011･
2. Itoh G, Kanno SI, Uchida KS, Chiba S, Sugino S, Watanabe K, Mizuno K, Yasui A, Hirota T, and
嶋naka K. CAMP (C13orf8, ZNF828) is a novel regulator ofkinetochore一microtubule attachment･
EMBOJ 30, 130-144,2011･
3. Lan I, Ui A, Nakajima S, Hatakeyama K, Hoshi M, Watanabe R. Janicki SM, Ogiwara H, KohnoT,
Kanno SI, and Yasui A. The ACFI complex is required for DNA double-strand break repalr in
human cells. MoI Cell40, 976-987. 2010.
4. Isogai S, Kanno SI, Ariyoshi M, Tochio H, ItoY YasuiA, and Shirakawa M･ Solution s什ucture ofa
zinc一角nger domain that binds to poly-ADP-ribose･ Genes Cells 15, lot-1 10･ 2010･
5･ Asagoshi K, Liu Y, MasaokaA, Lan L, Prasad R, Horton JK, BrownAR, Wang XH･ Bdour HM,
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SoboI RW. Taylor JS, Yasui A, and Wilson SH. DNA polymerase beta-dependent long patch base
excision repalr in livlng Cells. DNA Repair9. 109-119, 2010.
6･ YasuiA, Lan L, Nakajima S, Hatakeyama K, Zehui H. and Kanno SI. Repair ofDNA strand breaks
in living human cells and implications for cancer therapy･ In負Extended Abstracts for the 40th Tnfer-
national Symposium of the Princess Takamatsu Cancer Research Fund'', 68-73, 201 0.
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
l･ Yasui A･ Roles ofchromatin remodeling factors in DNA double-strand break repalr in human cell.
The 7th 3R Symposium, October 26-30, 2010, Toyama Conference Center, Toyama, Japan･
2･ Yasui A. Live Cell Analysis Of DNA Double-strand Break Repalr and The Roles ofChromatin
Remodeling Factors･ PhysicochemicaI Field I:or Genetic Activities. January 24-26, 201 1, Awaji
Yumebutai lntemational Conference Center Awaji, Japan.
)
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1.安井　明,字井彩子,菅野新一郎:ヒト細胞内でのDNA二重鎖切断の修復.ゲノム複製･
修復･転写のカップリングと普遍的なクロマチン構造変換機構.第33回日本分子生物学会･
第83回日本生化学会合同大会ワークショップ2010年12月7日～10日　神戸
2.河野隆志,荻原秀明,字井彩子,安井　明,横田　淳:発がんとがん治療に影響を与える
クロマチンリモデリングの制御機構.第33回日本分子生物学会･第83回日本生化学会合
同大会ワークショップ2010年12月7日～10日　神戸
2)一般演題,ポスター等
1.菅野新一郎,渡遽怜子,安井　明: DUF2228family-ヒトを含む真核生物の新規AP-endo/
exonuclease-の解析.第33回日本分子生物学会･第83回日本生化学会合同大会一般口頭
発表, 2010年12月7日～10日　神戸
2.宇井彩子,菅野新一郎,荻原秀明,河野隆志,安井　明: DNA二重鎖切断修復におけるク
ロマチンリモデリング因子cHRACの機能.第33回日本分子生物学会･第83回日本生化
学会合同大会一般ポスター発表, 2010年12月7日～10日　神戸
附属研究施設
附属医用細胞資源センター
担当教授　松　居　靖　久
1.研究分野紹介
センター長:佐藤　靖史(莱)
教　　　授:松居　靖久
助　　　教:岡村　大治,前田　郁麻
技術職員:藤村　純子,合原　生恵,菅原　康博
I
当センターでは,腹水癌細胞株および,ヒト癌細胞,白血病細胞をふくむ培養緬包株,薬剤耐性
細胞株,ハイブリドーマなどを対象とした細胞バンク事業を行っており,本施設が保存する細胞株
のカタログをホームページ上に公開し,希望者-供給を行っている.当センターが保有する細胞株
のほとんどは,ナショナルバイオリソースプロジェクトの一環として,理化学研究所バイオリソー
スセンターと共有化され,それら細胞の供給は理化学研究所が行っている.また現在,新たな細胞
株の収集および分譲の準備を推進している.さらに,保有する細胞株の品質管理としてマイコプラ
ズマ検杏と除去, DNAフィンガープリンティング,およびアイソザイム検査を行っている.
また当センターでは,生き物のからだを作っている全ての種類の細胞と,複雑な形憩形成の元と
なる生殖細胞の能力が　どのようなメカニズムによって獲得されるのかを解明する研究を進めてい
る.そしてそういった研究によって,私たちのからだの成り立ちを最初にコントロールしている根
本原理を解明し,またそれによって不妊や先天性異常の原因解明や治療法につなげたいと考えてい
る.
現在の主な研究
1)マウス始原生殖細胞の分化運命の決定と,その後の運命制御のメカニズム
胚には未分化な生殖細胞として始原生殖細胞が存在している.この始原生殖細胞は胚が子宮に着
床してまもない時期に,多能性幹細胞集団の一部から分化運命決定を受け現れるが　この過程は
ES細胞を培養した場合にも再現することができる.その後,始原生殖細胞は一部が細胞死を起こ
しながら活発に増殖し,やがて減数分裂を経て精子または卵子-と成熟する.私たちはこれまでに,
胚から取ってきた始原生殖細胞を材料として遺伝子クローニングを行い,始原生殖細胞の増殖や生
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布の鍵となる遺伝子の単雛に成功し,その作用機構を調べている.またES細胞を使って始原生殖
細胞-の運命決定の鍵となる遺伝子経路の同定に成功し,その機能の詳細を解析している.
2)マウス始原生殖細胞形成のエビジェネティツク制御
遺伝子の働きはDNAや,それと結合しているピストンタンパク質のメチル化などの化学修飾に
よって制御されていて,それをエビジェネティツクな制御とよんでいる.始原生殖細胞では核の中
のDNAが全体的に低メチル化状憩にな8,などの,他の種類の細胞ではみられないエビジェネティツ
クな状態をとっていて,それが生殖細胞の分化や個体発生全能性の獲得に必要であると考えられる.
そして私たちは始原生殖細胞の形成には　特異的な遺伝子発現誘導を引き起こすようなエビジェネ
ティツクな制御が働いていると考えて研究を進めている.
3)始原生殖細胞の多能性幹細胞への再プログラム化の制御機構
始原生殖細胞は最初,多能性幹細胞から分化するが　通常,その分化は精子または卵子に向かっ
て一方向に進み,他の種類の細胞-の分化や･分化を後戻りすることはない･しかし･私たちのこ)
れまでの研究から,いくつかの増殖因子とともに培養したり,特定の遺伝子が変異したマウス胚の
なかでは,一部の始原生殖細胞が1週間ほどの時間で　多能性幹細胞-再プログラム化されること
が明らかになっている.さらに始原生殖細胞集団に含まれるより未分化な細胞が　この再プログラ
ム化を受けやすいことを見いたしており,そういった再プログラム化傾向を持つ細胞を同定するこ
とにより,再プログラム化の分子機構の解明を試みている.
2.研究報告
1)英文論文
1. Irie, S., Ts可imura, A., Miyagawa, Y., Ueda, T., Matsuoka, Y., Matsui, Y, Okuyama, A., Nishimune,
Y, and Tanaka, H. Single Nucleotide Polymorphisms in PRDM9 (MEISETZ) in Patients with
Nonobstructive Azoospemia. Joumal ofAndorology 30, 426-43 1 (2009).
2. Morita-F巾imura, Y., Tokitake, Y, and Matsui, Y Heterogeneity Of mouse primordial germ cells
reHectlng the distinct status of their differentiation, proliferation and apoptosis can be classihed by
the expression ofcell surface proteins integrm a6 and c-Kit. Development Growth and Difrerentia-
tion 51, 567-584 (2009).
3. Matsui, Y and Tokitake, 辛 Primordial gem cells contain subpopulations that have greater ability to
develop lntO PlurlPOtential stem cells. Development Growth and Differentiation 51, 657-667
(2009).
4. Maeda, I. and Matsui, Y In vitro assay system fbrprlmOrdial germ cell development. Cell
Research 19, 1125-1126 (2009).
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5･ Matsui, Y･ The molecular mechanisms regulating germ cell development and potential･ Joumal of
Andrology31, 61-65 (2010).
6･ Mochizuki, K･ and Matsui, Y Epigenetic pro創es in prlmOrdial germ cells : global and nne tunlng
of the eplgenOme for acqulSltlOn Of totlpOtenCy. Development Growth and Di鴨rentiation 52, 5 1 7-
525(2010).
2)和文論文
1.松居靖久.生殖細胞サイクルの謎と希望.実験医学27,356-361 (2009).
2.松居靖久.始原生殖細胞.最新匪学64,135日361 (2009).
3.松居靖久.エビゲノムの高感度解析の最近の発展.ぶんせき2010,1,23-28 (2010).
3.国際学会,海外での講演およびセミナー
)
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1･ Y Matsui･ Epigenetic control of primordial gem cell-specinc gene expression･ XX Nonh Ameri-
can testis Workshop `Testicular請nction : Levels of Regulation'･ Philadelphia, USA, April 1-4,
2009.
2･ Y･ Matsui and K･ Mochizuki･ Epigenetic regulation ofprlmOrdial germ ce一l-specific gene
expression. The 24th NAITO CONFERENCE ON Nuclear Dynamics and RNA[TI]. sapporo,
Japan, June 23-26, 2009.
3･ Y･ Matsui and Y･ Tokitake･ Primordial ge- cells contain subpopulations that have greater ability to
develop Into plurlpOtential stem cells･ XXXVI Intemational Congress of PhysiologlCal Sciences･
Kyoto, Japan, July 27-August 1, 2009.
4･ Y Matsui, K･ Mochizuki and D･ Okamura･ Epigenetic mechanisms underlying germ cell formation
and their survival･ lntemational Symposium on `Epigenome Network, Development and Repr0-
grammlng OfGe- Cells'･ Fukuoka, Japan, November 22-24, 2010･
2)一般演題
1･ K･ Mochizuki and Y Matsui･ DNA demethylation regulates prlmOrdial germ celLspecmc expres-
sion ofmi1-1 gene in mouse･ The 241h NAITO CONFERENCE ON Nuc一ear Dynamics and RNA
[II]. sapporo, Japan, June 23-26, 2009.
2･ Y Matsui and Y Tbkitake･ A pan ofundi鴨rentiated primordial ge- cells have greater ability to
develop Into plurlpOtential stem cells･ Cold Spring Harbor Meetlng∴Stem Cell Biology'. cold
Spring Harbor, USA, September 22-26, 2009.
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3. K. Mochizuki and 辛 Matsui. DNA demethylation regulates primordial germ cell-speciHc gene
expression in mouse･ 2010 Cold Spring Harbor Asia Conference 'Epigenetics, Chromatin &
TranscrlptlOn'. Dushu Lake, China, May 17-21, 2010･
4. K. Mochizuki and Y･ Matsui･ DNA demethylation regulates prlmOrdial germ cell-speciHc gene
expression in mouse･ Intemational Symposium on `Epigenome Network, Development and Repro-
grammlng OfGerm Cells'･ Fukuoka, Japan, November 22-24, 2010･
5. D. Okamura and Y Matsui･ Functions of an eplgenetic regulator, REST for survival ofprimordial
germ cells･ Intemational Symposium on `Epigenome Network, Development and Reprogrammlng
ofGerm Cells'. Fukuoka, Japan, November 22-24, 2010･
4　国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
)
1.岡村大治,時武裕子,谷口大更｢多能性関連分子が制御するマウス始原生殖細胞の分化決
定システムの解明｣文部科学省科学研究費補助金特定領域研究｢生殖細胞の世代サイクル
とエビゲノムネットワーク｣による公開シンポジウム,東京, 2009.ll.27
2.松尾靖久｢始原生殖細胞と多能性幹細胞の相互変換を制御するメカニズム｣,狽立行政法大
農粟生物資源研究所　生殖機構研究シンポジウム｢家畜に置ける生殖細胞･幹細胞研究の
方向を探る｣,東京, 2009.12.4
3.松居靖久｢多能性幹細胞からの始原生殖細胞分化を制御する分子機構｣日本薬学会第130
年会,シンポジウム｢遺伝情報デコードによる生体調節｣,岡山　2010.3.29
4.松居靖久｢マウス始原生殖細胞の分化運命決定を制御する分子メカニズム｣第51回日本哺
乳動物卵子学会,シンポジウム｢生殖巣内細胞の性質とその応用｣,新潟, 2010.5.29
2)一般演題
1. Ryohei Hamada, Yasuhisa Matsui `AnalysIS OfDndl-/- primordial germ cells which cause teratoma
in 129Sv genetical background･' 42th Annual Meetlng for the Japanese Society of Developmental
BiologlStS, Niigata, May28-3 1 , 2009･
2. Kentaro Mochizuki. Yasuhsa Matsui 'DNA methylation regulates prlmOrdial germ celLspecirlC
gene expression in mouse･' 43th Annual Meetlng for the Japanese Society ofDevelopmental Biolo-
glStS, Tokushima, June 20-23, 2010･
3. Kentaro Mochizuki, Yasuhisa Matsui `DNA demethylation regulates prlmOrdial gem cell-spec誼c
gene expression in mouse･' 44th Annual Meetlng Ofthe Japanese Society of Developmental Biolo-
glStS, Okinawa, May 18-21, 2011･
附属医用細胞資源センター　199
5.学会主催等
1.文部科学省科学研究費補助金特定領域研究｢生殖細胞の世代サイク)レとエビゲノムネット
ワーク｣による公開シンポジウム,東京, 2009.ll.27-28
附属ゲノムリサーチセンター
担当教授　山　本　徳　男
1.研究分野紹介
センター長:高井　俊行(慕)
教　　　授:山本　徳男
平成16年4月に21世紀のポストゲノム研究に対応するために設置されたゲノムリサーチセン
I
ターはその役割を終え,平成23年4月より新たに,代謝制御部門として生まれ変わりました.本
分野では動脈硬化症や糖尿病,高脂血しょうなどの代謝制御異常を伴う, ｢加畠疾患の発症メカニ
ズム｣やその応用治療のための基礎研究を疾患モデルマウスとプロテオミクスを用いて展開してい
ます.
現在の主な研究
高脂血症や2型糖尿病は多くの中高年に見られる代表的な加齢病です.私たちは食事由来の高コ
レステロール血しょうの原因を明らかにする目的で　複数のLDLレセプターファミリータンパク
(L良P)を解析し,そのうちの1つであるLRP5が食事由来のコレステロール輸送体であるカイロ
ミクロン･レムナントの血中クリアランスと肝臓-の取り込みを担うことを欠損マウスにより示し
ました･LRP5欠損マウスは食事性の高脂血症と共に,著しい耐糖能異常を示し,膵l細胞のグルコー
ス依存性のインスリン分泌障害であることが示されました. LRP5はアポリポタンパクであるアポ
Bを結合すると共に, Wntの共役レセプターとして機能していることが示されています. LRP5の
リガンドの1つであるアポBを欠損するノックアウトマウスでは,耐糖能異常はみられないこと
から, LRP5ノックアウトマウスの耐糖能異常はwntシグナリング異常と予測され,膵ラ島を用い
てWntの影響を解析した結果,正常マウスのラ島ではwntによりグルコース依存性のインスリン
分泌が克進するのに対し, LRP5ノックアウトマウスでは見られず, wntがLRP5を介してグルコー
ス依存性のインスリン分泌を制御していることが示されました.
これらの結果から, LRP5は食事由来のコレステロールの代謝とグルコース代謝を担い,その異
常は代表的加齢病である食事性高コレステロール血症と2型糖尿病を発症させることが示されまし
た.現在は,これらの結果をもとに,精製wntを用いて個体レベルでWntの糖代謝やコレステロ-
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ル代謝-の影響を解析しています
2.研究報告
英文論文
1. Sakakibara 1, F巾ino T, Ishii M, Tanaka T, Shimosawa T, Miura S, Zhang W, Tokutake 辛 Yamamoto ∫,
Awano M, Iwasaki S, Motoike T, Okamura M, et al. Fastlng-induced hypothemia and reduced
energy production in mice lacking acetyl-CoA synthetase 2 Cell Metab. 2009 Feb ; 9(2) : 191-
202.
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応用脳科学研究分野
担当教授　川　島　隆　太
1.研究分野紹介
教　授:川島　隆太
助　教:秋月　祐子,野澤　孝之,竹内　　光
当研究分野は平成22年4月にスマート･エイジング国際共同研究センター研究開発部門に新設
され7=.最新の脳機能イメージング技術や,認知神経科学,心理学,疫学など掠職を架橋融合し
た応用脳科学研究を展開し,健康な小児や成人,健全な社会生活を送っている高齢者の実行機能を
向上させる原理やシステムの開発と,個人の意欲や注意などの認知機能情報を脳活動から読みとる
ための基礎研究とデバイス開発とその応用を行っている.
現在の主な研究
1)脳機能開発研究
脳機能イメージング及び実験心理学的手法を核としながら,心を豊かに穏やかに加齢するための
方法論的研究を,脳を直接研究対象とした脳科学研究,認知機能向上法開発のための認知心理学研
究,認知症予防,メンタルヘルスを対象とした医学的研究,こころや死生観までを対象とした哲学･
心理学研究･倫理学研究などを融合して推進している.生活介入研究として,最新の脳機能イメー
ジング技術や,認知神経科学,心理学,疫学などの知識を架橋融合した応用脳科学研究を展開し,
健康な小児や成人,健全な社会生活を送っている高齢者の実行機能を向上させる原理を開発してい
る.認知神経科学の観点から,大脳の前頭前野(PFC)の作動記憶(ワーキングメモリー)や実行
機能と呼ばれている機能(将来の計画･企画や意思決定,行動の選択や統制などの基幹となる機能)
に注目をしており,それらの機能を向上させる方法を提案する.
2)応用脳科学研究
心のデコーディング研究として,最新の脳機能イメージング技術を駆使して,個人の意欲や注意
などの認知機能情報を脳活動から読みとるための基礎研究とデバイス開発を行っている.また,そ
れらの技術を生活の中で応用する社会技術研究や,複数の装置を利用して社会インタラクション
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(`複数脳の相互作用'∴複数脳の共鳴')を明らかにする研究も行う.
2.研究報告
1)著書･総説
1･嶋keuchi H, Takュ Y, Kawashima R. E鴨cts of working memory trainlng On COgnltive請nctions and
neural systems. Reviews in the Neurosciences, 21 : 427-449, 2010.
2.野内　類.感情.兵藤宗吉･緑川　晶(編) ｢心の科学一理論から現実社会-｣,ナカニシ
ャ出版, 79-89, 2010.
3.野内　類.性格.兵藤宗吉･緑川品(編) ｢心の科学一理論から現実社会-｣ ,ナカニシャ
出版, 121-lらl, 2010.
4.野内　類.学際的研究活動を支える心理学の視点.井上孝代･山崎　晃･藤崎眞知代(編)｢心
.理支援力を育てる-明治学院大学心理学部の挑戦｣,風間書房, 2010.　　　　　　　　)
2)英文論文
1. Takeuchi H, Sekiguchi A, Taki 辛 Yokoyama S, Yomogida 辛 Nozomi K, Yamanouchi T, Suzuki S,
Kawashima R. Trainlng Ofworking memory Impacts StmCtural connectivlty. Joumal ofNeurosci-
ence, 30 : 3297-303, 2010.
2. Takeuchi H, Taki Y SassaY, Hashizume H, Sekiguchi A, FukushimaA, Kawashima R. White mat-
ter structures associated with creativlty : eVidence丘om difhsion tensor imaglng. Neuroimage,
51 : ll-18,2010.
3. Takeuchi H, Taki Y, Sassa Y Hashizume H, Sekiguchi A, Fukushima A, Kawashima R. Regional
gray matter volume of dopaminerglC System associate with creativlty : eVidence丘om voxel-based
morphometry. Neuroimage, 51 : 578-585, 2010.
3)和文論文
I.大庭　輝,野内　類,高野裕治,高野春香,小嶋明子,佐藤眞一.高齢者介護施設入居者
における食事の役割　一九州地方の高齢者施設を例として-.明治学院大学心理学部付属
研究所年報, 2,51-63,2010.
2.野内　類,飯田敏晴,阿部　裕,井上孝代,平野(小原)裕子,野田文隆.日本に暮らす
外国人のメンタルヘルス上のHelp-seeking行動の研究(第3報) -ペルー人のうつと統合
失調症の概念と対処行動一.こころと文化, 9, 118-129,2010.
3.白根恭子,野内　類,伊東裕司.未来についての想像が顔の再認課題へ及ぼす影響.慶應
義塾大学大学院社会学研究科紀要, 69, 145-156, 2010.
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3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1. Kawashima R. Prevension ofcpognltlVe agelng. 5th Intensive Course on Clinical Neuropsychpo1-
0gyfbr Physicians, Seville, Spain, Mar 2010 (Invited)
2. Takeuchi H, Takュ 辛 Nagase T, SassaY Hashizume H, Kawashima R. The e鴨cts of the trainlng Of
simple processlng Speed tasks on brain structures. 16th Annual Meetlng Ofthe Organization fbr
一一●
Human Brain Mapping, Barcelona, Spain, June 2010 (poster)
3. Akitsuki 辛 Nakagawa S, Higuchi T, Shimizu M, Hamada K, Kawashima R･ Nutritional quality oで
breakfTast affects cognltlVe filnCtion : an fMRI study. 16th Annual Meetlng Ofthe Organization for
Human Brain Mapping, Barcelona, Spain, June 2010 (poster)
4. Takeuchi H,嶋ki 辛 Kawashima R. The e鴨cts of working memory trainlng and processing Speed
trainlng On neural sysitemS and cognltlVe functions. 7th lntemational ConfTerence on Cognltive Sci-
ence, Beijing. China. August 2010 (Symposium, Invited)
5. Kawashima R. Role of the medial血ontal cortex in communication. 29th lntemational Congress
)
ofClinical Neurophysiology, Robe, Japan, Oct 201 0 (Workshop)
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1.川島隆太.脳科学からみた,早寝,早起き,朝ご飯の大切ざ　子どもの生活習慣づくりフォー
ラム(文部科学省),福岡, 2010.1 (基調講演)
2.川島隆太.高齢者と学習障害の脳機能改善コホ-ト研究. JST ｢脳科学と教育｣研究開発領
域｢高齢者と学習障害の脳機能改善コホ-ト研究｣報告会,札幌, 2010.1 (主催)
3.川島隆太.高齢者と学習障害の脳機能改善コホ-ト研究. JST ｢脳科学と教育｣研究開発領
域｢高齢者と学習障害の脳機能改善コポート研究｣報告会,福岡, 2010.2 (主催)
4. Kawashima R. Prevention ofCognltive Agelng. 5th Intensive Course on clinical Neuropsychology
for Physicians, Satellite Symposium Cadiz. Spain, Mar 2010 (Invited)
5. Kawashima R. Prevention ofCognltlVe Ageing. 5th Intensive Course on clinical Neuropsycho1-
0gy for Physicians, Satellite Symposium, Granada, Spain, Mar 2010 (Invited)
6. III島隆太.脳は不思議のワンダーランド　科学技術フェスタin京都,京都, 2010.6 (特別
講演)
7.川島隆太.スマート･エイジング(smanAging).台目高齢者社会セミナー,台北, 2010.12
(招待講演)
8.川島隆太.最新の脳科学研究からわかったこと～脳科学はどこまで心に近づいたか～.坐
物教育学会平成21年度全国大会,仙台, 2010.1 (記念講演)
9.川島隆太.スマート･エイジング　第111回日本耳鼻咽喉科学会総会,仙台, 2010.5 (特別
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講演)
10. IiI島隆太.無意識の脳機能イメージング研究.第19回日本意識障害学会,下関, 2010.7 (特
別講演)
ll.野内　類,川島隆太.高齢者-の認知トレーニングの効果とスマート･エイジング　日本
教育心理学会第52回総会,東京, 2010.8 (シンポジウム)
12.野内　類,川島隆太.朝ごほん習慣が認知･健康･社会的成功に及ぼす影響一朝ごほんと
各=i
スマート･エイジングー.日本心理学会第74回大会,大阪, 2010.9 (ワークショップ)
13.川島隆太.脳科学の最先端一歩行と脳活動-.第24回日本靴医学会,仙台, 2010.9 (特別
講演)
14.野内　類.脳科学と教育一脳から考える子ども･大人の学び-.リベラルアーツカフェー
静岡の教養～シリーズ企画1:脳科学と教育II,大学ネットワーク静岡,科学交流フォーラ
ム,静岡, 2010.12 (特別請潰)
2)一般演題,ポスター等
1.鵜川　晃,野内　類,岩本　操,村上裕子,江川　緑,秋山　剛,野田文隆.精神障害を
もつ在日外国人-の精神保健福祉支援の研究(第1報).第17回多文化間精神医学会,福島,
2010.3 (口演)
2.村上裕子,鵜川　晃,阿部　裕,倉林るみい,矢永由里子,吉田尚更,野内　類,飯田敏晴,
松丸未来,藤岡　勲,秋山　剛.日本に住む外国人へのメンタ)レヘ)レス支援の従事湯にむ
けて一支援団体と精神保健専門家のネットワーキングの取り組み-,第17回多文化間精神
医学会,福島, 2010.3 (口演)
5.その他
受賞歴
1.竹内　光
第18回加齢医学研究所研究奨励賞
附属スマート･エイジング国際共同研究センター
生体計測研究分野
1.研究分野紹介
教　授:西條　芳文(加齢研教授兼務)
担当教授　西　條　芳　文
当研究分野は,平成22年4月,加齢医学研究所スマナト･エイジング国際共同研究センターに
おける客員研究分野として発足した･母体となっているのは,平成20年4月,)わが国に大学院と
して初めて設置された医工学研究科における計測･診断医工学講座の1つとして発足した医用イ
メージング研究分野である.その根底には昭和30年代に当時の抗酸歯痛研究所と電気通信研究所
の共同研究で行われた呼吸音･心音のスペクトル解析と,それがさらに発展した超音波心臓断層法
の開発という,加齢医学研究所における医工連携の精神が引き継がれている.
現在の研究内容は,高周波数超音波イメージング,血流イメージング,パラメトリックイメージ
ング,光音響イメージング,モバイ)レイメージングの5つを大きな柱としている.
加齢医学に深く関わる研究として,三次元超音波顕微鏡により三大エイジングの一つである皮膚
のエイジングに関する研究を行っている.これまでに,ヒト生体組織における皮脂線の三次元構造
を世界で初めて可視化するとともに,皮脂線の体積が皮膚の粘弾性に大きく関与していることを示
し,医学と美容の境界領域であるコスメシューテイカルの分野に置いて大きな関心を浴びている.
当研究分野の特徴は,診断機器の開発という工学領域にとどまらず,開発した装置を実際に医学･
生物学に応用している点で　特に,超音波顕微鏡の開発により,病態の生物学･化学的解析だけで
はなく,物理的･機械的な観点からの新たな診断体系を切り開いた事実に象徴されている.
当研究分野(正確には医用イメージング研究分野)には医工学研究科博士課程後期3名,博士課
程前期4名,医学系研究科博士課程3名,工学部学生4名が所属している.まだ　工学部･工学研
究科や情報科学研究科の中にも大きく足を踏み入れ,光音響イメージングの開発などの新たな医工
連携研究を開始している.当研究分野修了者の進路はオリンパス株式会社,富士通株式会社などの
一流企業および病院,医療機器メーカーなど多岐にわたっている.
大学の使命である社会的貢献としては,文部科学省の地域イノベーションクラスター創成事業に
おいて小型超音波診断装置を開発し,宮城県内における動脈硬化の健診事業の促進に貢献している.
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まだ　経済産業省の地域イノベーション創成研究開発事業において,宮城県内の企業とともにアレ
イ型高周波数超音波プローブの開発を行い,宮城県に医療機器開発の拠点を形成するべく産学官連
携活動を行っている.さらに,岩手･宮城内陸地震におけるエコノミークラス症候群診断で足場を
築いたネットワークにより東日本大震災においても宮城県及び岩手県においてエコノミークラス症
候群診断を展開し,市民の生活に直結する健康増進活動を積極的に行っている.
/一′
現在の主な研究
1)高周波数超音波イメージング
･超音波は安全でポータブルな診断装置としてよく知られているが　工学的には空間分解能およ
び時間分解能の高い診断の可能性を秘めている.空間分解能は周波数に反比例するので　高周波数
超音波を用いることで高解像度の生体組織イメージングが可能になる.すでに複数のタイプの医学･
I
生物学用超音波顕微鏡を開発し,心臓,動脈硬化,胃がん,腎臓がん,前立腺がん,整形外科領域
などの組織診断や,培養細胞の評価を行ってきた.最近では三次元超音波顕微鏡を開発し,皮膚の
エイジング診断などにも幅広く活用している.
2)血流イメージング
･臨床的に行われているカラードプラ心エコーのデータに種々の流体力学を適用することで　定
量的な血流および圧力の評価法であるEcho-dynamographyの研究を行っている.また, MRIによ
る三次元血流評価方法も開発し,心臓の動きと血流の関係についての総合的な研究を行っている.
3)パラメトリックイメージング
･通常,超音波画像は超音波の反射の強さをグレースケールで表し,組織の形や大きさに関する
情報を表示している.パラメトリックイメージングとは超音波の反射の強さだけではなく,周波数
情報や血圧の負荷による血管の微小な動きなどのパラメーターを画像化することで　組織性状診断
を行う方法である.血管内超音波法にこの手法を応用し, Integratedbackscatter (IB),組織ストレ
イン, Vimal Histology, 2次元組織速度, Attenuationimagingなどのパラメーターにより,動脈硬
化組織の自動診断が可能になった.
4)光音響イメージング
･組織にナノ秒パルスのレーザーを照射することで　瞬間的に組織が熱膨張を起こし超音波を発
生する.光音響イメージングは,この光音響効果を利用し,解像度が通常の超音波の2倍,深達度
が通常のレーザー光の2倍のイメージングを可能にする.まだ　酸化ヘモグロビンや還元ヘモグロ
ビンのスペクトルの違いを応用することで　血流情報だけではなく組織の機能解析を行うことが可
能である.
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5)モバイルイメージング
･特定健診や救急医療･災害現場での超音波診断活用のための研究を行っており,小型で安価な
超音波診断装置は薬事認証も取得している.このほか,携帯電話,小型ゲーム機を用いたイメージ
ング･センシング装置の開発も行っている.小型超音波診断装置については,すでに結核予防会宮
城県支部と共同で市町村や職場などでの頚動脈エコー検診に活用し,研究成果による社会貢献を実
容=i
現している.
2.研究報告
英文論文
1. Kijima H, Minagawa H, Saijo 辛 San° H, Tomioka T,JYamamoto N, Shimada 辛 Okada K, ltoi E.
Degenerated coracoacromial ligament in shoulders with rotator cu∬ tears shows higher elastic
modulus : measurement with scannlng acoustic microscopy. J Orthop Sci. Vol. 14, No. 1 : 62-7,
2009.
2. Saijo Y. Acoustic microscopy : latest developments and applications. Imaging in Medict.ne Vol. 1.
No. 1 : 47-63,2009.
3. Saijo Y. Acoustic microscopy - Beyond high resolution imaglng. Proc 2009 1EEE International
Ullrasonics Sysmposium : 37-40, 2009.
4. UemuraT, Suzuki T, Hanai K, Yoshida S. Kobayashi K. Yamamoto S. Saijo Y. Hozumi N. Aberra-
tion coHeCtion for biologlCal acoustic impedance microscope. Proc 2009 HEE International Ultra-
sonics Sysmposium : 1518-21, 2009.
5. Nakajima H, Sugawara S, KameyamaT, Tabuchi H, Ohtsuki S, Tanaka M, SaijoY. Location of How
axis line in the left ventricle and its interaction with local myocardial motion. JEchocaTdiogr Vol.
9 : 24-29,2010.
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1)シンポジウム,ワークショップ等
I. Saijo Y. Multimode ultrasound microscope for biomedical applications. Categorical course at the
2009 American Institute of Ultrasound in Medicine Annual Convention, New York, NY, USA. April 4,
2009.
2. Saijo Y. Biomedical applications of acoustic microscopy. Tlutorial course at the 2009 1EEE Inter-
national Ultrasonics Symposium, Rome, Italy, Sep 19. 2009.
3. Saijo Y. Acoustic microscopy-Beyond high resolution imaglng. InvitedLecture at the 2009
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IEEE International Ultrasonics Symposium, Rome, Italy, Sep 2 I , 2009.
4. Saijo Y. High resolution ultrasonic imaglng in the next decade : Where are we heading? Special
Lecture at 71h International Conference on Ultrasonic Biomedical Microscanning, Matsushima,
Japan, Sep 16, 2010.
2)一般演題,ポスター等　　　　　一
1. Saijo 辛 Kobayashi K, Hozumi N, Tanaka A. Visualization ofmicrostructure of the skin by 3D
ultrasound microscope. 12th World Congress of the World Federation for Ultrasound in Medicine
and.Biology Sydney, Australia, Åug 30, 2009.
2. Uemura T, Suzuki T, Hanai K, Yoshida S, Kobayashi K, Yamamoto S, Saijo 辛 Hozumi N. Aberra-
tion correction for biologlCal acoustic impedance microscope. 2009 脇EE hternational Ultrasonics
Symposium, Rome, Italy. Sep 20, 2009.　　　　　　　　　　　　　'
3.､ Nakajima H, Tabuchi H, Sugawara S, Kameyama T, Ohtsuki S, Tanaka M, Saijo Y. Main How axや
line deduced什om blood How vector distribution reHects local and whole le節 ventricular diastolic
function. 13th Annual Meeting of the European Association ofEchocardiography in Cooperation
with the Working Group on Echocardiography Qfthe Spanish Socie砂Qf Cafdiology, Madrid, Spain,
Dec ll,2009.
3. Kobayashi K. Hozumi N, Saijo Y. Development of ultrasound impedance microscope from indus-
thal view. 7th International Conference on Ultrasonic Biomedical Microscanning, Matsushima,
Japan, SOP 16, 2010.
4. Kumagai K, Koike H, Sakai S, S坤o Y Assessment ofsmaH-aging Ofthe skin-Comparison of high
frequency ultrasound imaging and biomechanical techniques. 7th International Col?ference on
utrasonic Biomedical Mcmscanning, Matsushima, Japan, Sep 1 6, 201 0.
5. Saijo Y, Kuamagi K, Koike H, Sakai S, Kobayashi K. Assessment ofaglng Ofskin by high fre-
quency ultrasound and biomechanical testing. 9th Congress of Asian FederatL.On QfSocieties ､for
ultrasound in Medicine & Biology (AFSUMB) , Delhi, India, Nov 20, 2010.
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1.西條芳文.超音波組織性状診断による血管の加齢の評価.日本超音波医学会第82回学術集会.
東京, 2009年5月24日.
2.西條芳文.健診･人間ドックなど-のサービス応用を目指す最先端センシング技術の研究.
広域仙台地域知的クラスター創成事業(第II期)先進予防型健康社会創成クラスター構想
事業報告会.仙台, 2009年5月27日.
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3.西條芳文.臨床医ニーズを起点とした医工学連携-の取組.第4回医療･健康機器市場･
技術研究会.仙台, 2010年1月8日.
2)一般演題,ポスター等
1.西條芳文,小林和人.ポータブ)レ超音波システムの健診-の応用.第20回日本心エコー図
学会学術集会.高松, 2009年4月23日.
2.西條芳文,中島博行,菅原重生,田淵晴名,田中　明. Tissuedefbrmationimagingによる心
筋収縮dyssynchronyの評価.第20回目本心エコー図学会学術集会.高松,2009年4月24日.
3.西條芳文,小林和人,岡田長也,石黒稔道.健診での普及を目指したポータブ)レ超音波シ
ステムの開発.第48回日本生体医工学会大会.東京, 2009年4月24日.
4.西條芳文,小林和人,田中　明,穂積直裕.三次元高周波数超音波イメージングによる皮
膚組織の微細構造の観察.日本超音波医学会第82回学術集会.東京, 2009年5月22日.
5.西條芳文,柴田宗一,横沢和彦,小泉　勝.低価格携帯型エコー装置の災害時エコノミー
クラス症候群検診-の応用.日本超音波医学会第82回学徒集会.東京, 2009年5月22日.
6.西條芳文,萩原嘉贋,羽鳥弘毅,小林和人,穂積直裕,田中　明,中村憲正,星　和人.
三次元複合臓器構造体研究開発における高周波数超音波の応用.日本超音波医学会第83回
学術集会.京都, 2010年5月31日.
7.熊谷和敏,小池秀幸,小川みなみ,小林和人言西井進吾,西條芳文.スマートエイジング
のための三次元超音波顕微鏡による生体ヒト皮膚組織観察.日本超音波医学会第83回学術
集会.京都, 2010年5月31日.
8.小池秀幸,熊谷和敏,穂積直裕,植村　努,松浦祐司,西條芳文.生体観察用光音響顕微
鏡のための高速スキャンシステム開発.日本超音波医学会第83回学術集会.京都, 2010年
5月31日.
5.学会主催等
1.第43回みやぎJL､エコー研究会.仙台, 2009年4月10日
2.第44回みやぎ心エコー研究会.仙台, 2009年7月24日
3. 7th lntemational Conference on UItrasonic Biomedical Microscannlng. Matushima, Sep 13-16, 2010.
4.第45回みやぎ心エコー研究会.仙台, 2009年10月23日
5.第46回みやぎ心エコー研究会.仙台, 2010年1月22日
6.第47回みやぎ心エコー研究会.仙台, 2010年4月9日
7.第48回みやぎ心エコー研究会.仙台, 2010年7月16日
8.第49回みやぎ心エコー研究会.仙台, 2010年10月22日
9.第50回みやぎ心エコー研究会.仙台, 2011年2月5日
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6.その他
特記出願
発明の名称:高周波振動圧電素子,超音波センサおよび高周波振動素子の製造方法
○出願日:平成22年6月10日
各つ
○出願番号:特願2010-133320
0発明者名:西條芳文,菊地清志,田村　清,井口真仁,遠藤俊行,小林和人,大森健児
○出願人:東北大学,株式会社日本セラテック,ケイテック株式会社,本多電子株式会社
附属スマート･エイジング国際共同研究センター
神経電磁気生理学分野
担当教授　中　里　信　和
1.研究分野紹介
教　授:中里　信和(加齢研教授兼務)
講　師:神　　一散
助　手:板橋　　尚　　　　　　　　　　　　　　,
)
神経電磁気生理学分野は,スマート･エイジング国際共同研究センターの発足に伴い,本年度(2010
年) 5月に新しく誕生した研究分野である.担当教授は医学系研究科てんかん学分野(2011年4月
に旧･運動機能再建学分野から名称変更)を原籍とし,東北大学病院てんかん科科長と本研究分野
の教授を兼任している.
臨床分野では,難治性てんかんに対する新規治療法の開発がメインテーマであり,てんかん発作
をとらえる長時間ビデオ脳波モニタリングシステムを国内最大規模(6台)で運用し,東北地方の
みならず遠隔地からの入院症例を受け入れて診療を行っている.このうち外科適応のある症例に対
しては,川島隆太研究室に設置されている最新鋭のヘルメット型脳磁計を用いて異常突発波の局在
診断や,脳機能マッピング検査を実施している.さらに必要な症例においては頭蓋内電極を3週間
程度留置して,これを利用した記録と刺激による術前検査を行っている.ターゲットとする脳活動
は,てんかんに伴う異常活動のみならず,さまざまな大脳皮質の機能も含まれる.すなわち本研究
分野では,電気と磁気を組み合わせ,脳の機能を時空間的に高い精度で描出する手法の開発にある.
現在の主な研究
I)頭皮脳波,頭蓋内脳波,脳磁図を組み合わせた脳機能マッピングに関する研究
2)頭皮脳波,頭蓋内脳波,脳磁図を組み合わせだ　てんかん局在診断法の開発
3)頭蓋内電極を用いた脳表電気刺激による脳機能の局在診断法の開発
4)超伝導を用いない新たな生体磁気センサーの開発研究
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2.研究報告
1)著書
1.中里信和:側頭葉･後頭葉疾患と脳磁図.斉藤延人(編) :ビジュアル脳神経外科2.側頭葉･
後頭葉･メジカルビュ一, PP94-1/07,2010
2.中里信和:手術計画に必要な機能検査:言語優位半球の同定法.片山容- (編) :ビジュア
ル脳神経外科1.前頭葉･頭頂葉.メジカルビュ-, pp92-97,2010
2)英文論文
1. Kawase T, Maki A, Kanno A, Nakasato N, Sato M, Kobayashi T : Contralateral white noise attenu-
ates 40-Hz auditory steady-state肘ds but not NIOOm in auditory evoke(諒elds. Neuroimage (in
i press)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
2. Kakisaka 辛 Iwasaki M, Haginoya K, Kanno A, Tsuchiya S, Nakasato N : Somatotopic distribution
ofperi-rolandic spikes may predict prognosis in pediatric-Onset epilepsy with sensorimotor seizures.
Clin Neurophysiol 122 : 869-873, 2011
3･ Nakasato N : Point-to-polnt prqieCtion舟om muscle a鴨rent to area 4 cohex. Clin NeurophyslOl
122 : 438-439,2011
4. Uematsu M, Haginoya K, Tbgashi N, Hino-Fukuyo N, Nakayama T, Kikuchi A, Abe 辛 Wakusawa K,
Matsumoto 辛 Kakisaka 辛 Kobayashi T, Hirose M, Yokoyama H, Iinuma K, Iwasaki M, Nakasato N,
Kaneta T, Akasaka M, Kamei A, Tsuchiya S : Unique discrepancy between cerebral blood How and
glucose metabolism in hemimegalencephaly. Epilepsy Res 92 : 201-208, 2010
3)和文論文
1.岩崎真樹,神　一散,奥村栄一,大沢伸一郎,菅野彰剛,冨永悌二,中里信和:てんかん
外科におけるMEGの役割: Multimodal請sion画像での検討.日本生体磁気学会誌24: 62-
63,2011
2.菅野彰剛,中里信和,長嶺義秀,川島隆太:フラッシュ刺激視覚誘発次回反応を用いた遷
延性意識障害者における視覚残存機能評価.日本生体磁気学会誌24 : 182-183,2011
3.中里信和:一教授就任記念講演-てんかん学と脳波学の再興.東北医誌122: 161-162,2010
4.菅野彰剛,中里信和,川瀬哲明,長嶺義秀,川島隆太:遷延性意識障害例の聴性定常状態
誘発磁界.臨床脳波52: 719-723,2010
5.岩崎真樹,中里信和,冨永悌二:側頭葉てんかんにおけるMEG棟波マッピングの役割.醍
床脳波52 : 453-458,2010
6.松下真史,中川晴夫,中里信和,菅野彰剛,海法康裕,川守田直樹,荒井陽一:脳磁図.
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臨床検査54 : 819-822,2010
7.中里信和:脳磁図による脳機能診断.臨床神経生理学38: 83-88,2010
8.中里信和:脳磁図診断に求めるもの-1に波形分離, 2に電流方向, 3に信号源局在.医学
のあゆみ232 : 1043-1049,2010
3.国際学会･海外での講演及びセミナー等
1)シンポジウム,ワークショップ等
1 ･ Nakasato N : Magnetoencephalographic evaluation of neocortical epilepsy and eloquent cortical
mnction･ 8th AOEC, Clinical Epilepsy Workshop on Epilepsy Surgery in Neocortical Epilepsy,
October 20, 201 0, Melboume (Invited Lecture)
2)一般演題,ポスター等
1･ [wasaki, M, Nakasato N, Osawa S, Uematsu M, Haginoya K, Tominaga T : Lateralization ofgeneral-
ized spikes a的r corpus callosotomy. 64th Annual Meeting of American Epilepsy Society (Sam
Antonio, TX) Dec 5, 2010
2･ Osawa S, [wasaki M, Saito R, Sugiyama S, Nakasato N, Tominaga T : Convection enhanced delivery
of levetiracetam fb∫ treatment ofepilepsy. 64th Annual Meeting of American Epilepsy Society (San
Antonio, TX) Dec 5, 2010
3･ Osawa, S, Iwasaki, M, Nakasato, N, Tbminaga, T : Convection-enhanced delivery of levetiracetum
for treatment of epilepsy･ 64th Annual Meetlng OfAmerican Epilepsy Society, Sam Antonio, Dec 5,
2010
4･ Jim K, Alexopoulos AV, Gonzalez-Martine∑ JA, Bulacio ∫, Burgess RC, Mosher JC, Najm
IM : Which spikes are visible on MEG? Three case repons ofsimultaneous recordings ofinterictal
epileptifbm discharges by MEG and invasive stereo-EEG･ 64th Annual Meetlng OfAmerican Epi-
lepsy Society, Sam Antonio, Dec 5, 2010
5･ Wang IZ, Mosher JC, Burgess RC, Kakisaka 辛 Najm IM : MEG aids interpretation ofepileptlC
activlty propagation where invasive electrode sampling lS inadequate. 64th Annual Meeting Of
American Epilepsy Society, Sam Antonio, Dec 5, 201 0
4.国内学会での発表
1)特別講演,シンポジウム,ワークショップ等
1.中里信和:脳神経外科医にとっての新規抗てんかん薬登場の意義.第30回日本脳神経外科
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コングレス総会. 2010.5.9.盛岡(ランチョンセミナー)
2.中里信和:てんかん学と脳波学の再興.東北医学会教授就任講演会. 2010.5.25.仙台(講演)
3.神　一散,岩崎真樹,中里信和:東北大学病院てんかんモニタリングユニットの運用事例
紹介.第27回日本脳電磁図トポグラフイ研究会. 2010年11月18日(ワークショップ)
4.岩崎真樹,神　一散,菅野彰剛, MichaelScherg,中里信和:長時間記録脳波の判読支援ソ
フトウェア: BESA-Epilepsyの有用性.第27回日本脳電磁図上ポグラフイ研究会･ 2010年
/一′
11月18日(ワークショップ)
5.中里信和:脳卒中とてんかん.石巻市･桃生郡医師会学稿講演会. 2010年6月15日(特別
講演)
6.中里信和:自治医科大学脳磁図セミナー:脳磁図の臨床応用･ 2010年7月13日(特別講演)
7.中里信和:てんかんのTreatmentGap　～東北地方の現状と将来展望～.日本てんかん学会
近畿地方会(特別請潰)
8.中里信和:転換期を迎えた｢てんかん診療｣ ～モニタリング･新薬･手術～.塩釜匪師会
講演会. 2010年9月24日(特別講演)
9.中里信和:てんかん-の誤解と偏見をとりのぞく.第59回仙台市学校保健会研究大会.
2010年10月7日(特別講演)
10.中里信和:てんかん治療の最前線.日本てんかん協会第18回東北ブロック大会2010年10
月10日(特別講演).
ll.中里信和:転換期を迎えた｢てんかん診療｣｣ ～モニタリング･新薬･手術～.日本脳神経
外科学会総会. 2010年10月28日(ランチョンセミナー) 12.中里信和:転換期を迎えた
｢てんかん診療｣ ～モニタリング･新薬･手稿～.花巻医師会生涯教育講座(特別講演)
13.中里信和:てんかんをアキラメない一診断･治療の新時代～.河北TBCカルチャーセンター
｢健康の医学教室｣. 2010年11月30日
2)一般演題,ポスター等
1.加藤量広,井泉瑠美子,菅野直人,神　一散,中島一郎,藤原一男:てんかんで発症した
多発性硬化症の一例.第4回日本てんかん学会東北地方会. 2010年7月17日
2.岩崎真樹,神　一散,大沢伸一郎,中里信和,冨永悌二:側頭葉てんかんに対する外科治
療の長期発作予後について.第4回日本てんかん学会東北地方会. 2010年7月17日
3.菅野彰剛,中里信和,岩崎真樹,長嶺義秀,藤原　悟,冨永悌二,川島隆太:外傷後遷延
性意識障害例における脳波と脳磁図の藤波検出度.日本意識障害学会. 2010年7月23日
4.神　-敬,岩崎真樹,大沢伸一郎,中里信和,冨永悌二:内側側頭葉てんかんに対する外
科治療の長期発作予後.第87回日本神経学会東北地方会. 2010年9月11日
5. Kazutaka Jim, Andreas V Alexopoulos, Jorge A･ Gonzalez-Ma証nez, Richard C･ Burgess, John C･
Mosher, and Lmad M. Najm :脳磁図と侵襲的ステレオ脳波による発作間欠時てんかん性異常
波の同時記録.第44回日本てんかん学会. 2010年10月14-15日
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6.岩崎真樹,神　一散,大沢伸一一郎,中里信和,冨永悌二:海馬硬化による側頭葉てんかん
に対する外科治療の長期予後:治癒例の検討.第44回日本てんかん学会. 2010年10月
14-15日
7. Kazutaka Jim, Joanna Pong, Andreas V Alexopoulos, Stephen Hantus, John C･ Mosher, Richard C･
Burgess:音楽てんかんの一例　一脳磁図と頭蓋内脳波の同時記録一･第40回日本臨床神経
生理学会学術大会. 2010年11月2日
こつ
8.菅野彰剛　岩崎真樹,神　一散,中里信和,川島隆太:頭皮脳波における追加電極に関す
る提言.第27回日本脳電磁図上ポグラフイ研究会. 2010年11月18日
9.神　一散,岩崎真樹,大沢伸一郎,中里信和,冨永悌二:海馬硬化に伴う側頭葉てんかん
の外科治療:再発例の特徴.第34回てんかん外科学会. 2011年1月20日
10.岩崎真樹,神　一散,大沢伸一郎,中里信和,冨永悌二:新皮質てんかん手術予後不良例
の臨床的検討.第34回てんかん外科学会. 2011年1月20日
ll.神　一散,岩崎真樹,大沢仲一郎,中里信和,冨永悌二:海馬硬化を伴う側頭葉てんかん
に対する外科治療後の残存･再発発作の特徴･第52回日本神経学会学衝大会･ 2011年5月
18-20日
12.三浦永美子,神　一散,菅野垂範,長谷川隆文,竪山真規,武田　篤:てんかん発症が先
行した抗CAD抗体陽性小脳失調症の2例.第52回日本神経学会学術大会. 2011年5月
18-20日
13.板橋　尚,神　-敬,岩崎真樹,大沢伸一郎,冨永悌二,中里信和:右中心前回底部皮質
形成異常に伴う難治性てんかんの一例.第5回日本てんかん学会東北地方会. 2011年7月
9日
14.岩崎真樹,植松　貢,中山東城,佐藤優子,白石秀明,神　一散,中里信和,冨永悌二:
脳梁離断術によって発作消失と発達改善が得られたwest症候群後難治てんかんのl例.第
5回日本てんかん学会東北地方会. 2011年7月9日
5.学会主催等
1.中里信和(会長):第27回日本脳電磁図上ポグラフイ研究会. 2010年11月18日～19日
ホテル松島大観荘(宮城県宮城郡松島町).
6.その他
【公開特許】
･ ｢生体の深部刺激方法及び生体深部の刺激装置｣
発明者:阿部利彦,高木敏行,出江純一,永富良一,中里信和,八島　和美
出願番号: 2008-219938
公開番号: 2010-51562 (平成22年3月11日)
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･ ｢筋肉の動きを増強又は回復させる方法及び装置｣
発明者:阿部利彦,高木敏行,出江純一,永富良一,中里信和,八島和美,松坂義載,
市原敏昌,石井賢治
出願番号: 2009-010212
公開番号: 2010-166971 (平成22年8月5日)
各つ
･ ｢治療用生体磁気刺激方法及び装置｣
発明者:阿部利彦,高木敏行,出江純一,永富良一,中里信和,八島和美,松坂義載,
市原敏昌,石井賢治
出願香号: 2009-053473
公開番号: 2010-207268 (平成22年9月24日)
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